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			余命一年の勇者②

			からす

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章●魔刃 対 魔蟲

			第一章●帝都の朝

			第二章●再会、そして女騎士

			第三章●剣の巫女と、盾の乙女と

			第四章●帝都散策

			第五章●鋼の兇蟲

			終章●純潔の月

		

	
		
			序章　魔刃　対　魔蟲

			　

			　血走った空が脈動し、臓(ぞう)腑(ふ)のように蠢(うごめ)いている。

			　そこは、魔界へと〝落ちた〟平原。

			　妖しく淀(よど)んだ空気は今、異様なまでの緊張感に覆われていた。

			　繰り広げられているのは、命懸けの戦いである。

			　一方は、小柄で華(きや)奢(しや)な、乙女のように柔らかな顔立ちの白髪の少年――神(かみ)護(もり)悠(ゆう)。

			　草むらを踏み締めて、悠(ゆう)は己が魔法(ゼノスフイア)である十の白刃〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉を従えて敵手と相対している。

			　見据える敵手は、魔族ではない。

			　それは鋼のような金属質の体躯を誇る、巨大な蟷螂(かまきり)だ。

			　魔法、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉。

			　粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)の魂(たましい)の具象体が、紅い複眼によって悠(ゆう)を睥(へい)睨(げい)する。

			　剣(けん)呑(のん)な威(い)容(よう)を誇る両の大鎌は相対する悠(ゆう)へと向けられ、その赤熱化した刃は悲鳴じみた叫びを響かせていた。

			　その姿は、まさに獲物を狙う捕食者の如く。

			　そしてその後方に、金髪に染めた髪を逆立てた三白眼の少年――粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)の姿がある。

			　蟷螂(かまきり)の主である彼は、凶相を浮かべて悠(ゆう)を睨(にら)んでいた。

			　滾(たぎ)る悪意を真っ向から受け止めて、悠(ゆう)は一歩も引かずに睨み返す。

			　魔法対魔法。

			　人間対人間。

			　神(かみ)護(もり)悠(ゆう)と粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)の魔道戦闘。

			　大鎌が疾(はし)る。

			　人間の身体など容易(たやす)く両断するであろう咆(ほう)哮(こう)の大鎌は、何ら容(よう)赦(しや)もなく悠(ゆう)へと振り下ろされた。

			　相手は同じ人間であるという躊(ちゆう)躇(ちよ)など微(み)塵(じん)も感じられない、殺意の一撃である。

			　迫り来る大鎌を、十の刃が迎え撃つ――

			　

			　――事の始まりは、これより数日前に遡る。

		

	
		
			第一章　帝都の朝

			　

			　朝日が麗(うら)らかに照り輝き、蒼穹を白い雲がゆるりと泳ぐ。

			　小鳥が楽しげに囀(さえず)る中、そよ風に撫でられた木々や草花が心地よさそうにざわめいていた。

			　爽(さわ)やかな、朝の陽気である。

			　ここは、フォーゼルハウト帝国の首都、帝都アディーラ。

			　その帝城の敷地の一画、地球から召喚された少年少女たちの居住区画。

			　快晴の下、雑草に覆(おお)われた緑の絨(じゆう)毯(たん)の上に、一人の少女が立っていた。

			　藤(とう)堂(どう)朱(あか)音(ね)だ。

			　背中まで伸ばした艶やかな黒髪に、凛(りん)とした美(び)貌(ぼう)。15歳という年齢の割に早熟な大人顔負けのスタイルを誇る肢(し)体(たい)が、軍服めいた制服の上からでもはっきり分かる。

			　その表情は、いつもの愛想のないむっつりへの字口だ。充血した目で建物を見上げていた。

			　そして背後から、感嘆の声が上がる。

			「いやー、やっぱでっかいね！」

			　いかにもギャルといった風(ふう)貌(ぼう)のお洒落(しやれ)少女、柚(ゆず)木(き)澪(みお)。

			「俺らとは大違いだよな。いいな、すきま風も吹かないんだろうな……」

			　爽(さわ)やかな容姿のスポーツ少年、壬(み)生(ぶ)冬(とう)馬(ま)。

			　朱(あか)音(ね)のクラスメイトである。

			　三人は、石造りの立派な建物の前で立ち止まっていた。

			　第一宿舎と呼ばれるその建物は、５階建てのいかにも頑丈そうな外観をした、時代がかったホテルを思わせる風情の建築物だ。

			　朱(あか)音(ね)たちの住む急造感あふれる木造家屋――第六宿舎とは大違いであった。

			「風呂もトイレもあるんだよなー……水もわざわざ汲みに行かなくてもいいんだよなー……」

			「冷房とかもあるらしいよ、羨(うらや)ましいなー、悠(ゆう)」

			　この異世界セレスフィアにクラスメイトともども召喚され、あの魔界の森での死闘から神(かみ)護(もり)悠(ゆう)が目覚めた翌日。

			　朱(あか)音(ね)たちは、彼を迎えに来ていた。

			　澪(みお)が、人当りの良い笑顔で話を振ってくる。

			「ねね、藤(とう)堂(どう)もそう思わない？　いいよねー、ウチらもこういうとこ住みたいなあ」

			「……第三位階になれば、住めると思うけど」

			　道中、二人とも気さくに笑顔で話しかけるものの、朱(あか)音(ね)は終始、愛想のないむっつり顔であった。

			　別に、彼らのことが嫌いなわけではない。

			　粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)による悠(ゆう)へのいじめを見過ごしていたことから、臆病者と蔑んだこともあった。しかし、そこに様々な事情があったことは理解しているし、あの魔界での戦いでは、悠(ゆう)やクラスメイトを守るために命を張って戦った二人だ。今では悪感情はほとんど残っていない。

			　だが、この藤(とう)堂(どう)朱(あか)音(ね)、ぼっち歴15年の筋金入りである。

			　しかもそれは、自らが積み重ねた凶暴な暴力女という悪評ゆえの自業自得だ。クソガキと言うほかなかった幼い時分に形成され、今までかぶり続けてきた無愛想な孤高の仮面はすっかり癒着しており、それを外すことは容(よう)易(い)ではなかった。

			　澪(みお)は、そんなぶっきらぼうな態度に気を悪くした様子もなく話を続けた。

			「魔法だっけ、天才じゃないと使えないんでしょ？　ハードル高けーよう。せめてもうちょっと文明的な生活送りたいよね。ネットできないのは思ったよりも慣れてきたけど」

			　冬(とう)馬(ま)たちは、今までの学校でのことを相当に申し訳ないと思っているらしく、特に同性の澪(みお)は、こうしてめげずに朱(あか)音(ね)が少しでも早く馴染めるように絡んできている次第である。今はここにいないが、澪(みお)と仲の良い世(せ)良(ら)綾(あや)花(か)もだ。

			「ねえ、壬(み)生(ぶ)」

			「うん？　どうした、藤(とう)堂(どう)？」

			「……何でもないわ」

			　先日の魔界での戦いの最中、本当は友達が欲しいのだと、一人は寂(さび)しいのだという主旨の発言を悠(ゆう)に向けてヤケクソ気味にぶちまけたことがあった。その場には冬(とう)馬(ま)も居合わせており、彼にも聞かれてしまった可能性がある。

			　それまで朱(あか)音(ね)に怯(おび)え気味だったクラスメイトたちの眼差しが、魔界から帰還してから、どこか生(なま)温(あたた)かいものに変わった気がした。

			　まさか、冬(とう)馬(ま)からクラス全体に広まったのでは――予感が当たっていれば羞(しゆう)恥(ち)で発狂するかもしれないその疑問を、朱(あか)音(ね)はいまだに確認できずにいる。

			「ところでさー、藤(とう)堂(どう)」

			「……何よ、柚(ゆず)木(き)」

			「ここでずっと立ってるけど、入らないの？」

			　朱(あか)音(ね)の頬が、ぴくりと引きつった。

			「は、入るに決まってるでしょ」

			「ふーん、へー」

			　澪(みお)は、下から朱(あか)音(ね)の顔を覗き込みながら、にひっと悪戯(いたずら)っぽい笑みを浮かべる。

			「なんかさあ、出かけるのやたらと早かったよね。しかも妙に急いでた。おかげで１時間ぐらい早く着いちゃったよねー」

			「何が言いたいのよ……」

			「やっぱアレ？　悠(ゆう)とルルさんに何かあったかも、とか心配してる？」

			　脳裏で、薄桃髪の狼人(ワーウルフ)の娘が、色香を匂わせ嫣(えん)然(ぜん)と微笑(ほほえ)む。

			　しかもなぜか裸で、その胸元には、やはりなぜか裸の悠(ゆう)がおり、彼を愛おしげに抱き締めていた。

			「――――ッ」

			　心臓が、胸のなかで跳ね回ったような気がした。思わず返す声が裏返る。

			「はぁっ!?　な、ななな……な、何がよ!?」

			「ほら、だって。あの人ちょーヤバいじゃん、何かも。綺(き)麗(れい)でスタイル良くて色っぽくて、なのに品があってさ。あんな人にエロく迫られて耐えられる男とかいねーって。な、壬(み)生(ぶ)」

			「し、知らねえよっ……俺に聞くな！」

			　うろたえる冬(とう)馬(ま)。だが赤くなった頬は、半ば肯(こう)定(てい)しているようなものである。

			　二人がルルを語る口調には、確かな親しみが混じっていた。

			　異世界召喚の元凶であるフォーゼルハウト帝国の人間に対する皆の不信は、とうぜん根深い。

			　だが少なくとも冬(とう)馬(ま)たちにとって、ルルは例外であった。

			　あの森で命懸けで戦ってくれた人物でもあるし、生還してからもよくクラスメイト達の相談に乗ってくれていた。地球、そして家族と突然引き離された状況に大きなストレスを感じ気持ちの整理ができていない者も多く、情緒不安定気味な彼らはルルのケアにずいぶんと救われた。

			　メドレアへの帰還から今にいたるまで、小さなトラブルはありながらもクラスメイトたちに致命的な事態が起きなかったのは、彼女の働きによる部分が大きい。

			　澪(みお)の言う通り、あらゆる意味で大した女だと思う。敬意めいた感情もある。年齢はそう変わらないが、人生経験の密度が違うのだろう。

			　そんなルルは、悠(ゆう)と『そういうこと』をするのにあまり抵抗がないようだった。

			　曰(いわ)く、自分は悠(ゆう)の奴(ど)隷(れい)なのだから、主が求めればいつでも応えると。むしろそれはそれで楽しみかもしれないと。エロ狼め。

			　じりじりと、胸の中が焦げていくような不快感が湧く。

			「ばっ、馬っ鹿じゃないの!?　さっさと入るわよ！」

			　まったく、馬鹿なことだ。

			　それではまるで、自分がルルに嫉妬しているようではないか。

			　それは、つまり――朱(あか)音(ね)は続く思考を振り切るように、大股で第一宿舎へと足を踏み入れた。

			　玄関の先には、ロビーが広がっている。

			　掃除が行き届いているのだろう、清潔感のあるそれなりの広さの空間だ。よく磨かれた石の床と壁の室内、木製の椅子やテーブル、観葉植物などが簡素に配置され、厨房などに通じる廊下や２階へ続く階段が見えた。

			「……ん？」

			　その一角に、５名ほどの同年代と思しき少女たちのグループがいた。

			　その顔立ちは、なじみ深い日本人の――否、一人だけ顔立ちの分からない妙な姿の者がいた。服装や体型、髪形から女性であることを察せられるが、仮面で顔を隠していた。全員、朱(あか)音(ね)たちと同じく、帝国から支給された軍学校の制服に身を包んでいた。

			　自分たちと同じ地球からの召喚者だ。先日も一度、遠目にだが姿を見た。

			「……っ」

			　彼女たちは朱(あか)音(ね)に気付くと顔をしかめ、鋭い眼差しを向けてきた。

			　明らかな警戒。空気を読むのが苦手な朱(あか)音(ね)にも、その排他的な雰囲気が伝わってきた。

			　敵意じみた気配に、つい反射的に朱(あか)音(ね)の口が開く。

			「何よ……文句あるの？　あるなら、はっきり言いなさいよ」

			　思わず、睨(にら)み返してしまった。

			　何人かの女子が、小さな悲鳴を上げて涙を浮かべている。

			　……そんなにきつく睨んでなんかいないのに。

			　内心ちょっと傷つきながらも、朱(あか)音(ね)は表情を緩めない。ぶつけられた負の感情に対して、自分から折れるのは癪(しやく)であった。

			「何ガン付けて来てるッスか」

			「やる気？」

			　一方で、さらに険を深める強気な者もいた。

			「ちょちょ、ちょっとぉ！　ス、ストップストップ！」

			　悪化する張りつめた空気に、澪(みお)が慌てた様子で前に出た。

			　へらへらと笑みを浮かべながら愛想を振りまき、両手を拝むように合わせて、

			「ごめんねー、ウチら、ちょっと友達迎えに来ただけだからさ！　ね、壬(み)生(ぶ)！」

			「あ、ああ！　別に喧(けん)嘩(か)しに来たわけじゃない。むしろ仲良くしたいと思ってるよ」

			　澪(みお)は、こちらを一(いち)瞥(べつ)して苦笑する。顔を近付け、耳打ちしてきた。

			「ウチらはここでダベりながら待ってるからさ、悠(ゆう)を迎えに行ってきなよ」

			「……別に、一緒に行けばいいじゃない」

			「えー、ほら、だって……事後の現場とかだったら気まずいし？　ルルさん裸だったりしたら男子の壬(み)生(ぶ)には見せられないじゃん？」

			「じごっ……!?」

			　殴られたような衝撃を感じた。

			　たじろぐ朱(あか)音(ね)に、にやつく澪(みお)が小声で、

			「あはは、冗談だって。まー、さすがにそれはないと思うけどさ。でも、このままあっちの子たちと気まずい空気のままってのも良くないっしょ。せっかくの日本のお仲間なんだし、交流は広げとかないと。だからさ、ここはウチらに任せといてよ」

			「うっ……」

			　空気を悪くした原因の一人としては、そう言われると反論できない。

			　自分がいては邪魔なだけだろう。

			「……分かったわよ」

			　朱(あか)音(ね)は嘆(たん)息(そく)し、少女たちのグループとは目を合わせないようにしながら、階段を上って行った。

			　途中、背後をちらりと振り返ると、澪(みお)と冬(とう)馬(ま)は少女たちに爽(さわ)やかな笑顔を向けていた。

			　初対面の相手に、あんなにも馴れ馴れしく。

			　あれがコミュ力の賜物か、恐るべし。

			　……あんなふうにできれば、自分の中学時代の青春はもっと違ったものになっていたのかもしれない。

			　もう一度ため息を吐(つ)いて、悠(ゆう)の部屋へと向かった。

			（そういえば、あの野郎も……）

			　高級感のある廊下を歩きながら、朱(あか)音(ね)は一つの心配事に思い至り、げんなりと顔をしかめる。

			　悠(ゆう)をいじめていた主犯にして元凶たる、粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)のことである。

			　日本では名家である実家の力をかさにやりたい放題していたあの男であるが、この世界に来て後ろ盾を失った代わりに、業腹なことに魔道の天(てん)稟(ぴん)を得た。

			　魔道の第三位階〝法(ゼノスフイア)〟。朱(あか)音(ね)ら第二位階〝術(ゼノグラシア)〟とは一線を画す異能の使い手。

			　この宿舎は第三位階へと至った強力な魔道師に特権的に与えられる住居であり、悠(ゆう)と同様に第三位階となった彼にも、この宿舎の一室が与えられていた。

			　日本にいた頃よりさらに輪をかけて増長しているあの男と顔を合わせれば、まず間違いなく不愉快な事態になるだろう。カッとなりやすい自覚はあるので、１対１では間違っても出会いたくなかった。

			　そういえば、粕(かす)谷(や)にも悠(ゆう)と同じく奴(ど)隷(れい)が付けられることになるのか。きっとひどい目に遭(あ)わされる。可哀そうに。朱(あか)音(ね)は、まだ見ぬ粕(かす)谷(や)の奴(ど)隷(れい)に思いを馳(は)せ、憐(あわ)れんだ。

			　幸いにも、粕(かす)谷(や)と出合うことなく彼の自室の前に辿(たど)り着く。

			　ノックをしようとして――澪(みお)の言葉を思い出した。

			『悠(ゆう)とルルさんに何かあったかも、とか心配してる？』

			「～～……っ」

			　心臓の鼓動が、大きくなる。駆け巡る血流が、頬に熱を孕ませる。

			　やはり悠(ゆう)とルルはあのまま一緒の部屋で眠ったのだろうか。

			　あの綺(き)麗(れい)な女性と、二人っきりで。

			　ルルは、悠(ゆう)の奴(ど)隷(れい)である。命令されれば何でも従うと言っていた。

			　例えば服を脱げとか、そのまま四つん這いになれとか、くっくっく、この雌犬め、とか――

			（――何考えてるのよぉぉぉぉぉ！）

			　朱(あか)音(ね)は頭を振り、その妄想を振り払った。

			　まさか、そんなこと、有り得るわけがない。

			　草食系を地でいく悠(ゆう)にそんな野獣じみた真似、できるわけがないだろう。

			　きっとあの童貞は、悶(もん)々(もん)としながら夜を過ごしたに違いない。

			　そのことをからかってやるのも面白いだろう。きっと顔を真っ赤にして、焦りながら否定するはずだ。

			　よしんば本当にそうなっていたとしても、何の問題があるだろうか。

			　悠(ゆう)は初めての友達であるが、恋人ではない。自分がショックを受けるような道理はない。

			　そう、自分はルルに嫉妬などしていない。

			　ひいては、自分が悠(ゆう)に恋心を抱いているなど、あるはずがない。

			　朱(あか)音(ね)も年頃の少女であり、人並みに恋愛に興味もある。

			　だが朱(あか)音(ね)の異性の理想像は、心も体も強い男である。

			　朱(あか)音(ね)よりも頭一つ以上は背が高く、力強い腕でたくましい胸元に抱き寄せてくれるような男性が良い。

			　美少女にしか見えない顔立ちの、自分より背が小さく、華(きや)奢(しや)で、非力で、足も遅くて、仕草がやたらと女の子っぽくて、ぷにぷにと柔らかな餅肌の「えへへ」とか言ってふにゃりと笑うような男は恋愛対象外である。

			　だから、朱(あか)音(ね)が悠(ゆう)に恋をしているなど、絶対に有り得ない。

			　ノックをして部屋に入ることなど、造作もない。

			　はずなのに、

			「うぅぅっ……」

			　朱(あか)音(ね)はノックの体勢のまま、ドアの前でプルプル震えて立ち尽くしていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……ふにゃあ」

			　一方の悠(ゆう)は、ようやく心地良いまどろみから覚めつつあった。

			　眠い。瞼(まぶた)に重りがくっ付いているような気分である。

			　無理もないことだった。昨日の夜はゆえあって、かなり遅くまで起きていた。朝に弱い悠(ゆう)にとっては、まだまだ寝足りない。

			　だが起きなければならない理由があった気がして、悠(ゆう)は辛うじて二度寝を回避した。

			「んー……？」

			　蜜のように甘ったるい水底から浮上した意識は、しだいに現実を認識する。

			　ふやけた知覚の中、涼やかな声が耳(じ)朶(だ)を撫でた。

			「お目覚めですか、ユウ様？」

			　弟に語りかける姉のような、慈しみに満ちた女性の声色。

			　知っている声だった。だが、誰だろうか。茫(ぼう)洋(よう)とした悠(ゆう)の思考は、そこから先を見失っている。

			「ユウ様、まだお休みいただきたいのはやまやまなのですが、そろそろ起きられた方がよろしいかと……外に、アカネ様らしき気配が。予定よりずいぶんとお早く到着されたようです」

			　言葉は聞こえるのだが、その意味が理解できない。

			　次に気付いたのは、腕の中の温もりだった。

			　自分は何かを抱き締めている。極上の抱き心地の、何か――否、誰かを。

			　ぽかぽかで、すべすべで、ふにふにである。

			　顔のあたりに、二つのしっとり柔らかな丸みがあった。

			　本能的な幸福感に浸りながら、悠(ゆう)の視界はようやく焦(しよう)点(てん)を結んでいく。

			「んぁ……？」

			　女性の顔が、吐(と)息(いき)のかかりそうな間近にあった。

			　薄桃色の髪を伸ばした、清(せい)楚(そ)な美(び)貌(ぼう)の娘である。

			　頭の上からは、ぴょこんと立派な狼の耳が生えていた。

			「……ルル、さん？」

			「はい、ユウ様の奴(ど)隷(れい)のルルでございます」

			　悠(ゆう)の世話役を務めることになった、狼人(ワーウルフ)の奴(ど)隷(れい)。

			　困ったような、しかし満更でもなさそうな苦笑を浮かべて、琥(こ)珀(はく)の眼差しで悠(ゆう)を見つめていた。

			「おはようございます、ユウ様」

			「お、おはよう……？」

			　悠(ゆう)に与えられた個室の中、日差しはカーテンで遮(さえぎ)られて薄暗い。高級ホテルの一室のような広々とした空間に置かれたテーブルには茶器が放置され、椅子は倒れて、床には二人分の衣服や下着が散乱していた。

			　そして二人は今、ベッドで密着して寝そべっている。

			　ルルは、全裸であった。

			　自分も、全裸であった。

			　一糸まとわぬ裸身のルルを、裸で抱き締めている。柔らかな胸元に、顔を埋めるようにして。

			「……あ」

			　直後、昨夜の出来事が洪水のように思い起こされる。

			　魔素中毒による発情状態。未知の狂おしい疼(うず)きに苛まれ、悶(もだ)える身体。

			　そんな悠(ゆう)を、ルルが受け止めてくれた。

			　彼女に自分がしたこと、されたこと。

			　悠(ゆう)の瞬間記憶能力は、そのすべてを仔細に記憶していた。

			「う、ああああああああああ!?」

			　顔から火が吹く。

			　悠(ゆう)は恥ずかしさのあまり叫び、跳ね起きた。

			　勢い余って、ベッドから間抜けな体勢で転げ落ちる。

			「あいたっ！」

			「ユウ様っ、大丈夫ですか？」

			　腰から落ちた悠(ゆう)に、ルルが駆け寄る。

			　当然、裸だ。すっぽんぽんだ。何も隠していない。

			　悠(ゆう)は顔を逸らしながら、

			「ル、ルルさんっ、僕は大丈夫だから、それより服、服！」

			「服？」

			　ルルはきょとんと琥(こ)珀(はく)の眼を瞬(またた)かせた。

			　不思議そうに小首を傾げて、彼女は自分の裸身を見下ろす。

			　胸元の美しい双(そう)丘(きゆう)、滑らかなお腹、くびれた腰から丸みを帯びたお尻のライン、そこから伸びたカモシカのような長い脚。絶妙な均整がとれた魅惑的な曲線美だ。

			　いつもは後ろで上げて纏(まと)めている薄桃色の長髪は下ろされ、汗ばんだ肌にしっとりと張り付いている。羽衣のように薄桃色の髪をまとう姿は、きめ細やかな肌の瑞(みず)々(みず)しい艶を、よりいっそう際立たせていた。

			　お尻の上あたりから伸びたふさふさのしっぽが、そこに絶妙な愛らしさを付け加えている。

			　だが当のルルは、その艶やかな裸身を晒(さら)したまま、くすりと屈(くつ)託(たく)のない笑みをこぼした。
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			「……今さらではございませんか？　お互いに身体の隅々まで見せ合った仲でしょう」

			「そ、それはそうだけどさぁ……」

			　そう言われてみると、思っていたよりルルの裸身に対する動揺は少なかった。

			　恥ずかしいことである、という理解はあるし、そう振る舞ってはいるが、悠(ゆう)のそれは一般の人々のように本能的、反射的な反応に根付いたものではない。そのような当たり前の感性が熟成されるような人生を悠(ゆう)は歩めなかった。

			　裸など問題にならないような衝撃的な出来事が、昨夜の二人に起こったことも大きい。

			　少なくとも、悠(ゆう)にとっては衝撃的であった。

			　だからこそ、彼女の裸身はひどく目に毒なのだ。

			「ルルさんの裸見たら、思い出して意識しちゃうんだよ……」

			　ほんの数時間前の出来事。しかも悠(ゆう)にとって、初めての体験だったのだ。

			　裸という外側ではなく、もっと内側の秘めたる部分までルルに見られてしまった、ルルのそれを見てしまったという気恥ずかしさ。

			　眠気は完全に吹き飛び、今は激しい羞(しゆう)恥(ち)が頭の中を駆け巡っている。

			　その時であった。

			　コン……コン、と躊躇(ためら)うようなノックの音が部屋に響く。

			　誰かが、部屋を訪れたのだ。

			「……あ」

			　そこで悠(ゆう)は思い出した。今日の予定である。

			　午前中に、帝国から今後の生活についての説明がある。その前に、クラスの皆で集まって朝食を食べる約束なのだ。朱(あか)音(ね)が迎えに来ることになっていた。

			「あ、朱(あか)音(ね)……？」

			「はい、先ほどからずっと気配がしておりまして……何やら、部屋の前で立ち止まっていらしたようでしたが」

			　午前８時頃に迎えに来ると言っていたはずだ。

			　時計を見ると、まだ７時頃だった。

			　ちなみに、この世界の時間の概念は地球とほぼ変わらない。１日は24時間だ。

			　部屋に置かれた時計の短針は、７を指していた。

			　異世界でありながら奇跡の一致といえるが、まあそれはいい。少なくとも今は。

			　目下の問題は、ドアの外の朱(あか)音(ね)であった。

			「は、早過ぎない？」

			「早過ぎますね。アカネ様はずいぶんと急がれたようです」

			「ど、どうしてだろ……？」

			「……さあ？」

			　意味ありげな表情のルル。悠(ゆう)を見つめる琥(こ)珀(はく)の眼差しには、苦笑めいた色が混じっていた。

			　悠(ゆう)にその意味は、さっぱり分からない。

			　その疑問はひとまず置いておいて、悠(ゆう)はルルに問いかける。

			　乱れた部屋や自分たちの姿を見ながら、

			「これ見たら朱(あか)音(ね)、どう思うかな」

			「とても驚かれるのは、間違いないでしょうね」

			「だよねー……」

			　別にやましいことではない……はずだ。

			　仕方なかったことであったと思う。あのままでは、自分の気が狂っていたかもしれない。

			　だが朱(あか)音(ね)がこの光景を目撃して、いかなる反応を見せるのか。

			　びっくりするのは確かだろうが、そこから先は未知数だ。

			　それに友達に、しかも女の子に自分がそういう行為をしたと知られるのは、物凄(すご)く恥ずかしい気がした。気まずい。気まず過ぎる。

			　コンコン、とふたたびのノック。

			　もしかしたらドアの向こう側で何か喋っているのかもしれないが、第一宿舎の各個室は非常に防音性が高い。ドア越しに普通に声を出した程度では、室内までは届かない。

			「防音性の高さも考えものですね……応対しようにもドアを開けなければなりません。そうなると、服は着るべきなのですが……」

			　ルルは、自分の裸身を見下ろして、困り笑顔で頬に手を当てる。

			「身を清める暇(ひま)がありません、それに服も皺だらけで……替えは１階に行けばあるのですが」

			　昨夜の行為の後、精も根も果ててそのまま寝てしまったのだ。

			　汗やその他、行為の名残はいまだ二人の肌にこびり付いて残っている。

			　改めて自分の肌を嗅いでみるとひどく匂う。つんと脳を痺(しび)れさせるような、濃厚な臭気。一刻も早く風呂に入りたかった。

			　衣服もまた、脱ぎっぱなしで床に放られ、くしゃくしゃである。

			　この状態で服を着て取り繕っても、違和感はすぐに伝わるだろう。

			「ごめんね、僕のせいだよね、僕がルルさんに抱き付いてたから、起きれなかったんだよね……」

			　どうも眠った時の自分には、抱き付き癖があるらしい。

			　ルルは、自身を抱き締めたまま熟睡する悠(ゆう)を気遣ってくれたのだ。彼女自身はもっと早く起きていたのだろうに。彼女はおっとりした笑みで返答する。

			「とんでもございません。可愛(かわい)らしい寝顔を堪能できて、眼福でございました。ユウ様のお肌はとても心地良い肌触りで、私も離れがたく思っていたのですよ」

			「でもさ――」

			　ドンドンドン、とノックが激しさを増す。

			　痺(しび)れを切らしたのか、あるいはこちらがまだ寝ていると思って起こそうとしているのか。

			　ガチャガチャガチャ、と乱暴にドアノブが回される。

			　鍵がかかっているので開くことはないが、せっかちな朱(あか)音(ね)なら蹴破りそうで怖い。

			　ルルは小さく嘆(たん)息(そく)し、苦笑を浮かべて立ち上がった。皺がついた衣服や下着をそそくさと隠す。

			「とりあえず顔だけ出して、誤魔化しながら待っていただくようにお願いして参ります」

			「う、うん……頑張ってね、ルルさん」

			　彼女は裸身にシーツをばさりと纏(まと)い、颯(さつ)爽(そう)とした足取りでドアへと向かう。

			　ふさふさのしっぽも、雄々しくピンと立ち上がっていた。おかげで悠(ゆう)からは綺(き)麗(れい)な形のお尻が丸見えで、いまいち締まらない。

			　ドアの鍵を外して、少しだけ開く。ルルは身体をドアで隠し、顔だけちょこんと外に出した。

			「アカネ様、おはようございます」

			「あ、ルル……おは、よう――」

			　隙間から見えた凛(りん)とした美(び)貌(ぼう)は、すぐに怪(け)訝(げん)なものに変わる。ドアから顔だけ出すルルを、不思議がっているのだろうか。

			「なんか変な体勢ね……悠(ゆう)は？」

			「いらっしゃいますよ、そちらに」

			　悠(ゆう)は、シーツで裸身を隠して、朱(あか)音(ね)にひらひらと手を振った。

			「お、おはよ、朱(あか)音(ね)」

			「……おはよう、悠(ゆう)」

			　朱(あか)音(ね)は眉をひそめている。くんくんと匂いを嗅ぎ、あからさまに顔をしかめた。

			「何か、臭くない？」

			「気温が高かったので……汗をかき過ぎたのでしょう」

			　ルルが、少し早口に返す。

			「申し訳ありませんが、ユウ様はつい先ほど起床されたばかりですので……身支度のため、もうしばしお待ちくださいませ。では、１階のロビーにて待ち合わせということ、でっ……!?」

			　閉まりかけたドアに、がしっと指がかかった。

			　ぎぎぎ、と軋(きし)んだ音を立てながら、ドアがゆっくりと開いていく。

			　閉めようとしていたルルの手が、震えながら押し戻される。

			「ア、アカネ様……？」

			「ねえ」

			　ドアの隙間から、ぎろりと黒い瞳(ひとみ)が覗く。ほとんどホラー映画のワンシーンだ。

			　抑(よく)揚(よう)のない、だが少し震えた声。

			「なんか焦ってない？」

			「お待たせするのも恐縮なので、手早く身支度を整えようかと」

			「なんであんたは顔しか出さないの？」

			「私も、起きてから間もないもので……まだ着替えが終わっていないのです。淑(しゆく)女(じよ)で通しておりますので、乱れた寝間着姿をみだりに見せたくはありません」

			「別にいいじゃない、女同士だし。ていうかメドレアでも見たし」

			「少々、大胆な寝間着を着ているものです、からっ……！」

			　だんだんと、ドアの隙間が大きくなっていく。

			　朱(あか)音(ね)の眼はかっと見開かれ、奥にいる悠(ゆう)の姿をとらえる。

			「ひっ……」

			　全身の血が引いていく。

			「どうして悠(ゆう)はシーツを被ってるの？」

			「え、えぇと、えと、さ、寒かったから……」

			「普通に温かいけど？」

			「あ、汗で冷えたんだよ！」

			「へー……あっそ」

			　ルルが一生懸命にドアを閉めようとしていることは、痙(けい)攣(れん)するように震える腕や肩、力を込め過ぎて白くなっている指からも分かる。

			　しかし、両者の力比べの天(てん)秤(びん)は、明らかに朱(あか)音(ね)のほうに傾いていた。

			　ルルの頬に、一筋の汗が伝う。

			「アカネ様。私ども狼人(ワーウルフ)は、筋肉の質が普通の人間よりも高い傾向がありまして。かくいう私も、こう見えて鍛(きた)えた成人男性程度の腕力は備えているつもりです」

			「ふーん。何が言いたいのよ？」

			「いったい、どのような鍛(きた)え方をすればそんな剛力を発揮できるのでしょう、かっ……！」

			「藤(とう)堂(どう)流には、身体のリミッターを意識的に外す奥義があるのよ」

			「……とても健全な技術には思えないのですが」

			「骨とか筋肉に負担かかりまくって、使い過ぎると後遺症が残る、わ……！」

			「どれだけ必死なのですか!?　どうかご無理はお止め……くだ、さ、い……！」

			「ええい、まどろっこしい！　グダグダ言ってないで開けなさいよっ！　今も腕と肩がめちゃくちゃ痛いのよっ！」

			「あっ……！」

			　そしてついに、ルルが耐えられなくなり、ドアから弾かれるようにしてよろめいた。

			　ガタン、と強引な音とともにドアが開け放たれる。

			　はずみでルルの肢(し)体(たい)からシーツがぱさりと落ちた。露わとなる、麗(うるわ)しの裸身。ベッドの上には、シーツで身を包む悠(ゆう)の姿。

			　朱(あか)音(ね)はドアを開いた姿勢のまま、真顔で停止した。

			「…………」

			　無言。呼吸をしているのかどうかすら心配になる、見事な硬直っぷりである。

			　ルルは、シーツを拾い胸元を隠しながら、気まずげな笑みを浮かべる。

			「アカネ様、これにはやんごとなき事情がありまして……」

			「……ジジョウ？」

			　壊れかけのロボットのような、感情の見えないたどたどしくも危うい口調。

			　この時、悠(ゆう)は覚悟を決めた。

			　困った様子のルルに、悠(ゆう)は澄(す)み切った声をかける。

			「……ルルさん、ありがとう。ここからは僕が説明するよ」

			「ユウ様……しかし」

			「いいんだ、むしろこれで良かったのかも。朱(あか)音(ね)は大事な友達だもん。やっぱり隠し事は良くないよ」

			　悠(ゆう)は正座した。下半身をシーツで隠し、背筋をピンと伸ばしてベッドの上に座す。

			　その表情は、むしろ晴れやかですらある。

			　それは、切腹する直前の武士のごとく。

			（そうだよ……朱(あか)音(ね)は友達なんだ。きちんと説明すれば分かってくれるよ。それに、こそこそ隠すなんて女々しいじゃないか。僕は、男らしく生きたいんだ……！）

			　だから男らしく、

			「あのね、あ――ひぃっ!?」

			　引きつった悲鳴を上げた。

			　朱(あか)音(ね)を見つめるつぶらな瞳(ひとみ)は、またたく間に涙目と化す。

			　何事かと振り向くルル。朱(あか)音(ね)の顔を見た瞬間、彼女の肩がビクっと跳ねた。

			「……あの、アカネ様」

			「……なに？」

			「そのようなお顏は、あまり婦女子がされるべきではないのではないかと……」

			　朱(あか)音(ね)の表情の具体的な形容は、彼女の女性としての尊厳のために伏せておく。

			　というか、何と表現していいのか分からない。

			　ただ、その下に荒ぶる感情が渦(うず)巻いていることだけは分かる。怖いぐらいに分かる。

			　直視した悠(ゆう)は、潤(うる)んだ目でプルプルと震えていた。蛇に睨まれたハムスターのような有様である。

			　駄目だ、ここで情けない姿をさらしてはいけない。毅(き)然(ぜん)と、誠実に事情を話して、納得してもらうのだ。だから、男らしく堂々と。

			「あ、あああ、あの、あのね……あきゃ、朱(あか)音(ね)……さん？　聞いてくれましゅか？」

			　噛み噛みであった。

			　朱(あか)音(ね)は無反応――否。

			「…………」

			　その表情が、すっと白紙になった。

			　何ら感情の見えない、まっさらな無表情。

			　静かな眼差しで、悠(ゆう)とルルを見つめている。

			　嵐の起こる前触れのような予感に、悠(ゆう)とルルは固(かた)唾(ず)を飲み込んだ。

			　そして、

			「……ひぁっ」

			　じわり、とその瞳(ひとみ)が潤(うる)む。

			　目じりに涙が浮かび、ぽろりと頬を伝っていく。

			　朱(あか)音(ね)が、泣いている。予想外の反応。

			「ちょっ……!?」

			　うろたえる悠(ゆう)。

			　涙目の朱(あか)音(ね)は息を深く、深く、吸い込み、吸い込み、上を向いて、大きく口を開き――

			「ふざけんなぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「い、いい天気だなー……」

			「晴れやかでございますね、ユウ様」

			　空は快晴、穏やかな太陽の光が帝城の緑の敷地を照らしていた。

			　帝城は帝都内でもひときわ高所に建造されており、帝都の街並みを一望できる景(けい)観(かん)が素晴らしい。だが、敷地内には高低差が大きい場所もあり、きつめの上り坂や下り坂が多いのが難点だった。

			　悠(ゆう)たちの宿舎はやや低い土地に建てられていることから、待ち合わせをしている帝城内の施設に行くためには、急な上り坂を歩く必要があった。

			　肉体的に脆弱な悠(ゆう)には、少々きつい。

			　道半ばにして息が乱れはじめた悠(ゆう)に、ルルが気遣わしげに声をかけた。

			「大丈夫ですか、ユウ様？　よろしければ私がおぶっていきますが」

			「い、いいよ、恥ずかしい！」

			　悠(ゆう)なりに、男としてのプライドがある。

			　疲れたからといって女性の背を借りるなどカッコ悪いではないか。

			　しかし、タフな女性である。昨夜も相当に体力を使ったはずなのに。

			「あ、あー……でも、本当にきつかったら言えよ、悠(ゆう)」

			「そそ、そうそう！　遠(えん)慮(りよ)しないでいいからね。ウチは分かるよー。坂とかきついよね、この辺り。体育会系は理解してくれないけどさぁ」

			　後ろを歩く冬(とう)馬(ま)と澪(みお)が、気遣う言葉をかけてくれる。

			　クラスでも特に社交的な二人であるが、今はどこかぎこちない。

			　そわそわと落ち着かない様子で、目は泳いでいた。

			　空気も微妙に気まずく淀(よど)んでおり、せっかくもっと話したいのに、まるで話が弾まない。

			「ごめんね、冬(とう)馬(ま)、柚(ゆず)木(き)さん……でも、ありがとう」

			　二人の心遣いが申し訳なかったが、同時に物凄く嬉しかった。

			　学校に通い、友達を作り、一緒の日々を過ごす――それが、悠(ゆう)が一年という余命を宣告された上で選んだ人生であり、15年の人体実験の日々で抱いた夢であった。

			　それゆえに、こうしてクラスメイトが親しく話しかけてくれるのをずっと夢見ていた。だが今の悠(ゆう)は、素直にはしゃぐような気分にはなれなかった。

			　原因は、先頭を大股で歩く一人の少女にある。

			「…………」

			　朱(あか)音(ね)が、先ほどからずっと無言で肩をいからせてずんずん進んでいた。

			　その背には、不機嫌さがオーラとなって見えるようだ。

			　しゅんと肩を竦(すく)める悠(ゆう)。

			　ルルが、小さく耳打ちしてくる。

			「……アカネ様が落ち着かれるまでは、まだ時間を要するかと」

			「うん……」

			　あの後、興奮する朱(あか)音(ね)をルルが即座に部屋に引き入れて、半裸の二人で懸命になだめながら事情を正直に説明した。

			　悠(ゆう)の身体に起きた、魔素中毒による疼(うず)き。ルルが身を挺(てい)してそれを治めてくれたこと。つまりは、やむを得ない結果だったのだと。

			　話を聞き終えた朱(あか)音(ね)は無言で俯(うつむ)き、肩を震わせ部屋を飛び出した。

			　悠(ゆう)が戦々恐々としながら身支度を整えて１階に降りると、彼女はそのままぶすっとした表情で待ってくれていたが、いまだに口を聞いてくれない状態である。

			　まるで噴火直前の火山を目の前にしているような気分だった。いつまた火を吹くのか、胃がきりきりする。

			「い、いやあ、それにしても、あの子たちの警戒半端なかったねー」

			「そ、そうだな。鉄(くろがね)さんだっけ、リーダーにはすげえ懐いてるみたいだけど、どんな人なんだろうな」

			「ユウ様と同じ、第三位階の魔道師のお方ですよ。とても背がお高く、威風堂々とされた女性です」

			「へえ……藤(とう)堂(どう)みたいな？」

			「私も、実際にお話ししたことはないので詳しいことは何とも……そのうちお会いすることもあるでしょう」

			「楽しみなような、怖いような……うー、ガラの悪いヤンキーだったらどうしよ。悠(ゆう)は……目が覚めたの昨日だもんね、会ってないか」

			「うん、そのうちお菓子でも包んで挨拶に回ろうかなって思ってるんだけど」

			「引っ越しに来たお隣さんじゃないんだから……」

			　そんなふうに語りながらも、冬(とう)馬(ま)と澪(みお)はやや挙動不審気味であった。

			　朱(あか)音(ね)が叫んだ後に、この二人と宿舎に詰めている兵士が何事かとやってきた。

			　兵士に対しては、機転を利かせた二人が上手く言ってくれたようだ。

			　二人には、昨夜の出来事は話していない。二人も追及はしてこなかった。

			　飛び出した朱(あか)音(ね)が、二人に事情を話したかどうかは分からない。色々な意味で怖くて聞けない。

			　ただ、二人はその話題に踏み込むのを恐れている様子だ。

			　先ほどから地雷原を歩くような慎重さで、言葉を選んで喋っている。

			　本当はもっと話を弾ませたいのに、気まずい空気がひたすらに重い。弾むどころか地の底へと沈んでいきそうだ。

			　ルルが、罰の悪そうな苦笑を浮かべながら小声で、

			「……申し訳ありませんでした、ユウ様」

			「……えっ？」

			「実のところ、ひょっとしたらアカネ様に知られるかも、とは思っていたのです。ユウ様が私に抱き付かれたまま眠られるとは思っていましたので、朝は必然的に遅くなるなと……ですが、アカネ様がここまで深刻に動揺されるのは、予想外でした。私の軽率さが招いた事態です」

			「あ、いや、ルルさんが謝らないでよ……もともと、僕が原因なのに」

			「あれは発作のようなものです。病人を治療しない道理はございません」

			　朱(あか)音(ね)の背を見つめるルルは、複雑な笑みを浮かべていた。

			　それは困ったような、それでいてどこか微笑(ほほえ)ましく感じているような、そんな笑みだ。

			　確かに、朱(あか)音(ね)の反応は予想外である。

			　知られれば、良い顔はされないだろうとは思っていた。

			　だがまさか泣かれるとは。ここまで取り乱されるとは。相当にショックだったのだろう。

			　悠(ゆう)がルルとそういうコトになってしまったことが？

			　……それではまるで、朱(あか)音(ね)が悠(ゆう)に恋愛感情を抱いているようではないか。

			　いやいや、それはないはずだ。

			　朱(あか)音(ね)の男性の好みは、以前に聞いたことがある。

			　いわゆるマッチョ、タフガイな男性である。悠(ゆう)の憧れている男性像でもあり、それゆえに自分は朱(あか)音(ね)の男性の好みからはほど遠い。朱(あか)音(ね)からは、何度も言われていることである。一緒に暮らしているからって、変な勘違いなどするなと。

			　となると――悠(ゆう)は真面目な顔で、ルルにひそひそと耳打ちした。

			「朱(あか)音(ね)はルルさんのことが好きなんじゃないかな」

			「……はい？」

			「ほら、ルルさんって強いし、カッコいいし、意外と筋肉あるし、それに朱(あか)音(ね)ってルルさんに何かと突っかかるじゃない。もしかしてルルさんの気を引きたくてとか、さ」

			「……本気で言われてますか？」

			「ないかなあ」

			「ないでしょう」

			　そうなると、嫌悪感からだろうか。

			　悠(ゆう)がルルを抱いたという事実は間違いなく、理由があったとはいえ奴(ど)隷(れい)のルルを性欲の捌け口にしたと思われても仕方ない。同じ女性としては、嫌悪感を抱くのも無理はないのではないか。

			　いかにもな理由に思えた。

			「……ごめんね、朱(あか)音(ね)」

			　率直な謝罪が、口を衝いて出る。

			　そういえば、言い訳してばかりで謝っていない。

			　ただ、とても申し訳ないと思っていると、朱(あか)音(ね)に伝えたかった。

			　仲直りしたいのだ。

			　朱(あか)音(ね)は悠(ゆう)にとって、外に出てからの初めての友達であり、特別な存在なのだから。

			　朱(あか)音(ね)が立ち止まる。悠(ゆう)たちも立ち止まった。

			　冬(とう)馬(ま)と澪(みお)が、ごくりと唾を飲み込む音が聞こえた。

			　振り向く朱(あか)音(ね)の瞳(ひとみ)は、いまだ冷めやらぬ動揺に揺れている。

			「……別に、あたしに謝ることないじゃない。あんたが悪いわけじゃないんだから、必要ないわよ」

			「えー……いや……その、何となく」

			　違ったのだろうか。では、なぜ。

			　一体どうすればいいか分からず、悠(ゆう)はしょんぼりと肩を落とした。

			　そんな悠(ゆう)を見下ろして、朱(あか)音(ね)はやがて、深く、深く、震える息を吐く。

			「その……仕方なかったっていうのは分かったわよ。ただ、ああいうの見たの初めてだから、ちょっとびっくりしてるだけ」

			　朱(あか)音(ね)は感情を抑えているような、抑(よく)揚(よう)のない声で言葉を続けた。

			「本当に怒ってるわけじゃないから。もうちょっと……放って置いて」

			「う、うん……分かった」

			　そう言われれば、もう黙るしかない。

			　後方で、ぼそぼそと冬(とう)馬(ま)と澪(みお)の話し声。

			「やや、やっぱり……したんだよね、きっと」

			「た、た、たぶんな……あんな綺(き)麗(れい)な人と、か……マジか……マジかぁ……！」

			　耳のいいルルも完全に聞こえているだろうが、彼女は澄(す)まし顔で歩いていた。知られてもどうということはないという様子である。悠(ゆう)としては、顔から火の出るような心地だ。

			「あ、あのさ――」

			　どうにか話を逸らすべく、何でもいいので違う話題を振る。

			　そうして冬(とう)馬(ま)たちと取り留めのない話をしながら、ようやく帝城とつながる魔道省本局の施設へと辿(たど)り着いた。

			　著名な博物館を思わせる立派な石造りの建物だ。その向こうには、帝城の堂々たる威(い)容(よう)がそびえ立っている。

			　中に入ると、輪を描くように回廊が左右に延びている。

			「こっちよ」

			　朱(あか)音(ね)が右側を指し示す。ようやく平静を取り戻してきたらしい。悠(ゆう)たちはむっつりへの字口の彼女の後に続く。

			「すごいね、メドレアよりずっと立派だよ」

			「この施設も帝城の一部ですからね。かかっている予算も桁(けた)違いです」

			「……城の正門とか広場の方はもっとすごいわよ」

			「ねー、マジやばかった。ウチ写メ取ってるけど――あ、そーだ。ねえ悠(ゆう)、アドレス交換する？　この世界じゃどうせ通話できないから意味ないかもだけど、一応。もう電池もなくなりそうだし、その前にさ」

			「え、いいの!?　したいしたい！」

			「じゃあ俺も……赤外線は、使えるよな。悠(ゆう)、いいスマホ使ってんなー……高かったろ、それ」

			「んー、そうなのかな。朱(あか)音(ね)のお父さんに選んでもらったんだけど。えっと、こう……だよね」

			「そそ、オッケー。お、このアドレスってあの漫画のネタでしょ、あれ面白いよねー……ん？」

			　そこで澪(みお)は、ちらちらと三人のやり取りを気にしている朱(あか)音(ね)に気付いた。

			「……藤(とう)堂(どう)も交換しよ？」

			「あ、あたしは別にそんなの……」

			「えー、しようよ、朱(あか)音(ね)。僕と正(まさ)人(と)さんしかアドレスないんじゃ寂(さび)しいよ」

			「ご、誤解を招くようなこと言うんじゃないわよ!?　お父さんと悠(ゆう)以外にも登録してるわ！」

			「……誰？」

			「び、美容室とか、出前のお店とか、郵便局とか……あ、あとは、あとは……」

			　悠(ゆう)たちは、目頭を押さえて謝罪の言葉を絞り出した。

			　

			　そんな悲しいやり取りをしながら数分ほど進むと、目的の場所へと到着する。

			　そこは魔道省の施設内に設けられた大食堂。

			　乳白色の石材に囲まれた広々とした室内が、大きめの窓から差し込む陽光に照らされている。

			　長方形の大きなテーブルに大量の椅子、カウンター状の配膳口の向こうには調理スタッフが忙しなく働いているのが見えた。

			　クラスの皆との、待ち合わせの場所である。ここで一緒に朝食をとることになっていた。

			　朱(あか)音(ね)への事情の説明に時間を要したため、余裕があったはずの時間はギリギリだ。

			　職員や兵士などが席に着く中、黒髪の少年少女たちが集まる一角があった。

			　あの魔界の森での戦いを生き延びたクラスメイト。粕(かす)谷(や)と、その取り巻きを除いた全員だ。

			　入り口の方を見ていた一人が、こちらに気付いた。

			「……あ、来た」

			　黒髪を三つ編みにした眼鏡少女、世(せ)良(ら)綾(あや)花(か)が穏やかな笑みで悠(ゆう)たちを迎える。

			　悠(ゆう)は開口一番、謝罪を口にした。

			「ごめんね皆、遅くなっちゃって！」

			「悪いな、ちょっとトラブル……み、みたいなもんがあってさ」

			「いいよ、気にしないで。それに悠(ゆう)くんだってまだ病み上がりなんだし」

			「そういう世(せ)良(ら)さんだって……骨とか、もう大丈夫なの？」

			　綾(あや)花(か)は、あの魔界での戦いで魔族に握り潰されそうになり、骨折などの深刻な怪(け)我(が)を負っていた。だが今は、その名残は見受けられない。

			　彼女はおっとりした笑みを浮かべ、立ち上がった。回復ぶりをアピールするように、ぴょんと軽く跳ねて見せる。

			「うん、もう普通に歩けるよ。本当は私も悠(ゆう)くんを迎えに行こうと思ってたんだけど、冬(とう)馬(ま)と澪(みお)に止められちゃった」

			「だって、あの怪(け)我(が)が数日で治ったって言われてもねー……信じられないでしょ、普通」

			　異世界セレスフィア。中世風ファンタジーを思わせる外観から誤解しがちであるが、魔道科学に支えられた文明レベルは相当なものだ。

			　少なくとも、外科医療技術においては、地球の遥か先を行っているように思えた。

			「そっか、良かった……本当に」

			　悠(ゆう)は、心からの安(あん)堵(ど)を口にする。

			　彼女を最後に見たのは、あの魔素中毒に喘(あえ)ぐ苦しげな顔だ。無事だとは聞いていたが、それでも何か後遺症でも残ってしまっているのではと心配だった。心の荷が、一つ下りたような心地だった。

			「悠(ゆう)くん……その、おはよう」

			　綾(あや)花(か)に続いて、他のクラスメイトも口々に挨拶する。悠(ゆう)は満面の笑みで返事した。

			「おはよう、皆……あのさ」

			「どうしたの？」

			　悠(ゆう)は、皆を見渡した。

			　明るい顔をしていた者もいたが、どこか気まずげな顔の者もいた。明らかに落ち込んでいる者もいる。

			　あの地(じ)獄(ごく)のような戦いから、まだ数日。

			　あんなにも理(り)不(ふ)尽(じん)な形で友達を失ったその心の傷が、まだ癒(い)えているとは思えない。

			　胸中に、冷たく粘ついた感情が湧くのが自覚できた。

			　蒸し返すべきではないという気もしたが、抑えられない思いが口を衝いて出ていた。

			「その……皆……ごめんね、僕がもっと早く……あの力を使えれば……」

			　悠(ゆう)は俯(うつむ)き、沈んだ声で謝罪を口にする。

			　もっと早く自分の本当の想いに気付き、第三位階(ゼノスフイア)に辿(たど)り着いていれば。そうすればあんなに犠(ぎ)牲(せい)者(しや)を出すことなどなかったかもしれないのに。

			　クラスの皆は、目を丸くしていた。

			「……あんたねえ」

			　朱(あか)音(ね)は、憮然とした様子である。

			　続いてルルが、眉をひそめたやや厳しい表情で口を挟んだ。

			「ユウ様、それはあの時点ではどうしようもなかったこと。ご自分を責めるのはどうかお止めください。帝国に属する私が口にするのは憚(はばか)られる言葉ですが……仕方なかったのです」

			「それは、分かるんだけど、でも……」

			　無論、人には限界があり、誰も彼も救うなどというのは現実味を欠いた理想論だ。だから仕方ないと自分を慰める理屈もあるだろう。

			　でも悔しいものは悔しい。申し訳ないものは申し訳ないのだ。

			　悄(しよう)然(ぜん)とする悠(ゆう)の肩に、ぽんと置かれる手があった。

			「冬(とう)馬(ま)……？」

			　冬(とう)馬(ま)が、口元に笑みを浮かべる。笑顔は少し寂(さび)しげなものではあったが、それでもその声は優しかった。

			「何言ってんだよ、悠(ゆう)。みんな、お前に感謝してる。なあ？」

			　綾(あや)花(か)が、澪(みお)が、ほかの皆がそれぞれに頷いていた。

			　澪(みお)が、どこか気まずげに、頬を掻(か)きながら口を開く。

			「あのさ、悠(ゆう)……だったらウチらからも、言いたいことがあるワケよ。さっきは藤(とう)堂(どう)のアレで、ちょっとタイミングがなかったんだけど……まあ、今がちょうどいいよね。ね、みんな」

			「……ん？」

			「あのさ――」

			　澪(みお)は、がばっと勢いよく頭を下げた。

			　冬(とう)馬(ま)も綾(あや)花(か)も他の皆も、それに倣う。続く言葉は、

			『ごめんなさい！』

			　他にも、すまない、悪かった、などの声が上がる。

			　口調は違えど、それぞれの謝罪の言葉。

			　20人近いクラスメイトから１度に頭を下げられるという予想外の事態に、悠(ゆう)はぎょっとして狼狽(うろた)えた。

			　周囲から、何事かという視線が幾つも送られる。

			「え、え……な、なに、何が？」

			「学校でのことだよ。俺も、ちゃんとした形で謝ってなかったしな。ちょっとクサいかもしれないけど、たぶん必要なケジメっつーか……」

			　頭を上げた冬(とう)馬(ま)が、綾(あや)花(か)と顔を見合わせて苦笑する。

			　他のクラスメイトも、罰が悪そうな表情を浮かべていた。

			　ルルは、穏やかな笑みで場を見守っていた。

			　朱(あか)音(ね)は、腕組みしてむっつりと悠(ゆう)やクラスメイトを眺めている。

			　皆、悠(ゆう)の言葉を待っている。

			　悠(ゆう)はしどろもどろになりながらも、

			「みんな……でも、あれは仕方なかったと思う――」

			　そこまで言って、気付いた。

			　仕方ない。

			　実際に、その時に他にとれる選択肢がなかったことだってあるだろう。クラスの皆だって、友達や家族のことを思えば、そうだったはずだ。

			　それを「仕方ない」という言葉で締め括(くく)るのは、たぶん間違いではない。

			　だからって、それで心が納得できるかと言えば話は別である。たった今、悠(ゆう)も似たようなことを思ったではないか。

			「うん……分かった。ありがとう」

			　だから悠(ゆう)は、皆の謝罪を受け入れた。

			　皆、一様にほっとしていた。ごめんねと繰り返し涙を浮かべている者すらいる。

			　あの学校の時とは違う、暖かな空気が流れていた。

			　……ずっと夢見ていた空気。じわりと、胸に心地良い熱が広がっていく。

			（うん……ここから、始めればいいんだ）

			　ここは学校ではないけれど、本当に欲しかったのは友達と過ごす日々なのだ。

			　その夢の一歩を、ここから始めよう。

			　自分の命がどれほど続くかは分からないが、その歩みを続けるのだ。

			　昨日の決意を、悠(ゆう)は改めて胸に抱く。

			「これからよろしくね、みんな」

			　悠(ゆう)はくしゃりと破顔する。

			　屈(くつ)託(たく)のない、童子のように無(む)垢(く)な笑顔であった。

		

	
		
			第二章　再会、そして女騎士

			　

			　帝国からの説明が始まるまで、あと10分ほど。

			　悠(ゆう)たちは、集合場所に指定された講義室に足を踏み入れる。

			　窓一つない灰色の内壁に囲まれた、飾り気のない室内。

			　周囲の壁には、鎧と槍(やり)で武装した幾人かの兵士が配され、感情の見えない硬質な視線で、異界の住人である悠(ゆう)たちを見張っている。

			　閉塞的で無骨な雰囲気が漂(ただよ)っていた。息苦しい。

			「は、入ろう……？」

			「そう、だな……」

			　悠(ゆう)や冬(とう)馬(ま)ら多くのメンバーは居心地が悪そうに恐る恐る。

			　朱(あか)音(ね)とルルの二人だけは、堂々と部屋の中を進んでいく。大した肝の据わりっぷりである。

			　部屋の奥は一段高くなっており、奥には白いボード、手前には教壇のような台が設置されていた。おそらく、あそこで帝国側の人間が講釈を垂れるのだろう。

			　無関係の少年少女を死地に放り込むような組織の人間だ。あまり近付きたいとは思えない。

			「どこ座ってもいいんだよね？」

			「真ん中ぐらいでいいんじゃないか」

			「前は、ちょっと嫌だな――って、おい」

			　相談する冬(とう)馬(ま)らが怖気づきながら決めるより先に、さっさと最前列に腰かける者がいた。

			　朱(あか)音(ね)だ。不思議そうにこちらを見上げる。

			「何よ、座らないの？」

			「……よりにもよって一番前かよ」

			「空気読まねー……メンタル強えー……」

			　呻(うめ)く冬(とう)馬(ま)や澪(みお)、他のクラスメイトがぎこちなく頷いた。

			　そこで朱(あか)音(ね)は自分が浮いていることに気付いたのか、拗(す)ねるように唇を尖(とが)らせながら、

			「後ろの方なんかに座ったら、ビビってると思われて癪(しやく)じゃない。舐められるわよ」

			「ヤクザか……？」

			「言いたいことも分かるけどさー……あー、もうっ、知らないっと！」

			　澪(みお)はヤケクソ気味に大股で進み、朱(あか)音(ね)の隣に乱暴に腰かけた。

			　それを切っ掛けに、及び腰だった他のクラスメイトたちも周りの席に座っていく。

			「まあ、近い方が話もよく聞こえるよね」

			　言いながら、悠(ゆう)は朱(あか)音(ね)の隣にちょこんと座った。

			「話し相手の顔もよく見えますからね。同じ言葉でも、表情の如何で受け取るべきニュアンスが変わってくるものですし」

			　ルルがさらに隣に座り、悠(ゆう)は美人に挟まれる形となった。

			　幾人かの男子が羨(うらや)ましそうな目を向けるが、悠(ゆう)はまったくの無自覚である。

			　悠(ゆう)の真後ろに座った冬(とう)馬(ま)が、苦笑いする。

			「確かに、連中にこれ以上ビビった姿を見せるのは面白くないかもな」

			「あーあ、いざとなったら藤(とう)堂(どう)に守ってもらおっと」

			「あのラウロって人だったらやだね……」

			　そうして、これからどんな話があるのか予想をしていた時。

			　ガタン、と扉の開く音が背後で聞こえた。

			　振り返ると、見知った少年の姿。

			「粕(かす)谷(や)君……お、おはよう」

			「……ちっ」

			　染めた金髪、威圧的な三白眼。着崩した軍学校の制服。

			　粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)は、こちらの姿を認めるとわざとらしく舌打ちしてきた。頬杖を突いていた朱(あか)音(ね)がそれを見て、不愉快そうに鼻を鳴らす。

			　彼は、５人ばかりの生き残った取り巻きと一緒である。

			　そして、もう一人――思わぬ人物が、そこにいた。

			　悠(ゆう)は、ぽかんと口を開き、間の抜けた声を漏(も)らす。

			「……え、なんで、君が？」

			　金髪碧(へき)眼(がん)の小柄な少女が、奴(ど)隷(れい)用のメイド服をまとっている。

			　あどけなさを残した、愛らしい顔立ち。その金髪からぴょこんと突き出た長い耳は、森人(エルフ)という亜人種(デミ・ヒユーマン)の特徴を表していた。

			「ティオ……？」

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)が召喚された時、魔界の森で出会い、仲良くなった森人(エルフ)の少女。

			　短い間であるが一緒に寝食をともにした、明るく優しい女の子だ。

			　まだ新人で、メドレアで奴(ど)隷(れい)としての業務を学んでいると聞いていた。その彼女がなぜ、この場にいるのだ。

			「あッ……」

			　彼女も、こちらに気付いたようだった。くりっとしたつぶらな瞳(ひとみ)が見開かれる。口元に浮かぶのは、嬉しそうな、だが困ったような曖(あい)昧(まい)な笑み。ぺこりと、こちらに頭を下げてきた。

			「ユウ様、アカネ様にルルさん……おはようございますデス」

			　語尾に訛(なま)りのある、特徴的な言葉遣い。

			　朱(あか)音(ね)は目を見開いて、戸惑うような言葉を吐いた。

			「どうしてここにいるのよ？　それに、何で粕(かす)谷(や)と……!?」

			「まだ当分はメドレアで学ぶことが残っているはずですが」

			　眉をひそめるルルも、事情は知らないようだった。

			　そんな反応を見て、粕(かす)谷(や)は愉快げに鼻を鳴らす。

			「何だよ、これを見ても分からねえのか？」

			　粕(かす)谷(や)はティオの肩に手をかけて、強引に抱き寄せた。

			　ティオは驚きながらも嫌がる素振りもなく、なすがままに粕(かす)谷(や)の胸元に頬を埋める。
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			「おいティオ、連中は物わかりが悪いみたいだからな、教えてやれよ。俺とお前との関係をよ」

			「……はいデス、キョウスケ様」

			　彼女は恭(うやうや)しく応え、粕(かす)谷(や)に肩を抱かれたままこちらを見つめた。

			　お手本のような、人好きのするにこりと可愛(かわい)らしい笑顔を浮かべている。

			　無色透明な――透き通るように綺(き)麗(れい)だが、違和感を覚える笑み。

			「昨日より、キョウスケ・カスヤ様の奴(ど)隷(れい)として仕わせていただくことになりましタ。これから、よろしくお願いしまス」

			「……っ」

			「何よ、それ……」

			　悠(ゆう)は絶句し、朱(あか)音(ね)は呻(うめ)くような声を漏(も)らす。ルルは目を細めてじっと粕(かす)谷(や)とティオを見つめ、クラスの皆や粕(かす)谷(や)の取り巻きは、何が何やら分からないといった様子である。只事ではない様子に口を挟めず、戸惑いながら事態を見守っていた。

			「いや何、メドレアで目についたこいつの顔が気に入ったからよ。帝国の連中に無理を言って俺の奴(ど)隷(れい)にしてやったんだよ。奴(ど)隷(れい)を持つのは第三位階の権利だ、当然だろ？」

			　彼もまた、悠(ゆう)と同じ第三位階の魔道師である。

			　その身の回りの世話係として、帝国から奴(ど)隷(れい)が宛がわれることになっているのは分かっていた。だが、それがまさかティオだとは。

			　奴(ど)隷(れい)――生殺与奪すら握られた、人の形をした命ある道具。

			　学校での暴(ぼう)虐(ぎやく)の日々を思えば、ティオの待遇について嫌な予感しかしない。

			　眩暈(めまい)を覚えた。心臓が不快な鼓動を立て、背中に冷たい汗が浮く。

			　朱(あか)音(ね)も同じようなことを考えているのだろう、険しい表情で黙り込んでいた。

			　そんな二人の内心を察したのか、ティオが柔らかな声を発した。

			「……どうかご心配なく、お二人とモ」

			　彼女は、粕(かす)谷(や)に肩を抱き寄せられたまま、身を預けている。

			　粕(かす)谷(や)はまるで、ティオを自分の所有物であるとアピールしているように見えた。

			　そしてティオは、嫌な顔一つせずにその扱いを受け入れているようだった。

			　ティオは自らの主を穏やかな表情で見上げながら、

			「キョウスケ様には、とても優しくしてもらってマス。急な命令でびっくりしましたけど、上手くやっていけてますデス……その、キョウスケ様とお二人の仲は、お聞きしましたケド」

			「……仲良く、できてるんだ」

			「はいデスっ」

			　こくんと頷くティオの表情は、屈(くつ)託(たく)のない笑顔であった。嘘を言っていたり、無理をしているようには見えない。

			「それなら、いいんだけどさ……」

			　粕(かす)谷(や)は、自分に従順で、持ち上げてくれる相手には寛容である。遊びの際には取り巻きに奢るような気前の良い部分や、トラブルの際には金やコネを使って助けたりといった面倒見の良い部分もあるようだ。

			　ならばティオも彼の身内として、そう悪くない扱いを受けているのかもしれないし、悠(ゆう)たちが安易に干渉するべきことではないのかもしれない。

			　だが、そんなふうに考えてみても、胸の中のモヤモヤした感情は拭(ぬぐ)えなかった。

			　いったい、どうするのが正解なのだろうか。

			　答えを出すには、悠(ゆう)の人生経験はあまりに歪(いび)つで、不足していた。

			　それに、あまりに突然の事態で頭も気持ちもぐちゃぐちゃなのだ。考えがまるでまとまらない。幾つもの思考が脳裏をぐるぐると渦(うず)巻き、混沌と化していた。

			　そんな悠(ゆう)の悩ましげな姿に、粕(かす)谷(や)の声がいっそう上機嫌に弾んでいく。

			「何だよ、なんか言いたそうだな、神(かみ)護(もり)？」

			「いや、別に……」

			「俺の奴(ど)隷(れい)が羨(うらや)ましいかよ？　聞いたぜ、お前らと仲良かったそうじゃねえか」

			「……うん。もう知ってると思うけどさ、すごくいい子だから、大事にしてあげて欲しいな」

			「大事に、ね……ああ、大事にしてるとも。なあ、ティオ。お前はなんだ？」

			「わたしは、キョウスケ様の奴(ど)隷(れい)デス、所有物デス。キョウスケ様に絶対服従する者デス」

			　ティオは淀(よど)みなく、笑みすら浮かべて自らをそのように評した。

			　彼女の言葉に、粕(かす)谷(や)は満足そうに頷く。

			「くははっ……ああそうだ、こいつは俺のモノなんだから、大事にするに決まってるだろうが。まったく、いい世界だよなあ。まさか合法的に奴(ど)隷(れい)を持てる日が来るなんて思わなかったぜ。日本(あつち)でも似たようなことはやろうと思えばできたが、色々と面倒だったからよ」

			　本当に、嬉しそうだった。異形の怪物と殺し合わされる異世界に呼び出されたことが、僥(ぎよう)倖(こう)だと言わんばかりの物言いである。

			　彼は興が乗ってきたのか右手を掲げ、どこか恍(こう)惚(こつ)とした表情で声を上げた。

			「それに、何よりも魔道(これ)だよ！　あんな怪物だってゴミみてえに殺せるこの力、最高じゃねえか！　とっとと次の戦いが始まればいいのによぉ！」

			　悠(ゆう)は唖然とした。

			　馬鹿な、何人死んだと思っているのだ。

			　魔界での戦い――何人もの級友を失った惨劇から、まだ数日しか経過していないのに。

			　当時の記憶が掘り起こされたのか、周囲からすすり泣くような声が聞こえてきた。

			「おい、粕(かす)谷(や)」

			　粕(かす)谷(や)の言葉に真っ先に反論したのは、険しい顔をした冬(とう)馬(ま)であった。

			「お前のダチだって、死んでるだろ……そんな言い方ってないんじゃないか、なあ」

			「はっ……」

			　だが粕(かす)谷(や)は、軽く鼻で笑ってみせた。

			「死んじまったもんは仕方ねえだろうが、いつまでも引きずっても意味なんてあるかよ。なあ、和(かず)樹(き)？」

			「そ、それは……そうかも、な」

			　彼に声をかけられた斉(さい)藤(とう)和(かず)樹(き)が、やや引きつった声で返事をする。彼は粕(かす)谷(や)の右腕的な存在であるが、上機嫌な粕(かす)谷(や)とは違い、その顔色は悪い。

			　他の取り巻きたちも沈んだ表情をしていたが、粕(かす)谷(や)は気にした様子もなかった。

			　冬(とう)馬(ま)は、信じられないといった様子で呻(うめ)く。

			「お前、まだあれから何日も経ってないんだぞ……!?　マジで言ってんのかよ！」

			「はっ、阿呆か。ヌルいこと言ってんじゃねえぞ、壬(み)生(ぶ)！　それよりも生きてる俺たちだろうが！　この魔道(ちから)を手に入れた俺たちが、この世界でどう生きていくかの方が重要に決まってんだろ！　違うかよ！」

			「だからって、そんな簡単にだなっ……」

			　一理あると言えばあるが、感情的には頷きがたい物言いだ。

			　冬(とう)馬(ま)は、気圧(けお)されつつあった。価値観があまりに噛み合わない。

			　冷えた声が、二人の言い合いに割り込んだ。

			「……で、そう言うあんたは、どう生きていくっていうのよ？」

			　長い足を組んで座る朱(あか)音(ね)が、胡(う)乱(ろん)げな眼差しを向ける。

			　粕(かす)谷(や)は、口の端をいっそうつり上げながら、

			「そりゃあ、魔法(これ)が選ばれし者の力だっていうんなら、行けるとこまで行くに決まってんだろ。男なら、上を目指さねえとな」

			　そして粕(かす)谷(や)は、朱(あか)音(ね)を見下ろす眼差しに、ほの暗い情欲をよぎらせる。短いスカートからすらりと伸びた太ももを、粘着質な視線が舐めていた。

			「なあ藤(とう)堂(どう)、俺の女になるなら悪いようにはしねえぞ？」

			「……はぁ？」

			「神(かみ)護(もり)より俺に付いてた方が得だって言ってるんだよ。そこのモヤシは、あのトカゲの魔族ごときに死にそうになってたそうじゃねえか。俺の〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は違う。あんな雑(ざ)魚(こ)、敵にもならなかったぜ？」

			「それは、悠(ゆう)が俺たちを助けながら戦っていたから――」

			　さらに反論しようとした冬(とう)馬(ま)の袖を、悠(ゆう)はぎゅっと引っ張った。

			「冬(とう)馬(ま)、ありがとう。でも、いいから」

			「悠(ゆう)……でもよ」

			　悠(ゆう)は苦笑を浮かべ、かぶりを振る。

			　粕(かす)谷(や)の自分の方が上だという物言いに、特に反論するつもりはなかった。

			　彼がほぼ無傷であの戦いを切り抜け、悠(ゆう)が死ぬ寸前まで追い詰められたのは事実である。

			　客観的に見て、早々に第三位階へと至った粕(かす)谷(や)の方が、魔道の才に長じているといえるのではないだろうか。

			「…………」

			　ルルが何か言いたそうな表情をしていたが、口を噤(つぐ)んでいた。ただし、しっぽは威嚇するようにピンと立ち、毛が逆立っていた。

			　粕(かす)谷(や)は嘲(あざけ)るように鼻を鳴らし、話を続けた。

			「俺のモノになるんなら、守ってやる。あんな大怪(け)我(が)も負うことはねえ。金だって恵んでやるさ。そんな役立たずどもといるより贅沢できるぜ？　当然、俺の言うことには従ってもらうけどな。まあそのうち、お前から喜んで俺に――」

			「――馬っ鹿じゃないの？」

			　朱(あか)音(ね)が、冷徹に突き放した。氷の眼差しの下には、沸々と煮えたぎる苛(いら)立(だ)ちが見て取れる。

			「……あぁん？」

			　表情を歪(ゆが)める粕(かす)谷(や)に向けて、朱(あか)音(ね)は嘲(あざけ)るように鼻を鳴らす。粕(かす)谷(や)が悠(ゆう)にしたように。

			「あんた、こっちの世界に来て、ますます気持ち悪くなったわね。あたしを靡(なび)かせたかったら、生まれ変わってから出直しなさいよ。今のままならあの魔族(バケモノ)の方がまだマシだわ」

			「てめえ……！」

			　粕(かす)谷(や)の顔が、みるみるうちに憤(ふん)怒(ぬ)に染まっていく。

			　わなわなと唇を震わせるその形相を、朱(あか)音(ね)は真っ向から睨み返していた。

			　二人の突き刺すような眼差しが、火花を散らしている。

			「このアマぁ……身のほどを弁(わきま)えろよ。この国じゃ第三位階の俺の方が身分は上なんだからな」

			「はっ、あっちじゃ家、こっちじゃ国？　あんた結局は人頼みじゃないと何もできないのね。虎の威を借る狐って知ってる？」

			　ガァン、という粕(かす)谷(や)が机を蹴りつけた音が部屋中に響く。しかし、兵士が動く気配はない。

			「第二位階ごときが！　……いや、それともそこのモヤシ野郎の立場でもアテにしてるのか？　あの魔界でも護ってもらったんだもんなあ！　そのエロい身体でも売って取り入ったんじゃねえか？　そこの雌犬奴(ど)隷(れい)に交尾の仕方でも教わってよお！」

			「なっ……朱(あか)音(ね)は、ルルさんもそんな……！」

			　いきなりの飛び火に、悠(ゆう)は慌てて抗議した。

			　一方のルルは眉ひとつ動かしていない。だが、その琥(こ)珀(はく)の瞳(ひとみ)はじっと粕(かす)谷(や)を捉(とら)えている。

			「この、ゲス野郎ぉ……」

			　朱(あか)音(ね)の肩は、小さく震えていた。頬は赤く、唸(うな)るような吐(と)息(いき)が唇から漏(も)れる。

			　粕(かす)谷(や)が地雷を踏んだことは間違いない。

			　あまりにひどい侮辱的な発言のためか、あるいは今朝の悠(ゆう)とルルの騒動を思い出したからなのか、それともその両方か。

			　ゆらりと朱(あか)音(ね)が立ち上がり、底冷えのする声で宣告する。

			「もう一度言ってみなさいよ……その顎(あご)、二度と開かないようにしてやるわ」

			　一気に張りつめた緊張感。今にも襲いかかりそうな朱(あか)音(ね)に、綾(あや)花(か)や澪(みお)が引きつった声をかける。

			「藤(とう)堂(どう)さん、お願い、落ち着いてっ……」

			「ね、ねえ、ちょっと藤(とう)堂(どう)！　ヤバいって！　身分が上の相手に暴力振るったら罰があるって言われてたでしょ！」

			「朱(あか)音(ね)、駄目だよ……！」

			　朱(あか)音(ね)は制止の声に反応せず、今にも噛みつきそうな表情で粕(かす)谷(や)を睨んでいた。

			　彼女と粕(かす)谷(や)が言葉を交わせばこうなる可能性は、予想できたことであった。

			　一触即発、いつかの〝狭間(はざま)〟の空間での光景がデジャブする。あの時は、ラウロの乱入によって武力衝(しよう)突(とつ)は回避されていたが、今はどうか。帝国の兵士たちは朱(あか)音(ね)と粕(かす)谷(や)に目を向けているようだが、止める気配は皆(かい)無(む)だ。この期に及んで動かないのは、さすがに怠慢ではないだろうかと思うのだが、それを責めるゆとりはない。

			「アカネ様――」

			　ルルが見かねて立ち上がり、朱(あか)音(ね)を制止しようとした、その時だった。

			「――あノ！」

			　ティオの声。

			　鈴を転がすような可愛(かわい)らしい声を精一杯に張り上げて、部屋全体に響かせる。

			　彼女は粕(かす)谷(や)に抱き寄せられたまま、哀しげな表情で己が主と朱(あか)音(ね)を交互に見つめていた。

			「……うるせえな、何だよ」

			　ぎろりと睨みつける粕(かす)谷(や)。

			　ティオは怯(おび)えを見せながらも、勇気を振り絞って声を上げた。

			「お、お願いデス、どうか争うのはお止めくださイ！　せっかくの同郷の仲間ではないですカ！　きっと、きちんと話し合えば分かり合え――」

			　ばちん、と。

			　短く高い音が、部屋に響いた。

			　少し遅れて、何かが倒れる音。

			「あつッ……」

			　ティオが、薄い絨(じゆう)毯(たん)に倒れ伏していた。

			　赤く腫れた頬を、手で押さえている。

			　そんな痛ましい姿の彼女を見下ろして、粕(かす)谷(や)が忌(いま)々(いま)しげに唇を歪(ゆが)めていた。

			「おい奴(ど)隷(れい)。てめえにそんなことほざく権利があるのかよ。仕事がトロいだけじゃ済まねえのか、この無能はよお……！」

			　彼の右手は、ティオの頬を張ったまま振りぬかれていた。

			　先ほどまでとは打って変わって、無(む)慈(じ)悲(ひ)な眼差しがティオを見下ろす。

			　さすがの悠(ゆう)も、黙っていられなかった。

			「粕(かす)谷(や)君！　それはいくら何でもひどいよ！」

			「……いいのデス、ユウ様」

			　ティオは、目じりに涙を浮かべながらも居住まいを正し、深々と頭を下げた。自分に暴力を振るった相手に向けて、まるで土下座のような姿勢を見せる。

			「出過ぎたことを言って申し訳ありませんでしタ、キョウスケ様……どうか、お許しヲ」

			　床にこすり付きそうな金髪の頭に、

			「……ッ」

			　粕(かす)谷(や)の靴が乗せられた。ティオの頭を踏んで、床に押さえつけている。

			　そこまでするか。そんな平気な顔で――悠(ゆう)は一瞬、目の前の光景が受け入れられなかった。

			「けっ、頭の悪ぃガキが……ああ、そういやお前、学校も行ったことないんだったな。確か娼婦の母親と旅してたんだっけか？　覚えたのは下手糞な言葉遣いと男への媚び方ぐらい――」

			「――粕(かす)谷(や)ぁ！」

			　朱(あか)音(ね)が、吼える。

			　その表情は、まるで牙剥(む)く猟犬だ。

			　声が響いた時には、すでに猛獣のごとき俊(しゆん)敏(びん)さと獰(どう)猛(もう)さで、粕(かす)谷(や)に駆け出していた。

			　それが悠(ゆう)の知覚にはゆっくりと認識できたが、伸ばす手や言葉はそれより遥かに遅い。

			「あかね――」

			　ルルが、咄(とつ)嗟(さ)に止めに入ろうと手を伸ばすが空を切る。すぐに追いかけた。

			　彼女も非常に高い身体能力の持ち主であるが、位置が悪い。間に合わないだろう。

			　冬(とう)馬(ま)や澪(みお)、綾(あや)花(か)に斉藤といった周囲の皆は、事態に付いていけていない。帝国の兵士たちがようやく動きを見せたが、遅過ぎる。

			　迫る朱(あか)音(ね)を見上げたティオは、顔をこわばらせた。悲鳴じみた声を上げる。

			「駄目ッ――」

			　朱(あか)音(ね)がくるりと身を廻す。彼女が得意とする、上段廻し蹴りの動きだ。

			　粕(かす)谷(や)が、顔を引き攣らせながらも陰(いん)湿(しつ)な笑みを浮かべた。

			　まずい、と悠(ゆう)は胸中で青ざめた。粕(かす)谷(や)の方が帝国内での地位は上であり、そんな彼に暴力を振るった朱(あか)音(ね)は、罰の対象となる。粕(かす)谷(や)に、何らかの償(つぐな)いをしなければならないかもしれない。彼の笑みは、あるいはそれを狙ってのものか。

			　猛る彼女を止められる者は、誰も――

			（……え？）

			　流れる金糸、躍る漆(しつ)黒(こく)。金と黒の颶(ぐ)風(ふう)めいた人影が、悠(ゆう)の視界の中を疾(はし)る。

			　その人影は朱(あか)音(ね)の蹴りを片手で難なく止め、もう片方の足を払って転ばせて、その腕関節を流れるような動作で極めていた。

			　一連の流れは、悠(ゆう)の超人的な動体視力があったからこそ正確に認識できた。それほどまでの尋常ではない速さ。

			「あっ……？」

			　朱(あか)音(ね)が、呆(ぼう)然(ぜん)と呻(うめ)いていた。何が起こったのか分からないといった様子だ。

			　尻もちをついた体勢で、その腕を掴み上げられていた。

			　それを為した人影は、知らない人物である。

			「何をしている、お前たち」

			　艶やかな金髪を腰まで伸ばした、鋭い顔立ちの女性である。すらりとした長身、その豊満な肢(し)体(たい)を包む帝国の黒い軍服に金色の髪がよく映えていた。歳は20代半ばほどだろうか。日本人離れした容姿から、この世界の人間であることが窺(うかが)い知れる。

			　その鋭(えい)利(り)な雰囲気と腰に下げている長剣から、悠(ゆう)は「女騎士」という言葉を即座にイメージした。

			「こ、のぉっ……」

			　朱(あか)音(ね)は抵抗しようと身動ぎするが、悔しげに顔を歪(ゆが)めるだけであった。朱(あか)音(ね)の膂(りよ)力(りよく)と体術をもってすら、その拘(こう)束(そく)から逃れることはできないらしい。朱(あか)音(ね)の強さを日頃から見ている悠(ゆう)としては、ちょっと信じられない光景である。

			　悠(ゆう)たちも、粕(かす)谷(や)たちも、突然の事態の連続に取り残され、驚(きよう)愕(がく)の表情のまま固まっていた。

			　水を打ったように静まり返った室内に、女騎士の声がふたたび響く。

			「お前たちにも帝国の法が適用される。暴力行為は処罰対象だと伝えられているはずだが？」

			　彼女は生真面目な表情で、事態の当事者たちを見渡している。

			　朱(あか)音(ね)を、粕(かす)谷(や)を、そして、

			「……っ」

			　息を飲む気配。

			　倒れるティオを見下ろした女騎士は、その硬質な美(び)貌(ぼう)をわずかに歪(ゆが)ませる。

			「う、ぁ……」

			　ティオもまた、女騎士を見上げて愕(がく)然(ぜん)としていた。

			　唇をわななかせ、顔が青ざめる。呼吸は、あえぐように乱れていた。

			　只事ではない雰囲気。二人は知り合いなのだろうか。

			　だがそれを問いただせる空気ではなかった。

			　硬直した空気の中、とぼけたような男の声が響く。

			「ベアトリス、もういいかね？」

			　忘れたくても忘れられない、爬(は)虫(ちゆう)類(るい)の舌に鼓(こ)膜(まく)を舐められたような陰(いん)湿(しつ)な声。

			　帝国魔道省幹部ラウロ・レッジオ――この事態の元凶の一人とも言える男の声である。

			　振り向けば、いつの間にかあの男が部屋に入ってきていた。〝狭間(はざま)〟や、メドレアの立体映像で見た時とまったく同じ姿だ。

			　軍服のようなデザインの黒がかった衣装。

			　金髪をオールバックにし、能面めいたうすら寒い表情が、その顔に張り付いている。

			　数十もの射殺すような憎(ぞう)悪(お)と赫(かく)怒(ど)の視線が突き刺さるが、まったく意に介した素振りをみせない。

			「私にも予定がある。朝のうちからあまり滞(とどこお)らせたくはないのだが」

			　ベアトリスと呼ばれた女性は、実直な声で応えた。
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			「問題ない。もう終わっている……そうだな？　アカネ・トウドウ、キョウスケ・カスヤ」

			「けっ……」

			　粕(かす)谷(や)は、白けた目で面白くなさそうに黙り込む。

			「……ふんっ」

			　朱(あか)音(ね)もあからさまに舌打ちして見せながらも、反論はしなかった。

			　ベアトリスが腕を離すと、肘と手首を痛そうに撫でながら俊(しゆん)敏(びん)に距離を取る。

			　納得はしていない様子だが、とりあえず落ち着きは取り戻したようだった。

			　綾(あや)花(か)が心配そうに声をかける。

			「と、藤(とう)堂(どう)さん……腕、大丈夫？」

			「大丈夫よ……手加減されてたから」

			　朱(あか)音(ね)は、屈辱に顔をゆがめていた。

			　ラウロは静まりかえった室内を見渡して、満足げに頷く。

			「ふむ、けっこう。では諸君、席に着いてくれるかね？」

			　正直、ティオのことが気になって仕方がない。このまま話を聞く気分ではなかった。

			　だが、どうすればいいのか、どうしたいのかと言われて、何も現実的な考えがまとまっていないのも事実である。

			　余計なことをして粕(かす)谷(や)を怒らせれば、ティオにまで害が及ぶかもしれない。

			「ユウ様、ティオのことは後から落ち着いて話し合いましょう」

			　ルルの提案は、まったくもって正しい。

			「……うん、そうだね」

			　悠(ゆう)は揺れる感情を抑え、頷いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　悠(ゆう)たちは最前列に、粕(かす)谷(や)たちはそこから少し離れた後ろの席に腰を下ろす。

			（ティオ……大丈夫かな）

			　ティオは消え入りそうな蒼白の表情で、粕(かす)谷(や)の隣に侍(はべ)っている。彼に叩かれたことではなく、明らかにベアトリスの存在に動揺しているようだった。

			　当のべアトリスは、今は講壇に立つラウロの隣で、姿勢よく立っている。

			　彼女もまた、時おりティオに視線を投げかけているように見えるが、きりっと引き締められた表情からは、その感情を見て取ることはできない。

			「最初に、彼女を紹介しておこう」

			　ラウロは、芝居がかった仕草でベアトリスを指し示した。

			「ベアトリス・アルドシュタイン。栄えある帝国の上位貴族の一人であり、本来は上級騎士として軍部に所属しているが、魔界での戦闘指揮のために魔道省に出向している身だ。君たち異界兵の管理官の一人であり、直接の上司のようなものだと思ってくれて構わない」

			「よろしく頼む、何かあれば私に言ってくれ」

			　ベアトリスは、直立の姿勢のまま、良く通る声でそう言った。

			　彼女に対しても敵意と警戒の視線が突き刺さるが、その怜(れい)悧(り)な美(び)貌(ぼう)はみじんも揺らがない。

			　だが悠(ゆう)には、ラウロのそれとは違う振る舞いに見えた。

			　ラウロが意に介さずに受け流しているような雰囲気に対して、ベアトリスは真っ向から受け止めているような、そんな気がしたのだ。

			　ちなみに異界兵とは、悠(ゆう)たち地球から召喚された者の帝国での総称である。兵士よばわりはあまり愉快な表現ではないが、いちいち突っかかっても仕方がない。

			　続いてラウロは、自らの紹介を行った。

			「さて、諸君とこうして直に顔を合わせるのは初めてになるね。魔道省本局所属、ラウロ・レッジオだ。以後よろしく頼むよ。すでに説明を終えた者もいるし他の者も大まかな内容は知っているかもしれないが、念のために君たちの置かれた境(きよう)遇(ぐう)について、改めて説明していくとしよう」

			　その内容は、メドレアで彼の立体映像から聞かされた内容とおおむね同一であった。

			　つまりは、これから悠(ゆう)たちはこの帝都で生活し、魔界化が発生した折にはあの異形の怪物、魔族と戦いに行かなければならないこと。そこでの働きに応じた報酬が支払われ、待遇も変わっていくということ。

			　そして、魔道という能力のこと。

			　魔道――この世界のすべてを生み出した高次の領域にいたる〝道〟を歩み、近付くことで行使できるようになる神秘の異能。その道を進めば進むほど魔道の位階が上がり、その力はより高度なものとなっていく。

			　この場にいる異界兵の位階は、次の三つに区分される。

			　第一位階〝力(レインフオース)〟――魔道の最低限の素養、魔界での活動が可能となる。

			　第二位階〝術(ゼノグラシア)〟――魔道を介した技法、魔術を行使できるようになる。

			　第三位階〝法(ゼノスフイア)〟――使い手の魂(たましい)より引き出した固有能力、魔法を具象できるようになる。

			「すでに知っての通り、第三位階は非常に希少だ。この中ではたった二名であるが、それでも多い方なのだよ。君たちより多くの集団で、一人も第三位階へと至れなかったことも珍しくはない」

			「……くくっ」

			　粕(かす)谷(や)が、優越感に浸りきった笑みを漏(も)らす。

			「ユウ・カミモリ君、キョウスケ・カスヤ君。第三位階である彼らに特別な待遇が与えられているのは、周知の事実だ」

			　第三位階の者は設備の整った第一宿舎に個室を与えられ、身の回りの世話やその他諸々の命令に従う奴(ど)隷(れい)をあてがわれる。

			　一方の第二位階以下の者は、夜露がしのげる程度の簡素な造りをした合同宿舎にて、共同生活を営む必要がある。悠(ゆう)個人としては、そういう暮らしも楽しそうではあるのだけど。

			　加えて、帝国における肩書き、要は身分についても悠(ゆう)と粕(かす)谷(や)は、第二位階とは一線を画した立場を得ていた。

			　第一位階は兵士階級。平民に毛が生えた程度のものだ。

			　第二位階は準騎士階級。兵士階級の中でも専門的かつ高度な技術や知識を有する者が該当する。

			　そして第三位階は騎士階級。平民が己の身一つで至れる実質的な最高位であり、限りなく貴族に近い立場である。これより先の身分は貴族との婚姻を結ぶか、歴史に名を刻むような功(こう)績(せき)を残す必要があるそうだが、悠(ゆう)には関心のない話であった。

			　……どの道、実態は帝国の命令に逆らえない奴(ど)隷(れい)に近いものなのだが。

			　国際的な批判を逸らすため、決して冷遇はしていないという表向きの立場が用意されているのだとはルルの弁だ。

			「現在、この帝都にいる第三位階の異界兵は、君たちを入れて14名。〝鋼翼(ギルド)〟という傭兵組織があってね。そこでは序列者(ランカー)という仕組みによって所属する傭兵に功(こう)績(せき)に応じた序列を付け、その地位に応じた恩恵や特権を与えているのだよ。それによってモチベーションを上げようという試みだね。これを参考にして、我々も第三位階の異界兵の間に序列を設けているというわけだ。そして君たち二人の序列だが、新顔は原則として最下位からスタートしてもらうことになっている。今回は二人なので、同位の13位にさせてもらった」

			　そこで、粕(かす)谷(や)が不満げに口を挟んだ。

			「おい、俺とこのモヤシが同じ順位かよ！　俺は無傷であのバケモノをぶっ殺したんだぞ!?　そこの白髪は死にかけてた雑(ざ)魚(こ)じゃねえか！」

			　途端、悠(ゆう)の周囲に緊張がはしる。ぎりぃ、と苛(いら)立(だ)たしげに歯噛みしたのは朱(あか)音(ね)である。

			　ルルがそっと膝に手を置いて落ち着くように求めるが、当の彼女も険しい顔をしていた。

			「ユウ君は特種――大物を仕留めたのでね。単純な比較はできんよ。それに暫(ざん)定(てい)的(てき)な序列だと思ってくれたまえ。君が力を見せてくれれば、次の戦いにでも大きく序列を上げることができるだろうさ。下位の序列の者には、あまり熱心でない者や戦闘向きの能力でない者もいるのでね」

			「……くそっ」

			　机に乱暴に足をのせ、悪態をつく粕(かす)谷(や)。暫定でも悠(ゆう)と同列に扱われたことが、相当に面白くないようだった。

			　隣のティオが、不機嫌な主の様子にびくりと身を竦(すく)ませている。

			「同じ第三位階でも、序列に応じて待遇は変わっていく。励(はげ)み、研(けん)鑽(さん)し、活躍してくれることを祈っているよ。以上で位階と序列についての話は終わりだが――」

			　ラウロが席に座る全員の顔を見渡す。

			「次の話は、第二位階以下の諸君にも関係ある話だ。そして、とても重要な内容になるだろう」

			　続く言葉は、確かにこの上なく重要な話題であった。

			「あの森で哀れにも非(ひ)業(ごう)の死を遂げた、君たちの級友についてだ」

			　周囲の空気が、一変する。

			　恐怖、悲哀、憤(ふん)怒(ぬ)――それらの想いがない交ぜとなった、熱と冷を孕んだ負の空気。

			　非(ひ)業(ごう)の死などと、いったいどの口で言うのだ。この事態を引き起こした元凶の一人である男が口にしたその言葉は、いまだかつてない濃度の悲憤をその場の皆から引き出した。

			　業腹なことに、ラウロはその反応を愉しんでいるようにすら見える。

			　さらに続く言葉は、その空気をさらに混沌としたものへとかき乱した。

			「彼らと、また会えるかもしれないとしたら、どうするね？」

			『……えっ？』

			　幾人かの、素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声がハモった。そのうちの一人は悠(ゆう)である。

			　死者と、ふたたび会える。

			　そんな世迷言にも思える言葉を吐いたラウロに、特にふざけている様子はなかった。

			　だが、いきなり言われて、はいそうですかと受け入れられることではない。

			　いくらこの異世界セレスフィアが、地球の常識では測れない魔道の世界だとしてもだ。

			　ざわめきが広がる中、冬(とう)馬(ま)が信じられないといった様子で声を上げた。

			「あいつらは、殺されたんだ……間違いなく、死んでたんだぞ……！　俺たちの、目の前で！」

			「然り。彼らは致命傷を負い、その肉体は死した。亡骸は、可能な限り回収させてもらったよ」

			「死人が生き返るってことか？　そんなこと、できるのかよ……」

			「死者の蘇生……厳密な意味でのそれは、少なくとも今の魔道科学理論においても不可能とされているよ。だが、君たち異世界の人間の〝死〟は、少々特殊なのだ。少しばかり迂(う)遠(えん)な話になるが、まず『魂(たましい)』というものについて説明しよう」

			　この世界においては、〝魂(たましい)〟という概念が観測されている。

			　それは、その人間の精神と肉体の設計図のようなものなのだという。

			　そして、〝死〟とは厳密には、この魂(たましい)の破壊、消(しよう)耗(もう)による消滅を意味していた。

			　基本的には魂(たましい)の状態は肉体の状態に依存するため、肉体の死と魂(たましい)の消滅はイコールで結んで問題はない。

			　だが、異世界の存在である地球人の身体は、元々この世界の物質で構成された身体ではないためなのか、あるいは魂(たましい)の性質が異なるためか。理由は解明されていないが、それが必ずしもイコールでは結ばれないのだという。

			　つまりは、肉体が死しても魂(たましい)の消滅は免れる。

			　魂(たましい)の消滅が確定した死を意味するのなら、あの森でのクラスメイトの非(ひ)業(ごう)の死は、まだ「確定」していないということになる。

			　そして、魂(たましい)さえ存在しているならば、そこからの蘇生も理論上は可能である、と。

			「フォーゼルハウト帝国の魔道科学は、世界最高峰――魂(たましい)の観測、保存技術をすでに完成させている。あの森で〝死亡〟した君たちの級友の魂(たましい)も全員分を確認済みだ。今は地下施設で、丁重かつ厳重に保管している状態だよ」

			　朱(あか)音(ね)が、あからさまに半信半疑といった様子で問いを発した。

			「……証拠は？」

			「ふむ、君たちが納得してくれるかは分からないが……見たまえ」

			　ラウロは、指をパチンと鳴らす。

			　それが合図なのか。魔道省の職員と思しき人物が何かの機械装置を操作しはじめた。

			　ラウロの背後の白いボードに、すぐに一つの映像が映し出される。

			　淡い紫光に照らされた、薄暗い部屋。

			　周囲の様子はよく見えないが、台の一つに身を横たえた人影があった。

			　15歳頃の少年。よく見れば、見覚えのある顔だ。

			「……遠山君？」

			「そ、そうだ、遠山だよ！」

			　彼もまた、あの森で還らぬ者となった一人である。

			「彼は遺体の損傷が少なかったので、ほぼ完全な状態に修復することが可能だった」

			　次第に、映像は遠山へと近づいていく。

			　眠るような静かな表情だ。そして、

			「息を……してるのか？」

			　遠山は、薄くその胸を上下させていた。

			　ほんのわずかに、呼吸をしているようにも見える。

			「あいつ、生きて……！　いや、でも、俺はあいつが死ぬところを……」

			「遺体と言っただろう？　彼の肉体は、間違いなく死亡していた。だが幸いにも原形を留めていたので、魂(たましい)の容器として使わせてもらっているだけのことだよ。あのままでは、永(えい)劫(ごう)意識が戻ることはないだろう。蘇生のためには、魂(たましい)から生きた肉体を再構築する作業が必要となる」

			　他にも映像は、幾人かのクラスメイトの姿や、その名の刻まれた円柱状の容器を映し出す。

			　次第に、態度を変えていく者が増えていた。ざわめきの中に、明るい声色が混じっていく。

			　喜び、安(あん)堵(ど)、あるいは縋(すが)るような表情で、その映像を見つめている者がいる。

			　親友の姿を見て、ぽろぽろと涙をこぼす者もいた。

			　冬(とう)馬(ま)は、悩ましげに唸(うな)っていた。そのあまりにご都合的な言葉を信じていいのか、思考と感情を持て余しているように見える。

			　澪(みお)や綾(あや)花(か)は、そんな冬(とう)馬(ま)を気遣わしげに見つめていた。

			　朱(あか)音(ね)は腕組みし、眉をひそめた険しい顔をしている。

			　そして悠(ゆう)はといえば、やはり半信半疑であった。

			　死んでしまった皆を、生き返らせることができる。本当にそんなことが可能であるとすれば、それは喜ぶべきことだ。

			　だが、悠(ゆう)は15年の人生で、数多の死を目の当たりにしてきた。

			　死ぬ。命を終える。遠い場所に逝き、もう二度と還らない。

			　悠(ゆう)のために犠牲になった数千人の命は、永久に失われたのだ。

			　その不可逆の事象が日常の一部となっていた悠(ゆう)にとって、にわかに信じがたい言葉であった。

			　悠(ゆう)は、隣で難しい顔をしながら押し黙っていたルルに小声で問いかけた。

			「ルルさん……本当なの？」

			「そういった理論が存在するらしいということは聞いていますが……申し訳ありません、本当かどうかは断言できかねます」

			　彼女は魔道師であって、魔道科学者ではない。踏み込んだ理論までは門外漢なのだろう。

			　だが少なくとも、丸っきり根拠のない出(で)鱈(たら)目(め)ではないということか。

			（もし……本当だったら）

			　握ったこぶしに、力が入る。

			　全員、救いたい。

			　失うのが怖い――そんな想いから生まれた自らの魔法を、失ったものを取り戻すためにも使いたい。

			　それは命というものの重みを、ある意味では軽視した発想なのかもしれない。死者を蘇(よみがえ)らせるという行為に、忌(き)避(ひ)感(かん)めいた感情も覚える。

			　だがそれでも、その可能性が存在するならば、自分は手を伸ばさずにはいられないだろう。

			　それに、周りのクラスメイトの様子。

			「良かった、良かったよぉ……」

			「あいつに、謝れるのかな。俺、あいつを置いて逃げちまって……」

			　朱(あか)音(ね)のように胡(う)乱(ろん)な態度を崩さない者、冬(とう)馬(ま)のように懊(おう)悩(のう)する者もいたが、明らかな安(あん)堵(ど)や喜びを表している者が少なくない。

			　彼らの多くは、友人の死によって塞ぎ込んでいた者だ。

			　縋(すが)る希望を得たクラスメイトの瞳(ひとみ)に、光が蘇(よみがえ)りつつあった。それを失わせたくはない。仮初の希望だったとしても、それは当面の生きていく気力になるはずだ。

			　だが、ラウロの次の言葉が、浮ついた空気を現実に引き戻す。

			「ただし、魂(たましい)の保存には少なくない資金と物資を必要とする。そして優先して予算を回すわけにもいかない部分でもある」

			　予算を回さなければ彼らの死が確定すると、そう言っている。

			　朱(あか)音(ね)が、不愉快そうに口を開いた。

			「……何が言いたいのよ」

			「なに、要は君たち次第だということだ。彼らの魂(たましい)の維持のためには、魔界で採取できる希少資源も必要となるのでね。ちなみに蘇生には、さらに膨大な予算が必要となる。これが確保できるかどうかは、君たち異界兵の働きにかかっていると自覚しておいてくれたまえよ」

			　仲間を蘇生させたければ、帝国に貢(こう)献(けん)して大きな利益をもたらせと、そういうことか。

			　それでは、まるで――朱(あか)音(ね)が、悠(ゆう)の内心を代弁する。

			「要は、人質ってことじゃない……！」

			　人質。その単語に、ざわめきが大きくなる。

			　非難するような言葉と視線に、ラウロは今さら悪びれる素振りもない。

			「受け取り方は人それぞれだがね。ただ私は、事実を述べたまでだよ。今までの異界兵の皆にもしてきた説明だ。多くの者は、懸命に戦ってくれている。おそらく、君たちを元の世界に戻せるようになる頃には、今まで犠牲となった者の蘇生も可能になっているだろう」

			　そして彼は室内を見渡して、朗(ろう)々(ろう)とした声で告げた。

			「……さて、私から君たちに伝えなければならないことは以上になる。何か質問はあるかね？」

			「次の戦いは、いつになるんだよ」

			　即座に問うたのは、粕(かす)谷(や)だった。

			「ふむ、ずいぶんと気が早いね」

			「あのバケモノをぶっ殺さねーと金も序列も手に入らねーんだろうが、とっとと始めてくれよ」

			「生憎と、魔界化は我々の都合ではなく、何を考えているのか分からない魔族の都合によって行われる。帝国の技術の粋を集めた施設で兆候を観測してから、規模次第ではあるが魔界化まで１日から５日ほどというところだが……いつ、というのを現状で断言することは不可能だよ」

			「……ちっ」

			　不承不承といった態度で、粕(かす)谷(や)は口を閉ざした。

			　そして続く質問がないことを確認したラウロは、先ほどから直立不動であったベアトリスへと顔を向ける。

			「ではベアトリス、あとは頼む。私はこの後の予定が詰まっているのでね」

			「……了解した」

			　彼女は毅(き)然(ぜん)とした動作で頷き、ラウロに代わって講壇についた。

			「では諸君、これで私は失礼する。先も言った通り、何かあれば彼女を通してくれたまえ。武運を祈っているよ」

			　ラウロはそう言い残し、嫌悪と憎(ぞう)悪(お)の視線を悠々と受け流しながら講義室から姿を消した。

			　そうして向ける対象を失った負の感情は、残されたベアトリスに向けられた。

			　彼女はそれを真っ向から受け止めながら、口を開く。ラウロのような衒(てら)いや嘲(あざけ)りの気配のない、真剣な様子であった。

			「改めて自己紹介する。ベアトリス・アルドシュタインだ。お前たち異界兵の訓練や、実戦での統括指揮も担当することとなるので、よろしく頼む。それでは――」

			　ベアトリスが語るのは、悠(ゆう)たちのこれから送る帝都での生活のルール、そして、魔界や魔族、そこでの活動についての詳細な説明だ。

			　朗(ろう)々(ろう)と聞きやすく、丁(てい)寧(ねい)で分かりやすい喋り方であった。

			　質問に対しても噛み砕いた内容で、誠実に答えている。

			　真面目な人なのだろうなと、悠(ゆう)は思った。

			　ラウロの仲間である帝国の人間であるが、少なくとも彼女個人はそう悪い人間ではないのではないか、そんなふうに思ってしまうのは、自分が甘過ぎるからだろうか。

			　ベアトリスの説明はスムーズに進み、そして気付けば終わりを迎えていた。

			「……っ」

			　しかし、彼女が講壇に立っている最中、ティオはずっと青ざめた顔で俯(うつむ)いていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おい、行くぞ、ティオ。モタモタしてんじゃねえ」

			「あっ、は、はいデスっ……」

			　ベアトリスの解散の号令の後、真っ先に席を立ったのは粕(かす)谷(や)たちだった。

			　彼は明らかに様子のおかしいティオを気にも掛けず、有無を言わせぬ口調で命令する。

			　慌てて立ち上がるティオ。

			　ぱたぱたと先んじて前を行き、扉を開けて粕(かす)谷(や)たちを待つ。

			　そのまま通ろうとした粕(かす)谷(や)は、ふと立ち止まりこちらに目を向ける。

			「おい、神護(モヤシ)」

			「な……何？」

			　忌(いま)々(いま)しげな眼差しが、悠(ゆう)を舐めつけるように睨む。

			「いい気になるなよ。次の戦いでてめえの序列(ランク)なんざ突き放してやるからな」

			「ああ……うん、頑張って」

			　同じランクを付けられたことが、よほど腹に据えかねているようだ。それだけ悠(ゆう)を見下しているということか。

			　悠(ゆう)としては、序列など対して興味はない。

			　無論、仲間を護るために全力は尽くすが、欲しいのはあくまでその結果だ。別に誰かと競い合ったり誰かを蹴落としたりしたいわけではない。別に最下位でも構わないのだ。

			　だから粕(かす)谷(や)にそんなことを言われても、悠(ゆう)は曖(あい)昧(まい)な愛想笑いを返すしかなかった。

			「……けっ」

			　面白くなさそうに唇を歪(ゆが)め、粕(かす)谷(や)は回廊へと去って行った。取り巻きが後に続く。

			　最後にティオが悠(ゆう)たちを一(いち)瞥(べつ)すると、申し訳なさそうに眉根を寄せながらぺこりと会(え)釈(しやく)して、後に続いていった。本当はもっときちんと話をしたいのだけど、難しそうだ。

			　粕(かす)谷(や)たちの姿が消えると、クラスメイトたちは皆、気の抜けたような息を吐く。

			　悠(ゆう)は、彼女の消えた扉を見つめたまま立ち尽くす。

			「……俺たちも行こうぜ、悠(ゆう)」

			　冬(とう)馬(ま)が、悠(ゆう)の肩をたたく。だがその爽(さわ)やかな顔立ちには、いまだ苦悩の色が残る。

			「冬(とう)馬(ま)は、あの生き返るって話どう思ったの？」

			「……分かんね。でも、グダグダ悩んでても仕方ないからな。とりあえず、やれることをやってくしかないだろ」

			「ん……そうだね。僕も正直、よく分かんないや」

			　結局、魔道科学の素人である今の悠(ゆう)たちに、その真偽は分からない。

			　答えを急がずに、前向きに行動する。それが良いように思えた。

			「でもさあ、ルルさんは言ってくれても良かったじゃんね？　あの森の後にすぐ言ってくれれば、ウチらも、もうちょい大人しかったかもだし」

			　そんな何気ない澪(みお)の言葉に、皆の注目がルルに集まった。

			　悠(ゆう)の隣に立つ狼人(ワーウルフ)の耳がぺたんと伏し、しっぽもしゅんと垂れ下がる。

			「申し訳ありません……自分が確信も持てていないようなことで皆様を励(はげ)ますのも不誠実かと思いまして」

			「ああ、いや、ごめんねルルさん……そうだよね」

			　澪(みお)が、慌てて前言を撤回する。

			「……この話は続けてても埒(らち)あかないんじゃないの？　とりあえずこの辛気臭い部屋から出たほうがいいと思うんだけど」

			　朱(あか)音(ね)の言葉を機に、皆がぞろぞろと移動する。

			「あと悠(ゆう)。この後、忘れてないでしょうね」

			「うん、大丈夫だよ、朱(あか)音(ね)」

			　そう、悠(ゆう)にはまだ予定が残っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その相手は、外で待ってくれていた。

			「やっほー、悠(ゆう)くん」

			　講義室の扉を開けると、日差しの白さが視界を染める。

			　陽光に照らされた回廊に、柱を背にした少女が佇んでいた。ひらひらと手を振っている。

			　見覚えのある人物であり、その名も朱(あか)音(ね)から聞いていた。

			「おはようございます、雨(あま)宮(みや)……先輩」

			「うふふー、玲(れい)子(こ)でいいわよう」

			　雨(あま)宮(みや)玲(れい)子(こ)。17歳の高校３年生。

			　艶やかな黒髪を伸ばした、大和(やまと)撫子(なでしこ)然とした清(せい)楚(そ)な美(び)貌(ぼう)。人懐っこい笑みを浮かべる。

			　純和風のその容姿は、まるで時代劇のお姫様みたいだ。スレンダーな肢(し)体(たい)に、悠(ゆう)たちと同じく帝国から支給された軍学校の制服をまとっている。

			　悠(ゆう)たちよりも先に召喚された地球人。あの魔界の森で姿を見せた男女の片割れだ。

			　もう一人も、腕組みしながら少女の隣で柱に身を預けていた。

			「……よう」

			「おはようございます、武田先輩」

			「俺も省吾でいい」

			　武田省吾。彼も17歳の高校３年だ。

			　制服が筋肉で盛り上がるほどのがっしりとした体格、短く刈った髪は精悍な顔立ちによく似合っている。

			　大柄で、悠(ゆう)よりも頭一つ分以上は背が高い。１９０センチは超えているのではないだろうか。

			　無骨な外見の少年だがその佇まいは静かであり、存在感はあっても他者を威圧するような攻撃的な気配は感じられない。

			　あの森で、三体の魔竜――中位魔族を瞬殺してのけた少年である。

			　つまりは、彼も第三位階の魔道師ということだ。

			「……おはよ、省吾兄ぃ」

			「ああ」

			　朱(あか)音(ね)と省吾は、古い知(ち)己(き)である。

			　昔、藤(とう)堂(どう)流が門戸を開いていた時の弟子の一人であったと聞いた。彼女の亡くなった姉と親しかったらしい。

			「レイコ様、ショウゴ様、おはようございます」

			「おはようございます、先輩」

			「おはよーっす」

			　ルルや冬(とう)馬(ま)たちも、口々に挨拶を交わす。

			　この二人は、悠(ゆう)以外の皆とはすでに交流を終えており、それなりに気安い関係になっていた。

			「じゃあ、悠(ゆう)。また後でな」

			「うん、またね」

			　悠(ゆう)と付き添いの朱(あか)音(ね)を残し、冬(とう)馬(ま)たちとはひとまず別れる。

			　第六宿舎に生活のための荷物を運んだりと、彼らは彼らでやることがあるようだ。

			　彼らの姿が見えなくなるまで、悠(ゆう)はぶんぶんと手を振って見送った。

			　一方の朱(あか)音(ね)も、気恥ずかしげに目を伏せて、一度だけ控えめに手を振った。

			「照れながらやるとよけい恥ずかしいぞ、朱(あか)音(ね)」

			「……うっさい」

			　省吾の助言に、朱(あか)音(ね)がぷいと顔を逸らす。

			　そんなやり取りを横目に、玲子が人懐っこい笑みとともに右手を差し出してきた。

			「悠(ゆう)くん。とりあえず、よろしくね」

			「あっ、はい。よろしくお願いします」

			　悠(ゆう)は、その右手を柔らかく握り返した。

			　ひんやりと冷たく心地良い感触が、指と掌に伝わる。玲子はさらに左手を被せ、両手で悠(ゆう)の手を包み込み、そのまま悠(ゆう)の手を握ったり撫でたりしはじめた。

			　くすぐったさに悠(ゆう)はわずかに身を捩(もじ)らせながら、戸惑いの声を漏(も)らす。

			「えーと……玲子、先輩？」

			「んふふふふー」

			　ちょっと怖い。今まで悠(ゆう)の近くにはいなかった種類の人だ。

			　そして、玲子はやっと手を離してくれたかと思うと、

			「えいっ」

			　今度はすぐさま両手を広げ、悠(ゆう)の華(きや)奢(しや)な身体を抱き締めた。ほっそり柔らかな女性の身体の感触が、悠(ゆう)を包み込む。

			「わっ、ちょ、ちょっと……!?」

			　びっくりした悠(ゆう)はもがくものの、引き離せない。情けないが、玲子の方が力が強いのだ。

			「もー、ほんと可愛(かわい)い顔してるわよねー。寝てても可愛(かわい)かったけど、起きたらもっと可愛(かわい)いわ。お肌も綺(き)麗(れい)でもちもちすべすべ、羨(うらや)ましいったら！」

			「は、はは……」

			　容姿は悠(ゆう)にとってコンプレックスの一つだ。褒められても嬉しくない。だが同時に、悠(ゆう)に好意的な相手は高確率で褒めてくるのが悩ましいところであった。

			　しかしなんなんだろう、この人は。

			　人懐っこい性格だと自覚のある悠(ゆう)でも、この馴れ馴れしさには戸惑うしかなかった。

			　回廊では魔道省の職員と思しき人々が行き交っているが、「何だこいつら」といった胡(う)乱(ろん)げな眼差しを投げかけて来ている。

			　悠(ゆう)が引きつった笑みを漏(も)らしていると、朱(あか)音(ね)が不機嫌も露わに玲子を引き離しにかかる。

			「ちょっと玲子さん、悠(ゆう)が嫌がっていますから……！」

			「駄目よ朱(あか)音(ね)ちゃん、邪魔を…………って、強い強い痛い痛い!?　何この腕力！　ほんとに女!?　ゴリラ！　メスゴリラがいるわ！　助けて、省吾君！」

			「おう」

			　省吾が、片手でひょいと襟首を掴んで持ち上げた。

			　玲子を。

			　悠(ゆう)と強引に引き離された玲子は、しくしくしくとわざとらしく嘘泣きをする。

			「省吾君の裏切り者ぉ……命令違反よぅ……」

			「馬鹿やる上司を抑えるのも部下の務めだろうが、馬鹿。大人しくしとけ馬鹿。この漫才みてえな流れに付き合わされるの小っ恥ずかしいんだよ馬鹿」

			「ひぃぃん……頭脳労働担当なのに馬鹿って言われたぁ……」

			　猫みたいに吊り下げられた玲子は、そのまま省吾の隣に下ろされる。嘘泣きを続ける玲子を無視して、省吾が悠(ゆう)を見下ろす。

			「よろしくな、悠(ゆう)」

			　すっと大きな手が差し出された。

			「あ……は、はい」

			　悠(ゆう)は少し畏縮しながらもその手を握り返す。

			　怖かったから、というわけではない。

			　省吾のたくましい体躯や雰囲気は、悠(ゆう)が理想としている強い男性像そのもの。憧(しよう)憬(けい)の昂(たかぶ)りが、悠(ゆう)の声を上ずらせる。大きくて、ゴツゴツとしていて……まさしく男の手だった。

			「よろしくお願いします……省吾先輩」

			　ぎゅっと省吾の手を握りしめる。

			　ちなみに悠(ゆう)が、誰かを『先輩』と呼んだのは今日が初めてである。

			　今までの悠(ゆう)にはなかった人間関係の一つだ。ちょっと嬉しい。

			　いいなあ、自分もこんな手になりたいなあ、と巌のような骨格と筋肉の感触を堪能していた。

			　そこでふと、思い出す。

			「ねえ朱(あか)音(ね)、省吾先輩って朱(あか)音(ね)とお似合いじゃない？」

			　朱(あか)音(ね)は、しばしきょとんとした顔のまま硬直する。

			　彼女だけでなく、ルルも、玲子も、省吾も、それぞれに目を瞬(またた)かせてこちらを見る。

			「……はっ？」

			　ようやく出したのは、素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声。そして、震えた声が後に続く。

			「何……でよ？」

			「だって、朱(あか)音(ね)の好みとぴったりだよ。大きくて、たくましくて、強くって、頼りがいがあってさ。良かった――ねぇぇぇっ!?」

			　朱(あか)音(ね)が、弾かれたように動く。

			　悠(ゆう)の胸(むな)倉(ぐら)を掴みあげ、がくんがくんと揺さぶりながら、興奮した声でまくし立てる。

			「何言ってるのよわけわかんないわよ何でそうなるのよ絶対違うわよふざけないでよとにかく違うから省吾兄ぃはお姉ちゃんの――ああ、もうとにかく、絶対違うから！　絶対有り得ないから！　あたしと省吾兄ぃが付き合うなんて、未来永(えい)劫(ごう)断じてないから！」

			　まさに必死の形相、そしてちょっと涙目にもなっている。

			　ルルは頭痛をこらえるように額に手を当てて嘆(たん)息(そく)。

			　玲子は柱をぺしぺし叩いて爆笑していた。

			　省吾は、小さく肩を竦(すく)めている。

			「ご、ごめんなさい、ごめんなさいぃぃぃ！　分かった、分かったよぉ！」

			　悠(ゆう)の目を回しながらの謝罪に、朱(あか)音(ね)はようやく手を離す。ぜえはあと息を荒らげ、顔を真っ赤にして俯(うつむ)いた。

			　ふらふらとよろめく悠(ゆう)は、ルルに肩を支えられる。

			「あ、ありがと、ルルさん……」

			「ユウ様……私、そのお考えはお口に出さない方が良いと昨夜にご忠告申し上げたはずですが」

			「そ、そうだっけ……ああ、そういえば」

			　でも、こんなに拒絶反応が起きるとは思っていなかった。

			　悠(ゆう)からすると異常なハードルの高さに思える朱(あか)音(ね)の理想の男性像に合致した、年齢が近く、ある程度気心の知れた人物が近くにいることを、友達として素直に祝福したつもりだったのに。

			　別に朱(あか)音(ね)は省吾を嫌っているようには見えないし、何がいけなかったのかいまいち分からなかったが、周囲の反応からすれば、きっと自分が悪いのだろう。

			「本当にごめんね、朱(あか)音(ね)……」

			　朱(あか)音(ね)は、いまだ動揺冷めやらぬといった様子である。ぷりぷり怒って文句を言ってきた。

			「だいたいねえ！　こういう場所でいきなり出す話題なの、それ!?」

			「うん……でもさ、怒った理由ってそれだけ？　なんか他にも理由があったら教えて欲しいな。でないとまたやっちゃうかもしれないし」

			「なっ、ななな、何でもいいでしょそんなことぉっ!?　とにかく省吾兄ぃは男として見てないから！　ぜったい有り得ない相手の一人だから！　全人類でも一番可能性が低いから！」

			　びしっと鼻先に突きつけられる朱(あか)音(ね)の指に、省吾は嫌そうに顔をしかめ、呻(うめ)くように言う。

			「別にいいけどよ……お前、もうちょい言い方ってもんがだな……」

			「ぷっ、あははっ……あー苦し。面白いわー、悠(ゆう)くん。朱(あか)音(ね)ちゃんもね」

			　爆笑のあまりお腹を押さえていた玲子が、目元の涙を拭(ぬぐ)う。

			　そうこうしているうちに、周囲の訝(いぶか)しむ気配は、ますます濃くなっていた。

			「やー、目立っちゃったわねー。んじゃ、とりあえず落ち着ける場所に行きましょうか。場所は取ってあるから」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そこは、魔道省の施設から離れた区画にある帝城の一室であった。

			　帝城の威(い)容(よう)を思えば、小ぢんまりとした石造りの部屋だ。

			　だが内装はいかにもお金がかかっているふうで、清掃も行き届いているようであった。

			「誰も入ってこないから、安心してくつろいでね」

			「貸し切りにしてるってことですか？」

			「そ。ちょっと帝国の偉い人にコネがあるから。これぐらいのお願いは聞いてくれるのよ」

			　何でもないことのように言うが、それは大したことなのではないだろうか。

			　ルルは特に驚いたふうもなく、勝手知ったるといった様子でお茶を淹れる準備を始めていた。

			　とりあえず勧められるまま、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)、玲子と省吾といった形で並んで椅子に腰かける。

			「さて、私が悠(ゆう)くんにお話ししたいこと、もうある程度は聞いてるかしら？」

			「あ、はい……手を組まないかってお話ですよね」

			「そう。一応、順を追って説明するわね」

			　悠(ゆう)たち異界兵は、魔族の徘(はい)徊(かい)する魔界での活動で成果を上げることで、この帝都で暮らすための報酬を得ていく。

			　それは当然、悠(ゆう)たちより先に召喚された他の少年少女たちも同様だ。今現在、この帝都にいる異界兵は、２００人超といったところらしい。

			　そして残念ながら、この２００人超は現在、一枚岩とは言えない状態なのだそうだ。

			　幾つかのグループ、または単独行動する者に分かれ、互いが良好とは言い難い関係だという。

			　なぜならば、魔界における魔族の討伐数や資源――成果が有限であるからだ。

			　結果的に、良い待遇を受けるためには成果の奪い合いとなり、自分のグループ以外は、商売敵のような認識を抱いてしまうのだという。

			　現に悠(ゆう)のクラスも粕(かす)谷(や)たちと分裂した状態であるし、今朝も、朱(あか)音(ね)が排他的なグループと険悪な空気になった。

			　なお、この大規模な異世界召喚は、地球側ではまったく同じ時間軸で発生したらしい。

			　どうりで、玲子たちの行方不明が報道されていないわけである。クラス一つ分の人間が突然消えるだけでも、国際的なニュースになるはずだ。悠(ゆう)たちと玲子たちは、地球ではまったく同時に消えたことになる。

			「私は異界兵の中でも最古参の一人で、そんなグループの一つのリーダーなの。省吾くんが副リーダーね。ちなみに所属１００人を超える最大勢力よ、えっへん……まあ、ほとんどが第一位階の子だけど」

			「そういう趣旨だからな」

			　さて、その成果の奪い合いとなった場合に何が起きるか。

			　各々が好き勝手に振る舞えば、その成果の大半は突出した力を持つ第三位階の者に集中することとなる。

			　結果、第二位階以下の者では成果を上げられない者が出てくる。特に戦闘能力がなく単独で魔族に対抗することが困難な第一位階は、生き延びるだけでも精一杯であり、成果を上げられる可能性は極めて低い。

			　最低賃金のような形で支払われる報酬はあるようだが、微々たるものだそうだ。

			　一応、生活していけない者に、魔界には関係ない仕事を斡旋する仕組みはある。

			　だがその仕事内容は、奴(ど)隷(れい)がするような心身へのストレスが極めて大きいものがほとんど。

			　そんな境(きよう)遇(ぐう)に置かれた第一位階の者も救おうとしているのが、玲子のグループなのだという。

			「要はね、皆で稼いだお金を集めて、もっと合理的に運用して第一位階の子でもちゃんと生活できるように配分していこうって方針よ」

			「運用ですか？　……株とか、ＦＸみたいな？」

			「あったら良かったんだけどねー。いや、ないわけじゃないんだけど……。この世界の金融市場や為替のシステムはまだそんなに発達していないから、資産運用の手段としてはちょっと面倒だし怖いかな。でも投資って意味じゃ似たようなものかしら。帝都のとある商会と手を組んでね、地球側の知識も使って色々と商売をやってるのよ」

			「ほぇー……」

			　何やら難しい話になってきたなと思った。

			　資産運用なんて、悠(ゆう)にはまったく無縁だった話である。

			　言っていることは分かるが、いまいちピンとこない部分が多い。

			　要は、魔界で戦って得た報酬を、玲子に預けるということか。それを玲子が増やして、皆に再分配すると。

			「胡散臭いって思ったら言っていいのよ」

			「ちょっと朱(あか)音(ね)、失礼だよ……！」

			　朱(あか)音(ね)の言葉に、しかし玲子は気を悪くしたふうもない。ぱたぱたと気楽な様子で手を振る。

			「いいのよう、あたしだって同じこと言われたら胡散臭いって思うもの。省吾くんに提案した時だって、最初は害虫みたいに追い払われたんだから。傷ついたなー、あれ」

			　省吾は気まずげに唸(うな)る。

			「実際、胡散臭えだろ。ま、こいつの金稼ぎの才能が化物じみてるのは確かだよ」

			「省吾兄ぃが信用してるなら、あたしも一応信用はするけど……」

			「ふふーん」

			　だが玲子は、そこで表情を申し訳なさそうに雲らせた。

			「ただね、やっぱり魔界でどれだけ成果を上げられるかは第三位階の子の頑張り次第って部分が大きいのよ。あんまり働けない第一位階の子にも分配するから、結果的に悠(ゆう)くんみたいな第三位階の子には負担が大きくなっちゃうの。ちなみに粕(かす)谷(や)くんには、『やってられるか、弱者は死ね！』って断られちゃった。そういう不利益も加味した上で、どうする？　手を貸してくれると、お姉さんとっても嬉しいけど」

			「え、えーと……」

			　悠(ゆう)は、朱(あか)音(ね)を一(いち)瞥(べつ)した。

			　朱(あか)音(ね)は、悠(ゆう)を横目に見つめて答えを待っていた。

			「……朱(あか)音(ね)も、冬(とう)馬(ま)たちも参加するつもりなんですよね？」

			　冬(とう)馬(ま)たちが玲子と親しげだったのは、そういうことだろう。

			　だったら言うまでもなく、自分も参加するに決まっている。友達なのだから。

			　だが玲子は、かぶりを振った。

			「保留されたわ。悠(ゆう)くんの意見を待つって」

			「えっ……」

			「悠(ゆう)くんが私たちを信用しないなら、自分たちも参加しないって。ね、朱(あか)音(ね)ちゃん？」

			「……まあ、そうですけど」

			　ぷい、と頬杖をついたまま顔を逸らす朱(あか)音(ね)。指の間から覗く頬がちょっと赤くなっていた。

			　にまにまと朱(あか)音(ね)の反応を愉しんでいる玲子に代わり、省吾が続きを口にした。

			「今度は自分たちがお前を助けたいんだとよ。お前を助けられなかった分、お前に助けてもらった分、お前がどんな選択をしてもサポートしてやりたいんだと。見上げた連中だな、自分の安全のことしか口にしない奴も珍しくねえのによ」

			　その声には、確かな賞賛の響きがあった。無骨な口元が、わずかに綻(ほころ)んでいる。

			　そしてお茶を淹れていたルルが、優しげな、だがどこか悪戯(いたずら)っぽい笑顔を朱(あか)音(ね)に向けた。

			「アカネ様も、トウマ様方の意見に同調されて、何があってもユウ様の助けになると……そうですよね、アカネ様？」

			　朱(あか)音(ね)の頬の赤みが、みるみると顔全体に広がっていく。

			「そうだけど、そうだけどっ！　あたしに何度もその話振らないでよっ！　なんか恥ずかしくなってきたし！　そりゃそうでしょ、友達なんだからっ！　で、どうするのよ、悠(ゆう)！」

			「あ、う、うん……ちょっと、待ってね」

			　どう返答するかは、もう決まっていた。

			　ただ、冬(とう)馬(ま)たちの気持ちがあまりに嬉しくて、その胸いっぱいの感情を整理できなかった。ちょっと泣きそうである。

			　深呼吸とともに気持ちを整え、顔を上げる。口元に、晴れやかな笑みを浮かべながら、

			「やります……僕も、玲子先輩たちの仲間にしてください」

			　話自体に胡散臭さは否めないが、玲子が嘘を吐(つ)いているとは思えない。少なくとも多くの第一位階を抱える１００人超のグループを維持できているのだから。

			　そしてクラスメイトには、綾(あや)花(か)のような第一位階の者が大勢いる。

			　彼女らを護るためにも、玲子たちとの協力は必要なように思えた。

			　悠(ゆう)の時間停滞の魔法〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉は、時の奔(ほん)流(りゆう)を堰(せ)き止めてでも大切な者を失う未来を認めないという想い、魂(たましい)の具象である。

			　ならばそういった目的のためにこの力を振るうのならば、本懐ではないか。

			「うん、じゃあよろしくね、悠(ゆう)くん」

			　満足そうに頷いた玲子が差し出した手を、悠(ゆう)はしっかりと握り返した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ティオちゃん？　森人(エルフ)の？　ああ、けっこう有名な子よ」

			「……そうなんですか？」

			「俺は知らねえが……」

			「有名って言っても一般的には噂話(ゴシップ)程度よ。帝国の上流階級じゃかなり衝撃的な事件だったんだけど」

			　正式に協力関係を結び終わったところで、悠(ゆう)はずっと気になっていた話題を出した。

			　ティオのことである。

			　粕(かす)谷(や)の奴(ど)隷(れい)にされ、辛い目に遭(あ)っているであろう彼女。

			　ティオは大丈夫だと言っているが、あんな扱いが今後も続くのではさすがに見ていられない。

			　しかし、いったい何をしてやれるだろうか。

			　玲子は運ばれてきたお茶をふぅふぅと冷ましながら、悠(ゆう)のかたわらに立つルルに目を向ける。二人は以前から知り合いであるようだ。

			「あの事件からまだそんなに経ってないわ。ルルも知ってるわよね？」

			「ええ……まあ、広まっている程度の話でしたら」

			　ルルの表情は、どこか陰(いん)鬱(うつ)としたものだった。

			「あまり積極的に話すような話題でもないのですが……今後もティオと関わっていくならば、どの道いずれは知ることになりましょう。ならば今、お話しいたします」

			　断片的には、ティオの過去を匂わせる単語を聞いたことはある。

			『淫売の娘』、『貴族殺しの重罪人の娘』――それは明るい印象を抱きようがない単語だった。だからメドレアでは、ティオの過去に踏み込まないようにしていた。

			　彼女としても、知って欲しくはないのかもしれない。

			　だが、そこで知ることを拒絶する意思の強さは、悠(ゆう)にも朱(あか)音(ね)にもなかった。

			　二人は、固(かた)唾(ず)を飲んで聞き入る。

			「およそ20日ほど前、亜人(デミ・ヒユーマン)にも寛容な篤志家で知られる大貴族が、その場に居合わせた他の貴族や富豪とともに殺害される事件が発生しました。下手人は、元娼婦の森人(エルフ)の女性とされています。彼女は、数日間の逃走の末、追跡する帝国騎士との戦闘により死亡。一緒に逃亡していた森人(エルフ)の少女が捕(ほ)縛(ばく)されました。捕えられた際、少女は泣き叫びながら女性の遺体にすがりつき、死んだ女性を母と呼んだそうです」

			「それが……ティオ？」

			「はい。ティオは、奴(ど)隷(れい)として帝国の所有物になる沙汰が下されました。本人に罪はなくとも事件の大きさから連座で死刑になる可能性が極めて高かったのですが……亜人(デミ・ヒユーマン)であるティオに帝国の司法がそのような温情的な判決を下すことは、かなり稀(け)有(う)な事例です」

			　手元の茶器に落とされていた琥(こ)珀(はく)の眼差しが上がり、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)に向けられる。

			「そこから先は、ユウ様とアカネ様もご存じかと思います。ティオは見目の愛らしい少女だったので、世話役の奴(ど)隷(れい)になることが命じられました。その基礎教育のためにメドレアに運ばれることとなり、そして」

			「……魔界化に巻き込まれて、僕たちに出会った」

			「はい。私が存じ上げているのは、以上になります」

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)が、押し黙る。

			　奴(ど)隷(れい)という立場を思えば、明るい経緯を経てのことではないとは想像が付く。

			　だが、聞かされた内容は予想以上に重い。

			　彼女は、肉親を殺されて間もない。それも、その死を目の当たりにした可能性が高いようだ。

			　悠(ゆう)には肉親がいないが、それでも、背筋の凍(こお)るような悪寒が走った。

			「母親を、亡くしてただなんて……そんな様子、ぜんぜんなかったけど」

			　唸(うな)るように言う朱(あか)音(ね)。悠(ゆう)もまったくの同感であった。

			「そうだね。あの娘は元気いっぱいで明るくて、すごいいい笑顔で笑ってたのに……」

			　こっちまで元気になるような、向日葵のような笑顔。

			　異世界に召喚されてストレスでいっぱいだった悠(ゆう)には、それがとても救いであった。

			　とても人当りが良く、一緒にいるだけで穏やかな気持ちになれるのだ。

			「私に対しても、彼女はそれを気にしているような素振りは見せておりません。要領はあまり良くはありませんでしたが、一生懸命に仕事を学ぼうとする姿勢は好ましく思っておりました」

			　ルルは、複雑な感情の入り混じった微苦笑を浮かべながら語る。

			「ティオと、彼女の母の過去については、不明な点が多々あります。これが分からないことには、彼女の心の内を推し量ることはできないかもしれませんね」

			「うん……どうしてティオのお母さんが、その貴族の人を殺したのか、とか」

			「父親は、どうしたのかしら」

			　予想はいくらでもできるが、どれも根拠が薄く妄想の域を出るものではない。この場で結論を出せるようなことではない。

			　本人に聞くのも、あまりに不(ぶ)躾(しつけ)であろう。

			「玲子さんは、何か知らないんですか？」

			　朱(あか)音(ね)が、話の流れを見守っていた玲子に問いかける。

			　玲子は温くなったお茶で喉を潤(うるお)しながら、小さく肩を竦(すく)めた。

			「特別調べたわけじゃないからねー……事件の詳細に関しては、上層部で隠蔽されたことは確かみたい。でも……そうね、悠(ゆう)くんたちに無関係じゃないなら、ちょっと調べてみようかな」

			「え、いいんですか？」

			「お金と情報を集めて扱うのが私の取り柄で、仕事よ。どこまで調べられるかは分からないけど」

			　渡りに船というものだ、ありがたい。

			　……だが、しかし。

			「どうしたのよ、悠(ゆう)……何か浮かない顔してるけど」

			「いや、ちょっと……」

			　それは、ティオにとって知られたくない過去をほじくり返すことになるのではないか。

			　噂話として広まっている内容はともかく、それ以上を知る権利が、自分にはあるのだろうか。

			　悠(ゆう)自身、秘密にしている過去があるだけに、そう思ってしまうとひどく後ろめたい。

			「ティオは、自分のこと知られたくないのかなって」

			「そりゃ、そうかもしれないけど……」

			　むっつりと黙り込む朱(あか)音(ね)。彼女も良くないと思ったのかもしれない。

			　そんな悩み込む悠(ゆう)の肩に、ルルは優しく手を置いて語りかけた。

			「しかしユウ様、正しいことをするためには情報は必要不可欠です。どんな力があろうとも、情報が無ければ振るうべき機会も分かりませんし、正しき方向に向けることもできません」

			「うん……」

			　そうかもしれない。

			　いざという時に必要なことが分からず、知ってさえいればできたことがあったとしたら、自分はずっと後悔するだろう。

			　自己嫌悪を飲み込んで腹に収めながら、悠(ゆう)は頭を下げた。

			「玲子先輩、どうかお願いします」

			「ん、オッケー」

			　話が一区切りしたところで、ルルが脱線していた話題を元に戻した。

			「……さて、話が少し逸れてしまいましたね。そろそろ本題に入りましょうか」

			「あー、うん。そうだね。肝心なこと話してないや」

			「そのティオって奴(ど)隷(れい)に何をしてやれるか、か？」

			「はい、話し合えば何か良い案があるかなって」

			　ティオの過(か)酷(こく)な過去を知った今、なおさらこのまま捨て置くことはできなかった。

			　自分よりもっと知識が豊富で頭の切れる人の意見が聞きたい。

			「結局、ティオちゃんをどうしたいと思ってるの？　粕(かす)谷(や)くんの奴(ど)隷(れい)をやめさせたい？」

			「そうですね……ティオが本当は嫌がってるなら、そうしてあげたいと思います。できれば、奴(ど)隷(れい)自体をやめさせてあげたいですけど」

			「だいたい、話を聞く限りティオは悪くないじゃない。奴(ど)隷(れい)にされること自体がおかしいのよ！　まったく、ひどい国！」

			　朱(あか)音(ね)は、憤(ふん)懣(まん)やるせないといった感じだ。その声は義憤に荒ぶっている。

			　彼女はとにかく、粕(かす)谷(や)とティオが一緒にいることが我慢ならないようだ。

			　悠(ゆう)としては、粕(かす)谷(や)とティオの関係が本当に良好になれば、それはそれでいいとも思っていた。

			　ティオの優しい人柄に触れて、粕(かす)谷(や)が自身の振る舞いを省みてくれれば何よりである。

			　だが、それがいわゆるお花畑的な思考であることはもちろん悠(ゆう)も分かっていた。

			「うーん……でも、難しいと思うなあ。そうでしょ、ルル？」

			「はい、ティオをカスヤ様から引き離すというのは、困難かと思われます」

			「僕も、簡単だとは思ってないけど……そんなに？」

			　ルルは、眉根を寄せて頷いた。

			「形式として、私たち奴(ど)隷(れい)は帝国から第三位階の皆様に譲渡されており、現在ティオの所有権はカスヤ様に移っています」

			　言いながら、ルルは自分の首輪に触れる。

			　それは、奴(ど)隷(れい)であるという身分を示す装飾品であり、所有権を有する主にしか外すことは許されない。外した時、それはすなわち奴(ど)隷(れい)身分からの解放を意味する。

			　ルルやティオの場合、その権限は帝国にあり、外し方も必要な道具も帝国が有していた。

			「ティオの場合、奴(ど)隷(れい)になった経緯が経緯ですので……おそらく、生涯奴(ど)隷(れい)であることを命じられたはずです。奴(ど)隷(れい)身分からの解放は、ほぼ有り得ないと言ってよいでしょう」

			　ただ、事実を語るのみの抑(よく)揚(よう)のない口調。そのことに対する彼女の感情までは、窺(うかが)い知ることができない。

			「そして、カスヤ様の奴(ど)隷(れい)をやめさせる、という点についてですが、ご存じの通り帝国における奴(ど)隷(れい)の生殺与奪は、その主が握っています。いかなる暴(ぼう)虐(ぎやく)が振るわれようと、それを理由に奴(ど)隷(れい)の所有権を剥奪することはできません。ティオがカスヤ様の奴(ど)隷(れい)でなくなるとすれば、カスヤ様の方からティオを手放す意思表示をする必要があるでしょう」

			「粕(かす)谷(や)の方からって……どうすればいいのよ」

			　途方に暮れた表情で呻(うめ)く朱(あか)音(ね)。悠(ゆう)も同様であった。

			　ティオは、とても愛らしい顔立ちの少女である。人当りの良い陽だまりのように暖かな性格は、その容姿の魅力を存分に引き出していた。

			　粕(かす)谷(や)のような己の欲望に率直な気質の男性ならば、手離す理由などないだろう。

			　では、どうすればいいというのか。悠(ゆう)が知恵熱が出そうなほど考え込んでいると、

			「ティオを買い取る、という方法も考えられます」

			　ルルが、そんなことを言ってきた。

			　悠(ゆう)は、ぎょっとして目を丸くした。朱(あか)音(ね)と省吾もそれぞれに驚く。

			「ティオを……買う？」

			「はい、私ども奴(ど)隷(れい)は所有『物』として扱われておりますので、金(きん)銭(せん)での売買の対象となります。カスヤ様が頷くだけの金額を積めば、同じ異界兵である皆様の間であるならティオの身柄を引き受けることも認められるとは思います」

			　それは、彼女がこの世界の価値観で育った人間であるがゆえの発想だろう。

			　少なくとも悠(ゆう)には、思ってもみなかった提案であった。

			　人を、金(きん)銭(せん)で売買する。

			　正直、気が進まない。人間をモノ扱いする奴(ど)隷(れい)というシステムの存在を肯(こう)定(てい)するようで、ひどく嫌な気分であった。

			「……失礼しました」

			　そんなどんよりした空気を感じ取ったルルが、しゅんとしっぽを垂れ下げる。

			　狼耳をぺたんと伏せながら、しおらしく頭を下げた。

			「皆様の世界では馴染みのない制度なのでしたね。ご気分を害してしまったこと、お詫び申し上げます。倫理的に望ましくない制度である、とは認識しているのですが」

			「い、いや、別にそれはいいんだけど……ちょっと、びっくりしたっていうか」

			「ま、抵抗あるのは分かるけどねー。でも、さっきの情報の話しかり、選択肢を広く持っておくのは悪いことじゃないと思わない？」

			「……はい」

			　それは、ティオを助けられるたった一つの手段かもしれないのだ。

			　本当にそれしかないのなら、自分のこだわりとティオの幸せを天(てん)秤(びん)にかけることなどしない。

			「もちろん、可能であることが前提だけどね。そもそもお金で手離すかどうかも分からないし。彼なら相場の十倍以上とか平気で吹っかけてきそう。それに、まとまったお金自体、そう簡単には用意できないわ。皆の生活のための資金でもあるし……何とかできないか検討はしてみるけど、どっちみちすぐには無理。ごめんね」

			　本当に申し訳なさそうに言ってくる玲子に、悠(ゆう)はかえって恐縮してしまう。

			「いえ、分かります……そうですよね」

			　今の悠(ゆう)たちには財産がない。

			　現状では玲子たちに頼ることしか思い付かないが、ティオ一人のために１００人を超えるという彼女の仲間たちの生活を脅かせるかと言われれば、否だ。

			　これから頑張ってグループに貢(こう)献(けん)して余剰の資金を用意してもらおうにも、その機会がいつ来るかは魔族次第である。クラスメイトを護りながらと考えると、難易度もかなり上がるだろう。

			　そもそも、粕(かす)谷(や)が金(きん)銭(せん)でティオを手放すという大前提すらも定かではない。

			　朱(あか)音(ね)は、深々と嘆(たん)息(そく)して今の状況を総括した。

			「要するに、今すぐにどうこうは無理ってことね」

			「……だね」

			　今の悠(ゆう)たちには、足りないものが多過ぎる。

			　悠(ゆう)はティオの身を案じながら、無力感の滲(にじ)んだため息をついた。

			　

			　その後、悠(ゆう)たちは玲子、省吾と別れて第六宿舎のクラスメイトと合流した。

			　そのまま皆の作業を手伝い、クラスの皆と夜までお喋りをした。これからについての重要な話や、取りとめのない話題まで。

			　朱(あか)音(ね)もぎこちなく無愛想ではあったが、満更でもなさそうだった。

			　後半はほとんど無為とも呼べる時間を過ごしていたが、それが悠(ゆう)にはたまらなく嬉しく、楽しかった。

			　こんな時間を過ごすことが、悠(ゆう)がずっと夢見ていた光景の一つだったからだ。

			　だがそれでも、悠(ゆう)の表情には時おり陰がよぎる。

			　この場にいない、この世界で初めての友達――ティオのことが、ずっと頭の片隅に残り続けていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　深夜、照明の落ちた粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)の個室は、暗闇に包まれていた。

			　先ほどまで取り巻きたちが騒いでいたが、今は粕(かす)谷(や)から渡された金(きん)銭(せん)により、第六宿舎とは別の宿泊施設に泊まっていた。

			　部屋の主はとっくに眠りに落ちており、ベッドの上で品のない寝息を立てていた。

			「……ん」

			　ティオは、ベッドの中で身じろぎする。

			　寝付けないのだ。

			　疲れ果てた身体は深い休息を欲しているが、酷使した身体の節々の痛みが、ティオの意識を刺激する。痣(あざ)になった肌が、ズキズキと熱を孕み疼(うず)いていた。

			　だがそれでも、眠らなければならない。

			　朝早く起きて、まずは主やその取り巻きが飲み食いして散らかした部屋を清掃しなければ。自分の主はこう見えて潔癖症な部分がある。本当は寝る前に片づけたかったが、主やその取り巻きたちの命令によりそれどころではなかった。今はもう、立ち上がることすら億劫である。こんな状態で掃除をして、下手に物音を立てて主を起こしてしまえば、きっと激怒するだろう。

			　……今朝、頑張って綺(き)麗(れい)にしたのだけど。

			（駄目だよ、こんなこと考えちゃ）

			　ティオは小さくかぶりを振って、陰(いん)鬱(うつ)な思考を振り払った。

			　きっと、こんな毎日がずっと続く。

			　だが、それがどうした。今さら嘆くようなことではない。母の辛さに比べれば、これぐらい何だというのだ。

			　それに奴(ど)隷(れい)となった時から、覚悟していたことではないか。

			　だから、いちいち落ち込んでなどいられない。

			　前向きに行こう。

			　あの厳しくも優しい狼人(ワーウルフ)の先輩のように要領よく仕事をこなせるようになれば、もう少し楽になるはず。時間を重ねれば、主との関係も変わってくるかもしれない。

			　今日みたいな姿は、もう見せるわけにはいかないのだ。

			（……ユウ様、アカネ様）

			　あのお人好しの異世界人に、心配をかけないためにも。

			　自分のせいで、もう二度と、誰も――

			（――おかあ、さん）

			　そこでようやく、ティオの意識は微睡(まどろ)みの海に沈んでいく。

			　意識を手放したティオの頬に、一筋の涙が伝っていた。
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			第三章　剣の巫女と、盾の乙女と

			　

			　その日、悠(ゆう)とルルは、朱(あか)音(ね)や冬(とう)馬(ま)らと同じく第六宿舎に泊まっていた。

			　友達と一緒の、生まれて初めてのお泊りである。

			　こんな形で実現することには複雑な思いがあったが、これも悠(ゆう)の夢見ていた光景だった。

			　嵐でも来れば倒壊しそうな木造建築物、水道もトイレも冷暖房もなく、悠(ゆう)の個室に比べると設備や住環境は遥かに劣り、男女のスペースを薄いカーテンで区切っただけの大部屋での雑(ざ)魚(こ)寝であったが、悠(ゆう)はとても上機嫌であった。

			　そして夜は明け、悠(ゆう)たちの異界兵としての生活が、本格的に始まる。

			　その本分は、魔界での活動である。

			　魔界とは、人類を害することに特化した異形の怪物たる魔族の巣窟であり、そこでの行動に大きな危険が伴うことは言うまでもない。

			　そのため、異界兵が平時に消化することが求められているスケジュールの中には、基礎体力や戦闘の訓練項目もあった。

			　朝食を終えた後に集まったのは、帝城の敷地内に設けられた、異界兵用の屋外訓練施設である。

			　比較的平坦な一画を柵で囲み、クッション代わりの雑草が生い茂った地面から石を取り除いただけのスペース。端のほったて小屋めいた倉庫には、木製の武具が置かれていた。

			　燦(さん)々(さん)と降り注ぐ日光の下、戦闘服に身を包んだ少年少女たちは、それぞれに身体を動かし、訓練に勤しんでいる。

			　そんな中、悠(ゆう)は動きを止め、一つの戦いを見守っていた。

			「……ふっ！」

			　短く呼気を吐きながら、朱(あか)音(ね)の身が躍る。

			　しなやかな脚を伸ばし、相対する敵手との距離を詰めた。

			　疾駆する朱(あか)音(ね)を迎え打つのは、金髪碧(へき)眼(がん)の女騎士だ。

			　ベアトリス・アルドシュタインが、鋭い眼差しで朱(あか)音(ね)を見下ろしている。

			　剣は腰から下げた鞘に納めたまま、徒(と)手(しゆ)空(くう)拳(けん)の状態である。

			「はぁっ！」

			　ベアトリスを間合いに入れた朱(あか)音(ね)は、空手の正拳突きのような体勢で右の拳撃を放つ。ただし、拳は敵手を打ち抜く直線ではなく、鞭(むち)のようにしなる曲線めいた動きである。

			　狙うは女騎士の胴体。

			　ベアトリスは、迫りくる手を払いのける。

			　言葉にしてみるとあっさりしたものだが、人間の手と手がぶつかった音とは思えない重く痛そうな音が立つ。朱(あか)音(ね)の右腕が、弾かれたように跳ね上がった。

			「……ふんっ」

			　しかし、攻撃の失敗は朱(あか)音(ね)には予想の範(はん)疇(ちゆう)だったようだ。

			　悔しげであるが、動揺は見られない。

			　右手を払われた姿勢のまま、その身体の軸はブレてはいない。幼い頃から鍛(きた)え抜かれた足腰は、すでに次の状況に対する準備を整えていた。

			　朱(あか)音(ね)の身がくるりと翻(ひるがえ)る。得意技の、廻し蹴りだ。

			　唸(うな)りを上げて大気を刈りながら、鎌のごとく振るわれる蹴撃。斜めから切り上げるような軌道でもって、ベアトリスを長い足の射程に収めていた。

			　女騎士は硬質な美(び)貌(ぼう)を微(み)塵(じん)も揺るがさず、ふたたび朱(あか)音(ね)の攻撃を手で払おうとする。

			　朱(あか)音(ね)の本気の蹴りは木製バットをも容易(たやす)くへし折るほどだが、ベアトリスがそれを簡単に止める腕力を誇るのは、あの講義室での一件で実証済みだ。

			　ベアトリスの手が、朱(あか)音(ね)の足を捉(とら)えようとして、

			「……しっ！」

			「むっ……！」

			　蹴りの軌道が、変化した。

			　朱(あか)音(ね)の姿勢がわずかに傾いだように見えた次の瞬間、斜めに上がる軌道は斜め下に。山を描いて、ベアトリスの防御を掻(か)い潜った。

			　朱(あか)音(ね)の蹴撃を阻(はば)むものは、もう――否。

			「――ッ！」

			　朱(あか)音(ね)の脚を、強引にすくい上げるものがある。

			　ベアトリスの、これまた見(み)惚(と)れるほどに長い足である。

			　朱(あか)音(ね)の蹴りに合わせるような形で真下から蹴り上げられ、狙(そ)撃(げき)めいた正確さで彼女の足を強引に真上へと押し上げた。

			「くっ……」

			　ともに、足を上下に１８０度開脚した柔軟な姿勢のまま静止。

			　朱(あか)音(ね)はベアトリスを睨みつけながら、左手を構え、

			「ここまでだ」

			「……あっ」

			　ベアトリスの一押しに、地面へと転ばされた。朱(あか)音(ね)は即座に受け身を取って立ち上がるが、

			「また私の勝ちだな。アカネ・トウドウ」

			「……っ」

			　ベアトリスの言葉の通り、これで朱(あか)音(ね)の敗北である。

			　足以外が地面に触れたら負け。そういうルールなのだ。これで、朱(あか)音(ね)の５連敗である。

			　金髪碧(へき)眼(がん)の女騎士は、朱(あか)音(ね)を見下ろしながら真面目な声で滔(とう)々(とう)と語りかけた。

			「その歳でこうも多彩な術理を身に付けたことには感心するが、見せたがりは良くないぞ。お前の戦い方は、いかに勝つかではなく、いかに身に付けた技を用いるかに意識が偏っている。見栄えが良く演武としては上等だが、実戦武術としては非合理的だ」

			「このっ、お父さんと同じことを……！」

			　朱(あか)音(ね)は苛(いら)立(だ)たしげな唸(うな)りを漏(も)らしながら、ふたたび構えを取った。

			「……もう一回！」

			　ベアトリスは訓練場を見渡して、

			「いいだろう、来い」

			　頷き、６度目となる戦いを受けて立つ。

			　――自分の頭、首、胴体に己の得物を触れさせることができれば、褒美として金(きん)銭(せん)を与える。

			　模擬戦闘のモチベーションを上げるためか、今回の教官役を務めたベアトリスが、新入りである悠(ゆう)たちにそんなことを言ってきた。

			　それだけ有利な条件ならと、冬(とう)馬(ま)をはじめとした男子勢が発奮して挑み、死(し)屍(し)累(るい)々(るい)と地に伏せていった。すでに運動能力に自信のあるメンバーはおおむね心が折れて他の訓練に参加しており、朱(あか)音(ね)だけが諦(あきら)めずに挑み続けている状態だ。

			　ちなみに朱(あか)音(ね)は、ベアトリスが提示した条件を舐められていると不服に思い、ベアトリスをダウンさせたら勝ち、と自らハードルを上げる漢っぷりを見せていた。

			　しかし彼我の圧倒的な実力差を思えば、元のルールでも結果は変わらなかっただろう。友達として応援はしているが、朱(あか)音(ね)に勝ち目があるようには見えなかった。

			「負けず嫌いだなー……」

			　そんな悠(ゆう)の何気ない言葉に、

			「そうでなければ、あの歳であそこまでの使い手にはなれんだろう。さすがは省吾殿の同門だ、大したものだな、うん」

			　溌剌とした声が、感じ入ったように応えていた。

			　その声は、悠(ゆう)の傍(かたわ)らで模擬戦を観戦していた少女のものだった。

			「伊(い)織(おり)先輩」

			　序列第６位、島(しま)津(づ)伊(い)織(おり)。第三位階の一人である。

			　小柄だが、強かな佇まいの少女だった。

			　長い黒髪は大ぶりなポニーテールに纏められ、しっぽみたいにふりふりと揺れている。

			　猫のようにつぶらな瞳(ひとみ)は力強い芯を感じさせ、その声も溌剌とした覇気に満ちていた。いかにも体育会系といった雰囲気の少女だ。

			　伊織は腕組みして、うんうんと頷いている。

			「玲子殿が頼りになりそうな後輩をスカウトできたと喜んでいたが、納得だな。第二位階とはいえ、相当なものだろう」

			　その言葉の通り、伊織もまた玲子の呼びかけに応じた一人だった。

			　この訓練には他のグループも参加しており、伊織たちは悠(ゆう)たちよりも先に召喚されていたメンバーである。彼女やその仲間たちとは今朝の朝食時に挨拶を済ませており、こうして一緒に訓練を受けている次第であった。皆、気さくでいい人たちであるように思う。

			　過(か)酷(こく)な戦いに晒(さら)され、少なくない級友を失って来ているはずであるが、伊織たちにそのような陰はあまり見られなかった。死に浸り、沈み込んだままでは心がもたないのかもしれない。玲子や省吾も、その辺はある程度割り切っている雰囲気はあった。中には、本当かどうかも分からない蘇生の可能性に縋(すが)っている者もいるのだろうが。

			「さて、自分たちも再開しようか」

			「あ、はい……！」

			　訓練用の木剣を、剣道のように構える伊織。悠(ゆう)もまた両手で木剣を保持し、伊織へと切っ先を向ける。

			　彼女も悠(ゆう)と同じく刀剣を用いる異界兵ということで、悠(ゆう)の訓練相手を買って出てくれたのだ。

			　他のメンバーは、剣や槍(やり)、鈍器といった体格に合った武器を選びながら、ベアトリスの部下の兵士からの指示に従って武器の扱い方や戦闘における立ち回り方の訓練をしていた。接近戦がどうしても無理な者は、離れた場所でルルから弓矢の扱い方を教わっている。

			　皆、身体にフィットした黒いアンダースーツを着用していた。身体のラインがくっきり出てしまうので、クラスの女子の多くは恥ずかしそうにしていたが、次第に慣れてきているようだ。

			（粕(かす)谷(や)君たちは、サボりなのかな……）

			　この訓練は強制ではないためか、粕(かす)谷(や)たちの姿はなかった。当然、ティオも。

			　気がかりであったが、今は胸中へと浮つく思考を押し込んだ。

			　武器を持って訓練する冬(とう)馬(ま)たちはおっかなびっくりといった様子であるが、伊織の仲間たちは手慣れたもので、その身のこなしは素人の域は脱しているように見える。

			　序列６位に位置する伊織もまた、同様であった。彼女が構えるだけで、空気がぴんと張りつめる。

			「いいぞ、どこからでも打ち込んで来い」

			「……はぁっ！」

			　最初は人に――それも自分よりも背の低い女の子に剣を向けることに拒否感があった悠(ゆう)であるが、すぐにそれは無礼であったと思い知らされた。

			　遠(えん)慮(りよ)なく打ち込む悠(ゆう)の剣撃を、伊織はあっさりと捌いてみせる。

			「あつっ」

			　手元から剣が弾かれ、喉元に切っ先が突き付けられた。

			　伊織が苦笑して、木剣を下ろす。言い辛そうに顔を逸らしながら、

			「いい目をしているようだが……やはり、なんだ、その……筋肉とかが」

			「ひ弱でごめんなさい……」

			　超人的な動体視力と瞬間記憶能力については、すでに仲間には明かしていた。

			　一度見たものを絶対に忘れないという点について、朱(あか)音(ね)が取り乱したが、それはさておき。ルルは悠(ゆう)の視力と記憶が普通ではないことにとっくに気付いていたようだった。

			　だが戦闘において、それを活かせる身体能力が皆(かい)無(む)であった。木剣を両手で保持しているだけでも腕がプルプルしてくるのだ。

			　悠(ゆう)だって男である。こういう場所ではカッコ良いところを見せたい。だが、自分の脆弱な身体は、それを許してはくれなかった。悠(ゆう)は自分のぷにぷにの二の腕を恨めしげに摘みながら、深々と嘆(たん)息(そく)した。

			「ま、まあ、自分たちは魔道を使った戦闘が本領だからな！　悠(ゆう)だって戦闘向きの第三位階の能力を持っているんだから、あまり気にすることではないぞ」

			「そう言ってくれるのは嬉しいんですけどね……」

			　超再生が筋肉の成長を阻(はば)むため、鍛(きた)えても鍛(きた)えても筋肉が付かないのが悩ましい。

			　そうでなければ筋トレに勤しみ、省吾みたいな筋骨隆々の身体を手に入れてみせるのに。

			　伊織は快活な笑みを見せながら、先輩らしく悠(ゆう)に励(はげ)ましの言葉を続けた。

			「それでも、剣術の基本的な動きを知っておくだけでも違うものだと思うぞ。自分は剣道ではちょっと名の知れた人間だし、実家ではもっと実戦的な剣術も習っていたからな。お前に教えてやれることもあるだろう。それに」

			　伊織は、ちらりと今も繰り広げられている激しい模擬戦闘に顔を向ける。

			　朱(あか)音(ね)の猛攻を易々と捌くベアトリスを見つめ、清々しい笑みを見せる。

			「あの人は、この世界でも名の知れた剣豪だからな。自分もとても世話になった。お前にも良い刺激を与えてくれるだろう」

			　その口調には、純粋な敬意が滲(にじ)んでいた。敵意や警戒心は見受けられない。

			　玲子や省吾をはじめとした古参メンバーたちからも、帝国に対する恨み辛みは聞こえてくるが、ベアトリス個人に悪感情を抱く者はほとんどいないようであった。

			　ベアトリス・アルドシュタイン――24歳。代々皇帝の命を預かる帝国騎士の最高峰、近衛騎士を何人も排出してきた武門の頂点、アルドシュタイン家の次期当主。

			　帝国でも数少ない第三位階の魔道師であり、世界有数の剣士として名の知れた武人。

			　勇猛果敢かつ温厚篤実な人柄で知られ、帝国の兵士の多くから畏(い)敬(けい)の念を抱かれている。フォーゼ人至上主義に傾くこともなく、公平な目線の持ち主ということだ。

			　異世界から少年少女を召喚するという計画に、強く反対した一人でもあるらしい。

			　しかしラウロらの属する派閥との政争に敗れ、帝国政治の中枢からは完全に外されたと、ルルや玲子から聞かされていた。悠(ゆう)たちの管理という、いわば閑職をそれでも真面目にこなしている彼女。

			　そんな彼女を見て、ティオはひどく動揺していた。

			　ベアトリスもまた、ティオをしっかり認識し、何らかの感情を抱いているようだった。

			　二人に、どんな関係があるのだろうか。

			「あー……やっぱ無理かな」

			「的確に隙を狙われているな……」

			　朱(あか)音(ね)とベアトリスの模擬戦闘は、ちょうど10戦目の決着が付く寸前であった。

			　今までで最も善戦していた朱(あか)音(ね)であるが、やはり歴然とした実力差はいかんともし難い。相手はプロの軍人なのだから、当然といえば当然であるが。

			　すでにベアトリスは、朱(あか)音(ね)を地に伏せるべく攻撃に移っている。朱(あか)音(ね)も反撃しようとしているが、あの姿勢ではかなり苦しい。

			　帝都の誇る女騎士が、精密機械じみた正確無比さで朱(あか)音(ね)に迫る。

			（ベアトリスさんが、右手を振り下ろして、朱(あか)音(ね)が左手でカウンター。それをもう片方の手で受け止めて、足を払って――）

			　そこから先は、悠(ゆう)の予想通りの光景であった。

			　朱(あか)音(ね)の反撃への対応すら寸分たがわずに予想をなぞり、朱(あか)音(ね)が地面を転がる。

			（……えっ？）

			　そこで、悠(ゆう)は気付いた。

			（どうして僕、細かい流れまで予想できたんだろ……）

			　我ながら、気持ち悪いぐらいの一致だった。同時に、馬鹿げた思考がよぎる。

			　自分なら何とかなるかもしれない、勝てはしなくとも一矢報いることができるのでは、と。

			　有り得ない、何を考えているのだ。魔道の使えない今の自分の実力など、最底辺レベルの味噌っかすだというのに。

			　苦笑しながらかぶりを振る悠(ゆう)を、伊織は小首を傾げて訝しむが、

			「……む」

			　突然、伊織の表情が険しくなる。

			　不機嫌も露わな顔で、悠(ゆう)の背後を睨む。

			　いったい、どうしたのだろうか。悠(ゆう)は面食らいながらも、そちらへと振り向いた。

			「あの人たちは……」

			　訓練場の入り口から、６人のグループが入ってくるところであった。

			　全員が、悠(ゆう)たちと同年代であろう少女である。

			　慣れ親しんだ和風の顔立ちに悠(ゆう)たちと同じ戦闘服。彼女たちが異界兵のグループであると、容(よう)易(い)に察することができる。一人、仮面で顔を覆(おお)っているのが気になった。

			　女性ばかりの、６人のグループ。玲子から聞いたことがある。

			　確か、かなりインパクトのある字面の名を持つ人物をリーダーにした、

			「あれ、鉄(くろがね)さん……って人のグループですよね？」

			「……そうだ。あの背の高い女がリーダーの鉄(くろがね)美(み)虎(こ)だ」

			　伊織は、憮然とした様子で肯(こう)定(てい)する。

			　誰がグループの中心人物であるかは、一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)であった。

			　一人の長身の女性に、他の少女たちが妹のように懐いていたからだ。

			　身長は、１７０センチを優に超えているだろう。

			　稚気の抜け落ちた、大人びた美(び)貌(ぼう)。頬に付いた大きな傷跡が印象的であり、その美しい容姿に獣のような野性的な凄(すご)味を与えていた。そして、インパクトのある外見的特徴がもう一つ。

			　いつのまにか駆け寄ってきた冬(とう)馬(ま)らが、神妙な表情で腕を組み、うなるように言う。

			「……でかいな」

			「ああ、でかい。でか過ぎる……」

			「あんなの、生で初めて見たぜ……！」

			　その、胸部である。

			　朱(あか)音(ね)のそれより一回り以上は大ぶりな二つの果実が、彼女の胸元でたわわに実っていた。

			　序列第５位――鉄美虎。

			　彼女が玲子たちとは異なる異界兵グループの一つをまとめる、第三位階の魔道師。

			　年齢は17歳、異界兵では年長組である。

			「や、やっぱりヤンキーじゃん……強そー……」

			「ちょっと、怖そうな人だな」

			　澪(みお)や冬(とう)馬(ま)らは、完全に怖気づいていた。

			　確かに、美虎は威圧的な容(よう)貌(ぼう)であり、茶色がかった髪の毛の色も合わせて不良っぽい。豊満極まりないその肢(し)体(たい)も、彼女の存在感をより重厚にすることに一役買っているように思えた。

			　しかし悠(ゆう)は、

			「僕、挨拶してきますね」

			　そのように言い、ぱたぱたと美虎たちに駆け寄っていく。

			「ゆ、悠(ゆう)……！」

			「お、おいっ」

			　伊織が嫌そうに顔をしかめる。冬(とう)馬(ま)が、慌ててその後を追いかけた。

			「だ、大丈夫かよ。何か絡まれたりとかしそうじゃないか？」

			「でも、玲子先輩は『悪い娘じゃない』って言ってたよ。変なこと言わなきゃ大丈夫じゃない？」

			　グループ間の関係についても、玲子たちからおおまかなところを聞いていた。

			　鉄グループは、自分たちのグループの安全を最優先し、メンバー以外を信用しない排他的な面がある一方、他のグループと積極的に対立しようとはしない穏健派らしい。

			　ならば、顔見せの挨拶をするぐらいの礼儀は果たしても良いだろう。

			　特に悠(ゆう)は同じ第一宿舎で暮らすのだ。これから顔を合わせる機会もたびたびあるだろうし、少しでも友好的な関係になるために、筋は通しておきたい。それに、もしかしたら友達になれるかもしれないではないか。

			　悠(ゆう)は、努めて人懐っこい笑顔を浮かべながら会(え)釈(しやく)する。

			「あ、あのっ。おはようございます」

			「……っ」

			　しかし、美虎たちは駆け寄る悠(ゆう)に気付いて眉をひそめた。あからさまに警戒心や敵意を滲(にじ)ませ、身構える少女たち。

			　リーダーである美虎はどっしりと落ち着いているが、やはりその視線は鋭く、少なくとも好意的ではなかった。

			　美虎が取り巻きたちを守るように前に出た。値踏みするように胡(う)乱(ろん)げな目で悠(ゆう)を見下ろしながら、ドスの利いた声を放つ。

			「……何だよ、見ねえ顔だな。オレたちに何か用か？」

			　男勝りの粗野な口調。女性らしさはないが、その見目には似合っていた。

			「いえ、あのっ……用っていうか、ご挨拶をと思いまして。僕たち、新入りなので」

			「……ああ、どうりで。この間、帝国の連中があのクソ忌(いま)々(いま)しい装置をまた動かしたって言ってたな。じゃあ、あの連中がお前の――」

			　美虎の視線が上がる。悠(ゆう)の背後、クラスメイトたちの姿を確認しようとして、

			「――……っ」

			　一瞬、その目が細まった。小さな舌打ちの音。明らかに気分を害していた。

			「ど、どうしました？」

			「いや……何でもねえ。気に食わねえ奴がいただけだ」

			　かぶりを振り、気を取り直した美虎は、悠(ゆう)へと視線を戻す。

			「ずいぶんと、生き残れたじゃねえか」

			　どこか、羨(うらや)むような口調。その眼差しは、ここではないどこかを見つめているようだった。

			「同じクラスだけど仲の悪いグループもあって……あと５人います」

			「……そうか、大したもんだ。頑張ったんだな」

			　優しい声色。生き残ったクラスメイトが予想より多いことを、喜んでくれているようだ。

			　なんだ、普通にいい人じゃないか。後ろの取り巻きの少女たちは依然として悠(ゆう)を睨みつけて来ているが、リーダーである彼女がこうならば、この子たちとも案外仲良くなれるかもしれない。

			　そんな期待を胸に、悠(ゆう)はぺこりと頭を下げて、にこやかに自己紹介をはじめた。

			「はじめまして、僕は神(かみ)護(もり)悠(ゆう)っていいます。鉄先輩と同じ、第三位階で――」

			「――おい、待て」

			　次の瞬間、場の空気が一変した。

			　美虎の声に、先ほどまではなかった険が混じっていく。

			「お前が……第三位階なのか」

			「は、はい……そうですけど」

			　排他的な気配が一気に濃くなり、その場の空気を冷え込んだものに変えていく。

			　目の前の美虎までも、悠(ゆう)に対して露骨な警戒を見せる。いきなり険悪になった雰囲気に、悠(ゆう)はおろおろと狼狽(うろた)えた。

			「えっ、えっと……あの」

			「失せな」

			「あ、ぅ……」

			　あまりにも素っ気ない、突き放すような物言い。そこに、先ほど感じた優しさは微(み)塵(じん)も残っていなかった。

			「あの連中と一緒にいるってことは雨宮の胡散臭え話に乗ったんだろうけどな、オレたちの命と生活はオレたちが護る。オレたち以外は信用してねえし、慣れ合うつもりはねえんだよ。いつ寝首をかかれるか分かったもんじゃないからな」

			「で、でもですね、あの――」

			「――うるせえな。もう話すことはねえ。黙れ。さっさと訓練に戻れよ」

			　しっし、と虫でも除けるように手を払われる。

			「……っ」

			　にべもなく切り捨てられた。

			　これまでの人生で、他者から拒絶された経験は少なくない。だが、今回は仲良くなれるかもと期待した相手であり、そのショックは思いのほか大きい。

			　冬(とう)馬(ま)が、悠(ゆう)を気遣わしげに見やり、気(け)圧(お)されながらも助け舟を出そうとした。

			「あー……あのですね、こいつは先輩方が疑ってるような奴じゃないし、今だって、ただ礼儀を通そうしただけじゃないですか。そこまで言わなくてもですね」

			「オレたちの仲間を騙して死なせた奴も、お人好しそうな顔で近付いて来たぜ」

			「……っ」

			　その底冷えする口調と眼差しには、推し量れないほどの悲憤がこもっていた。

			　冬(とう)馬(ま)が、続く言葉を飲み込む。

			　気まずい沈(ちん)黙(もく)の中、悠(ゆう)はぽつりと力ない謝罪の言葉を口にした。

			「……すみませんでした、鉄先輩」

			　しゅんと項垂れる悠(ゆう)を、美虎は何かに耐えるように唇をぎゅっと噛み締めて見下ろしていた。

			　その顔ににじむ陰(いん)鬱(うつ)な気配を振り払うように身を翻(ひるがえ)し、

			「……もう、話しかけんなよ」

			　立ち去ろうとしたところで、

			「ちょっと、待ちなさいよ」

			　剣(けん)呑(のん)な声に、呼び止められた。

			「……朱(あか)音(ね)」

			　振り返ると、いつの間にか模擬戦を切り上げていた朱(あか)音(ね)が、悠(ゆう)の背後に立っていた。

			「しつけえな、何だよ――……っ」

			　怠(だる)そうに振り返った美虎が、息を飲む。

			　取り巻きの少女の幾人かが、引きつった悲鳴を漏(も)らしていた。

			　冬(とう)馬(ま)の焦った声が聞こえる。

			「お、おい藤(とう)堂(どう)……！」

			　朱(あか)音(ね)が、腕組みして美虎を見上げている。柳(りゆう)眉(び)をつり上げ、凛(りん)とした美(び)貌(ぼう)に明白な怒りを浮かべながら。その眼差しは、槍(やり)のように鋭く暴力的だ。

			　美虎の後ろからこちらを睨みつけていた取り巻きが、震えた声で告げた。

			「み、美虎姉さん。こいつッス……昨日、あたしらに絡んできたの」

			「……そうか、こいつが」

			　美虎もまた、朱(あか)音(ね)の剣幕に気圧されているようである。取り巻きのうち、気の弱そうな幾人かは、今にも泣きそうな顔をしていた。

			　無理もないだろう。その怒りを向けられたわけでもない悠(ゆう)ですら怖いのだから。

			「あ、朱(あか)音(ね)……僕は別に大丈夫だからさ」

			「ねえ、鉄さん」

			　悠(ゆう)の制止など聞いちゃいない。

			　朱(あか)音(ね)の声が、日本刀のごとき切れ味をもって叩き付けられる。

			「悠(ゆう)に悪気があったわけじゃないのは分かるでしょ!?　断るにしても、ちょっとは愛想よくしてあげてもいいじゃない！　無駄に人を怯(おび)えさせて何が楽しいのよ！」

			「と、藤(とう)堂(どう)、それブーメラン……」

			「壬(み)生(ぶ)、うるさい！」

			　ひぃ、と呻(うめ)いて怯(おび)える冬(とう)馬(ま)。

			「あ、朱(あか)音(ね)ぇ……」

			　彼女は、自分のために怒ってくれている。

			　その気持ちは、とても有難かった。すごく嬉しい。

			　だがこれはまずい。粕(かす)谷(や)の時と似た流れではないか。

			　無論、朱(あか)音(ね)とて理解はしているだろうが、彼女は良くも悪くも情が強く、そしてその抑制が苦手である。誰かのために抱いた激情については、特に。

			　やがて、危うい空気は相手側にも伝播していく。

			　切っ掛けは、朱(あか)音(ね)のある一言であった。

			「だいたい、自分たちさえ良ければいいっていう利己的な態度が気に入ら――」

			　ぎり、という歯噛みの音は美虎のものか。

			「知ったふうな口利きやがって……てめえに、何が分かるんだよ……！」

			　獣のごとき相(そう)貌(ぼう)が、牙を剥(む)いていた。明らかな憤(ふん)怒(ぬ)を宿し、朱(あか)音(ね)をぎろりと見下ろしている。

			　その美(び)貌(ぼう)に浮かぶのは怒りだけではない。苦しげにも悲しげにも見える感情の揺らぎが、彼女の形相からほの見えた。

			「そうっスよ、何も知らないで偉そうに！」

			「新入りのくせに、うざい」

			　後ろの取り巻きたちも、怯(おび)えていた子ですら似たような顔で朱(あか)音(ね)を睨み返す。

			「……っ」

			　今度は、朱(あか)音(ね)がたじろぐ番であった。

			　言い知れない負の感情の奔流に押されるように、一歩後ろへと下がっていた。

			「あ、あんたたちだって、悠(ゆう)の何を知ってるっていうのよ……！」

			「知らねえよ。だからどうでもいいから失せろって言ってるんじゃねえか……！」

			　真っ向から睨み合う両者。

			　お互いに気が強く、引っ込みがつかなくなっているのかもしれない。

			「あ、あのっ、二人とも！」

			　そもそも、トラブルの発端は自分である。そう思った悠(ゆう)は、何とか双方を止めようとして、

			「待て」

			　短く静かな、だが力強い声に止められた。

			　いつの間にか、一人の少女が悠(ゆう)たちのかたわらに立っていた。

			　伊織だ。朱(あか)音(ね)の肩に手を置き、制止している。

			「……何ですか伊織さん、邪魔しないで欲しいんですけど」

			　意地になっている朱(あか)音(ね)に、伊織は小さく微笑(ほほえ)んでかぶりを振った。

			「藤(とう)堂(どう)、ここは自分にまかせて欲しい。自分も第三位階だし、何よりもお前たちの先輩だからな」

			　小柄な体で胸を張り、年上らしく威厳のある口調で頷いた。

			　そして朱(あか)音(ね)の肩から手を離し、美虎へと向き直る。

			「相変らずだな、鉄。感心できんぞ」

			「オレたちの勝手だろうが、島津。別に仲良くしろなんて言われてねーんだからよ」

			　二人は、知り合いであるようだ。

			　同時に、あまり良い関係ではないことも察せられる。

			「とっとと連れと一緒に失せろよ６位。いい加減に鬱(うつ)陶(とう)しいんだよ」

			「ふんっ、あんな連中に勝手に付けられた序列を誇るつもりか？　案外小物なのだな」

			　伊織は一歩前へ。美虎の至近距離に立つ。

			　臆する様子もなく、仁王立ちで自分より頭一つ以上は背の高い相手を見上げた。

			　美虎も腕組みして、高圧的な眼差しで伊織を見下ろそうとして、

			「…………っ」

			　なぜか、揃ってすごく微妙な表情をしていた。気まずそうな、困っているようにも見える様子。

			「……くっ」

			　伊織は無言で、美虎と距離を取った。

			　睨み合いをするにはやや遠く、何とも締まらない距離感。

			　体格差に臆したとも違う印象であった。

			　いったい、どうしたのだろうか。悠(ゆう)たちは首を傾げる。

			　美虎の取り巻きの一人の、眠そうな目をした少女が、

			「姐さんのおっぱいで、顔が見えなかったんでしょ」

			「ぐぬっ……！」

			　悔しげな呻(うめ)きは、図星ということだろうか。

			　美虎も、ちょっと恥ずかしそうに頬を赤くしていた。

			「しっ、仕方ないだろう!?」

			　伊織の悲鳴じみた声は、この世の理(り)不(ふ)尽(じん)を嘆くような悲(ひ)壮(そう)感に満ち溢れていた。

			　顔を真っ赤にして、腕組みする美虎を指さす。

			　そこには、美虎の腕にたゆんと鎮座する柔らかな双(そう)丘(きゆう)。

			　一方、小柄でスレンダーな伊織。そのバストは平坦であった。

			　伊織は、まるで不倶戴天の怨敵を語るような口調で、

			「これっ、これがおかしいんだ！　なんだこれ、スイカか!?　手術でもしたんじゃなかと!?」

			「ふざけんじゃねえ、天然ものだ！」

			　美虎の反論に、主に男衆から『ほう……』と感嘆めいた声が漏(も)れる。

			　それに気付いた美虎の顔が真っ赤になる。ひぅ、と意外と可愛(かわい)らしい呻(うめ)きを漏(も)らしながら、自分の豊満な胸を抱くように衆目から隠そうとした。が、ボリュームがあり過ぎて隠せない。

			「て、てめえ……こんな所で堂々とセクハラ発言しやがってぇ……！　僻んでんじゃねえ貧乳侍(ざむらい)が！」

			　ぷつん、と何かが切れる音が聞こえた気がして、

			「誰の胸が見渡す限りの大平原ばい、この乳牛がああああああ！」

			　伊織が吼えた。方言丸出しの罵倒が後に続く。

			「ハゲにハゲって言ったら戦争ばい！　今日という今日は勘弁ならんと！」

			「ちょっと、落ち着いてください、伊織さん！」

			「イオリ様、誰もそこまでは言っておりません」

			　掴みかかろうとして、その両脇を冷静になった朱(あか)音(ね)といつの間にか来ていたルルに抱えられた。小柄な身体でじたばたと暴れる様に、先輩の威厳などあったものじゃない。

			　颯(さつ)爽(そう)と現れ颯(さつ)爽(そう)とブチ切れた伊織の姿に、その場の誰もがドン引きしていた。

			「うがああああ！　離せ！　離すばい！　ていうか腕に邪悪な脂肪の塊(かたまり)押し付けるんじゃなか！　何ねこのアウェー感、喧(けん)嘩(か)売っとると!?　その気なら受けて立つばい！」

			「あんた何しに出て来たんだよ！」

			　冬(とう)馬(ま)の叫びは、その場のほとんどの心の声を代弁していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「申し訳なか、面目なかと……」

			　訓練を終えた帰路、悠(ゆう)の隣を島津伊織がとぼとぼと歩いていた。

			　伊織は、すっかりしょげかえって小さくなっている。心なしか、その大きなポニーテールまで萎(しお)れているようだ。

			「いやー、すげえブチ切れっぷりでしたねー……」

			「あたしは逆に冷静になったわ……」

			　冬(とう)馬(ま)と朱(あか)音(ね)の疲労の滲(にじ)んだ言葉に、伊織はさらにしおしおと凹んでいく。元々の発端である悠(ゆう)としては、申し訳ない気持ちでいっぱいであった。

			「伊織先輩、すみませんでした……」

			　伊織は顔を真っ赤にしながらかぶりを振り、両手をぱたぱたと振り回して狼狽(うろた)えた。

			「よ、よかっ……！　あげなこつして謝られると惨(みじ)めで仕方なかばい……！」

			　結局あの場は、ベアトリスの一喝によって事なきを得た。

			　美虎たちとはそれっきりである。

			「それにしても、方言可愛(かわい)いですねー、先輩」

			「イオっちはねー。九州の出身なの。慌てると方言が出ちゃうんだよ」

			　澪(みお)の言葉に、伊織の友人がにこやかに答えた。ぽわぽわとゆるい雰囲気の長身の少女は、悠(ゆう)に苦笑を向ける。

			「あははー、ごめんね。わたしたち、君たちの一つ前に召喚されたクラスでさ、イオっちったら後輩にいい所見せるんだーって張り切っちゃって」

			「うぅぅぅぅ……！」

			　真っ赤な顔で、悶(もだ)えるように唸(うな)る伊織。

			　わざとらしい咳払いで誤魔化しながら、標準語で――だが侍(さむらい)っぽい言葉遣いでぷりぷりと憤る。

			「だいたい、どうしてあの女たちと同じ訓練時間に回されるのだ!?　自分とあの女の関係は、ベアトリス殿だって知っているだろうに！　不合理だ！」

			「……鉄先輩たちと、仲悪いんですか？」

			　伊織は罰が悪そうに、ぽりぽりと頬を掻(か)く。

			「色々とあってな……まあ、なんだ、お互い売り言葉に買い言葉で、自分が気にしている身体的特徴を馬鹿にされたのが許せなくて……よりにもよって、あの女に言われたのが……あんな超ド級のものをぶら下げてる女に……！　垂れればいいのに、垂れればいいのに……！」

			　その声色に、だんだんと怨(えん)嗟(さ)が渦(うず)巻いていく。

			　伊織がいかなる身体的特徴にコンプレックスを抱いているのか、もはや言うまでもない。

			　彼女のバストは、平坦であった。

			　美虎のバストは、極めて豊満であった。

			　このまま平らな地雷原の中を歩くような話題を続けるのは危険な気がする。

			「別に、大きければいいってもんじゃないですけど……肩凝るし、電車では気を使うし、特に運動するんなら邪魔ですよ。あそこまでいったらけっこうな重みもあるでしょうし」

			　が、朱(あか)音(ね)のその気遣うような物言いは、地雷原の真ん中を全力で踏み抜いた。

			「…………！」

			　伊織がプルプルと震えながら、無言で朱(あか)音(ね)の胸元を凝視する。

			「あーあーあー！　藤(とう)堂(どう)ひどーい！」

			「今のはちょっと、ねえ」

			「な、何よ？　あたしは元気付けようと……」

			「ご想像ください。富める者が貧しい者に、『お金で幸せにはなれない』などとのたまう光景を」

			「今のは罵(ののし)られるよりきついよねー」

			「み、みんな、男の子だっているんだからそういう話題はちょっと……」

			　男子勢の反応は、あからさまに聞き耳を立てていたり、気まずそうに目を逸らしたり、我関せずといった様子であったり、元から興味などないと装(よそお)うなど様々である。

			　悠(ゆう)は会話の中心が朱(あか)音(ね)と伊織に移ったあたりから、こそこそと移動して離れていた。気まずい話題を振られる前に逃げるが勝ちだ。

			「なあ、悠(ゆう)」

			「ん、どうしたの、冬(とう)馬(ま)？」

			　冬(とう)馬(ま)が、いつの間にかこちらに寄ってきていた。

			「明日は、特に予定はないよな？」

			「うん、大丈夫だよ」

			　彼は頷いて、このように言ってきた。

			「じゃあさ、明日、街の方に出てみないか？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜、悠(ゆう)はルルと合流して朱(あか)音(ね)や冬(とう)馬(ま)たちと別れ、個室へと戻っていた。

			　入浴して、寝間着に着替え、そしてベッドに入って就寝。

			　そこで、冬(とう)馬(ま)たちと約束した予定を話していなかったことに気付き、ルルに告げた。

			「帝都の散策ですか……良いと思いますよ。いい気分転換になるのではないでしょうか」

			　同じベッドで寝そべるルルは、そう言って微笑(ほほえ)んでくれた。

			　恋人同士でもない若い男女が一つのベッドで眠るというのはあまりよろしくないことだとは思うのだが、ルルとあんなことがあった後では、抵抗感はあまりなかった。人恋しい悠(ゆう)としても、一人で眠るよりは誰かがいてくれた方が嬉しい。

			　薄暗い部屋の中、彼女の魅惑的な身体のラインがくっきりと浮き出ていた。

			　わずかに汗ばんだ肌からは、野性的な甘い匂いが漂(ただよ)っている気がする。

			　狼人(ワーウルフ)の体温は常人より高く、間近にいると湯たんぽのようなぽかぽかした温もりが感じられた。帝都の気温はやや高く、ともすれば寝苦しい要素でもあるが、目の前でゆったりと身を横たえる美女の温もりだと思えば、むしろ心地良くすらある。

			　総じて、普通の青少年であればたちまち理性が融解してケダモノと化しかねない無防備な媚(び)態(たい)であるが、意外と慣れてしまえるものだ。変に意識してしまえばまた別だろうが……こんなことを考えていると、それこそ意識してしまいそうだ。話を戻す。

			「うん、僕もいいな、楽しみだなとは思ってるんだけどね。こんな風に皆でお出かけするなんて、生まれて初めてだから……でも、さ」

			「……何か、気がかりなことでも？」

			「あの森で大勢死んじゃってから、まだ数日じゃない。すごく仲のいい友達を亡くした人もいるのに……遊びに行ったりとか、いいのかなって。もっと、クラスの皆の気持ちが落ち着いてからの方がいいんじゃないかなとも思えてきて……」

			　悠(ゆう)が目にした人の死は、１００や２００ではない。

			　そのすべての死を鮮明に記憶し今も引きずってはいるが、ある種の割り切りはできている。

			　だが、平和な社会で暮らしてきたクラスの皆は違うだろう。

			　蘇生の件を信じるにせよ信じないにせよ、心の整理を付ける時間というものが必要ではないか。そんな悠(ゆう)の心配を受け止めて、ルルは琥(こ)珀(はく)の目をそっと伏せた。

			「なるほど、ユウ様のお気持ちもよく分かります。ですが、それを含めた上でも、トウマ様の申し出は良い案だと思います」

			「……どうして？」

			「常に何かしら新しく取り組むことがあった方が、悲しみに浸って気力を失わずに済むからですよ。沈み込んだご学友をまとめるにはどうしたらいいかとトウマ様とミオ様にご相談を受けたことがあったのですが、助言させていただいた内容を意識されているようですね」

			「ああ……どうりで」

			　次はどうしよう、こうしようと積極的に提案するのはいつも冬(とう)馬(ま)や澪(みお)であった。お喋りしている最中にポジティブな話題を振るのも、だ。

			　明るく気さくに振る舞っている彼らのおかげで、クラスの皆は活力を失わずに行動することができている。

			「二人もいっぱい辛い思いしたはずだけど……無理、してないのかな」

			「していないはずがありません。本来であればご友人の死に思いを馳(は)せ、悲しみに浸りながら心を休ませる期間も必要かと思います……が、皆様の場合はそうするべきではないと、私は考えます」

			　ルルは、どこか遠くを見るような眼差しをしている。亡くした誰かを想っているのだろうか。

			　続きを促すと、彼女は躊躇(ためら)いがちに口を開いた。

			「……私が言うのも憚(はばか)れることかもしれませんが、あの森での皆様の死は、その発端も、過程も、結果までもがあまりに理(り)不(ふ)尽(じん)なものです。そして、その死を引き起こした憎むべき〝敵〟が明確に、そして近くに存在し、今も皆様に理(り)不(ふ)尽(じん)を強いております」

			　それは、彼らを直接に害した魔族――ではない。

			　そもそもの発端は、異世界召喚という外(げ)道(どう)の手段を用いたこのフォーゼルハウト帝国だ。

			　悠(ゆう)たちにとってその象徴ともいえるラウロ・レッジオは謝罪の一つすら口にしない。おそらく、その振る舞いに殺意すら抱いた者もいたことだろう。

			「ご友人の死を想えば、必ずや激しい憎(ぞう)悪(お)や怒りを伴うでしょう。そしてその激情を向ける明確な対象がいる場合、それは強い粘度でもって心にへばり付きます。そういった負の想いに触れ続けた人の心は、いつか醜(しゆう)悪(あく)に歪(ゆが)みます。私は、皆様にそうなって欲しくはないのです――」

			　語るルルの表情には、自(じ)嘲(ちよう)めいた笑みが浮かんでいた。小さく唇が動くが、その声は小さく聞き取れない。

			　だが悠(ゆう)には、こう言ったのではないかと思えた。

			　――私のように、と。

			　彼女は、ある人物への復讐を目的にして生きている。

			　その目的と帝国、そして悠(ゆう)の奴(ど)隷(れい)となることがどう繋がるのかはまだ分からないが、そのためならば死んでも構わないと彼女は言っていた。

			　彼女も、憎(ぞう)悪(お)と怒りに浸り続けて心を歪(ゆが)ませてしまった人間なのだろうか。

			　あの夜、彼女の過去に触れた時の底冷えのする眼を思い出し、ぞくりと身を震わせた。それ以上を問い質す勇気は、悠(ゆう)にはまだない。

			　続く言葉に悩んで黙り込んでしまった悠(ゆう)に、ルルはにこやかに語りかけた。

			「帝都には、色々と観光名所となっている場所もございます。街並みそのものも、ユウ様方には珍しいものになりましょう。はりきってご案内させていただきますね」

			　先ほどの自虐的な陰は、もう消え失せていた。悠(ゆう)もにこりと微笑(ほほえ)み返す。

			「……うん。そうだね、お願い」

			「そちらの世界は、ずいぶんと発展されているようですので……飽きてしまわれないと良いのですが」

			「大丈夫だと思うけどなあ……こっちの世界もすごいと思うよ。僕たちの世界は電気がないと基本何もできないもん」

			「機械魔道も、魔石を切らせると何もできないのですけどね。皆様のお持ちになっている通信道具のような小型化、携行化も進んではおりませんし」

			　そのまま、何気ない話題を続けていく。悠(ゆう)もルルも好奇心旺盛な性格なので、相手の知らぬお互いの世界の話はよく弾んだ。

			　やがて会話が途切れ、そろそろ眠ろうかと思った時、ルルが思い出したように尋ねてきた。

			「ところでユウ様」

			「うん？」

			　そわそわと、期待するような眼差しを琥(こ)珀(はく)の瞳(ひとみ)に乗せながら、

			「今日は、お手を付けてはいただけないのですね？」

			「……へ、お手？」

			「特別な理由がなくとも、ユウ様のされたい時にお求めいただいても良いのですよ……私も、あの夜はとても愉しかったので」

			　嫣(えん)然(ぜん)と微笑(ほほえ)み、薄手の寝間着をはだけさせながら無防備に寝そべるルルの姿に、その意味をすぐに察した。

			　まずい、意識してしまった。心臓が跳ね、頬に熱がこもる。

			「し、しないよっ……！　おやすみ！」

			　寝返りをうち、ルルに背を向ける悠(ゆう)。これ以上彼女の顔を見つめるのは危険な気がした。

			　ルルはくすくすと悪戯(いたずら)っぽい笑いをこぼしながら、

			「おやすみなさいませ、ユウ様」

			　姉が弟にするような優しい声色で、そう返したのだった。

			　暗闇に包まれる視界。互いの静かな呼吸と、身じろぎの衣(きぬ)擦(ず)れが耳に届く。

			　次第に、意識が心地良い闇に沈んでいった。

			　眠りに落ちる寸前、脳裏によぎったのは、一人の少女の姿。

			「……ティオも、一緒に行けたらいいのにね」

			「……そうでございますね」

			　ルルの声をやけに遠くに感じながら、悠(ゆう)の意識は完全な眠りへと落ちていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、夢を見た。

			　不自然なほどに真っ白な部屋。

			　家具は丸いテーブルと一対の椅子のみ、他は一切の模様も装飾もない、殺風景極まりない無味乾燥とした部屋だ。

			　照明器具すらないのに、室内は不可思議な光に満たされている。

			　悠(ゆう)は椅子に座っており、対面には一人の子供の姿。

			　それは少年であり、少女でもあった。

			　容姿の形容は難しい。一人の子供の顔に、無数の顔が重なっているようなイメージ。

			　そのすべての顔を、悠(ゆう)は知っている。

			　かつて悠(ゆう)のために命を失った、あの狂気の実験の犠(ぎ)牲(せい)者(しや)たち。

			　夢の中で、悠(ゆう)を責め続けていた顔だった。

			「……やあ」

			「やあ」

			　その声も、数え切れない声色が重なり合っているような不思議な声音だ。

			　異常極まりないが、気味悪さや不快感はなかった。

			「今日は、責めたり罵(ののし)ったりしないんだ」

			「して欲しいの？」

			「……どうだろ」

			　悠(ゆう)は苦笑を浮かべて、思案する。

			　みんなに対する罪悪感は、今もこの胸にある。一生消えることはないだろう。

			　どんな怨(えん)嗟(さ)の言葉でも、甘んじて受け入れるつもりであった。

			　だが変わらぬ想いがあると同時に、新たに芽生えた想いもあるのだ。

			「でも、僕はもう自己犠牲で死ぬつもりはないよ。だって死にたくないもん。怖いし、友達ともっと一緒にいたいし……その上で、僕は君たちに胸を張れる人間になりたい」

			「……そう」

			　子供たちは、悠(ゆう)をじっと見つめていた。

			　数千にも及ぶその眼を、悠(ゆう)は堂々と胸を張って受け止める。

			　やがて子供は嘆(たん)息(そく)するような仕草を見せて、

			「なら、好きにすればいい」

			　そう、言ってくれた。

			　悠(ゆう)は相好を崩して、それに応える。

			「ありがとう、みんな」

			　夢の住人である彼らが、悠(ゆう)の願望の産物であるならば勝手な話ではあるが。

			　自(じ)嘲(ちよう)めいた感傷に耽(ふけ)っていると、子供は次の話題を振ってきた。

			「余命は、どうするつもりなの？」

			「……っ」

			　悠(ゆう)の表情が、一気にこわばった。

			　テーブルの上に置かれていた手を、ぎゅっと握りしめる。

			「どうするって、言われてもね……」

			　およそ１年と告げられた、悠(ゆう)の余命。

			　告げられてから１月以上は経過しているので、あと11ヶ月ほどか。

			　研究所に残っていた膨大な人体実験データや、救出した悠(ゆう)の検査から導き出された、極めて信憑性の高い結論であると聞かされていた。

			　少なくとも現代医学では、あの狂気の研究の成果を応用しても対処が不可能であるという。

			「もしかしたら、こっちの世界では何とかなるかもって思っているんだけどね」

			　魔道科学に基づく外科的医療技術においては、地球を遥かに超える水準を持つ異世界セレスフィア。他にもファンタジーとしか言いようのない数々の装置や理論があり、ゆえに悠(ゆう)の身体に対しても地球では不可能であったアプローチが可能であろう。

			　ましてやここは、魔道科学の最先端を誇るフォーゼルハウト帝国だ。

			　だが、致命的なまでに気がかりな問題点が一つ。

			　悠(ゆう)は、無意識に自らの身体を抱き締めた。ガタガタと情けないぐらいに震えている。

			「僕の身体のことを知られたらさ、またあの生活に逆戻りになるかもしれない……」

			　帝国に知られるということは、ラウロのような男に知られるということ。

			　あの男の目は、悠(ゆう)の身体を弄(いじ)った研究者たちと同類である。

			　人間らしい扱いが受けられるとは、とうてい思えない。

			　あるかどうかも分からない可能性に、残った余命を賭ける覚悟は、とてもなかった。

			「だから、当分はこのままでいい。今はそれより先にやらなくちゃいけないことがあるしね。それに、あと11ヶ月もあるんだ。そんなにあれば、きっと色々なことができる。悔いなんて残ってないかもしれないよ？　もともと、それしか生きられないことは受け入れてたんだしさ」

			　死にたくない。死ぬのが怖い。

			　それは本心からの想いであるが、同時に長くは生きられないことも覚悟していた。

			　だから、毎日を大切にして精一杯に生きようとしているのだ。

			　友達ができた。明日は友達と遊びにいける。ずっと抱いていた夢は、思っていた形とは違ったが、すでに叶(かな)っていた。その日々の果ての死ならば、そう悪いものではないかもしれない。

			　悠(ゆう)は、自分に言い聞かせるように胸中で繰り返していた。

			「それに……僕は、この身体のことを明かすのが怖いんだ。もし、皆に知られたら――」

			　いつの間にか、子供の姿は消え失せていた。

			　悠(ゆう)は一人、ぽろぽろと大粒の涙をこぼしながら、白の空間に嗚(お)咽(えつ)を響かせ続ける。

			　それは迷子の童子のような、孤独に怯(おび)える泣き声であった。

		

	
		
			第四章　帝都散策

			　

			　フォーゼルハウト帝国の首都、帝都アディーラ。

			　国政の要、フォーゼルハウト帝城を中心とした世界有数の大都市。

			　この帝都中央を占める帝城の敷地は広大だ。何せ、もともとは一つの山があった場所を丸ごと加工して大城塞を築城してしまったのだから。

			　高地から帝都の全(ぜん)貌(ぼう)を見下ろし、万が一に帝都まで敵対勢力に攻め込まれた際には圧倒的な地の利を得て防衛を行うことができる帝城は、高度な建築工学と魔道科学の粋を集めた軍事要塞であると同時に、一度は世界を手中にした大帝国の威信を世界に示す象徴的な建築物だった。

			　その歴史的価値は敵対する諸国も認めるほどであり、平時のフォーゼルハウト帝城は帝都の誇る観光名所の一つでもあった。

			　その正門と周辺の大庭園、そして大広間は有料で公開され、莫大な収益を上げている。

			「うわあ……！」

			　帝城の大広間を初めて目にする悠(ゆう)は、視界いっぱいに広がる景(けい)観(かん)に圧倒される。

			　磨き上げられた白の石床、壁には見栄えの良い装飾が施され、天井の採光部から降り注ぐ日の光が、広々とした空間を明るく彩っている。

			　荘厳にして華麗、その空間そのものが偉大な芸術品として成り立っていた。

			　ぽかんと口を開けたまま立ち尽くす悠(ゆう)を、澪(みお)がにんまりと覗き込む。

			「どう、すごいでしょ？　ウチらもびっくりしたよねー、ね、藤(とう)堂(どう)」

			「まあ、ね……ムカつく国だけど、城は大したものね」

			　悠(ゆう)の視界に入るだけでも、ものすごい数の人々が行き交っていた。

			　入城するだけでも料金が取られるので、彼らが観光客なのだとすれば相当な収益になるのだろう。加えて、場内にもお金を落としていくための設備や催しがある。

			「でも、帝国って他の国と仲悪いんじゃないの？　外国からも観光に来るの？」

			「帝国と周辺国との外交関係は険悪といって過言ではないですが、国交がないわけではございませんよ。商人同士の貿易は盛んに行われておりますし、旅人や移住者も少なくはありません。ユウ様方からすると見分けがつかないかもしれませんが、外国人もこの広場には大勢います」

			　感心した様子で、冬(とう)馬(ま)が頷いた。

			「そりゃそっか、日本だって、あんまり仲良くない国はあるけど普通に商売してたり旅行行ったりしてるもんな」

			「この世界でも、やっぱ金が大事かー……」

			「経済だねえ」

			「本格的な戦争状態となればそうも行きませんが、今は国境での睨み合いに留まっている状態です。当面はそれを維持することになるでしょう。明確な利益より過去の遺恨を重視するようでは、大国の為政者は務まりませんからね」

			　きょろきょろと見回してみると、ルルの言う通りフォーゼ人とは顔立ちが異なる人もそれなりの割合で存在しているようだった。

			　亜人(デミ・ヒユーマン)と思しき身体的特徴の者もまばらにいたが、そのほとんどは首にルルと同じような首輪を付け、誰かに付き従っていた。きっと奴(ど)隷(れい)なのだろう。

			　裕福そうな恰幅の良い女性に粛々と侍(はべ)る、耳長の――森人(エルフ)の男性の姿があった。

			　……ティオのことを思い出す。

			　彼女は、今頃どうしているだろうか。

			　同じ宿舎で寝泊まりしているはずだが、いまだに姿を見ることはできていない。ルルも、昨夜や今朝は会っていないとのことだった。定期的に第三位階付の奴(ど)隷(れい)が集められて業務の通達や情報交換などを行うので、いずれは顔を合わせるだろうとのことだが。

			　玲子からの情報があれば、果たして事態は好転するのだろうか。

			　悩み顔のまま過ごすのも誘ってくれた冬(とう)馬(ま)たちに悪いし、今は素直に楽しむことにする。

			　大広間を出ると、正門前の大庭園である。

			　緑を基調としながらも、種々の草花によって色鮮(あざ)やかに演出されている。麗(うら)らかな陽光の下、風に撫でられて穏やかにそよぐ様には心癒されるものがあった。

			　深緑の空気を吸い込みながら先へと進むと、帝都と繋がる正門へとたどり着く。

			　必要な外出許可の申請は、昨日のうちに冬(とう)馬(ま)が行ってくれたので、スムーズに通過することができた。ベアトリスが、丁(てい)寧(ねい)に手続きの方法を教えてくれたらしい。

			　正門から先には、幅広の橋が延びている。

			　帝城を囲むように流れる運河にかかった跳ね橋だ。有事の際には、この跳ね橋を上げることでさらに堅(けん)牢(ろう)な守りを発揮することとなる。

			　そうして帝城正面と帝都を接続する橋を渡り切り、

			「うわっ、うっわあ……！」

			　悠(ゆう)たちの目の前に、帝都の街並みが広がった。

			　帝城から見下ろすジオラマのような景色ではなく、等身大に広がる街の景色だ。

			　朝日の下、悠(ゆう)の立つ広々とした通り沿いに、日本では見たことのないような建物がずらりと建ち並ぶ。

			　樹木が等間隔に植えられた道には数多の人々が行き交い、あるいは言葉を交わしていた。牧歌的な布の服を着ている者もいれば、皮や鉄のような防具を纏い武装している者、日本の往来なら間違いなく警察に呼び止められる奇抜、刺激的な服装の者もいる。多くが白人――恐らくフォーゼ人ではあるものの、褐色の肌をした明らかに異なる人種の者も見受けられた。

			　モニターの向こうの光景とは異なる、生命の息吹を感じる異世界の人々の生活の姿。

			「すっごいねえ……！」

			「ああ、映画の中にでも入ったみてーだ……」

			　隣の冬(とう)馬(ま)も、景(けい)観(かん)に圧倒されている。

			「馬車で運ばれて来た時は、景色見る余裕なんてなかったしねー」

			「あたしは怪(け)我(が)で意識がなかったわ」

			「私も……」

			　クラスメイトたちの反応はおおむね似たようなものだ。

			「ふふっ、お気に召されたようで、ようございました」

			　ルルは、当然のような澄(す)まし顔であった。だが狼耳がピンと天を向き、しっぽがぱたぱたと踊る様は、彼女の内心を雄弁に語っている。

			　小声でルルに問いかけた。

			「……嬉しいの？　ルルさん」

			「そうですね、帝国は私の祖国ではありませんが……それでもこそばゆいものはあります」

			　この世界の住人として、異世界人である悠(ゆう)たちの反応が誇らしいようであった。

			　気持ちは分かる。ルルが、悠(ゆう)のスマートフォンを手に取り操作してしきりに感心している時も、微妙に誇らしい気分であった。おかげでもう電池切れだが。

			　ルルは一歩前に出て、皆に振り返る。貴族をエスコートするツアーガイドのような優美な所作で目の前に広がる大通りを指し示しながら、

			「では、もっと驚いていただけるよう、張り切ってご案内させていただくといたしましょう。まずはこの大通りを真っ直ぐ進みまして――」

			　そうして、悠(ゆう)たちの帝都散策がはじまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「じゃあ、この辺で別行動にすっか？」

			　そんな意見が出たのは、あと１、２時間もすれば空が夕焼けに染まる頃合いのことだった。

			　帝城の正門出口から真っ直ぐに延びる店舗が建ち並ぶ大通り、その先に広がる大公園、帝城を除けば帝都最大の高層建築物である時計塔――帝都を代表するそれらの名所を廻った後、ルルが次にどこに行きたいかを尋ねると、意見が分かれたのだ。

			　武器屋とか防具屋を見てみたい。もっと色々なブティックを見てみたい。異世界ならではの店があったら行きたい――等々。

			　いつまでもルルに連れられて全員でぞろぞろと移動するのも何なので、行きたい場所が同じメンバーごとに別行動を取ってもいいのでは、という話になった。

			　ルルは、当初はトラブルが起こった時に対処ができないと渋っていたが、

			「……では、あくまでも帝城の方角に進むことをお約束願えますでしょうか。帝城から離れれば治安の悪い地区に出ることもありますので、皆様の身の安全は保障しかねます」

			　帝城は、帝都のどこにいても見上げられるようになっている。

			　帝都は広大であるが、帰る住処が帝城にある悠(ゆう)たちが、帰り道に迷う心配はない。

			　日没頃に正門前に集合ということで、クラスは幾つかのグループに分かれることとなった。

			「念のために、所持品を一つずつ預からせていただきます。できれば、日常的に身に付けているものを」

			「……何でですか？」

			　ルルはくふん、と鼻を鳴らして胸を張り、

			「いざとなったら、匂いで追跡しますので」

			　マジかよ、というドン引きの眼差しを送りつつも言う通りに所持品を差し出し、クラスの皆はルルから教えられたそれぞれの目的地へと散らばっていった。

			　そしてその場には、６人からなるグループが残される。

			　悠(ゆう)、ルル、朱(あか)音(ね)、冬(とう)馬(ま)、澪(みお)、綾(あや)花(か)。

			　特別行きたい場所がある訳でもない、ノープラン組である。

			　悠(ゆう)は、他のグループの姿が雑踏に消えるまでぱたぱたと手を振って見送り、満面の笑みで振り向いた。

			「入れてくれてありがとうね、冬(とう)馬(ま)」

			　上目遣いで見上げる悠(ゆう)に、冬(とう)馬(ま)は照れ臭そうに微笑(ほほえ)み返す。

			「いいって、別に。それに友達にわざわざ言うことじゃねえよ、それは」

			　どのグループに入れてと頼もうかそわそわしている悠(ゆう)を誘ってくれたのは、冬(とう)馬(ま)だった。

			　朱(あか)音(ね)は、澪(みお)と綾(あや)花(か)が誘ってくれていた。相変らずのむっつりへの字口だが、何となく満更でもなさそうに見える。その声も、ちょっとテンション高めになっている気がした。

			「……で、どうするのよ？」

			「てきとーでいいじゃん？　てきとーにぶらついて、てきとーにダベるだけでも楽しいって」

			「……そうだね澪(みお)、それにお金あまり使えないし」

			　新入りである悠(ゆう)たちには、当座の生活費として幾ばくかの金(きん)銭(せん)が支給されていた。

			　道中に立ち寄った店では大した買い物はしていないし、ルルがお金のかからないコースを選んで案内してくれたおかげで出費はわずかだが、安易に無駄遣いができる懐具合ではない。

			　第三位階である悠(ゆう)は、皆よりかなり多くの額を受け取っているのだが、だからといって友達に奢りまくるのは、あまり良くないことらしい。地球では朱(あか)音(ね)に奢ろうとして馬鹿にするなと怒られたし、こちらではルルや冬(とう)馬(ま)にそれは良くないと叱られた。

			「では、参りましょうか。珍しいお店が並んでいる区画をご案内いたしますね」

			　ルルがそのように言い、悠(ゆう)たちは後に続く。

			　そうして辿(たど)り着いたのは、比較的大きな建物が並ぶ大通りとは異なる、雑多な店が並ぶ区画であった。

			　その品物やサービスも、多種多様で混沌としており、整然とした大通りにはない種類の活気が溢れていた。

			「うわ、うわぁ……！　ねね、藤(とう)堂(どう)、あれ見てよぉ」

			「な、何よ、引っ張ら――キモっ!?」

			「タコ……なのかな？」

			　女子勢がドン引きで見つめるのは、ある店先に置かれた水槽に入った珍妙な生物である。

			　頭のない、逆さまのタコとでも表現すれば良いのだろうか。

			　異様にヌメっており、太々とした無数の脚をウネウネと動かしている。

			　ルルは眉ひとつ動かさず、のほほんと答えた。

			「触手マッサージのお店ですね」

			「触手!?」

			「はい、触手です。全身筋肉の軟体動物です」

			「マッサージ……！」

			「ええ、触手にマッサージをされる店です」

			「触手だよね……あのウネウネしてる生き物にだよね!?」

			「種類にもよりますが、人懐っこい触手もいますので。良く躾けて訓練すれば、人間では不可能な動きで全身を解してくれるのですよ。ただし、高度な飼育知識と調教技術を必要とするため、開業には厳しい資格が必要でして、無許可の店で調教が未熟な触手に骨を折られるなどの事故もたびたび起こっています。あちらは正規に認可を取った店ですが」

			「へー……ちなみにルルさんも、やったことがあるの？」

			「いえ、比較的高価なサービスですし……ただ、人が受けているところを見たことなら」

			「ど、どうやってやるんですか……？」

			「まず服を――」

			　３人の少女が、ごくりと唾を飲み込んで聞き入る。

			　悠(ゆう)と冬(とう)馬(ま)は、そんな女子組の様子を一歩引いた位置から眺めていた。

			「あれだよな、男子(おれら)が入ったら危険な話題だよな……」

			「うん、ぜったいに変なこと聞かれるよ……」

			　姦(かしま)しい、という言葉があるが、やはり女子が集まるとなかなか話題が途切れない。ましてや新鮮な話題の尽きない状況であればなおさらである。

			　すでに30分ほどは経過しているはずであるが、女性陣の会話は一刻も途切れることなく続いていた。よく喉が渇かないものである、が。

			「朱(あか)音(ね)……もうちょっと愛想よくすればいいのに」

			「仕方ないんじゃないか？　ずっと友達いなかったらあんなもんだと思うけどな」

			　にこやかな他の３人に比べ、朱(あか)音(ね)は相変らずのむっつりした表情である。

			　それはそれであの凛(りん)とした美(び)貌(ぼう)に似合ってはいたが、悠(ゆう)は朱(あか)音(ね)の笑顔の眩しさを知っている。

			　あんな素敵な表情をもっと他人に向けられれば、もっと仲良くなれるだろうに。

			　フレンドリーな空気に馴染めていないのか、態度も微妙にぎこちない。

			　ああ見えて人恋しく、自分と友達になるために暴走気味に頑張った彼女を知っているだけに、もどかしい思いを覚える悠(ゆう)であった。

			「そんなに気にすることないと思うぞ。似たような奴は今までにもけっこういたけど、だいたい時間が経てば自然と馴染めるもんだよ」

			「そうかなあ……」

			「そうだよ。そのうち、何か切っ掛けになるようなことがあるかもしれないしな。だからまあ……お互いに、死なないようにしないとな」

			　一瞬、語る冬(とう)馬(ま)の表情に深い陰がよぎる。

			　怯(おび)えるような、思い詰めるような、わずかな唇の震えと頬の強(こわ)張(ば)りを、悠(ゆう)は見逃さなかった。

			「ね、冬(とう)馬(ま)」

			「どうした？」

			　悠(ゆう)はぎゅっとにぎり拳を作り、えへんと張った薄い胸をぽふんと叩く。

			「大丈夫だよ。皆は僕が守るから」

			　それは、以前の胸を焦がす義務感ではなく、静かに燃え続ける悠(ゆう)の意思だ。

			　悠(ゆう)は冬(とう)馬(ま)に顔を近付けて、にっと白い歯を見せた。

			「皆で日本に帰ってさ、またこんなふうに遊びに行こう？　楽しいこととか、面白い場所とか、いっぱい教えてよ」

			「悠(ゆう)……」

			　冬(とう)馬(ま)は一瞬ぽかんとした顔を見せるが、やがてふっと頬を緩め、

			「……だな、日本に帰ったら――ってこれ、映画とかで良くある死亡フラグじゃねえのか？」

			「えー、そうかなあ」

			　ころころと笑う悠(ゆう)につられ、冬(とう)馬(ま)も吹き出す。

			　悠(ゆう)は外に出てから初めてできた男友達と一緒に笑い合いながら、しかし、その脳裏に一つの暗い思考をよぎらせていた。

			（本当のことを知っても……友達でいてくれるのかな）

			　彼らも……朱(あか)音(ね)すらも、悠(ゆう)の身体のことを知らない。

			　超再生によって不死身に近い異常な生命力を誇るこの肉体の真実は、誰にも明かしてはいないのだ。魔道による能力の一つであると説明している。

			　知られるのが怖かった。

			　死なない限りはいかなる損傷も治癒する超再生能力は、人間の領域を完全に踏み外した、化物じみた能力である。

			　皆が、悠(ゆう)の身体のことを知ったら、どう思うのだろうか。

			　何も変わらないのかもしれない。悠(ゆう)は悠(ゆう)だと、受け入れてくれるようにも思える。

			　だが、もし気味悪がられて、拒絶されたら。せっかくできた友達が、離れてしまったら。

			　そこまでは行かなくとも、その関係に何らかの決定的な変化をもたらしてしまったら。

			　その『もしかしたら』が頭をよぎり、悠(ゆう)はどうしても言い出せずにいた。

			　友達であるのなら明かすべきではないのかと、いつも思っている。

			　そうは思っていても、悠(ゆう)は決断する勇気が持てなかった。

			「……どうした、悠(ゆう)？」

			　心配そうに聞いてくる冬(とう)馬(ま)。

			「いや、何でも……わぷっ」

			　曖(あい)昧(まい)な笑みで誤魔化していた悠(ゆう)は、横道からフラフラと出てきた人物にぶつかってしまった。

			「きゃっ……」

			　可愛(かわい)らしい悲鳴を漏(も)らして転ぶのは、悠(ゆう)より小柄な少女である。抱えていた大量の荷物が、どさりと地面に投げ出された。

			　よろめいて冬(とう)馬(ま)に肩を支えられた悠(ゆう)は、慌てて駆け寄り、

			「ご、ごめんなさい！　怪(け)我(が)はないです――か」

			「す、すみませン！　ちゃんと前を見てなく――テ」

			　顔を上げた少女ともども、互いにぽかんとした表情を浮かべる。

			　そこにいたのは、小柄で華(きや)奢(しや)な少女。帝城で見慣れた奴(ど)隷(れい)用のメイド風衣装、ショートカットの金髪からは、森人(エルフ)の特徴である長く尖(とが)った耳が突き出ている。

			「あれ、この子って……粕(かす)谷(や)と一緒にいた子だよな？」

			　冬(とう)馬(ま)も、彼女に気付いたようだ。悠(ゆう)が、その名を呟(つぶや)く。

			「ティオ……？」

			「ユウ様……？」

			　まさか、こんな場所で出会うとは。

			　まず悠(ゆう)は、尻もちをつくティオに手を差し出す。

			「ど、どうぞ」

			「あ、ありがとうございまス、ユウ様……」

			　手を取り助け起こされたティオは、はにかむような笑みを浮かべる。

			「えっと……」

			　すごく会いたかったはずなのだが、いざこうして顔を合わせると言葉に困った。

			「久しぶり……でもないかな」

			「……そうですネ。２日ぶりデス」

			　ティオは嬉しそうに微笑(ほほえ)んで、悠(ゆう)を見上げてくれた。

			「……おや」

			「嘘っ……ティオっ!?」

			　先を歩いていたルルや朱(あか)音(ね)たちも、ティオに気付きこちらに駆け寄ってくる。

			「この子、悠(ゆう)と藤(とう)堂(どう)の知り合いだっていう……」

			「ティオちゃん、だっけ？」

			　講義室の一件で、その顔と名前、悠(ゆう)たちとの関係は彼らも知るところとなっていた。

			　あの粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)に奴(ど)隷(れい)にされた少女ということで、皆は彼女に同情的だ。

			「あの時は挨拶できなかったよねー。柚(ゆず)木(き)澪(みお)、澪(みお)でいいよ」

			「世(せ)良(ら)綾(あや)花(か)です。よろしくね」

			「壬(み)生(ぶ)冬(とう)馬(ま)だ」

			　冬(とう)馬(ま)たちの挨拶に、ティオは人好きのする可愛(かわい)らしい笑みを返した。

			　ぺこりと頭を下げ、鈴を転がすような声で名乗る。

			「ティオといいますデス。よろしくお願いしまス、ミオ様、アヤカ様、トウマ様」

			　そして顔を上げて、

			「ルルさんも……アカネ様も、お会いできて嬉しいデス」

			　ティオの人懐っこい笑顔を向けられて、朱(あか)音(ね)は口元をもにょもにょとさせながら、それを隠すように手で覆(おお)っている。笑おうとして失敗したのだろうか？

			「ま、まあ……気になってたから、安心したわ」

			　粕(かす)谷(や)に襲いかかった時の激怒の形相や、その後の苛々とした心配ぶりを思い出せば、ずいぶんと控えめな表現であった。

			「その節は、ご心配をおかけしましタ。でもいつもああいう事があるわけじゃないのデ、大丈夫ですヨ。あの時はちょっと、キョウスケ様のお機嫌が悪かっただけだと思うのデス」

			「昨日は訓練でも宿舎でも姿を見ませんでしたが……」

			　ルルの言葉に、ティオは気まずそうに俯(うつむ)いた。

			「朝から夜まで、ほとんど街に出てましタ。訓練があるのは知っていたのですケド……キョウスケ様は、ご自分の能力なら戦闘訓練なんて意味がないと仰(おつしや)っテ……」

			「カスヤ様の魔法は化身型――自律行動型の具象体を生み出すタイプですね。確かに自身の戦闘技能に依存する度合いは少ないですが……それでも戦闘の基礎を知っているかどうかは重要なのですけど」

			「やっぱり、そう思いますよネ……」

			　ティオなりに、主である粕(かす)谷(や)の身を案じてはいるようだった。

			　一方で、講義室で屈辱的な目に遭(あ)わされたことを気にしている素振りはない。

			　自分を犯そうとした男の死にすら心を痛める彼女らしい振る舞いである。

			「ねえティオ、すごい荷物だけど……」

			「ああ……これですカ」

			　ティオがフラフラと歩いていたのは、これが原因だろう。

			　背には丸々と太ったリュックサック、両手にもどっしりと中身が詰まった布製の袋がぶら下げられている。すごく重そうだ。

			「買い出しを命じられたのデ。キョウスケ様方は、今は繁華街に遊びにいっていますデス」

			「うっわ、さいてー。こんなか弱い女の子に行かせるとか」

			「自分で行きなさいよ、あいつら……！」

			「そうだね……ひどいよ」

			　女子勢から一様に非難の声が上がる。

			　悠(ゆう)や冬(とう)馬(ま)も似たような心境であったが、ルルだけは別の目線から疑問を持ったようだった。

			「お金は……足りているのですか？」

			「あ……確かに」

			　ティオの荷物がすべて購入した商品ならば、出費も相応になるだろう。

			　粕(かす)谷(や)が帝国から受け取った金(きん)銭(せん)から賄われていると思われるが、第三位階の特権として大目にもらっているといっても、もちろん有限だ。あくまで次の魔界化までの当座の生活費として渡されただけであり、今後どうなるか分からない状況で放(ほう)蕩(とう)に使うようなものでもないだろう。

			　ルルの問いに、ティオは表情を曇(くも)らせた。

			「だいぶ、減っちゃってまス。お金があれば使っちゃう性格みたいデ……あと何日もしたら、全部なくなっちゃいそうデス……」

			「あいつ、日本でも相当金使いまくってたみたいだしなあ……」

			「贅沢に慣れきって、まともな金(きん)銭(せん)感覚がないのかも」

			　粕(かす)谷(や)家は政財界に影響力を持つ有数の資産家であり、一人の少年が散財したところでその資産はビクともしなかった。

			　悠(ゆう)も、藤(とう)堂(どう)正(まさ)人(と)が悠(ゆう)名義の口座に相当な金額を用意してくれているのだが、それほど多くのお金が必要になることもなかったのでほとんど手つかずだった。お小遣いは朱(あか)音(ね)と同額を貰うようにしており、金(きん)銭(せん)感覚も彼女に大きく影響を受けた。藤(とう)堂(どう)家も戦国時代からの歴史を持つ旧家だが、生活は慎ましいものだ。

			「……なくなっちゃったら、どうなるの？」

			「何かしら自力で稼ぐしか……カスヤ様は第三位階なので、交渉次第では借り入れるということも可能でしょうが、少なくない利息が発生するでしょうね」

			「粕(かす)谷(や)はそのへん考えてるのかねー……」

			「どうせ、何も考えてないわよ」

			　そんな周囲の会話を、ティオは微妙な表情で聞いていた。

			　きっと奴(ど)隷(れい)である彼女が忠言を口にしたところで、粕(かす)谷(や)は聞く耳など持たないだろう。

			　減っていく主の資金に、ティオは不安を抱いているのかもしれない。

			　何とかしてあげたいが、悠(ゆう)たちの言葉などなおさら聞くまい。金(きん)銭(せん)を融通してあげるのも、何か違う気がした。

			　答えの出ない思考を繰り返していると、ルルが話題を変えてくれた。

			「これから、どこへ向かうつもりですか？」

			「お酒屋さんデス」

			「ほう……お酒は、どのようなものを買うように言われたのですか？」

			「あ、えっと、ですネ――」

			　ティオが紙切れを出して幾つかの名前を出すが、悠(ゆう)には全然分からない。

			　この国では、どうやら飲酒の年齢制限というものがないようだった。

			「ルルさんは、お酒飲むの？」

			「ええ、かなりいけますよ。私の魔道の師がかなりの酒飲みでしたので、よく付き合わされました。……今となっては、飲む機会もほとんどありませんが」

			　大人びた彼女には、お酒で唇を濡らしてほんのり頬を赤らめている姿がとても似合いそうだ。

			「……お酒、飲みたいなら買ってあげようか？」

			「お気持ちだけありがたく頂戴して――いえ、それなら」

			　ルルが、何かを思いついたように明るい表情で手をぽんと叩く。

			　しっぽをぱたぱた振りながら、このように言ってきた。

			「皆様も、試しに少しだけ飲まれてみては？」

			「……え」

			「ほんのりと気持ち良くなる程度でしたら、いい気分転換になるかもしれませんよ」

			　思わぬ提案に、悠(ゆう)たちは顔を見合わせた。

			　酒。今までの悠(ゆう)の人生には、まったく縁のなかったものである。

			「ど、どう思う、皆……？」

			「どうって言われてもな……」

			「あたしは、別にお酒なんて……」

			「私たち、まだ未成年だしね」

			　皆、いたって真面目な学生である。いきなり飲酒を勧められても、戸惑うばかりであった。

			「そういえばさ、ティオは飲んだことあるの？」

			「はい、ミオ様。１回、ちょっとだけ……でも一口でぽわーってなって眠っちゃいましタ」

			「そっか、そんなふうにもなるんだ……」

			　答えを受けた澪(みお)は、そわそわした様子でぽつりと言った。

			「ウチは、興味あるかも……ちょっとぐらいなら、いいかなーって」

			『…………っ』

			　その一言で、空気が変わった。

			　悠(ゆう)は、皆を見渡しながら落ち着かない声色で言う。

			「な、何て言うかさ……お酒ってオトナな感じだよね」

			「そ、そうだな……」

			「お父さんは、美味しそうに飲んでたわね……酒がない人生なんて考えられないって」

			「気持ち良くなるって、本当なのかな……どんなだろ」

			「ねね、そう思うでしょ!?」

			　沸き立つ15歳の好奇心。酒、というアダルトな響きに惹かれるものがあるのも事実だった。

			「それに……あいつらの気晴らしにもなるかもしれないしな」

			　冬(とう)馬(ま)が、真面目な表情で呟(つぶや)く。

			　確かに、慣れない環境で溜まっていくだろうストレスの解消の一つになるかもしれない。

			　ルルが小さく頷いたところを見ると、それを考えての提案であるようだった。

			「ま、まあ……どうせティオが買い物に入るんだし、一緒に入ってみようか？」

			「だね、それから考えよっか」

			「言っておくけど、買うことになっても悠(ゆう)だけにお金出させようとしないでよ」

			「分かってるって」

			「え、僕は大丈夫だけど」

			「悠(ゆう)君、いいからいいから。まず値段をみてみよう？」

			　そういうことで、悠(ゆう)たちも酒屋に向かうこととなった。

			　その後も、できればティオと一緒に行動してもっと話をしたい。本当に彼女が平気なのか、見極めたかったのだ。

			　悠(ゆう)たちと一緒に行動することになり、ティオはあからさまに嬉しそうになった。

			「じゃあ、行きましょうカ！」

			　ティオがにこにこと、荷物を重たげに持ち上げた。ふらふらと、足元がおぼつかない。

			　やはり、小柄な彼女には過ぎた重量に見えた。女の子にこんな荷物を持たせながら男の自分が手ぶらというのも、落ち着かないものがある。

			　悠(ゆう)は、そっと手を差し出し、ティオに微笑(ほほえ)みかける。

			「ティオ、僕が一つ持つよ」

			「えっ、大丈夫ですヨ、ユウ様」

			「……ていうか無理よ。あんたに持てないでしょ、これ」

			「あッ、アカネ様……」

			　ティオの手から、朱(あか)音(ね)が袋を一つ軽々と取り上げる。

			「ぼ、僕の腕力がティオ以下だとでも言うの……？」

			「だって、これより軽い買い物した時、持てなかったじゃないの」

			「ひ、ひどいよ……！　ねえ、皆もひどいって思わ――どうして目を逸らすの!?」

			「いや、だって、お前……この前の宿舎の荷物運びの時、シーツに潰されてたし……」

			「朝の水汲みも、途中で桶の水を半分ぐらい受け取ってもらってたよね」

			「訓練の時に二刀流やろうとして、片手じゃ木剣持てなかったじゃん……」

			「ぐぬぬっ……！　や、やれるよ、持てるよ！　ほらねっ――」

			　――どしり。

			「……オチましたね、色々な意味で」

			「うん……」

			　割れ物があったらどうするのかと朱(あか)音(ね)に叱られて死んだ魚の目をしている悠(ゆう)を尻目に、朱(あか)音(ね)、冬(とう)馬(ま)が袋を、ルルがリュックを受け持った。

			　半ば奪われたような形で手ぶらになったティオは道中、しきりに申し訳なさそうにしていた。

			　そして目的の酒屋に辿(たど)り着き、ようやく入店となった時、ルルが立ち止まり、鼻をくんくん鳴らしながらどこかに目を向ける。

			「ユウ様、少しだけ所用を思い出したので、先にお店に入っていただけますでしょうか」

			「……いいけど、どうしたの？」

			　ルルは、言い辛そうに苦笑した。

			「一つ、確認しておきたいことができましたので」

			　濁(にご)すように言いながら、ティオをちらりと一(いち)瞥(べつ)。

			　彼女に関係あることなのだろうか。それなら、あえて聞くまい。

			「ん、分かった。待ってるからね」

			「ありがとうございます、ユウ様。あまり時間はかかりませんので」

			　ルルと別れ、悠(ゆう)たちは酒屋に入店した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　時代がかった、木造の店であった。カウンターと酒棚だけの簡素だが機能的な店内。

			　そこで悠(ゆう)は、

			「動くんじゃねえぞ、てめえらぁ！　この白髪のガキの首を掻(か)っ切るぞ、おらぁ！」

			　人質に取られていた。

			　喉元に突き付けられた大振りの剣が、危うい冷たさを与えてくる。

			　頭の上で怒(ど)鳴(な)り散らしているのは、いかにもゴロツキ然とした禿頭髭(ひげ)面の巨漢であった。

			　悠(ゆう)の首には野太い腕ががっしりと回されており、非力な悠(ゆう)には抵抗のしようもない。

			「あ、あっれー……？」

			　悠(ゆう)は、冷や汗をだらだらと垂らしながら呆(ぼう)然(ぜん)と呻(うめ)いていた。

			「どうしてこうなっちゃったんだろ……？」

			「だから言ったじゃないですカ！」

			　隣から響くのは、ティオの悲鳴じみた声だった。

			　彼女もまた、悠(ゆう)と同じように人質に取られている。頬のこけた痩(そう)躯(く)の男が舌なめずりしながら、彼女のぷにっとした頬にナイフを突きつけていた。

			　つぶらな瞳(ひとみ)は潤(うる)んでおり、その唇は震えている。

			　怯(おび)えているのは間違いない。だがその顔色は蒼白ではなく、真っ赤である。

			　怒っているのだ。涙目で怒(ど)鳴(な)ってくる。

			「どうして来ちゃったんですカ!?　わたしの身代わりだなんて言い出さなきゃ、ユウ様は安全だったのにィ！」

			「だ、だって、ティオのこと放っておけないよ……！　女の子が危ない目に遭(あ)ってるのに、男の僕が」

			「うるせえぞ、ガキぃ！　そこの森人(エルフ)の奴(ど)隷(れい)が大事なら、目の前で犯してやろうか、あぁん!?」

			「……っ」

			　悠(ゆう)とティオを人質に取る二人の荒くれ。彼らは、いわゆる酒泥棒というやつだ。

			　店の在庫が置かれた倉庫に忍び込み、貴重な酒を盗もうとしたらしい。だが瓶を一つ落としたせいで店員に気付かれ逃走。間の抜けた話だが、道を間違えて外ではなく店内に出てしまったようだ。店の奥から現れた彼らは、ちょうどカウンターの前に来ていたティオを拘(こう)束(そく)したのだ。運がないにもほどがある。

			　ではどうして悠(ゆう)も捕まったかというと、ティオの身代わりになろうとしたからである。言われるがままに近付いてあっさり捕まり、今は二人仲良く刃を突きつけられている有様であった。

			「おらぁっ！　てめら邪魔なんだよ！　さっさとどけっ！」

			　悠(ゆう)たちのいる場所からは、入り口までの店内を一望できる。

			　酒泥棒がわめき散らしているのは、店内に残っていた客を退(ど)かして、二人を人質にしたまま脱出するためであった。二人が逃げ切るまで、悠(ゆう)とティオは連れまわされることになるだろう。あるいは、逃げ切れても連れ去られたままかもしれない。

			　そうはさせまいと、一人の少女が立ち塞がる。

			「ふざけんじゃないわよ！　無駄なことしてないで離せって言ってるでしょうが！　傷一つでも付けたら、その顔ぶっ潰してやるから覚悟しなさい！」

			　朱(あか)音(ね)が、柳(りゆう)眉(び)をつり上げて二人の荒くれを睨む。

			　わずかに腰を落とした姿勢は、今にも獲物に飛び掛からんとする肉食獣を思わせる。

			　その鬼気迫る様子に、凶器と人質を有し圧倒的優位なはずの悪漢たちが思わずたじろぐ。

			「ととと、藤(とう)堂(どう)ぉ……危ない、危ないから」

			「刺激しちゃ駄目だよ……」

			　澪(みお)と綾(あや)花(か)が、腰が引けながらも朱(あか)音(ね)を制止する。

			　冬(とう)馬(ま)はといえば、顔を青ざめさせながらも、二人を解放するべく懸命に犯人を説得していた。

			「な、なあ、あんたら……どうせ逃げ切るのなんて無理だって。自首した方が罪が軽くなるんじゃないか？　店員さんだって、ちょっと怪(け)我(が)させたぐらいだろ？」

			　いずれ警備隊の兵士がやってくるはずであるが、まだその姿は店の外には見えない。

			　店内の店員や客は、酒泥棒の突入時にあらかた逃げ出しており、残っているのは朱(あか)音(ね)、冬(とう)馬(ま)、澪(みお)、綾(あや)花(か)とほか数名である。皆、こわばった表情でこちらを凝視している。

			　ルルがこの場にいないのは幸か不幸か――荒事にも多少は慣れていそうな彼女なら、上手いこと立ち回ってくれていたかもしれない。

			（ど、どうしよう……？）

			　超再生を持つ悠(ゆう)の肉体であるならば、喉を掻(か)っ捌かれたところで致命傷にはほど遠い。だから代わりに人質になろうと思ったのだ。友達の前でカッコ付けたかった。

			　最悪、悠(ゆう)の身体の秘密がバレてしまうわけだが、それも覚悟の上で恐怖と不安を飲み込んでの行動である。

			　しかし、結果はご覧の有様だ。カッコ悪いことこの上ない。

			　とにかく、悠(ゆう)自身の命の危険は薄い。問題はティオである。

			　彼女は気丈にも、泣き叫んだり命乞いをすることなく耐えている。むしろ、こちらを悲(ひ)壮(そう)感すら漂(ただよ)うほどに心配そうに見つめていた。

			　彼女に傷一つ付けさせたくないが、どうすればいいのか、悠(ゆう)には皆(かい)目(もく)見当も付かなかった。

			　そんなことを考えていると、喉に感じる刃の感触が妙に小刻みに震えていることに気付く。

			「な、何か手元が怪しくありませんか……？」

			「うるせえな。酒が切れてんだよ！　くそっ、売るほど手に入れる予定だったのによぉ……！」

			　ティオを拘(こう)束(そく)する痩(そう)躯(く)の男は先ほどから一言も喋らないが、やはり似たような様子である。

			　危機感を募らせながら、悠(ゆう)は視線を彷徨(さまよ)わせた。

			　仁王立ちする朱(あか)音(ね)、こわばった表情でこちらを見る冬(とう)馬(ま)たち。他の客も似たようなものだ。

			　窓の外からは、騒ぎを聞きつけたと思しき野次馬が集まり出していた。

			　警備隊はまだか。朱(あか)音(ね)に怖気づいてくれているうちはいいが、強引に突破しようとされれば色々な意味で危険だ。その手段に出ないのは、泥棒たちも冷静さを失っているからだろう。

			　髭面の悪漢は、ひたすら舌打ち混じりの悪態を吐(つ)く。

			「くそっ、くそっ……！　よりにもよって、人質に取ったのが亜人(デミ・ヒユーマン)とわけ分からねえ人種のガキかよ……フォーゼ人だったら良かったのによぉ……！」

			「……っ」

			　その言葉は、ティオや悠(ゆう)では人質としての意味が薄い、という意味だろうか。

			　ティオに構わずに、警備隊が突撃してくるとでも――まさか、いくら何でも、そんな。

			　寒気を伴う想像に悠(ゆう)が脂汗を浮かべていると、ティオが切迫した声をあげる。

			「あノっ……！」

			「あぁんっ!?」

			　ひぅっ、と可愛(かわい)らしい呻(うめ)きを漏(も)らすティオ。潤(うる)んだ瞳(ひとみ)から、ぽろりと雫(しずく)が落ちる。

			　それでも目を逸らさず、悪漢を真っ直ぐに見つめながら言葉を続けた。

			「ユウ様をっ……ユウ様だけハ、離してあげてくださイ！　お願い、何でもしますかラ……！」

			「ティオ、何を言って――」

			「――あなたたちの言うこと、何でも聞きますかラ！　わたしのこと、好きにしていいデス！　だから、お願いしまス……！　ユウ様を、助けテ……！」

			　ぽろぽろと涙をこぼしながら懇(こん)願(がん)するティオ。

			　正論を挟むことが躊躇(ためら)われるほどの切なる感情の迸(ほとばし)りを目の前に、悠(ゆう)は続く言葉を飲み込んだ。

			　悲痛な色をたたえた彼女の瞳(ひとみ)は、自分たちではない誰かを見ているような気もした。

			「いやデス……もう、わたしのために、誰も……誰もッ」

			　そこから先は、ただ『お願いしまス』と言いながら嗚(お)咽(えつ)を漏(も)らすだけであった。

			「な、何言ってるのよあんた……」

			「早まっちゃ駄目だって！」

			　朱(あか)音(ね)たちも、戸惑っているようである。

			「何でも、ねえ……」

			　少女の懸命な願いを受けた悪漢たちは、彼女の小さな身体を舐めるように見やった。明らかな劣情の眼差し。ティオの肢(し)体(たい)はまだ幼なさの残る未成熟なものであるが、すでに男の獣性を煽るだけの魅力は備えていた。

			　ティオは、覚悟を決めたようにぎゅっと目を瞑(つむ)る。

			　駄目だ、暴れてでも止めなくては。悠(ゆう)が恐怖を噛み砕き、そう決心した時だった。

			「お待ちください」

			　涼やかな声が、店内に響く。

			　物言いは淑(しと)やかだが、そこにはどこか有無を言わさぬ強かさがあった。

			　その言葉に従うようにして、誰も彼もがぴたりと動きを止める。

			　ぎぃ、という音を立てて入り口の扉が開き、差し込む光を背に一人の娘が足を踏み入れる。

			　薄桃色の髪の、奴(ど)隷(れい)用のメイド風衣装に身を包んだ狼人(ワーウルフ)の娘。落ち着き払った、静かな表情がとても頼もしい。

			「ルルさぁん……！」

			　表情を輝かせる悠(ゆう)に、ルルは深々と頭を下げる。

			「申し訳ありません、ユウ様。まさかこのような事態になっているとは……アカネ様、よく暴漢たちの足止めをなさってくださいました。お見事です」

			「ふんっ……遅かったじゃない」

			　朱(あか)音(ね)は面白くなさそうに鼻を鳴らすが、同時にその態度には、ルルなら何とかしてくれるのでは、という期待が滲(にじ)み出ている。

			　ルルは、こちらへと琥(こ)珀(はく)色の視線を向ける。

			　凶器を突きつけられた悠(ゆう)とティオの姿に、その眼差しが鋭く光る。

			　呑まれた悪漢たちが、思わず後ずさる。

			「な、何だよこの女……！　おいっ！　それ以上近付くんじゃねえぞ！　このガキどもがどうなってもいいのかよ！」

			「……承知しました。では、ここで」

			　朱(あか)音(ね)と並び立ち、ルルは笑みすら浮かべて彼らを睥(へい)睨(げい)する。

			　悪漢は悠(ゆう)たちを拘(こう)束(そく)する力を強め、刃を押し付けるようにしながら唾を飛ばす。

			「いいか！　こいつの身が大事なら、余計なことを言わずに俺の命令に従いやがれ！」

			「どのようなご命令を？」

			「そ、それはだな……」

			　男は、静かに立つルルの姿に、ごくりと唾を飲み込む。

			　良く見れば、彼女の衣装は微妙にはだけていた。胸元がやや大胆に開き、その肌色の谷間が遠目からでもわずかに覗く。しゃなりとしなを作った立ち姿は、いつになく色っぽかった。

			　悪漢たちが何を思ったのかは、想像に難くない。その唇が、卑(いや)しく歪(ゆが)んだ。

			「何を隠しているか分からねえからなあ……まずは着ているもの全部、この場で脱げよ」

			　そんな屈辱的な命令にルルは、

			「畏まりました」

			　あっさりと頷いた。

			　迷いも躊(ちゆう)躇(ちよ)もない所作で、スカートに手をかける。

			「だ、駄目デス！」

			「そうだよ、ルルさんっ……！」

			　自分のせいで知(ち)己(き)の女性が辱められるなど、冗談じゃない。

			　だが、ルルはそのまま自らのスカートをするするとたくし上げていった。

			　少しずつ、しなやかな脚線美が露わになっていく。ゆっくり、ゆっくり、焦らすように。

			　ルルは嫣(えん)然(ぜん)と微笑(ほほえ)んだ。艶やかな唇を、ぺろりと舐める。

			　ふさふさとしたしっぽが、誘うようにゆったりと揺れていた。

			「冬(とう)馬(ま)、見ちゃ駄目……！」

			「お、おう……」

			「念のため、声も駄目！」

			　冬(とう)馬(ま)は、澪(みお)と綾(あや)花(か)に目と耳を塞がれていた。二人の少女はガン見である。

			「このエロ狼……」

			　朱(あか)音(ね)は半眼でドン引きしていた。

			　そうしている間にも、ルルの媚(び)態(たい)は続いている。

			　ふくらはぎから膝へ、太ももが、わずかに覗きはじめた。

			「う、おぉ……」

			　悪漢が、感嘆めいた息を漏(も)らす。

			　やがて眩しいばかりの太ももが露わとなった。

			　残りほんの少しスカートを上げただけで、下着に覆(おお)われた股の間が見えてしまう状態である。

			　そこで、ルルは手を止めた。スカートはひらひらと弄(もてあそ)ばれ、見えそうで見えない。

			「お、おい……どうした。止めるな、早くしやがれ……！」

			「あら、それでは味気ないではございませんか？　女が肌を晒(さら)すには、相応(ふさわ)しい風情というものがございます」

			　スカートをめくるだけと言えば、それだけの行為である。だが、ルルのような自分を魅力的に見せる術を知っている女性が行えば、ここまで艶ややかに演出できるものなのか。

			　絶妙な間が、熱っぽい期待感を煽る。

			　どこぞのお姫様と言われても違和感のないほどの清(せい)楚(そ)で気品ある美しき女性が、このような姿を見せているのだ、悪漢たちにはまるで縁のない艶景であろう。

			　もっとあられもない姿を知っている悠(ゆう)ですら、思わず見入っていた。

			　ちらりと流し目を送ってくる琥(こ)珀(はく)の瞳(ひとみ)は、そんな悠(ゆう)の反応を愉しげに受け止めていた。

			　じりじりと、スカートが上がっていく――ような気がする。

			　しゃなりと、その腰がわずかにくねる。見え――ない。

			　焦らされ切った彼らは、ルルのスカートを完全に凝視していた。もう少し視線を下げれば見えると思ったのだろうか、二人揃って状況も忘れ、わずかに身を屈める。

			　変化は、その次の瞬間――ガシャン、と何かが割れる音。

			「えっ？」

			　砕けた窓ガラスとともに、一つの人影が店内へと乱入した。

			　窓枠を足場にして、こちらに向かって弾丸のように飛び駆けてくる。

			　そこまで、瞬きほどの時間であった。

			「何だとっ……!?」

			　もう遅い。人影は、すでにティオを捕まえている痩(そう)躯(く)の男へと肉薄していた。

			　ナイフに、撫でるように触れ、

			「ぎっ!?」

			　男の手から、凶器が弾き飛ばされた。

			　何が起こったか理解できない様子の男に、

			「ごぼっ」

			　拳が突き刺さる。

			　鳩尾(みぞおち)を深々と打撃された男は、悶絶して床を転がった。ティオが解放され、呆(ぼう)然(ぜん)とその場にへたり込む。

			「てめえ、動くんじゃ――」

			　髭面の男が、悠(ゆう)の首に大振りな刃を押し付けようとして、

			　――稲妻が疾(はし)る。そう錯(さつ)覚(かく)するほどの銀光の煌(きら)めき。

			　それは、人影が腰に差していた長剣だった。一瞬で鞘から抜き放たれた刀身は、直線の軌道で悪漢の手元を穿(うが)つ。

			「がぁっ!?」

			　凶器を、寸分たがわぬ狙いで突き飛ばしていた。

			　剣(けん)閃(せん)は翻(ひるがえ)り、腹の部分で男の側頭部を強かに殴りつける。

			「……お、ご」

			　そして、男は白目を剥(む)いて昏倒した。

			　人影が、流(りゆう)麗(れい)な所作で剣を鞘に納める。乱入からそこまで、２秒もかからなかっただろう。

			　自由を得た悠(ゆう)は、真っ先にティオに駆け寄った。ティオも、悠(ゆう)に駆け寄る。

			「ユウ様っ、ユウ様ぁっ……！」

			「ティオ、良かった……！」

			「こっちの台詞(せりふ)デス！　ユウ様のバカ！」

			　体当たり気味に抱き付いてくるティオ。

			　悠(ゆう)は受け止めきれずに尻もちをつく。胸に縋(すが)りついてわんわん泣き出す彼女の背中を撫でてあげながら、その無事に安(あん)堵(ど)の吐(と)息(いき)を漏(も)らした。

			「悠(ゆう)っ！　ティオっ！」

			「おい、怪(け)我(が)ないか!?」

			　朱(あか)音(ね)や冬(とう)馬(ま)たちも駆け寄ってくる。

			「うん、大丈夫だよ……ごめんね、心配かけて」

			　実はちょっとだけ首に刃が食い込んだりもしたのだが、すでに再生済みである。

			　ティオは、ぐずぐずと鼻声で、

			「ユウ様が危険な真似をする必要なんて、なかったんですヨゥ……」

			　実際のところ、自身に危険はなかったのだが。悠(ゆう)はティオの目元の涙を拭(ぬぐ)いながら語りかける。

			「必要は、あったよ」

			「……ふぇ？」

			「だって、友達だもん。危なかったら助けるよ、当たり前じゃない」

			「ユウ様ぁ……」

			　そんな二人を前に、朱(あか)音(ね)が腕組みしながら、ため息をつく。

			「……それで足引っ張ってりゃ世話ないけど」

			「ごめんね！　役立たずで本当にごめんね！」

			　変にカッコ付けようとせずに冷静であれば、もっと別の役立ち方があったかもしれない。

			　要反省であるが、判断そのものに後悔はなかった。

			「何事もなく終わってようございました。私も身体を張った甲(か)斐(い)があるというものです」

			「あんたパンツ見せてただけじゃない……」

			「あら、見せてはおりませんよ。私、そんなはしたない女ではございませんもの。ねえ、ユウ様？」

			「あ、あはは……あっ、そうだ！」

			　そこでようやく、悠(ゆう)は今回の最大の功労者に礼を言っていないことを思い出した。

			「あ、あのっ……ありがとうござい――まし、た……？」

			　お礼の言葉は、だんだんと尻すぼみになっていく。

			　それは、乱入者の顔を見たからだ。正確には、その顔を覆(おお)うマスクである。

			「……何あれ」

			「猫……？」

			　そう、猫に見えた。

			　それも、いわゆる「ゆるキャラ」風にデフォルメされたマスクである。キモかわ系だ。

			　ラフな服装に包まれたスタイルの良い身体付きから、長身の女性であることは容(よう)易(い)に推察できたが、その顔はマスクのおかげでさっぱり分からない。良く見れば、ベルトやアクセサリー等には猫をモチーフにした可愛(かわい)らしい装飾がされており、彼女が猫に特別な思い入れを抱いていることを窺(うかが)わせた。

			　キモかわ猫マスクの人物は、悠(ゆう)を――いや、その胸に縋(すが)りついているティオをじっと見下ろしているように見えた。

			「このお方は、通りすがりの傭兵でして、名を――……」

			　ルルはわずかに黙考し、そして満足げに頷いて、

			「〝閃剣の魔猫(ライトニング・リンクス)〟と仰(おつしや)います」

			「……!?」

			〝閃剣の魔猫(ライトニング・リンクス)〟が、驚(きよう)愕(がく)したような動作でルルへとゆるキャラフェイスを向けた。

			　仮面の上に汗が浮かんできそうな様子で、何か言いたげにしている。

			　ルルはぱたぱたとしっぽを躍らせながら、会心の作品を披露する芸術家のような誇らしげな表情で言葉を続けた。くふん、という鼻息はルルが得意気になっている時の癖である。

			「『閃光』の異名を持ち雷鳴を自在に操る高貴なる仮面騎士です。本来は〝鋼翼(ギルド)〟の序列１桁(けた)、〝九傑(ナイン・スペリオル)〟に匹敵するほどの実力がありながら、目立ちたくないために表舞台で全力を出すことはまずなく、無名に甘んじています。しかし、その力を知るひとかどの人物たちからは畏(い)敬(けい)の念を集めており、その素顔は見た者が羨望や嫉妬、思慕の念に狂わずにはいられないほど美しいオッド・アイの――」

			「いや、長えよ」

			「何その聞いてるだけで恥ずかしくなるような名前とウザい経歴」

			「無名なのに異名があるデスカ……？」

			　しっぽがしゅーんと垂れ下がる。

			〝閃剣の魔猫(ライトニング・リンクス)〟は俯(うつむ)いて、プルプルといたたまれない様子で立ち尽くしていた。

			　皆の反応に、ルルは悔しげに眉根を寄せる。

			「お気に召しませんでしたか……？　この後、その右手に封印された忌まわしき力についての説明があるのですが」

			「まず必要な話を進めなさいよ……」

			　残念そうに耳を伏せながら、

			「まあ、とにかく……このお方が、ユウ様とティオを助けることにご協力してくださったのです。そうでなければ、もう少々リスクのある手段が必要となったでしょう」

			「うん、ありがとうございました」

			　悠(ゆう)たちは口々にお礼を言って、頭を下げた。

			〝閃剣の魔猫(ライトニング・リンクス)〟は、小さく頷いてそれに応える。

			　だが、悠(ゆう)は彼女と顔を合わせようとはしなかった。できなかった。目を合わせると正気が削られそうだったから。

			「えっと……何ていうか」

			　八頭身のすらりと立派な身体の上に、口から舌をはみ出させたゆるキモ猫フェイスがたるんで乗っかっている。微妙に、誇らしげに。

			　その姿は、冒(ぼう)涜(とく)的なミスマッチによる絶妙な気持ちわる――いや、恩人である相手にそんなことは言えない。人として言えない。

			「こ、個性的な恰好だね……？」

			「そ、そうそう！　だよねー！」

			「……だ、だな！」

			　そんな感じでお茶を濁(にご)そうという空気の中、

			「朱(あか)音(ね)もそう思うよね！」

			「……え、気持ち悪いと思うけど」

			「朱(あか)音(ね)!?」

			　不思議そうに、悪気など欠片(かけら)も感じられない無(む)垢(く)な表情。

			「……!?」

			〝閃剣の魔猫(ライトニング・リンクス)〟が、殴られたようによろめいて朱(あか)音(ね)に振り向く。横顔もこれまた気持ち悪い。

			　縋(すが)るように、おろおろとその場の皆を見渡す。

			　首を動かすたび、ぶよんぶよんとマスクが揺れる。まるで肥満体の猫のようであり、光彩のない虚(うつ)ろな目に見つめられ、

			『……っ』

			　皆、さっと目を逸らす。

			　いけないとは思っていても、本能的な恐怖と嫌悪に勝てなかった。

			　いたたまれない空気の中、ダン、と扉が乱暴に開け放たれる。

			「突にゅ――ぎゃああああああああ!?　魔族!?　魔族か!?」

			　ようやく到着を果たした警備隊が、腰を抜かしてこの世の終わりのような絶叫を上げた。

			〝閃剣の魔猫(ライトニング・リンクス)〟が、逃げるように店を走り去っていったのは、その直後である。

			「本当に、ありがとうございましたぁー！」

			　大声で、その背にもう一度お礼を投げかけた悠(ゆう)が一言。

			「恰好は変だけど……カッコいい名前の人だったね。すごい経歴の人なんだねえ」

			「あら、まあ」

			　ルルがにこりと嬉しげに両手を合わせ、

			『……!?』

			　朱(あか)音(ね)たちが、真顔で絶句していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お疲れ様でした」

			　それは、悠(ゆう)たちが事件の当事者として警備隊から聴取を受けている間のことである。

			　ルルは、裏路地にひっそりと佇む一人の女性に声をかけた。

			　金髪碧(へき)眼(がん)の妙齢の美女だ。今はラフな服装に身を包み、腰のベルトから長剣を下げている。

			　ベアトリス・アルドシュタインが、私服で壁に背を預けていた。

			　両手でだるだるの猫マスクを広げて、いじいじと拗(す)ねた表情で弄(もてあそ)んでいた。

			「〝閃剣の魔猫(ライトニング・リンクス)〟様」

			　恨めしげに、じとっと視線を向けてくる。

			「……なぜそんな大(おお)仰(ぎよう)な名前を付けたのだ」

			「せっかく颯(さつ)爽(そう)と登場したのですから、相応(ふさわ)しい切れのあるお名前をと思ったのですが……」

			　反応は微妙であった。いったい何がいけなかったのだろう。

			　きっと猫という縛(しば)りがあったのがいけなかった。狼だったら良かったのだ。

			　ルルは自己解決した。

			「しかも、なんだあの設定は。盛り過ぎだろう」

			「そちらの方が、皆様が盛り上がるかと思ったのですが……」

			　反応は微妙であった。いったい何がいけなかったのだろう。

			　きっと、中途半端にリアリティを追求したのがいけなかった。機会があればもっと弾けた内容にしよう。

			　再び、ルルは自己解決した。

			　主である悠(ゆう)には受けていたのだから、方向性は間違ってはいないはずである。

			　納得のいく結論に満足したルルは、深々と頭を下げてベアトリスを労った。

			「ありがとうございました、ベアトリス様」

			「……当然のことをしたまでだ。帝都の治安を守るのも、帝国騎士の務めだからな」

			　鋭(えい)利(り)な声色で、ベアトリス・アルドシュタインはルルに生真面目に応える。

			「警備隊の出動を遅らせていただいた件についても、感謝いたします。通常通りに警備隊が到着していれば、面倒なことになっていたでしょうから」

			「……隊長のジルトールは、生(きつ)粋(すい)のフォーゼ人至上主義者だからな」

			　ベアトリスは、物憂げに嘆(たん)息(そく)した。

			　人質に取られたのは、亜人奴(ど)隷(れい)の少女と異界兵の少年。表向きは騎士階級を有する悠(ゆう)はともかく、ティオの身の安全がどれほど考慮されたかは、怪しいところであった。

			　最悪、強行突入で死亡したとしても、特にその責任は問われることもなかっただろう。せいぜいが始末書ぐらいか。

			「それにしても……あんな真似をして恥ずかしくはなかったのか？」

			「あら、ベアトリス様も見入られておりましたか？」

			　からかうようにゆるりと微笑(ほほえ)み、ひらひらとスカートを揺らして見せるルル。

			　二人の間には、気安く緩んだ空気が漂(ただよ)っていた。

			　それは短い期間で生まれるようなものではない、長い年月によって熟成された信頼関係から生じるものである。

			「変わったな……いや、あの時から飄々とした娘ではあったか。そもそも、お前とこういう言葉遣いで語らう日が来るなど、思いもよらなかった。生きていてくれたのは、嬉しかったがな」

			「……私は、奴(ど)隷(れい)のルルです。それ以外の何者でもありません、ベアトリス様」

			　言い切るルルに、ベアトリスは悲しげに目を伏せた。

			　このまま続けていても愉快な話題ではないので、ルルは次の話題を振ることにする。

			「それにしても、お忙しいでしょうに……大丈夫なのですか？」

			「部下から、いい加減に１日ぐらいは休んでくれと言われていたのでな」

			「貴重な休暇を使って、尾行ですか……」

			　彼女が後を尾けて来ていることにルルが気付いたのは、ティオと出会って少ししてからだ。

			　基本を抑えた見事な尾行であったが、ルルの鼻までは誤魔化せない。古い知(ち)己(き)であるベアトリスの匂いは、よく覚えているのだ。特にルルの嗅覚の射程と精度は、狼人(ワーウルフ)でも際立っていた。

			　ベアトリスが誰を尾行していたのかは考えるまでもない。

			「そこまで、ティオのことを案じているのですね」

			「すまなかったな、メドレアではティオを頼んでしまって」

			「それは構いません、私も彼女は好ましく思っていますし、ユウ様もアカネ様も、彼女にずいぶんと救われていましたから」

			「……私とあの娘の関係は？」

			「知りはしませんが、察してはおります」

			　そうか、とベアトリスは自(じ)嘲(ちよう)めいた笑みをほんのわずかに浮かべた。そんな彼女に、ルルはやや躊躇(ためら)いがちに問いを投げる。

			「彼女と、主であるカスヤ様との関係は把(は)握(あく)されていますか？」

			「……ああ、想定されていた状況ではある。想定内の、極めて下の方だがな」

			　苦々しげな物言いだった。

			　奴(ど)隷(れい)の人事となれば、彼女の――アルドシュタイン家の正当な影響力の埒(らち)外(がい)である。加えて魔道省が深く関わったこの計画において、彼女の立場は非常に苦しいものだった。

			「ティオの身を、アルドシュタイン家の方で買い取るといったことはできないのですか？」

			「それができればいいのだがな。情けないが、私の――アルドシュタイン家の今の立場では、それができない理由がある」

			　それを言わないということは、すなわち他言できない理由だということだ。玲子の言っていた上層部による事件の隠蔽と関係がある可能性が高い。

			「……なぜ、彼はわざわざ教育不十分なティオを選んだのでしょうか」

			「どうしてもと彼女を強く熱望したらしい」

			「ティオに懸(け)想(そう)されている……とも違うように見えます」

			　粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)の振る舞いは、むしろティオをいたぶることに、何がしかの愉悦を見出しているようにも思えた。あるいは、ティオを通じて誰かを苦しめているような――

			「……そろそろ、彼らの聴取も終わる頃合いだろう。私はこれで失礼するぞ」

			「畏まりました。……ああ、最後に一つだけ、よろしいでしょうか」

			「何だ？」

			　ルルは、ベアトリスの手にあるゆるキャラ猫マスクを指さして、

			「何かお顔を隠すものと思って、近場の店から急ぎ拝借しましたが……申し訳ありませんでした、まさかこのような代物だったとは」

			「ふむ、これか」

			　ベアトリスは手にしていた猫マスクをこちらに広げて見せる。

			　生理的反応から、ルルは反射的に目を逸らしていた。

			　女騎士は大真面目な表情で腐乱死体のような猫面を胸元に運び、

			「もらってもいいか？」

			「……!?」

			　ぎゅっと抱きしめたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　すでに日は落ち、帝都にも夜の帳(とばり)が落ちていた。

			　あれから取り調べを終えた悠(ゆう)たちは、馬車に乗せられて帝城への帰路についていた。

			　馬車用の道路をひづめと車輪が進んでいく音とともに、座席から断続的な振動が伝わってくる。

			　ごろごろと揺れる手狭な室内に、思い詰めた少女の声が響いた。

			「ユウ様、申し訳ありませんでしタ！　わたし、興奮してバカとか言っちゃって……」

			「ああ、いや……いいんだよ、だって本当にバカだったから」

			　ぺこぺこぺこぺこと必死に頭を下げて謝るティオに、悠(ゆう)は罰の悪さから苦笑を漏(も)らす。

			　朱(あか)音(ね)は頬杖を突いて流れる外の景色を眺めながら、半眼で呟(つぶや)いた。

			「そうよね、史上稀(まれ)にみるバカさ加減だったわ。何が『ふっ、ここは僕に任せてよ』よ。ティオはもっと罵(ののし)るべきね」

			「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……！」

			　客室内に在るのは、悠(ゆう)、朱(あか)音(ね)、ティオ、そして彼女の大量の荷物である。

			　冬(とう)馬(ま)、綾(あや)花(か)、澪(みお)は別の馬車だ。

			　ルルは忍者めいた身軽さでいち早く帝城前に戻り、そこで待っているはずのクラスメイト達に事情を説明していた。

			　気を取り直した悠(ゆう)は、おずおずと上目遣いで見上げてくるティオに、優しく微笑(ほほえ)みかける。

			「むしろ、嬉しかったかな。それぐらい言ってもらえる方が友達っぽい気がするし。ね、朱(あか)音(ね)」

			「……変に気を使うよりは、いいんじゃないの。別にあたしたちはティオのこと奴(ど)隷(れい)って見てるわけじゃないから」

			　その身分を気にしてか、ティオの言葉遣いや態度には、遠(えん)慮(りよ)のようなものが感じられる。様付けや敬語なんかやめて、もっとフランクに話しかけてくれてもいいぐらいに思っているのだが、それは立場上さすがに不(ま)味(ず)いのだろうか。

			「でもさ、ティオ。僕はバカだったけど、君を助けようとしたことは本当に後悔してないよ」

			　悠(ゆう)は少しかがんで、ティオに顔を近付ける。

			　彼女の頬が、ちょっと赤らんだ。

			「さっきも言ったけどさ、僕はティオのこと友達だと思ってるから。ティオが困ってるなら助けさせて欲しいよ。そりゃ危ないこととか大変なこととかあるかもしれないけど、君の力になれない方が、僕はずっと嫌なんだ。だからさ、どうしても辛いことがあったら……お願いだから、頼って欲しいな」

			　彼女は粕(かす)谷(や)の奴(ど)隷(れい)でいる限り、これからも苦労や屈辱を味わうことになるのだろう。

			　そして彼女は、それでも大丈夫だと笑って答えるのだ。

			　今の悠(ゆう)や朱(あか)音(ね)の力では、それをどうにかすることはできない。

			　だが、どうしてもティオが耐えられなくなった時、家族のいない彼女が最後に縋(すが)るべき存在でありたい。

			　あの15年を過ごした研究所で、悠(ゆう)がある女性に優しくしてもらったように。

			　研究所から解放してくれた正(まさ)人(と)たちのように。

			　今度は、自分が誰かを助けてあげたかった。

			　朱(あか)音(ね)も、照れ臭そうにくるくる髪をいじりながら追従する。

			「悠(ゆう)に言い辛かったら、あたしに言ってもいいわよ……女同士なんだし」

			「ユウ様、アカネ様……」

			　お願いします、とは言わなかった。

			　ただ、嬉しそうな、困ったような、そんな表情を作り、二人に暖かな眼差しを向けるに留める。そして、無言でぺこりと頭を下げた。

			　承諾か遠(えん)慮(りよ)か、それがどういった意味での行為なのかは図りかねる。

			　このままでは会話が途切れてしまうため、何でもいいから話題を出そうと、悠(ゆう)は思い付くままに口を開いた。

			「何かさ……メドレアを思い出すよね。ルルさんはいないけどさ」

			「……そうね。でも、あの時はあんまり落ち着いて話をするような気分じゃなかったわね」

			「仕方ないですヨ。だっていきなり異世界(こちら)に呼び出されて、魔族と戦えだなんて酷いこと言われていたのですかラ」

			　言いながら、ティオは眩しげに目を細め、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)を交互に見やった。

			「普通、戦いに行くだなんて言えないデス、すごいデス。わたし、お二人のことすごく尊敬しているんですヨ。わたしも、お二人みたいに強くて勇敢になりたいデス」

			　向けられるのは、キラキラとした羨望の眼差し。悠(ゆう)は、気まずさと照れくささの両方で困り笑顔を浮かべる。

			「い、いやあ、あれは……その、そんな褒められるような心がけでやったわけじゃないから」

			　人体実験からただ一人生き残った罪悪感から自分を追い詰めて、半ば義務感で決断したようなものである。勇気、勇敢といった概念とは少し外れているように思う。特別な力があるという増長もあった。あの場で真実に勇気があったのは自分ではなく、

			「僕は、朱(あか)音(ね)の方がずっとすごいと思うよ」

			「あたしは、別に……」

			　ティオの言葉に照れ照れもじもじとしていた朱(あか)音(ね)は、さらに頬を赤らめ目を逸らす。

			　ティオがにこりと、濁(にご)した言葉の続きを引き継ぐように、

			「愛する男を助けるためですものネ！」

			「――――」

			　ぴしり、と朱(あか)音(ね)が硬直する。

			　そして油の切れた機械みたいな軋(きし)んだ動作で、笑顔のティオへと振り返った。

			　だらだらと汗を垂らし、震える唇から壊れたラジオのような声を漏(も)らす。

			「な、ななな、何、わわ、わけ分かんないこと、と……」

			「やっぱり恋する乙女は強いのですネ！　わたし、アカネ様のご活躍を聞いてとっても感動したのデス！　ね、ユウ様っ！」

			「どうして悠(ゆう)に聞くのよぉっ!?　意味分かんない！　意味分かんないんだけど！」

			　朱(あか)音(ね)の狼(ろう)狽(ばい)っぷりを尻目に、ティオはにこにこと上機嫌だ。こういう話題になるとテンションが上がるのは、やはり年頃の女の子ということだろうか。

			「……えーと、朱(あか)音(ね)」

			　悠(ゆう)はいまいち内容を飲み込み切れず、真っ赤な顔で慌てている朱(あか)音(ね)に尋ねることにした。

			　あの朱(あか)音(ね)が追い詰められた小動物のように怯(おび)えている。これは珍しいことだ。

			「クラスに誰か、好きな人でもいるの？　良ければ協力しようか？　あんまり朱(あか)音(ね)の好みに合いそうな人思い付かないけど……誰か教えてくれれば――」

			「いないわよ、この大馬鹿野郎！」

			「――は、はい」

			　なぜか怒(ど)鳴(な)られた。

			　朱(あか)音(ね)は、そのまま話しかけるなオーラ全開で黙り込んでしまったので、それ以上の追及はやめる。

			　だが、その態度からすると、やっぱりクラスの中に好きな男子がいるということか。

			　誰だろう。運動能力的には冬(とう)馬(ま)だろうか。

			　想像を広げながら何気なく手を動かすと、ポケットの中の固い膨(ふく)らみに手が当たる。

			「あっ……忘れてた！　ねえねえ、ティオ」

			「なんでしょうカ？」

			「渡そうと思ってたものがあったんだ……これ！」

			　悠(ゆう)は得意げに微笑(ほほえ)みながら、ポケットから取り出したものを、ティオに差し出した。

			　花をあしらったデザインの、淡い緑色をした髪飾りである。

			　聴取が終わるなりティオがものすごい勢いで謝り倒してきたのでタイミングを逸し、そのまますっかり忘れていた。

			「ティオにプレゼント。君が事件の話を聞かれてる間にさ、近くのお店で買ったんだ。朱(あか)音(ね)と一緒に選んでね」

			　ちらりと朱(あか)音(ね)を一(いち)瞥(べつ)すると、そっぽを向きながらも赤くなった頬をぽりぽりと掻(か)いていた。

			　ティオは、目を丸くして悠(ゆう)の掌の上の髪飾りを見下ろす。

			「……わたしに、ですカ？」

			「うん、似合うといいんだけど」

			　本当は、ティオと一緒にもっと帝都を歩きたかった。話を聞きたいということもあったが、身も心も苦労の多いであろう彼女に、一時でも楽しい時間を提供できればとも思っていた。

			　しかし、酒屋での事件のおかげで予定が完全に狂ってしまった。

			　その代わりに、何か思い出になるようなものでもプレゼントできないかと思ったのだ。

			「で、でモ……」

			「……迷惑だったかな？」

			「とと、とんでもないデス！　貰いまス！　いただきマス！　ありがとうございまス！」

			　髪飾りを両手で受け取り、大切そうに胸元に抱き締めるティオ。

			　紅(こう)潮(ちよう)する頬、口元が露骨ににやついていた。今にも小躍りしそうな様子である。

			　きらきらした眼差しに悠(ゆう)が照れていると、朱(あか)音(ね)が素っ気なくも照れ混じりの声をかける。

			「……付けてみたら？　一応、ティオに似合うもの選んだつもりよ」

			「は、はいデス！」

			　ティオは、いそいそと身に付ける。はにかむように、もじもじとこちらを見つめてきた。

			「どうでしょうカ……！」

			　控えめな緑花の髪飾りは、ティオの容姿と金髪に新たな愛らしさを付け加えていた。

			　朱(あか)音(ね)が、満足そうに頷く。

			「いいんじゃないの。予想通りね」

			「うん、似合ってる。可愛(かわい)いと思うよ」

			「えへへ……」

			　ティオは、ふにゃりと相(そう)好(ごう)を崩す。愛おしげに頭の髪飾りを撫でながら、

			「ユウ様、アカネ様。このお返しは、必ずしますネ」

			「気にしなくていいわよ、別に」

			「うん、別に見返りが欲しかったわけじゃないし」

			「いいえッ、それではわたしの気が済まないのデス。何らかの形で、お返しはさせていただきますかラ」

			「……ん、無理しないようにね」

			　悠(ゆう)としては、ティオがこれだけ喜んでくれただけで胸がいっぱいだった。

			　ほっこりしていた悠(ゆう)に、ティオが上目遣いで覗き込むように尋ねてくる。

			「ところで……ユウ様は、お好きな女性はいないのですカ？」

			「え、僕？　僕は……」

			　恋、か。ルルにも振られたことがあった話題だ。

			　ティオはつぶらな瞳(ひとみ)でそわそわと答えを待ち、朱(あか)音(ね)もチラチラこちらに視線を送り、聞き耳を立てている。

			「ごめんね、分からないんだ」

			「……分からない、ですカ？」

			「うん。ティオのことは好きだよ。朱(あか)音(ね)も好きだし、ルルさんも好き。世(せ)良(ら)さんや柚(ゆず)木(き)さんや伊織先輩、玲子先輩も。でもさ」

			　悠(ゆう)は困り笑顔で頬を掻(か)きながら、

			「僕は、男の人も好きなんだよ。冬(とう)馬(ま)や省吾先輩、正(まさ)人(と)さんも好き」

			『――――』

			　空気が凍(こお)った。

			　……あれ、と思った。何かおかしいことを言ってしまったか。

			　朱(あか)音(ね)が青ざめてドン引きしていた。ティオはプルプル震えてごくりと固(かた)唾(ず)を飲みこんでいる。

			「あ、あんた……お父さんのこと、そんな目で……嬉しそうにぺたぺた筋肉触ったり、背中を流してたのも……！　そういえば、この前も壬(み)生(ぶ)に……それに、あれも、それも……！」

			「ち、違うよ？　誤解、誤解だよ！」

			「だ……大丈夫デス！　少なくとも絵的には問題ないデス！」

			「受け入れる方向で話を進めないで！　言い方が悪かった！　僕が悪かったから続きを聞いて！」

			　まくし立てた悠(ゆう)は、呼吸を整え話を続ける。言いたいのは、要するにこうだ。

			「分からないっていうのはね、僕には友達の好きと、恋の好きの違いが良く分からないんだよ。僕、あんまり普通の生活じゃなかったからさ、色々と経験が足りなくて……もしかしたら、初恋もまだしたことがないのかも」

			　友情と愛情は、どう違うのだろうか。

			　実際に恋をすれば、違いが分かるのかもしれない。あるいはもうしているのに、気付けていないだけかもしれない。少なくとも今の悠(ゆう)には、明確に恋愛感情と自覚できる想いを胸中に見つけることはできなかった。

			「……なるほド」

			　ティオは、その逃げにも近い答えで納得してくれたようだ。

			　先ほどから落ち着かない様子の朱(あか)音(ね)をちらりと一(いち)瞥(べつ)して、

			「じゃあ、ユウ様が誰を選ぶか、まだ分からないということですネっ」

			「選ぶって……そんな贅沢な悩み方できたらいいけどね」

			　こんな女の子みたいな顔の、なよなよした男に惹かれる女性など、果たしているのだろうか。一人でもいてくれれば御の字のように思える。

			　話の流れのまま、悠(ゆう)は何気なくティオに問いかけた。

			「ティオこそ、好きな人はいるの？」

			　言ってから、しまったと思った。

			　いたとして、少なくとも粕(かす)谷(や)ではないと思う。であるならば、不幸極まりない状況を改めて認識させるだけではないか。

			　ティオは、気まずさに顔をしかめる悠(ゆう)をじっと見つめながら、

			「はい、ユウ様。好きな男の人が、わたしにはいまス」

			　ふわりと花が咲く。満開の向日葵(ひまわり)畑を思わせる、愛らしくも華やいだ優しい表情。

			　それは、悠(ゆう)の知るティオの顔の中で、一番魅力的な、まさに恋する少女の笑顔であった。

			「そ、そう……」

			　悠(ゆう)は、思わず見(み)惚(と)れて言葉を失う。朱(あか)音(ね)も、息を飲んで見入っているようだった。

			　そんな二人に、ティオはもじもじとはにかむ様子で語りかける。

			「ユウ様、アカネ様……一つ、お願いしてもいいですカ？」

			　先を促すと、ティオは少し身を折って、こちらに頭を向けてきた。

			　金髪からちょこんと突き出た尖(とが)った耳が、ふるふると震えている。

			「わたしの耳をですネ、ちょっとでいいので触って欲しいのデス」

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)は、きょとんと顔を見合わせながら頷いた。

			「そんなことなら……」

			「別にいいけど」

			　二人は戸惑いながら、それぞれ左右の耳に手を伸ばし、物欲しそうに震える耳に指を這わせた。

			　ティオが、ぴくんと身を震わせた。

			「うにゃっ、にゃぁぁぁぁっ、んっ……！」

			　子猫みたいな甘い鳴き声、思わぬ反応に二人はびくりと肩を震わせる。

			「な、何よいきなり!?」

			「触り方が悪かったの……？」

			　身を起こしたティオは、頬を赤らめ気恥ずかしげに笑っている。

			「ごめんなさイ、思ってたよりくすぐったくテ……でも、ありがとうございましタ」

			　幸せそうに、両耳をさすっていた。

			　いったい、何の意味があったのだろうか。それを問おうと口を開こうとして、

			「――おい、着いたぞ。早く降りろ。その荷物は運搬係に回せ」

			　直後、馬車が帝城に到着したのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「じゃあ、キョウスケ様をお待たせしているのデ……今日は、お話しできて嬉しかったデス！　ありがとうございましタ！」

			　馬車から降りるや否や、元気いっぱいに駆け去っていくティオ。

			　粕(かす)谷(や)への不満や恐怖は、ついぞ一言たりとも口にしなかった。

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)は、何度も振り返ってはぱたぱたと手を振る小柄な姿が見えなくなるまで、その場で見送った。

			　帰城の手続きをしてくれていたルルが、ちょうど戻ってくる。

			　他のクラスメイトは彼女の勧めですでに宿舎に帰っており、冬(とう)馬(ま)は乗り物酔いでトイレに駆け込み、綾(あや)花(か)と澪(みお)に介抱されていた。

			「お待たせしました、ユウ様。ティオはもう？」

			「うん、会えて嬉しかったって」

			「……そうですか、それは良かったです」

			「ねえ、ルルさん……馬車の中でティオがさ、僕と朱(あか)音(ね)に自分の耳を触ってくれってお願いして来たんだけど……どうしてか分かる？」

			「すごい声出すから、びっくりしたわよ」

			　ルルはその話を聞くと、微笑(ほほえ)ましげに頬を緩めた。自分の引き締まったお腹をさすりながら、

			「狼人(ワーウルフ)の親愛の表現としてお腹やうなじを撫で合ったり、より親しい場合は舐め合ったりする風習があることは、ユウ様には以前ご説明しましたが、これには己の弱点を無防備に晒(さら)し触れさせることで、相手への深い信頼を表するという意味があります」

			　ルルは両手を顔の横にあて、ひらひらと森人(エルフ)の耳を表現しながら話を続けた。

			「森人(エルフ)は――特に女性は、狼人(ワーウルフ)のうなじやお腹と同じように、その耳を触らせることを親愛の証としている部族が多いのですよ。あの尖(とが)った耳はとても敏感で弱い部分ですので」

			「そ、そうなんだ……」

			　ならばあれは、ティオの親愛の表現ということか。森人(エルフ)として特別な形で、悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)にそれを示したかったのかもしれない。何ともいじらしく可愛(かわい)らしい話に、悠(ゆう)はほっこりしていた。

			　が、ルルの話はそこで終わらない。

			「少し触れただけでも、激しく反応していたでしょう？　森人(エルフ)の女性が耳を触れられる姿を見られることは、裸を見られるより恥ずかしいことだという価値観が古くからあります。つまり……」

			　ルルは口元に指を当て、意味ありげに艶っぽく微笑(ほほえ)んだ。ちらりと朱(あか)音(ね)を一(いち)瞥(べつ)し、

			「耳に触れてもいいとは、自分の身体を好きにしてもいいという意味もあります」

			「……へっ？」

			「な、なななっ……!?」

			　ぽかんとする悠(ゆう)、狼狽(うろた)える朱(あか)音(ね)。

			　そんな二人をルルは、くすくすと楽しげに見つめていた。

			「もっとも、森人(エルフ)は世界各地に分散し小規模の集落を形成している人種なので、必ずしも価値観は統一されてはおりません。ですが、少なくとも、気を許した間柄でしかしない行為であることは間違いありませんよ。それとですね、ユウ様」

			「う、うん？」

			「背後にレイコ様が」

			「ふぅっ」

			「うわあああ!?」

			　耳たぶにそっと息を吹きかけられ、動揺していた悠(ゆう)は情けない悲鳴を上げた。

			　慌てて振り向けば、くすくすと楽しげに笑う純和風の美(び)貌(ぼう)の少女が――雨宮玲子が立っていた。

			　朱(あか)音(ね)が、呆(あき)れ混じりの半眼を彼女に向ける。

			「小学生ですか……？」

			「ふふーん、何とでも言いなさい。悠(ゆう)くんの可愛(かわい)い反応が見れただけでお姉さん大満足だから。あの日から会えなくてごめんね。けっこう忙しくてさ」

			「それはいいですけど……どうしたんですか？」

			「約束を果たしに来たのよう」

			「約束？」

			　玲子は頷き、ティオが消えていった方を一(いち)瞥(べつ)して、やや躊躇(ためら)いがちに言葉を続けた。

			「頼まれたじゃない。ティオちゃんのこと。彼女とアルドシュタイン卿の関係について、分かったことがあるわ」

			「……っ」

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)の表情が、一気にこわばった。

			　それは気になっていたことであり、そして知るのが怖かったことでもある。

			　あの酒屋での事件の際、助けてくれた猫マスクは、きっとベアトリスだ。

			　あの技の冴えと、長身かつ豊満な身体付き。そして何より、腰に下げている剣の拵(こしら)えが、悠(ゆう)の脳裏に焼き付いた記憶の中で完全に一致していた。

			　ティオの前では、あえて口には出さなかったが。

			　なんだ、やっぱりいい人じゃないか、そう思った。

			　だが、ベアトリスに好印象を抱くほどに、ティオとの関係を知ることへの躊躇(ためら)いが大きくなっていった。現時点で把(は)握(あく)している情報で、もしやと感じている可能性があったから。

			　続く玲子の言葉は、その予感を直撃していた。

			「犯人――ティオちゃんの母親の追跡の任を受けた騎士が、アルドシュタイン卿だったの」

			　玲子の物憂げな瞳(ひとみ)は、もう分かるでしょ、と語っているように見えた。

			　ティオの母は、追跡した帝国騎士によって殺された。

			　ティオは、ベアトリスを見て激しく動揺した。

			　それらは、たった一つの真実によって残酷なまでに綺(き)麗(れい)に繋がる。

			　つまり――

			「ベアトリス・アルドシュタイン卿は、ティオちゃんの母親の仇なのよ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　嬉しいな、嬉しいなあ。

			　ティオの胸の中は、ドキドキと高鳴っていた。

			　今日は、思いがけず楽しいことがあった。とても怖いことはあったが、それを差し引いても良かったと思える。

			　いい人たちだった。悠(ゆう)や朱(あか)音(ね)、ルルはもちろん、冬(とう)馬(ま)らその友人たちも。

			　特にティオの心を占めるのは、白髪の少年――神(かみ)護(もり)悠(ゆう)の姿だった。

			　彼のことを思い出すたび、ティオの胸はぽかぽかと心地良い幸福感に満たされる。

			　それは魔界で彼に出会った時に淡く芽生え、メドレアで過ごした数日でだんだんと大きくなり、戦いに赴いた彼の無事を祈り、生還を迎えた時に確信した感情であった。

			　その感情の正体は、とっくに知っていた。

			　そして、だからこそティオは、悠(ゆう)に頼るつもりはなかった。彼といつも一緒にいる朱(あか)音(ね)にも、ルルにも。

			　――君を助けようとしたことは本当に後悔してないよ。

			　そう言ってくれたことは本当に嬉しかったけど。

			　小さな宝物と、左右の耳に与えてもらった幸せな心地だけで、ティオは十分だった。

			　自分にはもう、誰かに頼る資格なんてないのだ。

			　自分は、罪深い女だから。罰が必要だから。

			　だからこれでいい。自分には、これが相応(ふさわ)しい――

			　

			　ぱん、という肌を打つ甲(かん)高(だか)い音が響いた。

			　頬を赤く腫らしたティオを、手を振り抜いた粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)が冷(れい)淡(たん)に見下ろしている。

			「何、笑ってやがるんだよ？」

			「っ……いえ、何でもないデス、キョウスケ様。申し訳ありませんでしタ」

			　部屋に戻ったティオを出迎えたのは、苛(いら)立(だ)つ主の姿だった。

			　戻るはずの予定時間を、過ぎてしまった。

			　事件に巻き込まれたための不可抗力であったが、それを斟(しん)酌(しやく)するような我が主ではない。

			「この愚図が……何回言っても治りゃしねえ」

			　何かと理由を付けてティオを嬲(なぶ)るのは、いつものこととなっていた。

			　彼の奴(ど)隷(れい)であるティオには、異をとなえる権利など当然ない。

			　ティオのミスの時もあれば、どう考えても理(り)不(ふ)尽(じん)な命令の時、粕(かす)谷(や)のために意見を口にした時、あるいは完全に身に覚えのない言いがかりの時もあった。

			　結局は、理由は何でもいいのだろう。

			「神(かみ)護(もり)のことでも考えてたのかよ。一緒に事件に巻き込まれたそうじゃねえか？」

			　舐めるような陰(いん)湿(しつ)な口調。ティオの身体が、ぴくんと震えた。揺れる目を逸らして、

			「……違いマス」

			「嘘付いてんじゃねえよ」

			　鈍い衝撃。腹につま先が食い込んだ。咳き込みながら、深々と頭を下げる。

			「こほっ……本当は、思い出してましタ。申し訳ありませン……！」

			「はっ、はじめから正直に答えりゃ痛い目遭(あ)わずに済んだろうによ、間抜けが。別にそれを咎(とが)めちゃいねえよ。お前があのモヤシどもと仲良くすることも止めちゃいねえだろうが。惚れてるなら告ったって構わねえんだぜ？」

			　粕(かす)谷(や)の喉から、攻撃的な笑いが溢れはじめる。

			「それでいいんだよ、ティオ、そっちの方が効果があるだろうからなあ……！」

			　その見開かれた目は、炯(けい)々(けい)とした悪意にぎらつく。

			「絶対にお前は手離さねえからな。どんなに金を積まれても、どんな条件を出されても、あの野郎どもが生きてる限り、ずっとだ！　ひゃはははははは！　ざまあみやがれ！　俺を舐めやがった報いだ！　てめえが悪いんだからなあ！」

			　部屋に響く哄(こう)笑(しよう)。

			　粕(かす)谷(や)はティオを見下ろしながら、罵倒と侮(ぶ)蔑(べつ)の言葉を吐き続ける。

			　自分ではなく、この場にいない誰かに向けて。

			　昂(たか)ぶっていく感情のまま力が増し、ティオの華(きや)奢(しや)な腕に指が食い込む。延々と飽きずに吐き出される粘つく毒のような悪意を、ティオはじっと受け止める。

			「ああ、そうだ……なあ、ティオ。城にいなかったお前はまだ聞いてねえだろうけどな」

			　嬉しげに続く言葉は、ティオにとっては歓迎しかねる内容だった。

			「魔界化が感知されたようだぜ。３日後、俺は戦いに行く。今まで使った金なんて問題にならないぐらい稼いで来てやるよ。それだけじゃねえ。俺の力を見せつけてやる。他の連中にも、帝国にもなあ！　あのモヤシと同じ順位なんて付けやがったことを詫びさせてやる……！」

			　ひたすらに己の功について語る主に、ティオは遠(えん)慮(りよ)がちに問いかける。

			「あノ、キョウスケ様」

			「何だよ？」

			「キョウスケ様のお友達のことも、守ってあげてくださいネ。戦いに向いた力を持っている人、キョウスケ様しかいないのですかラ……みんな、キョウスケ様を頼りにしてるのデス」

			　第二位階の者も含め、グループで殺傷に向いた能力を有している者は主だけだ。もし彼が手柄を上げることに夢中になり、彼らから離れるようなことがあれば、大惨事になりかねない。

			　主に従ってティオを嬲(なぶ)ることに加わった者もいるが、それでもティオは彼らを心配していた。

			　だがティオの忠言に興が削がれたのか、粕(かす)谷(や)は舌打ちし、ティオの喉に手をかけ、力をこめる。

			「か、はっ……こほっ」

			　華(きや)奢(しや)な喉に、指がぎりぎりと食い込んでいく。

			「んなこと言われなくても分かってるに決まってんじゃねえか。俺を馬鹿にしてるのか？」

			「あ、うっ……決して、そんなことハっ……ひぁっ……申し、訳、ありま、せンっ……ごほっ！」

			　悲鳴じみたか細く切れ切れの声を漏(も)らすティオ。

			　そこで粕(かす)谷(や)は、ティオの金髪を見て怪(け)訝(げん)に眉をひそめた。

			「そういや、何だ頭のそれ……」

			「……っ」

			　しまった。ティオは青ざめる。

			　悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)にもらった髪飾り。部屋に戻る前に外そうと思っていたのに、舞い上がって忘れてしまった。主に見咎められることは、容(よう)易(い)に想像ができたのに。

			「てめえ、俺の預けた金で私物でも買いやがったのかよ……!?」

			「ち、違いマス！」

			「じゃあ、どうしたっつうんだよ、答えてみろよ、おい！」

			「それはッ……」

			　答えに窮した。事実を話せば、余計に事態が悪化するような気がする。もしかしたら、彼らを面倒事に巻き込んでしまうかもしれない。懊(おう)悩(のう)としているうちに、髪飾りが乱暴に掴まれる。

			「どうした、答えられないのかよ……？　それとも、好きな男からのプレゼントか？」

			「あつッ……！」

			　髪の毛ごと、強引に髪飾りが奪われた。痛みよりも、焦(しよう)燥(そう)と恐怖が勝る。

			　取られた。返して。お願いだから返してください。わたしの宝物。あの人たちがプレゼントしてくれた、大事な、大事な――

			「返して欲しいか？」

			　嗜(し)虐(ぎやく)的に口元を吊り上げる粕(かす)谷(や)の足元に縋(すが)りつき、ティオは切迫した表情で頷いた。

			　応える彼は、髪飾りを床に投げ捨てる。

			「だったら、ほら。拾えよ」

			　ティオは、無我夢中で手を伸ばすが、

			　――パキン。

			　目の前で踏みにじられた緑花の飾りは、儚(はかな)い音を立てて砕かれた。花弁は小さな破片となり、無残に床に散らばる。

			「あ、ぁぁ……」

			「はっ、所有『物』ごときが、人間らしい真似なんぞしてんじゃねえよ」

			　壊れた、砕けた。あの人たちがせっかく選んでくれたのに。受け取った時、とても嬉しそうにしてくれたのに……！

			「あ、うぁ、や、ぁ……」

			　泣くな、泣いちゃ駄目、そう思っていても、頬をぽろぽろと伝うそれを止められない。

			　悲痛な嗚(お)咽(えつ)を漏(も)らしながら床を這いずって、破片をかき集めようとするティオ。

			　そんな彼女の背中に覆(おお)いかぶさり、粕(かす)谷(や)が耳元に口を寄せる。

			「感謝しろよ、ティオ、お前にこの失点を回復する機会を与えてやるよ――」

			　そして粕(かす)谷(や)は、喜(き)悦(えつ)に満ちた声である命令を告げるのだった。

		

	
		
			第五章　鋼の兇蟲

			　

			　そして３日後――帝都内に建造された、ドーム状の巨大転移施設。

			　すべての異界兵が、そこに集められていた。

			『転移、開始――』

			　鋼鉄の内臓を思わせる広々とした空間が、紫色の光に包み込まれる。

			　浮遊感と、わずかな振動。そして若干の眩暈(めまい)と耳鳴り。

			　光が消え去った時、悠(ゆう)は見知らぬ場所に立っていた。

			　見渡す限りの緑、なだらかな風がそよぐ広々とした平原だ。遥か向こうに、小さく山が見える。

			　背の高い草むらが生い茂っているが、以前の森よりは遥かに視界が開けている。

			　空を見上げると、すでに異形と化していた。

			　以前に見たものと同じ、血管のような朱が空に脈動する。その空は膜のようなものに覆(おお)われ、雲も太陽も見ることができなかったが、しかし地上には確かに光が降り注いでいた。

			　以前の森は、夜ということもあってそれ自体が不吉な危うさを漂(ただよ)わせていたが、爽(さわ)やかな緑の平原に臓(ぞう)腑(ふ)めいた異形の空が広がる光景は、森の時とは別種の不気味さを演出している。

			　魔界化していることは明らかであるが、魔族の姿はまだない。

			　一緒に転移された仲間の姿は、すぐに確認できた。

			　すぐ近くに、見知った顔が何人もいる。

			　悠(ゆう)は、安(あん)堵(ど)の吐(と)息(いき)を漏(も)らしながら、かたわらの朱(あか)音(ね)に語りかける。

			「良かった……ちゃんと一緒にワープできたね」

			「すごい体験のはずだけど、あんまり実感ないわね」

			　地球からこちらへの転移の時に比べれば、衝撃はだいぶ少なかった。エレベータに乗って、気付いたら目的階に着いていたような、そんな感じである。ルルからあまり気張る必要はないと言われていたが、それでも拍子抜けだったのは確かだった。

			　同じく傍に立っていたルルが、自分の装備のチェックをしながら話に入ってくる。

			「帝国の転移施設は、世界でも一級品ですから。他国の製造した装置ですと、もっと負担が大きかったり転移の精度が悪かったりするそうですよ。実験段階では、内臓だけが置き去りにされたこともあるとか」

			「……グロい話ね」

			　朱(あか)音(ね)が呻(うめ)くように言う。

			　悠(ゆう)は不安になってきょろきょろと周囲を見渡すが、幸いにも全員無事のようである。

			「よしっ……全員、いるな」

			　冬(とう)馬(ま)が、周囲を見渡して頷いた。さすがに今は、緊張でこわばった顔をしている。

			　澪(みお)や綾(あや)花(か)も、冬(とう)馬(ま)に追従する。

			「うん、オッケーだね」

			「具合の悪い人もいないみたいだよ、冬(とう)馬(ま)」

			　クラスメイトたちの服装は、訓練の時と同じように帝国の戦闘服だ。今はアンダースーツの上に、無骨なジャケットを着込んでいる。攻撃的な魔道を持たない者は、それぞれの手に剣や槍(やり)などの武器が握られていた。技量的には素人同然なので気休めにもならないが、それでもないよりはマシということだろう。

			「皆様、まずは装備の再度確認を！　特にブーツや補助パーツが緩んでいないか、念入りにお願いします！」

			　ルルが、良く通る声を張り上げる。彼女は、前回と同じように弓矢で武装している。

			　軽量性を重視しているのか、悠(ゆう)たちよりも装着している装備は少なく、その均整の取れた肢(し)体(たい)のフォルムがくっきりと見てとれた。

			　第三位階である悠(ゆう)の所有物という扱いで、奴(ど)隷(れい)である彼女にも同行が認められていた。

			　理由は釈(しやく)然(ぜん)としないが、豊富な経験と知識を持つ彼女の存在は非常に心強い。

			　クラスの皆が忠実にルルの言葉に従っていると、こちらに駆け寄ってくる別の集団があった。

			「おっ、きちんと装備の確認をしているのだな。感心なことだ」

			　島津伊織たちだ。同じく戦闘服を着ている。

			　異界兵の序列６位である伊織は、その腰に日本刀のような剣を下げていた。

			　彼女たちも転移施設の中ですぐ近くにいたグループだ。どうやら近い場所に転移されるメンバーごとに集められていたようで、親しくなった伊織たちと一緒というのは有難い話であった。

			　魔界での戦闘では、異界兵はいくつかのグループに分かれ、それぞれのエリアごとに任務にあたることになっていた。成果の奪い合いによる衝(しよう)突(とつ)リスクを極力減らすためらしい。

			「粕(かす)谷(や)たちと一緒じゃなくて良かったよねー……」

			「ほんとだね」

			　どうやら、異界兵たちの人間関係も考慮しているようで、悠(ゆう)たちと粕(かす)谷(や)は違うグループとして別の場所に転移されたようだ。施設でも、近くにはいなかった。

			　しかし、考慮している割には不可解な人物が、こちらの集団には混じっていた。

			「……ふんっ、やはりいたか」

			　伊織が、面白くなさそうに別の集団に鼻を鳴らした。

			　中心となっている長身の少女が目を引く。傷持つ美(び)貌(ぼう)、戦闘服で包まれた肢(し)体(たい)は、帝都で見かけた制服姿よりもさらに迫力がある。

			　序列第５位、鉄(くろがね)美(み)虎(こ)をリーダーとした女子ばかりのグループである。

			　彼女たちも、こちらに気付いていた。

			「……はんっ」

			　伊織と同じように、不快げに唸(うな)る。

			　だが、その鋭い眼差しが悠(ゆう)に向けられた途端、その瞳(ひとみ)が気まずげに揺れた。何か、言いたげに見える。

			「……？」

			　悠(ゆう)がきょとんと小首を傾げると、美虎はぷいと顔を背(そむ)けて、そのまま立ち去ってしまった。

			　美虎たちの姿が消えると、伊織がぷんすかと声を荒ぶらせる。

			「まったく、いつもいつも！　訓練の時といい、どうしてあの女と同じグループにされるのだ！」

			「そうなんですか？」

			「そうだ！　ベアトリス殿は、能力の相性が良いからだと言っていたが、そもそもあの女と連携を取るなど冗談じゃない！　計画倒れだ！」

			「二人の能力って……ああ、なるほど」

			　分かっている範囲で、異界兵の魔法の能力は教えてもらっている。

			　伊織と美虎の能力も然りであり、なるほど考えてみれば確かに相性は良い。

			　不思議な組み合わせに思っていたが、腑に落ちた。

			　すっきりした悠(ゆう)に、伊織が同意を求めてきた。身体を動かすたびにふりふり揺れる大き目のポニーテールが、しっぽみたいで可愛(かわい)らしい。

			「なあ、悠(ゆう)！　お前もそうは思わないか？　お前だって、この前ひどい仕打ちを受けたばい！　あげなこつするなんて、性格悪い女とよ！」

			「伊織先輩、方言、方言」

			「あ、う、うん……こほん」

			　個人的にはそのままでもいいんじゃないかと思うのだが、本人はこの方言が恥ずかしいらしい。

			　悠(ゆう)は、美虎の消えた方を見遣り、朗(ほが)らかに微笑(ほほえ)みながら言った。

			「……まあ、ショックだったことは確かですけど、僕はそんなに気にしてないですよ」

			　彼女にも事情があるのだから、それも聞かずに批判するべきではないと思う。

			　それに、少なくとも仲間からは姉のように慕われている。人から好かれる優しさを持っている女性なのだろう。

			　快い同意をもらえなかった伊織は、ぷくっと頬を膨(ふく)らませて拗(す)ねてみせた。

			「……お人好しぃ」

			「そんなこと言われてもですね……」

			　そんなやり取りをしていると、

			『……聞こえているか？』

			　女性の声が、鼓(こ)膜(まく)に直接触れるような違和感をもって聞こえてきた。

			　ベアトリス・アルドシュタインの声である。異界兵の監督役である彼女も、この戦場のどこかにいるらしい。

			　彼女が、ティオの母親の仇である――ざわついた思考を抑え込み、話に集中する。

			『全員の転移が正常に行われたことを確認した。お前たちは、このマリウ平野に発生した魔界内部の端に、数名の第三位階を主力とした８つのグループに分かれ転移している。そのまま、その場所を中心として魔族の掃討及び魔石の探(たん)索(さく)を行ってもらう……いいな？』

			　わずかな沈(ちん)黙(もく)の後、ふたたびベアトリスの話は続く。

			『魔族の現出まではまだ時間がある。それまでに態勢を整えておくように。では……武運を祈る』

			　そしてベアトリスの声は消え、周囲を静(せい)寂(じやく)が満たす。

			　仲間の皆は、緊張した面持ちでそれぞれの役割の再確認などを行っていた。

			　明らかに怯(おび)えている者には、ルルや伊織グループの古参が励(はげ)ましの言葉をかけている。

			　伊織も、引き締まった面持ちで悠(ゆう)に確認の言葉をかけてくる。

			「自分と悠(ゆう)は、遊撃隊だ。分かっているな？」

			「はい。とにかく皆の周りを動き回って、近付いてくる魔族を片っ端から倒せばいいんですよね」

			　悠(ゆう)たちが取る戦術はこうだ。

			　まず、戦えない第一位階の者など、戦闘力の低いメンバーは固まりながら移動する。

			　朱(あか)音(ね)、冬(とう)馬(ま)、澪(みお)、その他伊織グループの戦闘力を有する第二位階のメンバーは、その護衛だ。

			　悠(ゆう)と伊織の主力二名、そして第二位階ながら図抜けた実力を持つ経験豊富なルルは、集団からやや離れ周囲の哨(しよう)戒(かい)を行う。

			　こうして、集団に引き寄せられる魔族を発見次第、片っ端から狩っていくかたちだ。

			　ルルの嗅覚が役立ちそうな場面であるが、魔族には匂いというものがないらしい。それでも彼女には聴覚による広範囲の索敵が可能であるし、遠距離攻撃を得意とすることから、一番広い範囲を担当してもらっていた。

			　そうして安全を確保された非戦闘員には、魔界化による魔素の発生で変質した希少鉱物――魔石の探(たん)索(さく)に専念してもらう。

			　魔石とは、淡い紫色の石であり、魔素と結合した物質である。機械魔道装置の材料かつ燃料となり、帝国の文明を支える重要な資源だ。魔族の身体にも含まれていることがあるらしいが、多くの場合は地面の中で凝固したまま眠っている。

			　ただし、魔界内部で発生した魔石は、魔界化が解除されるとともに消滅してしまう。そのため魔界にいるうちに保全のための措置を取る必要があり、それは魔族の跋(ばつ)扈(こ)する領域においては、かなり困難な作業といえた。

			　魔族の討伐も魔石の採取も、結局は魔族に抗しうる戦闘力が不可欠なのだ。第一位階のメンバーには成果を上げることが極めて難しいというのは、こういう理由からである。

			「武運を祈る。無理はするなよ、悠(ゆう)」

			「伊織先輩も、気を付けて」

			　二人は別れ、それぞれの持ち場へと向かっていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……異常は、なしと」

			　悠(ゆう)は、相談した手筈通りに周囲の警戒にあたっている。

			　いまだ魔族の姿は見えない。すでに出現しているはずなのだが。

			　視界は明るく広いものの、所々背の高い雑草が生えている部分もあり、油断はできない。

			　今現在、悠(ゆう)の周囲には、十本の剣が浮かんでいる。

			〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉――悠(ゆう)の魔法(ゼノスフイア)の具現たる十の刃を、問題なく出現させることができていた。

			　悠(ゆう)はその一本を手に取り、近くの草を薙(な)ぎ払う。

			　草はその刃に切断され、わずかな時間空中に停止した後に風に舞い、散っていく。

			　次、空中に浮かぶ剣の一本を別の草に向けて飛ばす。

			　刃は草に突き刺さり停止する。草は切断されることはなく、風に凪(な)ぐこともなく固まっていた。草の時間が止まっているのだ。

			「……うん」

			　悠(ゆう)は、自分の魔法の性質を再確認しながら頷いた。

			　悠(ゆう)の魔法――〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉。その刃は、それ自体が物理的な影響力を持つわけではなく、あくまで「刺した対象の時間を停止、あるいは遅滞」させるという効力を持つに過ぎない。だが、主である悠(ゆう)の手に触れることで、その刃はその見た目通りの剣としての役割を果たす。

			　時間停滞の効力はあるが、手に触れていない時よりはかなり効果が落ちるようだった。

			　また、複数刃の同時発動が必要であるが、空間の時間を停止させ、防壁として用いることも可能である。

			　砕けても即座に再召喚が可能であり、同時に存在させられるのは十本まで。

			　攻防一体の、時間停滞の剣。

			　便利な力を手にしたものだが、一つ難点があった。

			　悠(ゆう)には魔法の他にも第二位階の力として魔術(ゼノグラシア)を有している。

			　敵の攻撃を防ぐ障(しよう)壁(へき)の生成魔術だ。

			　それを行使しようとして――

			「くっ……」

			　悠(ゆう)は、眩暈(めまい)とともにそれを諦(あきら)めた。

			　これ以上続けたら、気絶して倒れそうだ。

			「やっぱり、無理か……」

			　魔法と魔術を、同時に扱えないのだ。

			　これはルルから忠告されていたことであるが、魔法と魔術を同時に扱うことはかなりの高等技術であり、焦って挑戦しないようにと言われていた。

			　あの障(しよう)壁(へき)もなかなかに便利な能力なので、ぜひとも使いたいのだが。

			　そんなことを考えていると、

			「……！」

			　前方に生い茂る草むらが、急に騒がしくなった。

			　まるで何かを掻(か)き分けるような、粗雑乱暴な音。それが幾つも聞こえてくる。

			　直後、何かが飛び出てきた。

			「出た……！」

			　異形だ。卵のような形状の頭部から、異常にたくましい両の腕が生えている。

			　異形の有する器官は頭部と腕のみ。肌は異様に艶々としており、卵状の頭部の顔は、異様な笑顔を浮かべていた。

			　その腕を忙しなく動かしながら、次々と草むらから飛び出してくる。その数、総勢16体。

			「多いな……！」

			　悠(ゆう)は呻(うめ)きながらも、両の手に剣を取り、八本の刃を卵の魔族へと飛ばす。

			　未熟な悠(ゆう)では、すべての標的に狙いを付けることはできず、まともに命中したのは五本だけだった。完全な停止には至らないまでも、５体の魔族の動きが異様に遅くなる。

			　悠(ゆう)はその隙に、向かってくる魔族のうち７体を切り捨てた。

			　剣術は素人同然であるが、魔法を発現させている影響で大幅に身体能力が向上しており、半ば力押しで魔族を駆逐していく。

			　そして魔族の動きを縛(しば)っていた刃が砕け、残り５体も動きを取り戻すも――その直後に、悠(ゆう)の刃がすべてを切り捨てていた。これで12体。

			　だが、４体の魔族が悠(ゆう)を抜いて、後方にいる仲間達へと向かっていた。

			　馬鹿げた姿の異形であるが、その動きは意外にも素早い。まるで地面を跳ねるようにして、魔族は肉食獣のような勢いで駆けて行く。

			　慌てて八刃を発射するが、狙いも定まっていなかった白刃は、ことごとくが外れていった。

			「しまった……！」

			　悠(ゆう)は、焦(しよう)燥(そう)に呻(うめ)きながらも後を追う。

			　防御をかなぐり捨て、全速力で足を踏み出して――

			「――えっ」

			　俊足の魔族たちを、あっさりと追い抜いていた。

			　迅速を発揮した悠(ゆう)自身が、信じられないといった顔で目を瞬(またた)かせる。

			　振り返れば魔族が目の前にいて、

			「ふっ――！」

			　短い呼気を気合いとともに吐き出しながら、双刃を煌(きら)めかせる。

			　一瞬で４体の異形は両断され、塵(ちり)と化して消えていく。

			　魔族の襲撃は、それでひとまず止んだようである。悠(ゆう)は安(あん)堵(ど)の吐(と)息(いき)を漏(も)らして構えを解いた。

			「……すっごーい！」

			「やるねー、後輩くん！」

			　皆から、黄色い声が上がる。

			　冬(とう)馬(ま)らも、誇らしげに喜んでくれていた。朱(あか)音(ね)も満更でもなさそうだ。

			「えへへ……」

			　戦場なのは分かっているが、思わず頬が緩む。

			　褒められると調子に乗りやすい性格だという自覚はあった。頬をぱんと叩いて気を引き締める。

			　他に異常がないところを見ると、ルルや伊織の方はまだ安全か、あるいは彼女たちで片づけることができているようだ。自分より戦闘経験も上の二人だからして、もっと上手くやってくれているだろう。

			（それにしても、やっぱ位階が一つ上がるだけで全然違うんだなー……）

			　今は身体も万全であり、第三位階に上がった恩恵を十分に実感できる。今ならばあの魔竜も圧倒できそうだ。逆に身体能力が上がり過ぎて、少々コントロールに戸惑うぐらいだった。

			（粕(かす)谷(や)君は、どうしてるかな……）

			　しっかりと活躍して、ティオを安心させてあげて欲しいのだけど。

			　他の異界兵とトラブルなど起こしてやいないか、心配であった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「奪い、壊せ――」

			　粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)。政財界に多大な影響力を及ぼす、名門粕(かす)谷(や)家に連なる少年。

			　すなわち、その身に流れるのは選ばれし者の血である。

			「犯し、汚せ――」

			　ほとんどの望みは、思い通りにしてきた。

			　それだけの力が粕(かす)谷(や)家にはあったし、粕(かす)谷(や)自身、たいがいのことは大した努力なしで人並み以上にやってのける才覚を有していた。幼い頃は、神童などとも言われた。

			　我は支配する者、奪う者、搾取する者。

			　常にその側に在るための力が欲しい。

			　奪うために、壊すために、犯すために、踏み躙(にじ)るために。

			　この身を汚さず、我が手足のごとく働く僕(しもべ)よ来たれ。

			「其は暴(ぼう)虐(ぎやく)と蹂躙の化身――」

			　それが粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)の魂(たましい)、その欲望の化身。

			「――魔法具象(ゼノスフイア)――」

			　彼が深層意識に抱いた姿は、一匹の昆虫。時として伴(はん)侶(りよ)すらも食らい尽くす、肉食の蟲だ。

			「〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉！」

			　粕(かす)谷(や)の第三位階の力の干渉を受けた魔素が、彼の魂(たましい)の化身を創造していく。

			　形作られるのは、鈍色の鋼の体躯、大鎌、そして無機質な悪意を孕む複眼の貌(かお)。

			　巨大な鋼の蟷(かま)螂(きり)が、具象した。

			　

			「ひゃははははははは！」

			　魔界の平原に、粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)の哄(こう)笑(しよう)が響く。

			　粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)の魔法、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉。

			　その紅き複眼が、無機質な悪意を宿しながら大鎌を振るい、殺戮を繰り返す。

			　時折、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の猛攻を抜けた魔族が反撃を仕掛けるが、傷一つ付けることすら叶(かな)わない。

			　圧倒的な戦力差。魔界の平原で繰り広げられるのは戦いではなく、一方的な虐殺であった。

			　やがて魔族は全滅し、そこには鋼の蟷螂(かまきり)と粕(かす)谷(や)だけが残される。

			「ははっ……この程度かよ、雑(ざ)魚(こ)が」

			　あまりに手応えがない。拍子抜けもいいところであり、落胆すら覚える。

			「いや、俺が強過ぎるのか……？」

			　粕(かす)谷(や)は、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の装(そう)甲(こう)を撫でながら上(うわ)擦(ず)った声を漏(も)らす。

			　負ける気がしない。己の魔法の圧倒的な戦力に、昂りを抑えられなかった。

			　これほどの力である。あるいは、自身こそが異界兵の中で最強なのかもしれない。

			　そして当然、あの神(かみ)護(もり)悠(ゆう)よりも強いはずだ。あんなひょろひょろした女顔が扱う薄っぺらい剣が、いったい何だというのだ。

			「くくっ……」

			　もっと力の使い方に慣れ、力を伸ばしてから行動に移ろうと思っていた。

			　だが、案外今すぐに動いても問題ないかもしれない。

			　この力で、まずは異界兵の頂点に君(くん)臨(りん)するのだ。

			　華々しい戦果を上げ、さらなる高みを目指す。まずはこの帝国でのし上がるとしよう。皇帝は自分と同じぐらいの少女らしい。自分の女にしてしまえば、この帝国は自分のものというわけだ。

			　そのためには、誰が最強かを知らしめなければならない。

			　他の第三位階を屈服させ、己の配下とし、あるいは排除する必要がある。

			　さて、どうしたものか――そんなことを考えている時だった。

			「おい、そこの新入り」

			　険のある女の声が、粕(かす)谷(や)に投げかけられた。

			「……あん？」

			　振り返ると、長身の少女が立っている。その容姿に、粕(かす)谷(や)は舌なめずりをした。

			「へえ、悪くねえな……？」

			　身長は自分とほぼ変わらないぐらいだろう。ややきつめの美(び)貌(ぼう)であるが、頬に付いた傷跡が惜しい。だが醜いというほどではなく、及第点といったところだろうか。

			　そして何より、その豊満な身体付きが目を引く。組んだ腕の上に重たげに乗せられた、たわわな乳房はそうそうお目にかかれないボリュームだ。ジャケットの前が開いているのは、あまりにも胸が大きくて閉められないからか。太ももや尻も、むちむちとした肉感的な魅力を匂わせた、実に抱き心地のありそうな肢(し)体(たい)であった。

			「……なんスか、こいつ」

			「気持ち悪い目つき……」

			　少女の後ろにも、数人の女子がいた。粒ぞろいだ。なかなか悪くない。

			　わずかに聞こえた侮(ぶ)蔑(べつ)の言葉に頬がひくついたが、目の前の華やかさに免じて鷹(おう)揚(よう)に対応する。

			「で、俺に何か用かよ？　つーか名前は？」

			「先に名乗らせる気かよ……まあいい、オレは鉄(くろがね)美(み)虎(こ)。序列第５位の第三位階だ」

			「鉄(くろがね)……ああ、和(かず)樹(き)がそんな名前言ってったっけか」

			　取り巻きの一人である斉(さい)藤(とう)和(かず)樹(き)は、何やら駆けずり回って情報を集めているようだ。

			　せせこましいことだ。圧倒的な力があれば、そんな面倒なこと必要ないのに。

			　粕(かす)谷(や)の金遣いや所有物であるティオの扱いにも物言いたげな様子であるし、自分の部下としては相応(ふさわ)しくないのかもしれない。今は地球での関係に免じて右腕的な立場に置いてやっているが、今後は待遇も考え直さねばならないか。

			　まあ今はどうでもいいことだ。

			　粕(かす)谷(や)は、目の前の美虎へと思考を戻す。

			「あんたが５位かよ……ふうん」

			　彼女の周囲に、幾つかの金属質な盾のような物体が浮かんでいる。あれが魔法か。

			　裏側には刺が付いており、主である美虎の側に向けている様は、拷問器具のようにも見えた。

			　何にせよ、自分の〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の威(い)容(よう)に比べればチンケなものだ。

			「ま、すぐに俺が追い抜くけどな」

			「んなの、どうでもいいがよ……それよりお前、どこに転移されたんだよ？」

			「あん？　どこって……」

			　魔族を狩るのに夢中で、ずいぶんと移動してきたようだ。方角など考えてもいなかったので、自分がどちらから来たのかまったく見当が付かない。

			　置いてきた取り巻きたちの姿でも見えれば分かるのだが。

			「……知らねえよ。そんな細かいことどうでもいいだろうが」

			　美虎は、面倒臭そうに頭を掻(か)き、唸(うな)るように言った。

			「あのな、新入り……こういう任務の場合は、転移してきた辺りが縄張りっていう暗黙の了解があるんだよ。分かるか？　お前はオレたちの縄張りに勝手に入って、オレたちの獲物を横取りしやがったんだ」

			　周囲は、静かなものだ。この辺りの魔族は、粕(かす)谷(や)があらかた狩り尽くしたのだろう。

			　それは本来であれば、この鉄グループが倒しているはずであったと、そういうことか。

			「そうっスよ！　魔族を倒さないとお金もらえないッスのに！」

			「……マナー違反」

			　なるほど。得心がいった。美虎たちは、自分に成果を奪われたことを抗議している。ならば、解決案を提示してやろう。

			「それなら、何の問題もないじゃねえか」

			「……何がだよ」

			「俺の女になれよ。そうすれば、稼いだ金を分けてやってもいいぜ？　特に鉄さんよ、お前の身体はなかなかエロそうだからな、待遇も考えてやる」

			　連日、娼館に繰り出し、物珍しさから兎人(ワーラビツト)や猫人(ワーキヤツト)といった外見的特徴の強い亜人(デミ・ヒユーマン)の女を買いまくったが、そろそろ普通の人間の女で口直しをしたいと思っていた。こういう長身で巨乳の女はあまり経験が無いので、なおさらそそる。従順ではなく、気が強そうなのも一興だろう。

			　そのボディスーツの下の肉感的な柔肌を想像し、粕(かす)谷(や)は低く笑いを漏(も)らした。

			「…………」

			　美虎は、無言。

			　しかしその傷を持つ美(び)貌(ぼう)は、明らかな嫌悪と憤(ふん)怒(ぬ)を宿して粕(かす)谷(や)を睨んでいた。

			　粕(かす)谷(や)は、努めて穏やかな口調で、言葉を続ける。

			「悪い話じゃねえと思うぜ？　俺はまず、序列１位になる。そして、その立場を利用してもっと成り上がってやるつもりだ。そんな男の女なら、お前たちだって不自由しない生活ができるし、威張り散らせるだろ？」

			　語る声は、次第に上ずっていく。

			　そうだ、自分は成り上がるのだ。実家の権力や財力ではなく、この粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)という個人に帰属したこの力で……！

			　自分を虚(こ)仮(け)にした人間は、すべて這いつくばらせる。

			　藤(とう)堂(どう)朱(あか)音(ね)には、この上なく屈辱的な仕打ちを与えてやろう。悠(ゆう)の奴(ど)隷(れい)であるあの狼人(ワーウルフ)もいい女だ、悠(ゆう)の目の前で汚して絶望に塗れさせてやる。

			　そんな心地良い想像に昂(こう)揚(よう)していく意識の中、

			「……お前、馬鹿じゃねえのか？」

			　美虎の心底侮(ぶ)蔑(べつ)したような声が、冷や水を打った。

			「おい……お前、今なんつった」

			　ぎらついた眼差しを一気に冷えさせ、粕(かす)谷(や)は〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の背から美虎を見下ろす。彼女は真っ向から、粕(かす)谷(や)を見上げて嘲(あざ)笑(わら)っていた。

			「馬鹿じゃねえのかって言ったんだよ。序列１位？　お前には無理だね。あの化物じみた奴に、そんなチンケな魔法で勝てるかよ」

			　そうだそうだと、後ろの少女たちも囃し立てる。

			　カッ、と頭に血が上る自覚があった。感情が、血のように赤い怒りの色に染まっていく。

			「……はっ、ははは」

			　今まで、それを抑える必要のある生活は送ってこなかった。その結果として気に入らない相手に一生残る後遺症を負わせた時も、自分が目をかけてやったのに無下にした女子に身のほどを思い知らせてやった時も、粕(かす)谷(や)家の力で泣き寝入りさせ、黙らせてきた。

			　これからも、抑えるつもりはない。

			　今の自分には、力がある。権力と財力の本質ともいえる暴力が。今度は、自分自身の力でもって、それを為せばいいだけの話なのだ。だから、粕(かす)谷(や)は、

			「このアマがあああああああああ！」

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の大鎌を、美虎たちに向けて振り下ろした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　馬鹿げている。

			　ベアトリス・アルドシュタインは何度めかも分からない嘆(たん)息(そく)を、深々と吐き出した。

			　彼女は今、10名ばかりの部下とともに平原の一角に陣取っている。

			　魔界内部を観測するための装置を操作している壮年の部下が、同情めいた苦笑を見せた。

			「ため息が増えましたな」

			「仕方ないだろう……」

			「まあ、確かに。気分の悪い仕事が続くものです」

			　心の底から、馬鹿げている仕事であった。

			　無関係の異世界の少年少女を召喚し、戦場に出ることを強要する行為の片棒を担いでいるのだ。

			　魔道省は先代皇帝陛下が恥であるとして封印した〈異界戦(せん)奴(ど)召喚機構〉を再稼働させ、いまだかつてない人数を呼び出した。その人数、今現在にいたるまででおよそ４００人。そして、生き残った２００人超の少年少女が、今も魔界と化した平原で戦っている。

			「私が出れば、犠牲など出さずにすぐに終わらせられるものを」

			「いけませんぞ、お嬢様。原則として、あの子供たちに戦わせるというのが命令です。そうでなければ、異界兵の制度も成り立ちません。可哀そうですが、今の我々の――皇帝陛下の立場もお考えください」

			「分かってはいるがな……」

			「それに、第一界層の魔界に投入する魔道戦力としては、むしろ過剰なぐらいでしょう。これほどの第三位階を投入するなど、他国ではそうそうできません。訓練通りに戦っていれば、犠(ぎ)牲(せい)者(しや)が出る可能性も極めて低いかと」

			　部下の言うことは、まったくその通りであった。

			　普通にやれば、犠(ぎ)牲(せい)者(しや)を出さずに魔族を殲(せん)滅(めつ)し、ある程度の魔石を得ることができるだろう。

			　だが、ここで異界兵の評価制度が問題となる。

			　実力主義、成果主義といえば聞こえはいいが、とんだ欠陥制度だ。

			　利己主義を肯(こう)定(てい)するこのシステムは、容(よう)易(い)に仲間割れが発生する。以前、それが大規模な争いに発展し、第三位階を含む50人以上の犠(ぎ)牲(せい)者(しや)を出したこともあるのだ。

			「――ベアトリス様！」

			　部下の一人が、緊張した声を上げた。

			　何らかの異常事態であることが察せられるが、ベアトリスは部下の不安を煽らないために、落ち着いた態度で応じた。

			「どうした？」

			「魔界の南西部で、異界兵同士の戦闘が……！　どうやら、魔族の討伐数についてのトラブルから発展したようです」

			　まさしく、制度の欠陥が顕在化した。ベアトリスは唇を噛み締め、通信機能を介して制止の命令を出そうとするが、

			「お気持ちは察しますが……止めてはなりませんぞ。第一界層であるうちは、原則として異界兵同士の戦闘は禁止事項ではありません」

			「……分かっている！」

			　つくづく、馬鹿げている任務だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あちゃー……」

			　戦場の一角で、玲子の陰(いん)鬱(うつ)な呻(うめ)きが聞こえる。

			　武田省吾は、彼女たち仲間を背に守りながら、魔族の群れを蹂躙していた。

			　徒(と)手(しゆ)空(くう)拳(けん)、武器は巌のごとき己が肉体のみ。

			　筋骨隆々の右腕に獅(し)子(し)のような紋様を浮かび上がらせ、省吾は拳のひと薙(な)ぎで５体ばかりの魔族を粉砕する。

			　圧倒的であった。下位魔族たちの攻撃は、彼の肌にかすり傷すらつけることができない。

			　人間離れした身体能力を、藤(とう)堂(どう)流の術理でもって十全以上に引き出し、省吾は鬼神のごとき無双ぶりを発揮していた。

			　この時、省吾によって撃滅された魔族は、とうに１００体を超えていた。

			「相変らずすげーなあ、武田は」

			「俺はやっぱ省吾の兄貴が１位に相応(ふさわ)しいと思うんすけどね」

			　その武威は、他の第三位階と比しても一線を画す。

			　これが序列第２位、武田省吾――接近戦においては異界兵最強と畏(おそ)れられる男である。

			　残心を解いた省吾は、先ほどの呻(うめ)きの意味を問いかけた。

			「どうしたんだよ、玲子？」

			「また、起こっちゃったみたい」

			　何が起こったのか、はわざわざ問うまでもなかった。

			「……そうか。誰と誰だ」

			「新入りの粕(かす)谷(や)君と、美虎ちゃんね。イキってるわねー、彼」

			「何かやらかしそうな気はしてたがな……どうする、止めに入るか？」

			　玲子はわずかに思考し、そして首を横に振った。

			「場所が離れ過ぎてるわ。下手に動いて陣形を崩すと、戦えない子が危ないかもしれないし……魔族を見失って、後から界層が落ちちゃってもいけないから。とりあえずこの辺の魔族を全部片づけてからにしましょう。心配だけどね」

			「……鉄をか？」

			「そ、あっちは私のこと嫌いだろうけど、私はあの娘のこと好きよ」

			　玲子は、遠い眼差しをしながら、哀れむような苦笑を浮かべた。

			「彼女は……本当は争い事が苦手な、優しい娘だから」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　序列第５位――過ぎた評価であると、美虎は思っている。

			　鉄美虎の魔法は、自分一人では役に立たない能力だからだ。

			「――〈拷問台の鋼乙女(アイアン・メイデン)〉」

			　それが、その魔法の銘(めい)。

			　形状は盾、自らの周囲に６つ、直径50㎝ほどの金属質な盾が浮遊していた。

			　持ち手はなく、裏側にあるのは剣(けん)呑(のん)な意匠の刺。主である美虎に向けられるその様は、まるで美虎を責める拷問器具のよう。

			　その、能力は――

			「糞がっ！　どうなってやがる！」

			　苛(いら)立(だ)つ粕(かす)谷(や)が、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の上から悪態を吐(つ)く。

			　その周囲を、美虎の取り巻きである第二位階の少女が囲んでいた。

			　安(あ)達(だち)百(もも)花(か)、来(くる)栖(す)ざくろ。

			　鉄グループの主力戦闘要員である第二位階の実力者――年下の、同級生。

			　妹のように思っている、自分の命に代えても守りたい大切な仲間たちだ。

			　横薙(な)ぎの大鎌を危ういところで回避して、百花が柳(りゆう)眉(び)を逆立てる。

			「いい加減にしろッス、このヤンキー野郎！」

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉に向けて跳(ちよう)躍(やく)する。魔術で強化された身体能力から放たれるのは、変身ヒーローめいた飛び蹴り。

			　攻撃後に生まれた隙を突いて、その肩部の装(そう)甲(こう)へと直撃した。

			　本来であれば、通じるはずがない。

			　魔術によって強化された肉体といえど、相手は魔法により具(ぐ)象(しよう)化(か)された装(そう)甲(こう)兵器。蟷螂(かまきり)の形状を取った、物理法則と同等の存在たる理(ことわり)なのだ。

			　だが、しかし――

			「根っ性ぉぉぉぉっ！」

			　衝撃が、弾けた。

			「ちっ……！」

			　爆裂音めいた響きとともに、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の巨(きよ)躯(く)がわずかに傾ぐ。

			　主の苛(いら)立(だ)たしげな顔と、無数の紅き複眼が剣(けん)呑(のん)な眼光を宿した。

			　安達百花の得意とする魔術――衝撃増幅。

			　自らの与えた衝撃を、本来の何倍もの威力として増幅することができる。

			　魔術ゆえに中位魔族の魔力装(そう)甲(こう)は抜けないが、純粋な物理的破壊力のみならば、第三位階にすら匹敵する。

			「モモ、じゃま」

			「頼んだっス、クロ！」

			　こわばった面持ちの百花が、距離を取る。

			　その背後から隙を窺(うかが)っていたざくろが、手に持っていた大きな石を放り投げた。

			「えいっ」

			　と、眠たげですらある気の抜けた声。

			　ただの石が、放物線を描き〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉と粕(かす)谷(や)へと飛んでいく。

			「うっ……ぜえんだよぉ！」

			　粕(かす)谷(や)が吼(ほ)え、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉が応えた。

			　右腕が疾(はし)り、飛来する石を大鎌で撃墜する――が、しかし。

			　爆音。今度は文字通りの爆発が、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉と粕(かす)谷(や)を飲み込んだ。

			　来栖ざくろの得意魔術――重量爆弾。

			　触れた物体を、その〝重さ〟を爆薬とした爆弾に変える。

			　得意とする射程こそ異なるが、百花と同じく攻撃特化の魔術である。ゆえに、防御面には多大な不安を残す。

			　だが、それは何ら問題にもならない。彼女たちとともに、鉄美虎が在る限り。

			「熱ぃんだよ、このビッチどもがぁ！」

			　爆炎を、鋼の蟷螂(かまきり)が切り開く。

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉はまったくの無傷。しかし、その背にいる粕(かす)谷(や)はわずかだが火傷を負ったようだった。

			　憤(ふん)怒(ぬ)の形相で、百花とざくろに襲いかかる。

			　巨(きよ)躯(く)に似合わぬ豪速で迫る蟷螂(かまきり)から、二人は逃げ切れない。

			　大鎌が、何の躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく振り抜かれた。

			　二人が、薙(な)ぎ払われる。両断された身体が宙を舞い――否。

			「糞がっ！　またかよ!?」

			　喚(わめ)く粕(かす)谷(や)の視線の先には、転がり土に塗れながらも、傷一つない二人の姿があった。とはいえ軽く脳震盪になっているようで、立ち上がることはできないようだ。

			　土(つち)埃(ぼこり)の中、二人の傍(かたわ)らに美虎が立つ。

			　粕(かす)谷(や)は唇を歪(ゆが)め、美虎の周囲に浮かぶ盾を見遣り舌打ちする。

			「その盾が、こいつらのダメージを防いでるってことかよ……それが、てめえの魔法の能力か」

			「さあな。漫画じゃねえんだ、わざわざ能力バラす阿呆がいるかよ」

			　見ての通りである。粕(かす)谷(や)の指摘は正しい。

			　美虎の魔法〈拷問台の鋼乙女(アイアン・メイデン)〉の能力とは、仲間の受けるダメージの大半を、その堅(けん)牢(ろう)な盾によって肩代わりすること。

			　少し離れた場所で待機させている非戦闘員にも、その防護の効果は及んでいる。

			　粕(かす)谷(や)が暴れ回ったおかげでこの辺りの魔族は壊滅したようだが、万が一、仲間が魔族に奇襲されたとしても下位魔族程度に害される心配はまずない。中位魔族が相手でもそれなりに持ち堪える自信はある。

			　自分一人ではまともに戦えない防御特化の能力――つくづく、序列５位など過大評価である。

			　だが、自らのその能力による加(か)護(ご)があるからこそ、防御力に不安を残す百花やざくろの能力を十二分に引き出すことができるのだ。

			　もっとも、都合の良い部分ばかりではないのだが――

			「――なあ、おい」

			　粕(かす)谷(や)が、にやりと唇を吊り上げた。三白眼に、不吉な眼光がよぎる。

			　答えずに無言で睨む美虎を、嬲(なぶ)るような声色で、

			「あんたは一撃も食らってないはずだよなあ……なのに、なんで痛そうにしてるんだ？　平気そうな顔してるけどよ、本当は我慢してるだろ？　さっきまでは、そんなことなかったよなあ……？」

			「……っ」

			　美虎の美(び)貌(ぼう)が、一瞬だけ引きつった。

			　そのわずかな表情の綻(ほころ)びを、粕(かす)谷(や)は見逃さなかった。悪(あく)辣(らつ)な愉悦を滲(にじ)ませながら、獲物の弱みへと食らいついていく。

			　人の嫌がることや弱みを見つけ、抉(えぐ)ることにおいて、粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)には天(てん)稟(ぴん)といえる才覚があった。短絡的な性格であるが、こういう時の粕(かす)谷(や)の頭はよく回る。

			「もしかして……こいつらの痛みも、お前が受けてるんじゃねえ――のかよぉっ！」

			　最後の言葉は、振り下ろされる大鎌とともに。

			　狙いは、ようやくふらふらと立ち上がりかけていた百花とざくろだ。

			　自らの盾で直接防ぐのは間に合わない。自分もその魔法も、俊(しゆん)敏(びん)さには欠ける。

			　結果、ふたたび自らの能力で彼女たちを護るほかない。

			「あぅっ……！」

			「きゃっ」

			　二人の少女が跳ね飛ばされたが、無事である。

			　だが、美虎の周囲で、軋(きし)むような金属音が二つ響いた。

			「――っ」

			　同時、美虎の身がぶるりと震える。

			　それは、二人があの大鎌に薙(な)ぎ払われた際に受けた痛みが、その身体を襲ったからだ。肉を切り裂かれ、骨を断たれ、臓(ぞう)腑(ふ)を撒き散らすような激痛が、美虎の神経を苛む。

			　仲間のダメージを盾で、そして痛みをその身に――それが、〈拷問台の鋼乙女(アイアン・メイデン)〉の理。

			　他者の苦しみを、代わりに引き受けたい。それが鉄美虎の魂(たましい)の具象体なのだ。

			　努めて、苦痛は表には出していないつもりであった。

			　だが粕(かす)谷(や)は、目ざとく美虎のわずかな変化を見つけ、たった今、その予感を確信に変えた。

			「くっ……くっくっく……そうかよ、そうかよ。よおく分かったぜ、鉄さんよ」

			　粕(かす)谷(や)が、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の背から飛び降りた。何をするのかと訝(いぶか)しむ美虎。その疑問は、粕(かす)谷(や)自らが明らかにする。

			「〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉――全力を出させてやる。派手に暴れろ」

			　主の命に、魔性の蟷螂の巨(きよ)躯(く)が打ち震えた。

			　禍(まが)々(まが)しき複眼が、血のような赤光を炯(けい)々(けい)と蠢(うごめ)かせる。

			　嗤(わら)った――と、美虎は表情のない鬼蟲の貌(かお)を見て、確信した。

			　それは、主である粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)とは別個の、知性の存在を感じさせる光景だった。

			　魔法には、その具象の形に応じた類型というものがある。

			　そのうちの一つ、化身型。

			　本体とは別個に自律行動する具象体を生み出す魔法である。

			　魔鋼の蟷螂(かまきり)を具象する粕(かす)谷(や)の〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は、まさにその典型といえた。

			　本体の命令を聞くために化身型の魔法には人工知能のようなものが備わっていることが多く、中には人間と大差ないレベルの思考を行うことができる魔法もあるという。

			　粕(かす)谷(や)の〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は、そこまでには至らずとも、主とは別個の自我を有しているようだ。

			　それも、あの男の僕(しもべ)であることに相応(ふさわ)しい、残(ざん)虐(ぎやく)な自我を。

			　猛る〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の背後で、粕(かす)谷(や)が嘲(あざ)笑(わら)うように声を上げた。

			「悪かったなあ、今まで手を抜いててよ！　ここからが俺の――〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の全力だ。有難く味わえよなあ！」

			　絶叫じみた音が響いたのは、その直後であった。

			　蟷螂(かまきり)の大鎌から発せられる怪音。その魔法の銘(めい)のごとく咆(ほう)哮(こう)を上げる大鎌が、次第に赤く発光していく。剣(けん)呑(のん)な兇(きよう)気(き)を宿し、その切っ先が向けられるのは――

			「――お前、まさか」

			　鉄グループの、非戦闘員たちであった。

			　青ざめてこちらの戦況を見守っていた３人の少女に、二対の脚で巨(きよ)躯(く)が迫る。

			　速い――先ほどよりも遥かに。

			　今までは、主である粕(かす)谷(や)を背に乗せていたために、その性能を十分に発揮できなかったのだろう。

			　美虎の鈍重な脚では追いつけない。機動力に長ける百花は、まだ行動不能だ。

			　本気か、本気でやるつもりなのか。無力な相手に、その大鎌を振るうつもりなのか……！

			「リツ！　ミヤ！　アカリ！　逃げろ！」

			「遅え遅え遅え！　逃がすかよ鈍亀どもが！」

			　為す術もなく、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は非戦闘員を追い詰める。

			　逃げる暇(ひま)もなかった少女たちに、その絶叫の大鎌を振り上げ、容(よう)赦(しや)なく振り下ろした。

			　悲鳴を上げて、３人の少女が吹き飛ばされる。無傷だ。が、しかし。

			「――……！」

			　先ほどとは比較にならない痛みが、美虎を襲う。一瞬、思考が白く染まった。

			　そして、それだけでは済まなかった。

			　重苦しい破砕音が３つ、後に続く。

			　展開していた〈拷問台の鋼乙女(アイアン・メイデン)〉のうち、３つが砕けた。

			　さらに、ボギン、という身の毛のよだつ鈍い音が、自らの身体の中から聞こえていた。

			「あっ、ぐぅぅうっ……！」

			　右足と右腕、そして肋骨が折れた音だ。筋肉も何か所か断裂した。

			　それは、〈拷問台の鋼乙女(アイアン・メイデン)〉の制約の一つ。盾の耐久力を超過したダメージは、美虎の身でもって受け止めなければならない。

			　激痛に呻(うめ)き、その場に膝を折る美虎。粕(かす)谷(や)が、その姿を見下ろし愉快げに笑う。

			「どうやら無制限に防げるってわけでもねえようだな。〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の超振動刃が直撃すりゃあ、その鬱(うつ)陶(とう)しいバリアも貫(つらぬ)けるってことか？」

			「くっ……！」

			　慌てて、新たに３つの盾を具象、３人の少女に加(か)護(ご)を与える。

			「このクズヤロー！　ぶっ潰れろッス！」

			　激(げつ)昂(こう)した百花が、復活するや否や粕(かす)谷(や)に襲いかかった。

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は主から離れており、粕(かす)谷(や)は無防備な姿を晒(さら)している。

			　化身型の魔法は、その分第三位階としては本体の強化が乏(とぼ)しいはず。百花の増幅攻撃が直撃すれば、十分に大打撃になり得るはずだ。

			「はっ、ノロマがぁ！」

			　しかし、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉が、颶(ぐ)風(ふう)を引き起こすほどの機動力で主の下に馳(は)せ参じた。

			　驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべる百花を、悠々と撃墜する。

			「てめえもだ！　見え見えだ根暗女が！」

			　返す刀で、爆弾化した石を投(とう)擲(てき)しようと背後からにじり寄るざくろを薙(な)ぎ払う。

			　悲鳴を上げて転がる２人の少女。２つの新たな破砕音。

			　左の太ももと、右肩の骨が砕ける。

			「ぎっ……うぁっ……！」

			　もはや、物理的に立っているのが不可能な状態であった。

			　悪意を迸(ほとばし)らせる大蟷螂とその主の少年、蹂躙され地に伏す６人の少女。

			　くずおれて息を荒らげる美虎を前に、粕(かす)谷(や)が勝ち誇る。

			「くっ……ははははは！　この程度で５位かよ!?　おいおい、帝国の連中の評価基準がおかしいんじゃねえのか？　ま、俺をあのモヤシと同じ順位にする無能だから無理もねえがよ！　これじゃあ１位もたかが知れてるかもなあ！」

			　喜(き)悦(えつ)の相を浮かべながら、舌なめずりをして問うてくる。

			「で、どうだ？　俺に屈服する気になったかよ？　今なら、さっきまでの無礼も許してやるぜ？　早速、今日の夜から手下と一緒に働いてもらうけどな。リーダーの辛いところでよ。取り巻きたちにもたまにはいい目を見せてやらねえとならねえ。俺が味見をした後に、あいつらの相手も――」

			「誰が、クソ野郎……」

			「――そうかよ。なら、あとの文句は直接痛めつけた後で聞いてやるよ」

			　冷(れい)酷(こく)な目を向ける粕(かす)谷(や)の背後から、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉が歩み寄る。

			　歩けないこちらを悠々と睥(へい)睨(げい)し、異形の複眼が、愉しげに輝く。

			　近付いてくる、近付いてくる、近付いてくる――こちらの恐怖を煽るように、ゆっくりと。

			「美虎姉さん……！」

			「……姐さん！」

			　百花が、ざくろが、他の３人も、こちらを気遣う声を上げる。助けに来ようと、ふらつく身体をおして立ち上がろうとしている者もいた。

			「馬鹿！　来るんじゃねえ！」

			　叫び、制す。

			　迫りくる魔蟲を、激痛に耐えながら座して睨み上げた。

			　粕(かす)谷(や)が、にたりと口角を吊り上げる。

			「いいねえ……あんたみたいな気の強い女が泣き叫んで許しを乞うとこも好きなんだよ」

			　全長３ｍを超える巨(きよ)躯(く)が、陽光を背に押し潰すような威圧感を放つ。

			「野郎……散々、痛めつけてくれやがって……」

			　激痛に耐えながら美虎が折れた腕を掲げる。そして指先を、そっと〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の胴体へと。

			「なっ……!?」

			　何かを感じ取ったのか、粕(かす)谷(や)の頬が引きつった。

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉が、退(ど)くような動きを見せる。

			　勘のいいことだ。掌まで触れさせたかったが、やむを得まい。

			「返すぜ、ゲス野郎！」

			　美虎は、〈拷問台の鋼乙女(アイアン・メイデン)〉の、もう一つの能力を開放した。

			　周囲の盾が、淡く発光する。

			　胸から肩、腕、そして手に、力が集い流れていくようなイメージ。

			　指先から解放され――閃光と衝撃が、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉に炸裂した。

			「ぐああああああああああ！」

			　粕(かす)谷(や)が、頭を押さえながら絶叫を上げる。

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の装(そう)甲(こう)の一部が砕け、弾き飛ぶ。己の魂(たましい)から生まれた魔法の一部が砕けたことによる負荷が、彼の魂(たましい)を軋(きし)ませる。本体に具象体のダメージがフィードバックしやすいのが化身型の欠点だった。

			「なっ……何だ、何だよそれはぁ!?」

			　だから、教える馬鹿がいるか。

			　それは、〈拷問台の鋼乙女(アイアン・メイデン)〉の、唯一の攻撃能力であった。

			　それまでに盾が引き受けてきた負荷を蓄え、放出する。威力は見ての通りである。

			　接触を必要とするために射程距離は極めて短く、攻撃手段としては非常に扱い辛い能力だ。

			　はじめからこれを狙っていた。

			　いずれ直接嬲(なぶ)りに接近するだろうと思い、温存していた切り札だった。

			　だが、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉へのダメージは――

			「舐めるんじゃねえぞ、この程度でぇっ！」

			　――浅かった。

			　胴体の装(そう)甲(こう)の一部を剥がした程度。

			　それでも、衝撃によってその巨(きよ)躯(く)は大きく体勢を崩していた。

			　蓄えられたエネルギーは、あと一発分。

			　最後のチャンスだ。今度こそ掌をしっかり触れさせて、直撃させなければ――

			「止めだっ……！」

			　気力を振り絞り、折れた足で立ち上がる。

			　気が狂いそうな激痛と吐き気が襲ってくるが、まとめて飲み込む。

			　踏み出し、掌を触れさせる。瞬間、剥がれた〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の装(そう)甲(こう)から、その中身が垣間見え――

			「……嘘」

			　――触れた掌から、何も起こらない。起こせない。

			　呆(ぼう)然(ぜん)と目を見開く美虎を、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉が跳ね飛ばす。

			　衝撃。意識が暗転する。魔法が、消えてゆく――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「くそがっ、汚え真似しやがって……！」

			　自分のことを棚に上げ、粕(かす)谷(や)が冷や汗を拭(ぬぐ)いながら毒づく。

			　交通事故のように地面を跳ね転がり、土に汚れて草むらに倒れ伏す美虎を、憤(ふん)怒(ぬ)の形相で睨みつける。

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は健在だ。胴体の一部に損傷を受けているが、その機動にはまったく翳(かげ)りは見られない。あえて言うならば、苛(いら)立(だ)つようにその複眼が明(めい)滅(めつ)していることぐらいか。

			　もう二度と美虎の射程には入るまい。そもそも〈拷問台の鋼乙女(アイアン・メイデン)〉は解除されてしまっている。美虎の、敗北だった。

			「汚え、だと……お前、どの口で……何てこと、考えやがる……」

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の剥がれた装(そう)甲(こう)の隙間から覗くモノを見上げながら、美虎は呻(うめ)く。

			「あぁん？　これは俺の〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の能力で、アレは俺の所有物だ。当然のことをしてるだけだろうが！」

			　まだ頭痛の余(よ)韻(いん)があるのか、粕(かす)谷(や)はひたすらに苛(いら)立(だ)っていた。

			　魔蟲の大鎌が、その感情のままに乱暴に美虎に伸ばされる。

			　刃は、美虎の胸元に触れて、

			「……っ！」

			　美虎のアンダースーツの胸部が切り裂かれ、その豊かな双(そう)丘(きゆう)が弾けるように露わとなった。

			　咄(とつ)嗟(さ)に折れた腕で隠すが、脳を焼く痛みに声ならぬ悲鳴を漏(も)らす。

			「ふざけたことしてくれたな……てめえの手下の前で――いや、他の異界兵の連中の前で、素っ裸にして犯してやろうか……！」

			「……っ！」

			　さすがに怖気が走った。貞操の恐怖に、身を震わせる。

			　涙がこぼれそうになるのを、懸命にこらえた。喉から溢れそうな恐怖と嫌悪感を噛み殺す。

			　あるいはこのまま殺されるかもしれないな、と絶望的な思考がよぎった。

			　粕(かす)谷(や)の悪鬼めいた形相を思えば、十分に有り得る。

			　――あいつに、あの時は言い過ぎたって謝り損ねちゃったかな。

			　ふと、白髪の少年の姿が想起された。女の子みたいな顔をした、小柄で華(きや)奢(しや)な少年。あの訓練の日から、ずっと胸に焦げ付いていた罪悪感。

			　覚悟を決めて、唇を噛み締めていると、

			「やめてぇぇぇぇぇ！」

			　少女の、悲痛な声が上がる。

			　非戦闘員の、藤(ふじ)崎(さき)律(りつ)の声だった。

			　外に出る時はいつも付けている仮面は、粕(かす)谷(や)の攻撃で破壊されていた。

			　素朴な印象の、人の好さそうな優しい顔立ちの少女である。

			　だが、その顔に奇妙な紫色の紋様が浮かび上がっている。それは、律の身に刻まれた、消えることのない傷跡であった。魔族に刻まれた、汚染の痕跡。

			　律が、泣き叫びながら訴える。

			「やめてっ！　お願いだから美虎お姉を許して！　わたしが、わたしが代わりになるから！　何でもしてあげるから！　だからっ……」

			「あっ……あたしも！　あたしでもいい！　だから離れて！　お願いします！」

			　馬鹿、何言ってるんだ。お前たちを護るためにやってるのに、それじゃ意味ないだろ。

			　美虎は軋(きし)む身体で、彼女たちに振り返り、

			「あっ……――」

			　すぐに本当の絶望を知ることになった。

			　律たちの背後から、魔族が迫っていた。

			　こちらに向かって叫ぶ彼女たちは、誰一人として気付いていない。

			　今気付いたとしても、手遅れだろう。第一位階は、肉体的には常人と大差ない。下位魔族といえど接近を許せば一たまりもない。

			〈拷問台の鋼乙女(アイアン・メイデン)〉の加(か)護(ご)も今はない。再展開も不可能だ。

			　粕(かす)谷(や)は気付いているはずだが、動く素振りすら見せない。

			　死ぬ――仲間たちが、また死んでしまう。

			　美虎を姉のように慕ってくれる、大切なクラスメイトが。

			　かつて、目の前で級友たちが、助けを求めながら次々に蹂躙されたことを思い出す。

			「や、だぁ――」

			　嫌だ、嫌だ、嫌……！

			　43人から減り続け、それでも生き残った５人なのだ。

			　召喚された時の戦闘で、35人が殺された。生き残ったのはたった８人。

			　その後、協力しようと言い寄ってきた他の召喚者に騙され、貶められて、さらに３人が犠牲となった。生き残った皆も、心に深い傷を負った。

			　だからもう、仲間以外は誰も信用しないと決めた。

			　自分たちを巻き込んだ外(げ)道(どう)の吐く、生き返れるなどという都合の良い言葉も信じない。

			　心細くても、不安でも、残った５人だけは命に代えても守り抜こうと誓った。

			　人懐っこそうな新入りを無下に扱い、傷つけて罪悪感に苛まれても耐えてきた。

			　なのに、たった５人を守ることすら許されないというのか……！

			（誰か……！）

			　誰か、助けて。

			　あの子たちを、お願いだから助けてあげて。

			　なんて都合の良い物言い。自分から他者を拒絶し傷つけておきながら、どの口で言うのか。

			　それでも、誰か。

			　自分はどうなってもいいから。殺されたって、辱められたっていいから。

			　お願い、誰か――

			　

			　――白閃が疾(はし)る。

			　

			　それは剣。八つの白刃。

			　今にも襲いかからんとしていた異形の怪物どもが貫(つらぬ)かれ、空中に縫い留められる。

			　まるで、時間が止まったかのように静止している。

			「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　迸(ほとばし)る気勢。

			　自分ではない。粕(かす)谷(や)でもない。百花やざくろでもない。

			　少女のような柔らかい声色の――だが、力強い猛り。

			　草むらを吹き飛ばす勢いで、何かが飛び出てきた。

			　白き風、双閃が煌(きら)めく。

			　停止した魔族を、二つの剣(けん)閃(せん)がことごとく切り捨てていく。

			　そのまま、こちらへ向けて白き疾(しつ)風(ぷう)は駆け寄り、

			「ひゃっ……!?」

			　抱き上げられた。

			　美虎はお姫様抱っこの姿勢で両腕に抱かれ、そのまま仲間たちが倒れる場所へと運ばれる。

			　意外なほどに細い腕であった。いったい誰が助けてくれたのか。

			　舞い散る土(つち)埃(ぼこり)と、紫の塵(ちり)の向こう。

			　白髪をそよがせる、乙女のような顔立ちの少年が、

			「大丈夫ですか？　鉄先輩……！」

			　神(かみ)護(もり)悠(ゆう)が、心配そうに見つめていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ルルから、妙な音が聞こえると言われたのが切っ掛けだった。

			　魔族との戦闘とは明らかに異なる――だが戦闘の音だと。

			　人と人、異界兵同士の戦闘が起こっている可能性には、すぐに思い至った。

			　異界兵の評価制度がそういう事態が起こり得る問題のある仕組みであるし、おそらくは帝国の上層部もそういう事態を前提としていると。争いの理由が、もっぱら一方を原因とするよほど悪質な内容――例えば、有無を言わさずに相手を殺そうと奇襲するようなことでもない限りは、罰の対象にもならないと、説明会で言われた。

			　玲子からも、過去にも何度か起こっていることだと教えられていた。

			　だが、それでもまさか、という想いがあった。

			　こんな異形の怪物と戦わされる戦場にあって、人間同士で戦うなど。帝国の身勝手な計画の被害者という同じ境(きよう)遇(ぐう)に置かれながら争うなど。

			　そんな愚かなことが、そうそう起こるわけがないだろうという甘えがあった。

			　だが、しかし――その場を伊織やルルに頼み、念のために駆け付けた悠(ゆう)の眼前に広がっていた光景は、その幻想をたやすく打ち砕くものだった。

			「鉄先輩……」

			　鉄美虎が、腕の中でぐったりしている。

			　顔色は蒼白であり、手足も奇妙な方向に曲がっていた。

			　アンダースーツの胸元は無残に切り裂かれ、その豊満極まりない柔肉がこぼれるように晒(さら)け出されていた。

			「――す、すみません、今降ろします」

			　努めて、目を逸らす。

			　美虎は、そんな自分のあられもない姿を忘れているのか、こちらを唖然として見つめていた。

			「神(かみ)護(もり)……助け……どうして……？」

			「ど、どうしてって……先輩たちが危なそうだったから」

			　その美しき獣めいた容(よう)貌(ぼう)が、くしゃっと歪(ゆが)む。

			「ひぁっ――」

			　潤(うる)んだ瞳(ひとみ)から、ぽろぽろと涙がこぼれはじめた。

			「えっ、ちょっ、嘘っ……!?」

			　狼狽(うろた)える悠(ゆう)の腕の中で、美虎は子供みたいにしゃくり上げはじめた。

			「あ……ぐすっ……が、と、ぅ……えぐっ、ごっ、め……ん」

			　嗚(お)咽(えつ)に交じって聞こえてくる切れ切れの言葉。

			　ありがとう、ごめんなさい、と言っているように聞こえた。

			　彼女に対して抱いていたイメージと正反対の弱々しくも可愛(かわい)らしい姿を向けられて、悠(ゆう)はどう反応していいか分からずに面食らう。

			　さらに足元から、おずおずと声が。

			「あ、あの、ありがとう……」

			　顔に、奇妙な紫の紋様のある少女だった。知らない顔だが――あの仮面の少女ではないかと思い至る。

			　彼女に続き、美虎の取り巻きの少女たちが口々に礼や謝罪の言葉を口にする。

			「……助かったッス」

			「ごめんね。姐さんを助けてくれてありがと」

			　良かった。皆、無事のようだ。土(つち)埃(ぼこり)や草で戦闘服はひどく汚れボロボロだが、肌には傷一つないようだ。話に聞いていた、美虎の魔法の防護効果のおかげなのだろうか。

			　悠(ゆう)は照れ照れと頬をかき、揺れる声を返す。

			「あ、ああ……うん、どういたしまして」

			　こういうのは、調子が狂う。

			　考えるより先に身体が動いただけで、別にお礼や謝罪が欲しくてやったわけではないのだ。

			　かぶりを振って気を取り直し、美虎を地面にそっと降ろして取り巻きたちに託した。

			　立ち上がった悠(ゆう)は、この事態の元凶と思しき人物へと目を向ける。

			　こちらを呪うように睨む、三白眼の少年へと。

			「粕(かす)谷(や)君……」

			「神(かみ)護(もり)……くそっ、いい所だったのに邪魔しやがって」

			　心の底から忌(いま)々(いま)しそうな声色であった。

			「どうして、こんなことを……？」

			「おい、俺が悪いみたいな言い方だがよ。こいつらが喧(けん)嘩(か)売って来たんだから、正当防衛だろう？」

			　冷笑する粕(かす)谷(や)の物言いに、美虎の取り巻きの一人が噛みつく。

			「ふざけんじゃねーッスよ！　先に手を出して来たのはそっちじゃないッスか！」

			「あぁん？　先に絡んで来たのはてめえらだろうが！」

			「それは、あんたが縄張りを――」

			「知るかよそんなこと！　だいたい、勝ったのは俺だ。負け犬がグダグダ言ってんじゃねえぞ！」

			　吼(ほ)え立てながら、粕(かす)谷(や)は禍(まが)々(まが)しい形状の大鎌を突きつけてくる。

			　悔しげに唸(うな)る取り巻きの少女。

			　粕(かす)谷(や)は、自らの勝利を悠(ゆう)に向けても誇ってきた。

			「なあ神(かみ)護(もり)！　こいつ、こんな様で５位なんだってよ！　つうことは、俺は少なくとも５位以上の実力はあるってことだよなあ！　なあ13位、どう思うよ！」

			「それはっ……」

			　どうでもいい――悠(ゆう)は内心で呆(あき)れ返る。

			　自分が誰より強いか、序列が高いかなんて興味はない。友達を守り、救い、一緒に地球に帰還できれば、それだけで十分なのだ。

			　だが、とりあえず彼が満足して退(ど)いてくれるなら、今はそれでいい。

			　悠(ゆう)は愛想よく微笑(ほほえ)みながら、首肯した。

			「そうだね……やっぱり粕(かす)谷(や)君はすごいよ。僕なんかより、ずっと」

			「はっ……そうだよな、てめえはそういう野郎だったな。……でもよ」

			　嘲(ちよう)笑(しよう)めいた声を漏(も)らし、粕(かす)谷(や)は自らの魔法――〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉を見せつけるように、こちらに振り向かせた。

			　鈍色に照り輝く魔鋼の威(い)容(よう)。異形の蟷螂(かまきり)が、悠(ゆう)を睥(へい)睨(げい)する。以前の森で戦った大魔竜よりは小さいが、その存在の密度は比較にならない。

			　さすがに無傷とはいかなかったのか、胴体部分に破損が見られた。

			　その隙間から、何かが覗いている。

			　金の糸――いや髪の毛。金髪か。

			　ならば、その下は顔。良く見れば、愛らしい造形のあどけない少女の顔が、

			「は……？」

			　そこで悠(ゆう)は、間の抜けた声を漏(も)らす。

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の中に在る顔が、よく知った顔だったから。

			「……ティ、オ？」

			　その装(そう)甲(こう)の隙間から覗く顔は、ティオのものだった。

			　内臓めいた脈動を見せる無数の管に巻き付かれ、拘(こう)束(そく)されている。

			　顔色は悪く、ぐったりと目を瞑(つむ)っている。呼吸は、しているように見えた。

			　胸中に沸き起こる混乱のまま、悠(ゆう)は震える声で呻(うめ)く。

			「何で……どうしてティオが!?」

			「どうしても何も、ティオは俺の奴(ど)隷(れい)だろうが。所有物をどう扱うのも俺の自由だろ？」

			　当然のように言う粕(かす)谷(や)。

			　だが聞きたいのは、そんなことじゃない。

			「何でっ！　その中に……！」

			「ああ、これか……いいぜ、教えてやらあ」

			　粕(かす)谷(や)は自慢げに魔蟲の装(そう)甲(こう)を撫でながら、

			「これが俺の〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の能力の一つなんだよ。内部に人間を収納して、生命力を吸い取って性能を増幅できる。すげえぜ、力が漲(みなぎ)ってくる。今のこいつは、森の時よりも遥かに強え」

			　弱者からの搾取――なんと、彼らしい能力だろうか。

			　魔法とは、使い手の魂(たましい)の具象である。

			　血のように赤い複眼に悪意を漲(みなぎ)らせる魔性の凶蟲は、正しく粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)という男の化身であった。

			　衰弱したティオの姿は、生命力を吸い取られているからか。そもそも、戦闘機動を行う〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の内部にずっと閉じ込められていたのだ。物理的な負担だけでも相当なものだろう。

			「ティオを……離してよ」

			　考えるより先に、口が動いていた。

			　沸々と、馴染みのない感情が胸中より沸き起こる。

			　ボロボロの美虎たちを見た時から、自覚していた感情であった。

			　それが今、今までにないほどに熱く煮立ち、せり上がる。

			　粕(かす)谷(や)は、そんな悠(ゆう)の様子など知ったことではないというふうに、冷笑していた。

			「はっ、お前に何の権利があるんだよ、俺の勝手だ――」

			「――離してって言ってるだろ！」

			　沸(ふつ)騰(とう)した思考のまま、声を荒らげる。

			　それは粕(かす)谷(や)に対して、悠(ゆう)が初めて怒(ど)鳴(な)った瞬間であった。

			　ぶつけられた悠(ゆう)の激情に対して、粕(かす)谷(や)は、

			「くっくっく……」

			　低く、嗤(わら)っていた。

			　その嗤(わら)いを、悠(ゆう)は知っている。

			　それは、粕(かす)谷(や)が本気で激する前にいつも漏(も)らす嗤(わら)いだった。

			「言うじゃねえかモヤシがぁ！　よりにもよってお前が！　俺に命令するかよ！　運よく手に入れた力で、よくそこまで増長できたもんだなあ！」

			「それは、君だって同じじゃ――」

			「うるせえ！　ちょうどいい、このままお前とも白黒付けてやらあ！」

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉が、軋(きし)むような雄叫びを上げた。

			　魔蟲の複眼が、悠(ゆう)を新たなる獲物として、捕捉する――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　鉄美虎が敗れ、新たに神(かみ)護(もり)悠(ゆう)が粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)と戦闘に入ったことは、すぐにベアトリスに報告が上がっていた。焦(しよう)燥(そう)を抑えた声で、部下へと問いかける。

			「……魔族は、まだ駆逐できないのか。下手をすれば第二界層に落ちるぞ」

			「どの区域の異界兵も、新たな魔族とは遭(そう)遇(ぐう)していないようです……もしかすると、知恵の働く特種が潜んでいるのかもしれません」

			　特種。特異個体とも言われる。

			　それは、基本的に同種の存在が現れる魔族の群れにおいて、稀(まれ)に出現する進化個体のことだ。

			　以前の大魔竜のような純粋に強大な力を有する巨大な個体や、異常に知能の高い個体、何らかの能力を有する個体など、通常個体よりも厄介な存在であるケースがほとんどである。

			　ここは魔界の第一界層であり、出現する魔族は下位魔族ばかりであるが、特種となれば下手な中位魔族よりも厄介な性質を持つことも少なくない。

			　しかし、直近２回の魔界化で連続して特種が出現したとなれば、何とも縁起の悪い話だ。

			　だが、ある意味では好機であった。

			　部下はおそらく、あえて特種の可能性を指摘してくれたのであろう。ベアトリスが小さい頃からアルドシュタイン家に仕えている壮年の騎士に感謝しながら、意向を口にする。

			「特種が潜んでいる可能性が高いなら、第二界層に準じた行動指針を取っても問題はないな」

			「そうですな。……行かれますか、お嬢様」

			「無論だ。まずは馬鹿げた戦いを止めさせて――」

			　突如、声が響く。

			『――よいよい、このままやらせい』

			　ベアトリスのよく知る男の声であった。

			　全身の毛が逆立つような心地を味わいながら、続く言葉を聞かされる。

			『呵(か)呵(か)っ、漢と漢の喧(けん)嘩(か)は華よ。散るまで咲き誇らせるのが粋ってもんじゃろう。のう、お嬢？』

			　

			◆　◆　◆

			　

			「逃げ回ってんじゃねえぞ、臆病者がぁ！」

			「くっ……！」

			　愚かだと断じた争いに、今度は自分が身を投じている。

			　そのことに歯がゆさを感じながらも、悠(ゆう)は〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉と相対していた。

			　相対といっても、唸(うな)りを上げる大鎌を回避し続けるだけだ。

			　慣れない感情に振り回されてはいるが、やるべきことはしっかりと弁(わきま)えている。

			　時間を稼げばいい。

			　もうすぐ、伊織やルル、朱(あか)音(ね)らがここに到着するはずだ。そうすれば美虎たちを保護してくれるはずだし、同じ第三位階である伊織とともに〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉に対処することができるだろう。

			　多勢に無勢を前提とした、卑怯といえば卑怯な判断であるが、まずはティオをあの鬼蟲の腸(はらわた)から助け出すことが最優先だ。

			　それまで、逃げ続ければいい――はずだったのに。

			「……え？」

			　トン、と背中が何かにぶつかり、弾かれた。

			　振り返ると、何か半透明の膜のようなものが、周囲に張り巡らされていた。

			　中にいるのは、自分と粕(かす)谷(や)、そして〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉と中のティオだけだ。

			　美虎たちは外側に。悠(ゆう)たちは、外界と分断されていた。

			「……！　……っ」

			　彼女たちの声は、聞こえない。取り巻きの一人が、ベールのようなうっすらとした膜を蹴破ろうとしているが、まるで反射でもされたかのように弾き飛ばされた。

			「はっ！　よそ見してていいのかよ！」

			　超振動で赤熱化した大鎌が、目の前に迫っていた。

			　その性質は、魔竜の咆(ほう)哮(こう)とよく似ている。超振動とそれに伴う超高熱によって対象を物理と魔道の両面で破壊しながら切断する禍(まが)々(まが)しい兇刃が、何の躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく悠(ゆう)に振るわれていた。

			　展開していた八刃に、目の前の空間の停滞を命じる。

			　大魔竜の咆(ほう)哮(こう)を防いだ、時間停滞の障(しよう)壁(へき)だ。

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の絶叫する大鎌は――止まらない。障(しよう)壁(へき)が、切り裂かれる。

			　魔竜のような中位魔族とは、魔道的な存在の格が――魔法の理への抵抗力が桁(けた)外れなのだ。

			　だが、その動きを若干だが遅らせることができた。

			　砕け散る八刃を尻目に、その場を飛びずさる。

			　先ほどまで悠(ゆう)のいた空間に紅鎌が振り下ろされ、背後の膜へと激突した。

			　膜はビクともしなかった。傷一つすら付いていない。〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉が、反動でたたらを踏んだ。

			「くそっ、何だこれは……！　おい神(かみ)護(もり)！　てめえの仕業かよ！」

			「こんな邪魔なの、自分から作るわけないだろ！」

			　てっきり〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の能力かと思ったが、違うようだった。

			　魔道により作られたものであるということは、何となく分かるのだが。

			　異常事態だが、粕(かす)谷(や)は戦闘を止める気は一切ないようだった。

			「まあいい……これで、チョコマカと逃げ辛くなったよなあ……！」

			　確かな事実は、閉じ込められたということ。

			　周囲を見渡せば、円柱状に展開された膜の内側は直径20ｍほどだろうか。

			　魔道により身体能力を強化された高速戦闘、それもあの巨(きよ)躯(く)の蟷螂(かまきり)を相手取るにしては、いささか以上に手狭であると言えた。

			　粕(かす)谷(や)は、直接本体を狙われないように〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の後方に陣取り、悠(ゆう)を嬲(なぶ)るような眼差しでねめつけていた。

			「……行け！」

			〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉のうち、八刃を飛ばす。

			「効くかよぉ！」

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は、大鎌を横薙(な)ぎに振り抜いた。

			　突き刺さることにより時間停滞を生じさせる〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉の射出刃は、その切っ先に物理的硬度を無視する貫通力を有する一方、横からの迎(げい)撃(げき)に対しては非常に脆い。

			　六刃が大鎌に砕かれ、二刃が粕(かす)谷(や)に迫る。

			「当たるわけねえだろ、アホか！」

			　あっさりと回避された。

			　その魔道の力の大部分を具象体に割く化身型とはいえ、彼もまた第三位階の魔道師であることには変わりない。精度の甘い射出刃を楽々に避ける程度の身体能力は備えているのだ。

			「おらおら、いつまで逃げ切れるか見せてみろよ、モヤシ野郎！」

			　興奮に震えた声とともに、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉が迫る。

			　大鎌が髪の毛を掠(かす)めた悪寒に震えながら、転がるように回避した。

			「はぁぁぁぁぁ！」

			　起き上がりざま、双刃を疾(はし)らせる。

			〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉が、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の装(そう)甲(こう)に接触、紫色の火花を散らして――折れた。

			　鈍色の装(そう)甲(こう)には、わずかな傷が付いただけである。

			　硬過ぎる。馬力も段違いだ。小回りだけは何とかこちらが優位だが、総じて劣勢であった。

			「ひゃははははぁ！　雑(ざ)魚(こ)くせえ魔法で残念だったなあ！」

			　粕(かす)谷(や)の声が、上機嫌に弾んでいた。

			　悠(ゆう)を追い詰めていることが、たいそう気持ち良いらしい。

			「そんな薄っぺらい剣、次から次へと生み出せたぐらいで、何の意味があるっていうんだよ！　あの女の盾の方がよっぽど厄介だったぜ？　所(しよ)詮(せん)はモヤシだよなあ！　13位が相応(ふさわ)しいってもんだ！」

			　実際には、粕(かす)谷(や)が言うほどの単純な優劣の問題ではなかった。

			　悠(ゆう)の〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉は、装具型という類型に分類される。

			　装備や器物の形をした魔法を具象して、己の道具として扱うタイプだ。

			　身体能力の強化もバランス良く及ぶ安定したタイプであるが、魔法自体としての強度は、全類型でもやや劣る傾向にあった。

			　反面、化身型である〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は、その魔法の力の大半を具象体に注ぎ込む特化型として具象する傾向が強い。当然、それだけ存在は強固なものとなる。

			　結果として、悠(ゆう)は〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉に対して決定打に欠けた状態にあった。

			　そもそも、装具型が、化身型の具象体に真っ向から立ち向かうこと自体がナンセンスなのだ。

			　最適解は、具象体と別行動する本体を狙うことだろう。本体同士のスペックでは、身体強化の恩恵の大きい悠(ゆう)に明らかな分がある。

			　しかし、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の巨(きよ)躯(く)に見合わぬ機動性が、それを許してくれない。

			　粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)の魔法は強力である。それは疑いようもない事実であった。戦闘向きとかいう次元ではなく、戦闘に――他者を害することに特化した具象体。それが粕(かす)谷(や)の魂(たましい)のカタチ。

			　さらに、弱者からの搾取というもう一つの特性によって、その力を増幅している。

			　何より、悠(ゆう)自身が人間と戦うという状況をいまだ受け入れることができていなかった。

			　せめてもの抵抗で、粕(かす)谷(や)の悪逆を批難する。

			「どうして、ティオにそんなひどい真似ができるんだよ！」

			　唇を噛み締める悠(ゆう)を、粕(かす)谷(や)は満足げに観賞していた。

			「はっ、そんなにティオが気になるかよ？」

			「当たり前じゃないか……！」

			「くくっ……いい顔だよ神(かみ)護(もり)。それだけでもこいつを連れてきた甲(か)斐(い)があるってもんだ。どうだ、ティオを殺してみるか？　死体からは生命力を吸えねえからなあ。そうすりゃ万に一つぐらいは勝ち目があるかもしれねえぞ、できねえだろうけどな！　ひゃはははははは！」

			　彼女は、今も〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の中でぐったりとしている。

			　鋼の凶蟲が機動を行うたびに激しく揺られる彼女を考えれば、一刻も早く助け出したい。

			　あの胴体の破損を広げて、何とか彼女を引っ張り出すことができないだろうか。

			　しかし、あの〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の動作は、乱暴なように見えて機械のように精密だ。状況に最適化した極めて合理的な動きを繰り返すあの大蟷螂に、果たしてそんな隙はあるだろうか。

			（……待てよ？）

			　状況に応じた、合理的な動作。

			　それが、悠(ゆう)の瞬間記憶に焼き付いた〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の姿であった。

			　先日の訓練を思い出す。朱(あか)音(ね)の攻めを正確無比な迎(げい)撃(げき)で凌ぐベアトリス。あの時、自分は何を考えただろうか？

			　脳裏に、ほのかな光明が――。

			　その時、結界の向こう、粕(かす)谷(や)の背後の草むらが動く。

			「……！　…………。…………！」

			「…………」

			　朱(あか)音(ね)やルル、伊織や冬(とう)馬(ま)らが、次々と到着した。

			　相変らず声は聞こえないが、悠(ゆう)と粕(かす)谷(や)を見て驚き、指差して何かを言っている。

			　朱(あか)音(ね)やルルが障(しよう)壁(へき)を破ろうと攻撃を加え、失敗する。冬(とう)馬(ま)や澪(みお)たちは、こちらに懸命に呼びかけようとしている。どうした、大丈夫かなどと言っているように見えた。

			　伊織たちは倒れる美虎に気付き、駆け寄っていた。何やら美虎に向かって悪態めいたことを言いながらも、何だかんだで手当をしてやっているようだ。

			「はっ、遅かったじゃねえか。……どれ、あの女が気付くようにしてやるか」

			　粕(かす)谷(や)が、朱(あか)音(ね)たちに向けて〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の胴体を小突いて見せる。

			「……!?　……！　……、………！」

			　朱(あか)音(ね)が青ざめた。

			　ティオに気付いたのだろうと、容(よう)易(い)に想像がつく。

			　すぐに、その美(び)貌(ぼう)が義憤に染まり、吼(ほ)えるように口を開く。

			　粕(かす)谷(や)に対して、何か罵(ののし)りの言葉を吐いているようだった。

			「…………！　……！　…………!?」

			　何度も何度も障(しよう)壁(へき)に攻撃を加えるが、虚(むな)しく弾かれるだけだ。やがてルルが肩に手を置き、哀しげにかぶりを振る。朱(あか)音(ね)は悔しさを滲(にじ)ませながら、こちらを睨んでいた。

			　そんな朱(あか)音(ね)の様子に、粕(かす)谷(や)は嗜(し)虐(ぎやく)的な笑みを漏(も)らす。

			「くくくっ……声を聞いてやれねえのが残念だぜ、藤(とう)堂(どう)ぉ！　この壁がなけりゃ、キレて突っ込んできたところを、神(かみ)護(もり)の前で無様にひん剥(む)いてやるのによ！」

			　まさしく、悪鬼の形相。

			　それが日本にいた頃からの彼の本性なのか、魔道という超常の力に魅入られた結果であるのかは分からない。

			　少なくとも悠(ゆう)と朱(あか)音(ね)に対して、彼がひときわドス黒い感情を抱き続けていることは確かである。

			　これほどなのか。自分や朱(あか)音(ね)は、これほどまでに粕(かす)谷(や)に憎まれていたのか。

			　垂れ流される悪意に眩暈(めまい)を覚えながら、悠(ゆう)は問いかけた。

			「ねえ、粕(かす)谷(や)君」

			「……あん？」

			「ティオのことも、嫌いなの？　だから、こんなひどいことをするの？」

			「…………」

			　その質問に、粕(かす)谷(や)は驚いたように目を見張った。わずかに考えるような素振りを見せ、やがて小さく肩を竦(すく)める。

			「別に？　むしろ気に入ってるかもな。まったく、従順過ぎてこっちが引くぐらいだぜ。命令すりゃ、何でも言うこと聞きやがるし、何をしても拒絶しねえ」

			「でも！　本当は嫌がってるかもしれないじゃないか！」

			「当たり前だろ！　だから命令してんだよ、阿呆が！」

			　悠(ゆう)の悲痛な声を、粕(かす)谷(や)の哄(こう)笑(しよう)が押し潰す。

			　悠(ゆう)は粕(かす)谷(や)の言葉の意味が分からずに、唖然と立ち尽くす。

			　そんな悠(ゆう)の反応も愉しげに、粕(かす)谷(や)は興奮した言葉を続ける。

			「そういや、まだ言ってなかったよなあ。俺がわざわざティオを選んだのは、お前や藤(とう)堂(どう)と仲が良かったからだよ！　お前らのこと、大好きだって言ってたぜ。命を助けてもらった恩を、いつか返したいってな！　なあ、神(かみ)護(もり)。お前はどうなんだよ？」

			「す、好きに決まってるじゃないか……」

			　彼女は、この異世界でできた初めての友達なのだ。

			　あんなに人当りの良い、朗(ほが)らかで優しい子を嫌いになる者などいるのだろうか。

			　悠(ゆう)の返事に、粕(かす)谷(や)は醜(しゆう)悪(あく)な愉悦を滲(にじ)ませる。

			「だからだよ！　お前らみたいな偽(ぎ)善(ぜん)者は、自分たちよりもそういう相手が苦しむ方が効くだろう？　いい手だと思ったが、期待以上だったぜ！　特にお前だよ、神(かみ)護(もり)！　そんな面、学校じゃ見られなかったからなぁ！」

			「ぁ……」

			　悠(ゆう)は、両手の〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉を取り落しそうになる。

			　ふらりとよろめき、後ろの結界にぶつかった。弾かれて、転びそうになるのを何とか堪える。

			　そんな、馬鹿な。

			　それでは、ティオが粕(かす)谷(や)にこんな目に遭(あ)わされている理由は――

			「理解したか？　つまり、お前のせいってわけだ」

			「…………」

			　自分と仲良くなったりしなければ、彼女は今もメドレアで教育を受けていたのだろう。

			　奴(ど)隷(れい)という身分に変わりはないが、良心的な主に仕える可能性だってあった。

			　少なくとも今のように粕(かす)谷(や)に嬲(なぶ)られ、弄(もてあそ)ばれることにはならなかったはずだ。

			　無論、最も悪いのは粕(かす)谷(や)である。それは分かっていても、理屈では抑えられない感情が胸中を渦(うず)巻く。持て余し、自失する。

			　俯(うつむ)いた悠(ゆう)の手から力が抜け、今度こそ白刃がこぼれ落ちた。

			　地面に落ちる前に剣は浮遊し、他の剣と同じく主を気遣うように侍(はべ)る。

			「……お？」

			　項垂れる悠(ゆう)を喜(き)悦(えつ)の相で眺めていた粕(かす)谷(や)は、その背後を見て目を丸くする。

			「何だ、来たのかよ、和(かず)樹(き)。ずいぶんとボロボロじゃねえか、情けねえ」

			　粕(かす)谷(や)の取り巻きたちであった。右腕的な存在である斉(さい)藤(とう)和(かず)樹(き)が、ぐったりと動かないクラスメイトを抱えながら、自分たちのリーダーを呆(ぼう)然(ぜん)と見ている。

			　散々な有様であった。骨折していると思しき者や、より深刻な怪(け)我(が)を負っている者もいる。

			　よほどの恐怖を味わってきたのだろう、その目は見開かれ、瞳(ひとみ)は激しく揺れ動いていた。

			「ま、今はどうでもいいがな」

			　自分を頼る級友たちの無残な姿を、粕(かす)谷(や)はその一言で片づけた。

			　斉藤らの登場により、奇しくも生き残った悠(ゆう)や粕(かす)谷(や)のクラスメイトが全員揃ったことになる。

			「さあて、観客も増えたことだし、遊びはここまでだ。連中の前で、俺が上だってことをしっかり教えてやらねえとな」

			　無防備な悠(ゆう)に、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉がにじり寄る。

			　結界の向こうで、朱(あか)音(ね)たちが切迫した表情で叫んでいるが、その声は一切届かない。

			「何だよ、そんなにショックだったかよ？　情けねえな、そのまま血祭りに――」

			　悠(ゆう)の唇が、小さく動いた。

			　

			「――行け」

			　

			　その声は静かに、だが力強く響く。

			　応じるのは、周囲に侍(はべ)る時戒の剣。くるりと優雅に回転し、切っ先を鋼の魔蟲へ向ける。

			　全刃、射出。

			「なにっ……！」

			　粕(かす)谷(や)は驚(きよう)愕(がく)するが、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は相変らずの合理的かつ精密な機動で、襲い来る〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉に的確に対処する。

			　学習したのだろう、打ち漏(も)らしがあった先の攻防より、さらに無駄のない動きを見せる。

			　射出刃の横っ腹を殴りつけるようにして六刃を粉砕、三刃を回避、避けきれない一刃は、必要経費とばかりにその装(そう)甲(こう)で受け止めた。

			　切っ先が深々と食い込み、わずかに動きが遅くなるが、２秒と持たずに砕け散る。

			「くそっ、おい〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉、早くしろ！」

			　悠(ゆう)は、その間に回り込むように位置を変えていた。

			　すぐさま、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は移動しながら旋回し、悠(ゆう)と粕(かす)谷(や)の直線上に立ち塞がる。

			　先ほどよりは離れた間合いで、両者は相対する。

			　わずかに冷や汗をかく粕(かす)谷(や)が、それを誤魔化すように声を張り上げる。

			「はっ！　何だよ、戦意喪失したわけじゃねえのかよ！　だが無駄な抵抗だったなあ、神(かみ)護(もり)！　そんな攻撃、もう二度と俺には届かな――」

			「――そうだね。今はまだ、届かないね」

			　悠(ゆう)の声に、動揺はない。

			　粕(かす)谷(や)と、その魔法を、じっと目を凝らして見つめる。

			「……どういうことだよ」

			　不快げに唸(うな)る彼に向けて、悠(ゆう)は言葉を続ける。

			「別に。君に勝つための方法が、見つかっただけだよ」

			「なっ……」

			　粕(かす)谷(や)の頬が、引き攣(つ)った。

			　こめかみに青筋が立つのが見える。悠(ゆう)に勝利を宣言されるのは、それほど屈辱的だったのか。

			「やってみろよ、モヤシ野郎がぁぁぁぁぁぁ！」

			　襲いかかる〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の猛攻を、悠(ゆう)は危ういところで回避した。

			　じっと、瞬(またた)きすらせずにその目に捉(とら)えたまま。

			「……もう一度」

			　再度、十刃の全射出。

			　先ほどと、ほぼ同じ並びと配置での攻撃であった。

			　先ほどと、ほぼ同じ最適化された精密動作でもって、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は凌ぐ。

			　その光景に悠(ゆう)は確信を抱き、小さく頷いた。

			「無駄だって言ってんだろうが、雑(ざ)魚(こ)がよぉ！　どうしたんだよ、急にやる気を出しやがって！　ひゃははは！　そんなにティオを助けたいか？　事情を知ったらお前のこと恨むかもなあ！」

			「それがどうした！　そんなこと、どうでもいいよ！」

			　嫌われるかもしれない。憎まれるかもしれない。感謝などされないかもしれない。

			　だが、そんなことはどうでもいい。

			　悠(ゆう)は、ティオが好きなのだ。朱(あか)音(ね)も、口にこそ出さないがきっと。それだけで、助ける理由としては十分に過ぎる。

			　それが、自分と粕(かす)谷(や)との因縁に巻き込まれてしまったティオに対するケジメであろう。

			　そしてもう一つ、より個人的かつ原始的な理由が、悠(ゆう)にはあった。

			「だいたい、僕は……！」

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の複眼に、悠(ゆう)の顔が映っていた。

			　自分は今、見たことのない顔をしている。

			　目は吊り上がり、険しく噛み締められた口元からは熱く震える吐(と)息(いき)が漏(も)れている。その瞳(ひとみ)は、燃え盛る感情で爛々とぎらついていた。

			　渦(うず)巻いていた感情は、今は灼(しやく)熱(ねつ)の奔流となって溢れている。

			　この表情は、この感情は、こう呼ばれるものだ。

			「怒ってるんだ！　君をこのままで済ませるわけないだろ！」

			　そう、悠(ゆう)は激怒していた。より俗っぽく言えば、キレていた。

			　地(じ)獄(ごく)の15年間の中ですり減り、壊れ、あるいは削げ落ちたはずの憤(ふん)怒(ぬ)の情が、堰(せき)を切ったように流れ出ている。ティオが粕(かす)谷(や)に選ばれた理由を聞いた時、ぷつん、と何かが切れる音を確かに聞いた。

			　過(か)酷(こく)な人体実験の中でも、粕(かす)谷(や)の陰(いん)湿(しつ)にして粗(そ)暴(ぼう)な苛めでも微(み)塵(じん)も揺らがなかったのに。

			　１ヶ月余りでも人間らしい生活をしてきたおかげなのか、他の要因なのか。それは自分にも分からなかった。

			　悠(ゆう)は、十の白刃を従えて、静かな声で宣言する。

			「粕(かす)谷(や)君。僕は君――いや」

			　こうでない。自分の気持ちを正しく言い表す言葉は、もっと、こう。

			「粕(かす)谷(や)……僕は、お前が嫌いだ。報いを、受けさせてやる」

			　粕(かす)谷(や)は、一瞬驚く。そして魔鋼の蟷螂を従えて、剣(けん)呑(のん)に歯を剥(む)いた。

			「そうかよ、珍しく、意見が合うじゃねえか。俺もお前のことが、最初から大嫌いだったぜ！　あの学校で、お前と藤(とう)堂(どう)だけだったんだよ、俺の思い通りにならないのは！　俺に屈服してねえのはよお！」

			　大鎌が振るわれる。

			　悠(ゆう)はわずかに避け損ない、頬と肩を切り裂かれた。鎧のごとき防御力を持つアンダースーツが、何の役にも立たずに切り裂かれる。傷口から血が溢れだすが、悠(ゆう)は欠片(かけら)も意に介さずに〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉を観察し続ける。

			「ずいぶんと、安っぽい理由なんだね」

			「お前ごときに何が分かる!?　俺は粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)だ！　粕(かす)谷(や)家の――選ばれし一族の血統なんだよ！　てめえみたいな俗物に舐められるわけにはいかねえんだ！」

			「それが安っぽいって言ってるんだ！　血統がなんだよ！　お前にあんなことをする資格なんてあるもんか！」

			「資格だあ？　現実見ろよ、世間知らずが！　重要なのは、できるかできないか、その事実だけだ！　資格があるかどうかなんて力があるって事実の前じゃ何の意味もねえ！　金、コネ、権力――力があれば、何もかも肯(こう)定(てい)される！　許されるんだよ！」

			「ふざけるな！　そんなこと、そんなこと……！」

			　だったら、あの数千人の子供たちの犠牲も許されるというのか。

			　この世界に召喚された異界兵たちの犠牲も許されるというのか。

			　母親を喪ったばかりの女の子が、傲(ごう)慢(まん)な悪意に嬲(なぶ)られることが許されるというのか。

			「認められるわけないだろ！　誰が許そうが、僕だけは絶対に許さない！」

			　そんな理屈も、粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)という人間も。

			　そのためには、勝たなければならない。

			　悠(ゆう)は、それまでの〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の記憶のすべてを引っ張り出していた。

			　脳裏に、その動きを資料のように羅(ら)列(れつ)していく。

			　瞬間記憶と超動体視力があって初めて実現する、詳細にして膨大な戦闘記録。

			　そこから先は、もう言葉らしい言葉のやり取りはなかった。

			　クラスメイトたちが見守る中、悠(ゆう)と粕(かす)谷(や)の命懸けの喧(けん)嘩(か)が繰り広げられる。

			　悠(ゆう)は、ひたすらに白刃を射出し、凌がれ、反撃する〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉を凝視する。

			　身体のいたるところが切り裂かれ、血が噴き出す。腹部を大きく裂かれた時は、内臓がこぼれそうになった。骨まで断たれた腕は、千切れそうになってぶら下がる。赤熱化した超振動刃に接触した際には、沸(ふつ)騰(とう)した血液が脳に流れて意識が飛びそうになった。

			　それらはすべて、超再生によって塞がれていく。

			「気持ち悪ぃ身体だな、お前本当に人間か？　まるであの化物どものお仲間じゃねえか」

			　粕(かす)谷(や)の侮(ぶ)蔑(べつ)的な言葉が胸に深く突き刺さるも無視する。

			　再生に伴う痛みは、全身の血液が硫(りゆう)酸(さん)に変わったかのような錯(さつ)覚(かく)を起こす。傷口が再生しているはずなのに、餓(が)鬼(き)に身体を貪り食われている気すらしてくる。そんな、痛みという概念すら超えた感覚を耐え、それでも悠(ゆう)は〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉から一度も目を逸らさない。

			　相変らずの悠(ゆう)の劣勢である。しかも、悠(ゆう)はだんだんと血液を失い、消(しよう)耗(もう)していく。

			　いつの間にか、結界の外の見物人はずいぶんと増えていた。

			　玲子や省吾、ベアトリスたちも来ている。知らない顔もあった。もしかすると、召喚された異界兵全員が集まって来ているのかもしれない。

			　やがて、その戦いの様相に一つの変化が訪れる。

			「くそっ、くそっ……！　どうなってやがる！」

			　粕(かす)谷(や)の焦(しよう)燥(そう)の声が、結界内に響いていた。

			　幾度も、幾度も、その絶叫する大鎌を振るい、小柄な少年を追い立てていた。

			　だが、当たらない。掠(かす)りもしない。

			　着実に悠(ゆう)を消(しよう)耗(もう)させていたはずの精密機械のごとき攻撃が、いつの間にか空を切るばかりになっていた。

			「神(かみ)護(もり)！　てめえ、何かインチキでもしてやがるのか！」

			　馬鹿なことを言う、悠(ゆう)は思わず噴き出した。

			　焦りで苛(いら)立(だ)つ粕(かす)谷(や)は、そんな悠(ゆう)のリアクションに顔を醜く歪(ゆが)ませる。

			　そこでようやく、悠(ゆう)は粕(かす)谷(や)の言葉に応えることにした。

			「ただ、覚えただけだよ。僕は人より目と記憶力がいいんだ」

			「覚えただあ……？　何を言ってんだ、てめえ」

			「いちいち細かく説明するわけないだろ。大喜びで自分の能力をバラすような君ほど、僕は馬鹿じゃない」

			「この、野郎ぉ……！」

			　覚えた――深い意味はなく、その通りの意味である。

			　悠(ゆう)は〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の戦闘機動を観察し続け、そして、覚えた。

			　その合理的かつ精密な行動パターンのすべてを。

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の動き方は合理的過ぎるがゆえに、法則性があった。

			　それに気付いたのは、悠(ゆう)の瞬間記憶に焼き付いた光景が妙にダブることに違和感を得たからだった。それは、朱(あか)音(ね)の攻撃を正確無比に対処し続けていたベアトリスの立ち回りを見た時にも抱いた印象だ。

			　自分なら何とかなるかもしれない――そんな予感の正体が、これだった。

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は、化身型魔法の典型例――その巨(きよ)躯(く)を動かしているのは、魔道によって疑似的に生み出された人工知能だ。

			　それは非常に合理的な判断で精密な機動を行うが、合理的過ぎるがゆえに動作には一定のパターンが生じていた。精密過ぎるがゆえに、そのパターンを寸分違わずになぞっていた。

			　この状況では、次にこう動く――そういった予測を立てることが可能であり、次の行動を誘導することも無理ではない。

			　もちろん、そのパターンは膨大である。普通であれば覚えきることなど不可能だ。

			　……普通の、記憶力ならば。

			　超動体視力で捉(とら)えた動きから、瞬間記憶で得た膨大な情報を引き出して次の動作を予測する。

			　悠(ゆう)の能力は、それを可能にしていた。

			　いかに優れた性能を誇ろうとも、次の行動を完全に先読みされては活かしきれない。

			　超一流の戦士であるベアトリス相手では妄想の域は出なかっただろうが、己が才に溺れた目の前の愚か者とその僕(しもべ)には、効果てき面であった。

			　ともすれば、そこまで言ってしまえば、何らかの手を打たれるかもしれない。

			　ただ、粕(かす)谷(や)を悔しがらせたかったのだ。ティオが味わった苦しみの一部でも、屈辱を味わわせたかった。

			「……それが、どうしたよ」

			　粕(かす)谷(や)は激しく動揺していたが、しかしまだ優越感は失ってはいないようだ。

			　気を取り直して、陰(いん)湿(しつ)な笑みを返してくる。

			「何を勝ち誇ってるか知らねえがよ……てめえのナマクラじゃ、この〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の装(そう)甲(こう)を抜けねえこと忘れるんじゃねえぞ！　そしてこいつは、お前を絶対に通さねえ！　〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の性能は、お前を圧倒してるんだからなあ！」

			　事実であった。

			　ティオを捕えた〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は、初めて見た時よりも数段上の存在感を纏っている、が。

			「それももう、解決済みだよ」

			「なにっ――」

			「――行け」

			　十刃を射出。

			　同じだ。大半の刃は横殴りに粉砕され、残りも避けられる。

			　どうしても受けるしかない射出刃はせいぜい１本、刺さったところであの兇蟲の動きをほんのわずか、短い時間だけ阻(そ)害(がい)するだけである。

			　だが、それで十分。

			　今までと異なるのは、命中する最後の一刃の狙い。

			　何度も繰り出し続けた結果、ようやく一つだけは、正確に標的を狙えることができるようになっていた。

			　刃が胴体へと飛来し、突き刺さる。

			　舞い散る銀片が、降り注ぐ陽光に照らされて照り輝いていた。

			　その向こうに見える大蟷螂を見上げて、悠(ゆう)は小さく呟(つぶや)く。

			　ごめんね、ちょっとだけ我慢してて、と。

			　悠(ゆう)の勇ましい物言いから警戒していたのか、何も起こらなかったことに粕(かす)谷(や)は胸を撫で下ろす。

			「驚かせやがって……同じことの繰り返しじゃねえか能なしが！　今度こそ――……!?」

			　だがもう、〝何か〟はすでに起こっていた。

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉が動く、動くが――鈍い。

			　少なくとも、先ほどまでに比べれば明らかに。

			「何っ……力が!?」

			　粕(かす)谷(や)は気付く。〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の性能が、ティオを捕える前の初期状態に戻っている。

			　そして、命中したはずの刃が、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉には刺さっていない。

			　刺さっていれば、刃はとうに強力な抵抗で砕かれている。

			　ならば、迎(げい)撃(げき)を免れた〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉の一振りが突き刺さるのは、

			「神(かみ)護(もり)ぃぃぃぃぃ！　てめえ、まさかティオにぃぃぃぃぃ!?」

			〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の胴体、剥がれた箇所から覗くティオの胸元に、白刃が付き立っていた。

			〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉の射出刃に、物理的な殺傷力はない。その効果は、刺さった対象の時間停滞。

			　意識を失い、魔道の力も弱いティオの時間停滞への抵抗力は、皆(かい)無(む)に近い。

			　粕(かす)谷(や)は、死体からは生命力を奪うことができないと言っていた。

			　死体――つまりは、生命が止まった存在。

			　ティオの時間は今、停止している。すなわち、ティオから〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉へと吸い出される生命力もまた、予想通り止まっていた。

			　傷付ける心配がないとはいえ、彼女に刃を突き立てるのは、ひどく心苦しかったが。

			「ぐっ……へし折れ、〈機甲(ハウル)――」

			「遅い！」

			　悠(ゆう)は大蟷螂へと跳(ちよう)躍(やく)し、急ぎ再生成した一振りの刃を握りしめる。

			「これは、鉄先輩たちの分……！」

			　この状況は、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の装(そう)甲(こう)を砕いた彼女たちの戦果でもある。

			　ティオに突き刺さった刃を砕こうとする右腕に、煌(きら)めく白刃を疾(はし)らせた。

			　硬い、が今までに比べればまだ。

			　ギヂヂヂヂヂヂ、と耳障りな音と火花を立てながら、〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉は、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の腕部に深々と傷を入れる。

			「があああああああああああああ！　いでええええええ!?」

			　粕(かす)谷(や)が狂ったような悲鳴を上げる。

			　魂(たましい)を刻まれる激痛に、頭を抱えながら悶絶する。

			　痛々しい姿であるが、悠(ゆう)は攻めの手を一切緩めない。再生成を終えた八刃を、すべて粕(かす)谷(や)へと射出する。

			「……行け！」

			「ぐっ……ぞがぁぁぁぁぁぁ！」

			　屈辱に吼えながら、粕(かす)谷(や)は人間離れした身体能力で回避を試みる。

			　しかし、いかに第三位階といえども所(しよ)詮(せん)は化身型。本体の身体能力では、他の類型に明らかに見劣りした。

			　右足、脇腹、左肩へと白刃が突き刺さる。粕(かす)谷(や)の動きが、突如として滑(こつ)稽(けい)なスローモーションへと変じていた。

			「ぢ……ぐ……」

			　停滞した粕(かす)谷(や)は、のろのろと悠(ゆう)を見上げる。

			　彼には今、光を背に跳(ちよう)躍(やく)する悠(ゆう)の姿が異様に速く見えるだろう。

			　着地。刺さった刃を砕き時間停滞の拘(こう)束(そく)から逃れつつある粕(かす)谷(や)へと疾走した。

			　迫る悠(ゆう)に、粕(かす)谷(や)は血の気を引かせている。

			　悠(ゆう)は胸中から溢れる感情のすべてを拳に握り込み、振りかぶった。

			「これは――」

			「〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉！　遅えぞノロマ！　早く、早くしろぉっ！」

			「――ティオの、分だぁっ！」

			　粕(かす)谷(や)の顔面を、全力で殴りつけた。

			「ぎぇっ……！」
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			　肉が潰れ、骨の割れる不快な感触。

			　頬に拳をめり込ませ、粕(かす)谷(や)が無様に地面を転がっていく。

			「いでぇぇぇっ……ちぐしょっ、いでえよおおおおお！」

			　衆(しゆう)人(じん)環(かん)視(し)の中、蛙のように地面に這いつくばりながら情けなく悶(もだ)える粕(かす)谷(や)、こちらを見上げた顔は醜(しゆう)悪(あく)に歪(ゆが)んで腫れ上がり、鼻血が滂(ぼう)沱(だ)のごとくこぼれていた。

			　悠(ゆう)はなおも追い縋(すが)る。

			　背後から、大鎌が迫る風切り音が聞こえているが――

			「動くな！」

			「ひっ……」

			　ぴたりと、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の動きが停止していた。

			　喉元に〈斯戒の十刃(テン・コマンドメンツ)〉の切っ先を突き付けられた粕(かす)谷(や)を人質に取られる形だ。

			　キリキリ、と軋(きし)むような鳴き声は、悔しげにも聞こえる。

			　悠(ゆう)は、粕(かす)谷(や)に白刃を突き付けたまま、冷徹に告げた。

			「ティオを、あの中から解放して」

			　まず要求するべきことは、それであった。

			「でめえ、よぐも、ごの俺にぃ……」

			　自尊心と自己顕示欲の強い彼のことだ、こんな無様な姿を大勢の目に晒(さら)すのは、死ぬほど屈辱的であろう。今にも発狂しそうなほど危うい唸(うな)りを漏(も)らしていた彼に、

			「……早く！」

			　剣の先端を震える喉に触れさせて、恐怖心を煽(あお)る。

			「くぞっ、ぐそぉぉぉぉっ……！」

			　背後で、しゅるしゅると蠢(うごめ)く音が聞こえてきた。胴体部が開き、ティオが解放されるのを確認する。

			「急いで……！」

			　人に刃物を突き付けるなど、初めての経験であった。拳とはわけが違う。

			　もう半歩ほど踏み込めば、この切っ先は粕(かす)谷(や)の喉に深々と食い込み、彼の命を奪うだろう。

			　その想像に伴う緊張感が、悠(ゆう)の手を少しだけ震わせる。

			「ははっ……」

			　その手を見下ろす粕(かす)谷(や)の口元に、下(げ)卑(び)た笑みが浮かぶ。

			「何を笑って――」

			「――後ろを見てみろよぉっ！」

			　姿勢を変えず、首だけわずかに振り向いた。

			　その先にあるのは、

			「……ティオ」

			　ティオが、魔蟲の内部から解放され――その身に、大鎌を突き付けられていた。

			　人質。悠(ゆう)は、歯噛みしながら視線を戻す。

			「何のつもり？　ティオを離さないと、このまま君を――」

			「できるのかよ!?　てめえに人殺しがよお！」

			「……！」

			　悠(ゆう)は、目を見開いて言葉を飲み込んだ。

			　絶句する姿は、何よりも雄弁に粕(かす)谷(や)の問いへの答えを表していた。

			　先ほどまで屈辱と痛みに喘(あえ)いでいた粕(かす)谷(や)は、鼻血をダラダラと垂らしたまま、一転してけたたましい哄(こう)笑(しよう)を上げる。

			「ひゃはははは！　形勢逆転だ！　良くもやってくれたな、神(かみ)護(もり)ぃ！　本当は真正面からぶっ潰したかったが仕方ねえ！　いいか、動くんじゃ――」

			　

			『――そいつはいただけんのう、坊主』

			　

			　男の声が、あまりにも唐突に響いた。

			　直後、結界内に隕石が落ちた――そう思った。

			　衝撃が、炸裂する。

			「うわぁっ!?」

			「ぎゃっ!?」

			　軽々と吹き飛ばされ、地面を転がる。

			「悠(ゆう)っ……！」

			「ユウ様！」

			　その身体を、朱(あか)音(ね)とルルが抱き止める。いつの間にか、結界が消え去っていた。

			「あ、ありがと……わわっ!?」

			　何かが悠(ゆう)に向けて投げ込まれた。慌てて抱き止める。

			　華(きや)奢(しや)で柔らかい、抱き締めると折れてしまいそうな感触。手には、ふさっと丸みのある糸のような手触りがあった。

			　小さく、呻(うめ)くような可愛(かわい)らしい声が聞こえてくる。

			「ティオ！」

			　悠(ゆう)の腕の中にティオがいる。

			　相変らず意識はなく、ぐったりはしているものの顔色には赤みが戻っていた。

			　脈拍もある、体温もある。

			　ティオが、無事な姿で悠(ゆう)の腕の中にいた。ぎゅっと抱きしめて、深々と安(あん)堵(ど)の吐(と)息(いき)を漏(も)らす。

			「良かったぁ……！」

			「よ、良かったけど！　何があったのよ、悠(ゆう)！」

			「わ、分からないよ、いきなり何か落ちてきたような……！」

			「男の声が聞こえなかったか？」

			「冬(とう)馬(ま)たちも聞こえたの？」

			　どうやらあの声は、結界の外まで聞こえていたらしい。

			「一体、何が……」

			　視線を戻すが、土煙がもうもうと立ち込めてよく分からない。

			　粕(かす)谷(や)は、どうなったのだろうか。

			　そんなことを考えていると、土煙の向こうから声が聞こえてきた。

			「今のはいかん、いかんのう。漢のやることではなかろうが」

			　若々しい男の声、だがその喋り方はまるで年を経た翁のようだ。

			「しかし元から真っ当な条件ではなかったの。片や金髪の坊主は連戦の手負い、片や白髪の坊主も戦い辛かったじゃろうからなあ」

			「てめぇっ……なに勝手にほざい、てっ……ぐ、あ……」

			　声のした方へと顔を向けると、土煙の薄くなってきた場所に、粕(かす)谷(や)が苦しげに地に伏していた。そして〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉が、壊れた玩具(おもちや)のように無残に地面に転がっていた。

			「ふうむ、存外にしぶといの、化身の蟲よ」

			　先ほどの衝撃のダメージをモロに食らったのか、全身ヒビだらけ、複眼は幾つも割れており、ドロドロとした赤い粘液が血のように溢れていた。悠(ゆう)に斬られた右腕は完全に折れて喪失。身動きしようとするたび、破片がボロボロと地面に落ちては溶け消えていた。

			　やがて力尽きたように動かなくなり、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉は溶けるように消えていった。

			　粕(かす)谷(や)も起き上がる力がもうないのか、魔法のダメージのフィードバックに悶(もだ)え苦しみながら地面を這うように進み、怨(えん)嗟(さ)の唸(うな)りを上げていた。

			「ちく、しょうっ……痛ぇ、力が、入らねえ……くそぉぉっ！　てめえ、ぶっ殺して、や、る」

			「呵(か)呵(か)っ、化身を一度吹き飛ばされたぐらいで戦闘不能とは、最近の若いもんは根性が足りんことじゃの。無粋な真似をして興を削いだ罰じゃ、大人しく寝とけ、坊主よ」

			「ぜっ、たいに……ころ、す……こ、ろ」

			　最後まで悪態を吐(つ)きながら、粕(かす)谷(や)は気を失った。

			　マントのような衣装が、土煙の中にはためく。

			「この勝負、儂(わし)が預かる。文句はないじゃろう？　ベアトのお嬢よ」

			　部下を粕(かす)谷(や)の看護に向かわせたベアトリスが、嘆(たん)息(そく)しながら応える。

			「できないと言っても、言い出したら無理にでも押し通すおつもりでしょう、翁」

			「呵(か)呵(か)呵(か)っ、重(ちよう)畳(じよう)、重(ちよう)畳(じよう)。話が早くて助かるわい。なぁに、悪いようにはせんから安心せい」

			　薄くなっていく土煙の向こう、人影がこちらに振り向いたような気がした。

			　気安い声が、投げかけられる。

			「久しいの、狼のお嬢」

			　ルルが、苦笑を浮かべながら恭(うやうや)しく一礼した。

			「ご無沙汰しております。お師様」

			「お師、えっ、ルルさん……？」

			　一陣の風が吹いた、土煙が吹き飛ばされ視界が晴れる。

			　人影が、陽光の下に晒(さら)された。

			「……えっ？」

			　悠(ゆう)は、その姿を見て驚きに目を見張った。

			　黒髪の、痩せた男である。

			　まだ若く、年齢は20代から30代ほどに見えた。

			　顎(あご)に無精髭を生やし、時代物の創作物で見るような煙管(きせる)を咥え、紫(し)煙(えん)を燻(くゆ)らせている。

			　何より特徴的なのは、その服装だ。

			　一体どういう趣味なのか、派手な斑(まだら)模様の着物を羽織り、足には下駄を履いている。

			　その恰好は、まるで――

			（……日本人？　それも、昔の）

			　――時代劇か何かの登場人物のようだった。

			　当時の言葉で、傾奇(かぶき)者と称されるような、そんな出で立ちだ。

			　似たようなことは他の異界兵たちも思ったのだろう、ざわめきが広がる。

			「さて、初見になるの、坊主どもよ！」

			　にやにやと口元に煙管を咥えたまま、男は声を上げた。

			　さほど大きくない声のはずなのに、ビリビリと肌が痺(しび)れるような圧力が、波のように広がっていく。

			　言葉を切り、もったいぶった感じで周囲を見渡し、自分の胸を親指でどんと指した。

			「マダラじゃ、覚えておけい」

			　そのように名乗った男は、腕を組んで偉そうに胸を反らす。

			「儂(わし)は謙虚じゃからな。控えめに『マダラ様』で良いぞ？　呵(か)呵(か)っ」

			　悪童めいた爛々とした眼光を輝かせるマダラ。

			『……!?』

			　その名に、一気に空気が張り詰めた。ざわめきが、さらに大きくなっていく。

			　それすらも愉しげに、マダラは紫(し)煙(えん)を燻(くゆ)らせた。

			「さて、そこの白スケと偽金髪がなかなか楽しませてくれたでの。儂(わし)もちいと坊主どもに愉快な芸を見せてやろうかい……良いな、ベアトのお嬢よ」

			「……くれぐれも、無用な被害は出さぬように願います」

			「呵(か)呵(か)っ、委細承知よ。……さて、坊主ども、上を見い！」

			「……？」

			　皆は天を指差すマダラの言葉に従い、上空を見上げ、

			「なっ……!?」

			　魔界の空に、存在しないはずの星が見えた。

			　それは、燃えるような朱の星である。

			　無数に、数えきれないほどの星が、悠(ゆう)たちの上空に浮かんでいる。

			　否、落ちている。その朱の星は、次第に輝きと大きさを増していた。

			「綺(き)麗(れい)……」

			　誰かが、そう呟(つぶや)いた気がした。

			　魔界の異形の空を、無数の灼星が彩っていた。見たことのない幻想的な空であり、まさに美を内包した光景だ。つまり、これは……

			「……隕石？」

			「危ないっ……!?」

			　焔の雨が降り注ぐ。

			　魔界と化した平原に、無数の隕石が落下した。地面に炸裂し、轟(ごう)音(おん)と衝撃を撒き散らす。

			　世界の終(しゆう)焉(えん)めいた破滅の光景に、無数の悲鳴が上がる。

			　悠(ゆう)は、ぐったりした身体でティオを庇(かば)うように抱き締めた。その悠(ゆう)を、朱(あか)音(ね)が、ルルが、冬(とう)馬(ま)らが守るように囲む。

			　隕石はすぐ近くにも着弾し――紫の塵(ちり)が舞った。

			「……魔族？」

			　パニックは、すぐに戸惑いへと変わっていく。

			　魔界に降り注いだ破滅の雨は、誰一人として傷付けてはいなかった。

			「呵(か)呵(か)呵(か)呵(か)呵(か)呵(か)！　良い反応じゃ、人を驚かせるのは飽きんのう。ほれ、これを見てみよ」

			　マダラはそんな異界兵たちの反応に呵々大笑を上げながら、手を掲げて見せる。

			　指先で、何かを摘まんでいた。

			　豆粒ほどの大きさ。ジタバタと、暴れているように見える。それは異形。極めて小型の魔族であった。

			「こういう特種もおるということじゃ。逃げ回って、魔界の界層が落ちる時間を稼ぐ心算じゃったんじゃろうて。儂(わし)がいて良かったのう」

			　ぷちっ、と羽虫のように魔族は潰され、紫の塵(ちり)と化した。

			　直後、異形の空がボロボロと剥がれ落ちていく。

			　魔界の消滅。魔族の全滅を意味していた。

			　あの隕石群は、魔族を狙った魔道攻撃――その認識に、悠(ゆう)は戦(せん)慄(りつ)した。

			　これほどの広範囲、あれほどの小さな標的への、無数の隕石による精密狙(そ)撃(げき)。

			　何という桁(けた)外れの魔道か。悠(ゆう)たちとは次元が違う。

			「おう白スケ、大儀じゃったな。気張った褒美に、占いでも一つくれてやろうかの」

			「えっ？　あ、あの……」

			　呆(ぼう)然(ぜん)とする悠(ゆう)を、マダラが悪童めいた眼差しで見下ろす。

			「そこの森人(エルフ)のお嬢を何とかしたいんじゃったら、その娘の母御について調べることじゃ。さすれば自ずと道は開けるじゃろうて」

			　ティオの母親？　なぜ、どうして？

			　マダラはそれ以上を語らず、にやりと唇を吊り上げるのだった。

			　

			　マダラ。

			　その名は、悠(ゆう)たちもすでに聞いていた。

			　魔道科学、数学、経済学、哲学、天文学、物理学、考古学、地理学、気象学――その他諸々の学問において歴史に名を残す発見や理論を残した、この世界の生ける偉人。

			　そして何より、〝偽天〟という二つ名とともに、その名前は世界に轟いていた。

			　魔道の第三位階〝法(ゼノスフイア)〟の先――第四位階〝天(アルス・マグナ)〟。

			　公式には４人しか確認されていない、世界最強と目される魔道師の一角。

			　人の形をした戦略兵器が、帝国に降り立った。
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			終章　純潔の月

			　

			「……ん」

			　悠(ゆう)が薄く目を開けると、薄暗い視界の中、見覚えのある天井が視界に入る。

			　そこが自室のベッドの上であると、すぐに理解ができた。

			　すでに日は落ち、夜の帳(とばり)が帝都を包み込んでいる。

			　鉛(なまり)のような疲労感が纏わりつき、起き上がるのが億劫であった。

			　あれから、斑(まだら)模様の着物を羽織った傾奇(かぶき)者の乱入によって粕(かす)谷(や)との勝負は水入りとなり、そして魔界は消滅して悠(ゆう)たちは帝都へと帰還した。

			　帝城へと戻るための馬車に入って――そこからの記憶がない。

			　どうやら疲れ果て、そのまま眠ってしまったのだろう。

			　額には湿った布が置かれ、ひんやりと心地良い。焦(しよう)点(てん)を結びつつある薄闇の視界の中、悠(ゆう)を覗き込む人影があった。

			「ルルさん……？」

			　では、なかった。

			　彼女よりもだいぶ背が小さい。ぴょこんと突き出た左右の耳が特徴的であった。

			「……ユウ様！」

			　鈴を転がすような、可愛(かわい)らしい声。心配そうに近付いてくる顔が、うっすらと認識できた。

			「ティオ？」

			「はいデス！　ちょっとお待ちくださいネ！」

			　弾けるように頷くティオ。ぱたぱたと駆けて灯(あか)りを点け、ぱたぱたと戻ってくる。

			　彼女の愛らしい相(そう)貌(ぼう)が、はっきりと見えた。

			「ずっと点けてても良かったのに……暗かったでしょ？」

			「森人(エルフ)は目がとてもいいのデス、あれぐらいだったらお部屋の中はぜーんぶ見えてましたヨ。それより、ユウ様」

			　吐(と)息(いき)がかかりそうなほど顔を寄せながら、気遣わしげに尋ねてきた。

			「どこか、具合の悪い場所はないですカ？　痛いところとか、逆に感覚がないところとかあったら言ってくださいネ？」

			「うーん……いや、大丈夫だよ。ちょっと、疲れてるけど。それより、ティオの方こそ……休んでなくていいの？」

			　彼女は、〈機甲蟷螂(ハウル・シザーズ)〉の内部に組み込まれ、その生命力を吸い出されていたはずである。

			　加えてあの高機動戦闘だ、相当な負担がかかっていたことは想像に難くない。

			　だがティオは、胸元で両こぶしをぎゅっと握りながら、元気よく微笑(ほほえ)んだ。

			「大丈夫デス、ユウ様。あの人が……マダラ様が、わたしの治療をしてくれたのデ」

			「そうなんだ……良かった」

			「ありがとうございましタ、ユウ様」

			「いいんだ、僕が勝手にやったことだし」

			　とりあえず、一安心といったところか。安(あん)堵(ど)とともに、胸中に様々な疑問が湧いてきた。

			「あれから、どうなったの？　ルルさんがいないみたいだけど……鉄先輩とか、粕(かす)谷(や)……君とか。朱(あか)音(ね)たちは、大丈夫だった？」

			「はい、アカネ様も、ご友人の皆様もご無事デス。みんなくたくたに疲れてるのデ、今はぐっすりお休みになられてると思いますケド。ルルさんは、マダラ様とベアトリス様に呼び出されたのデ、ユウ様をわたしに任せて出かけていますデス」

			　そして、ティオは他の疑問についても答えていく。

			　死者１名。重軽傷者75名。それが、あの魔界での戦闘の顛末だった。

			　死者の名は、高見徹――悠(ゆう)のクラスメイトである。

			　粕(かす)谷(や)の取り巻きの一人、斉藤が担いでいた少年だ。あの時、彼はすでに死亡していたらしい。

			　リーダーの粕(かす)谷(や)京(きよう)介(すけ)はといえば、重傷者の一人にカウントされ医療施設に収容されている。

			　それも肉体ではなく、魂(たましい)へのダメージによるものだ。帝都に帰還した後も意識は戻らず、今も医療設備内で眠り続けている。回復には一週間ばかりを要するとのことだった。

			　鉄美虎も、複数個所の骨折や内臓、筋肉へのダメージで医療施設で休んでいる。こちらは明日には動けるようになるとのことだった。

			「ミコ様のお仲間方が、明日ミコ様と一緒にお礼に伺いたいと仰(おつしや)っていましタ」

			「そ、そう……」

			　正直、気まずさもあった。

			　あの鉄美虎が小さな女の子みたいに泣きじゃくる姿を見てしまうと、どう接していいのか分からなくなる。だけど案外、あちらが彼女の素なのかもしれない。年下の仲間のため、無理をしていたのではないだろうか。

			「あと、ユウ様の序列も上がるそうデス。７位以上は確実だってお話ですヨ」

			　だいたい真ん中あたりか。時間の大半を粕(かす)谷(や)との戦闘に要していたので、皆の役にはあまり立てなかった。最下位のまま据え置きかとも思っていたのだが、意外と評価されていたらしい。

			　一通りを語ったティオは、もじもじと躊躇(ためら)いがちに話を続けた。

			「それで、わたしのことなんですケド……」

			　そういえば、どうして粕(かす)谷(や)の奴(ど)隷(れい)であるティオが悠(ゆう)の部屋にいるのだろうか。

			　ティオの話は、その疑問に答える内容であった。

			「キョウスケ様は、しばらく施設から絶対安静で動けないので、わたしのやることはあまりない状態だったのですけド、カズキ様が……」

			　粕(かす)谷(や)の右腕的存在である斉(さい)藤(とう)和(かず)樹(き)が、悠(ゆう)にこう頼みたかったのだそうだ。

			　ティオを悠(ゆう)に預ける代わりに、金(きん)銭(せん)を融通して欲しいと。

			　粕(かす)谷(や)はあの戦いで多くの魔族を葬(ほうむ)り、相当な報酬を得られるはずだったのだが、魔石を消(しよう)耗(もう)する医療設備を長期稼働させる支払いとして、その大部分が削られるらしい。

			　そして戦闘要員のいない状態で粕(かす)谷(や)に放置された斉藤たちは魔族を倒したり魔石を探すどころではなく、逃げ回るだけで精一杯だった。

			　つまりは、粕(かす)谷(や)グループは困窮していた。

			　粕(かす)谷(や)の意識がない間、ティオの身柄を悠(ゆう)たちに預けることの対価として、生活していくためのお金を工面して欲しかったそうだ。

			　そして、悠(ゆう)の代理として朱(あか)音(ね)が承諾するかたちで、玲子が融通をしてくれたとのことだった。

			「カズキ様が、しばらくは自分たちのことは忘れて好きにして来いって仰(おつしや)ってくれましタ」

			「……そうなんだ」

			　少なくとも数日間はティオと一緒にいられるということである。

			　だが、それを素直に喜ぶことはできない。

			　結局、その後は粕(かす)谷(や)の下へと戻っていくことになるのだ。

			　悠(ゆう)や朱(あか)音(ね)への嫌がらせとしてティオを嬲(なぶ)りものにした粕(かす)谷(や)。それを大っぴらにした後では、彼女に何をするか想像も付かない。

			　苦々しく唇を噛んだ悠(ゆう)の手に、ティオはそっと自らの手を被せてきた。

			「ユウ様……わたしは、大丈夫ですかラ。何が起こっても、平気デス。それに……ユウ様もアカネ様も、恨んだりなんてしてないデス」

			「えっ？」

			　ティオは気恥ずかしげに苦笑しながら、

			「ごめんなさいデス。あの時、動けなかったけど意識はあったんですヨ。だから全部、聞いてましタ。そもそも、わたしが選ばれた理由はもっと前から知ってたんですけどネ」

			　にこりと屈(くつ)託(たく)なく微笑(ほほえ)むティオ。罪悪感でいたたまれなくなった悠(ゆう)は、震えた声で謝罪の言葉を吐こうとして、

			「ご、ごめんティオ、僕のせいで――」

			「――恨んでないって言いましたヨ？」

			　唇に、ティオの白い指が当てられた。

			　言葉を飲み込む悠(ゆう)の頬を愛しげに撫でながら、つぶらな碧(へき)眼(がん)が悠(ゆう)を静かに見つめていた。

			「だって、ユウ様とアカネ様は、わたしの命の恩人なんデス。これぐらいで恨んだら、わたしすごくひどい子じゃないですカ」

			「これぐらいって……」

			　実際に彼女がどんな目に遭(あ)ってきたかは、ほとんど知らない。

			　それは、きっと粕(かす)谷(や)と彼女だけが知っていることではないのだろうか。

			　よく見れば、そのほっそりと華(きや)奢(しや)な腕には強く握り絞められた痣が見えた。

			「大丈夫デス。わたしは、ずっとひどい目に遭(あ)っても耐えた人を知ってますかラ。だからこれぐらい、何でもないんですヨ。きっと、そのうち慣れると思いまス」

			　その眼差しは、どこか遠いものを見つめているようであった。わずかな躊(ちゆう)躇(ちよ)とともに、悠(ゆう)は確認する。

			「……ティオの、お母さんのこと？」

			「やっぱり、知ってたんですネ。噂、けっこう広まっちゃってますから、仕方ないですよネ」

			　諦(てい)観(かん)の滲(にじ)んだ困り笑顔で、ティオは目を伏せた。

			「そうデス。お母さんは、どんなに辛い目に遭(あ)っても、わたしを育ててくれましタ。そして――」

			　わずかな沈(ちん)黙(もく)の後、絞り出すような切なげな声で、

			「――わたしのせいで、殺されたのデス」

			　そう、言った。

			　ティオの母は、貴族や富豪を虐殺した罪でベアトリスによって命を絶たれた。

			　悠(ゆう)が知っているのはそこまでだ。

			　ティオのせいとは、いったいどういうことだろうか、疑問は尽きないが、それを無暗に掘り返すような真似もしたくはない。できれば彼女の話したいままに任せたかった。

			「だから……今こうなってるのも、天罰なのかもしれませんネ。仕方がないことなんデス」

			　そうして見せるのは、お手本のような手慣れた笑顔であった。

			　無色透明で綺(き)麗(れい)な――何ら感情の見えない、空っぽの笑み。

			「ねえ、ティオ……あのマダラさんって人が言ってたんだけどさ」

			「……はイ」

			「君を何とかしたかったら、君のお母さんのことを調べろって。だからさ、喋るのが辛いかもしれないけど、君のお母さんのことを僕に――」

			「駄目デス」

			　きっぱりとした拒絶。冷徹ですらある、硬質な声色。

			　その表情も、突き放すような素っ気ないものだった。

			「教えることは、できませン」

			「ど……どうして？」

			　面食らった悠(ゆう)のおずおずとした問いに、ティオは自らの奴(ど)隷(れい)首輪に手を触れながら語る。

			「わたしの首輪、見た目は同じだけど特別製なんデス。魔道装置が組み込まれてて、特定の事柄についての情報を外に発信することができなくなっていまス。わたしの場合は、お母さんが死ぬことになった事件についてデス。教えられるのはさっきぐらいが限界で、それ以上になると、わたしの脳に負荷をかけて気絶させるようになっていますかラ」

			「そんな……誰が、そんなことを？」

			　ティオは、黙ってかぶりを振った。それについても極秘事項なのだろうか。

			　彼女の母についての事件は、帝国上層部に隠(いん)蔽(ぺい)されている。それは玲子から聞いたことであったが、ここまでするとは。それほどの重大な事件に関わっていたということだろうか。

			「それに、この首輪のことがなくたって、わたしはユウ様に教えるつもりはありませン」

			「な、なんでさ！」

			「ユウ様方を、厄介事に巻き込むことになるかラ。命が危ないかもしれないデス」

			　ティオは、寂(さび)しげな笑みで首を傾げる。

			「お母さんを死なせたわたしには、もう誰かに助けを求める資格なんてないんデス。わたしのために誰かが傷つくなんて、二度と嫌ですかラ」

			　ぽつりと、最後にこう言った。

			「今日だって……見捨ててくれたって、良かったんデス」

			　その呟(つぶや)くような言葉だけは、聞き捨てならなかった。

			　カッと、頭に何か熱いものがせり上がってくる。あの時の感情が蘇(よみがえ)り、思考が沸(ふつ)騰(とう)していく。

			　悠(ゆう)もまた、きっぱりとティオに告げた。

			「嫌だ」

			「えっ……？」

			「絶対に嫌だ。同じようなことがあったら、僕は同じようにティオを助ける」

			　それに、と悠(ゆう)は当惑するティオの揺れる碧(へき)眼(がん)を真っ直ぐに見つめて言う。

			「ティオから聞けなくたって、僕は君のお母さんのことを調べるよ。そして、君を助けてみせる」

			　粕(かす)谷(や)の口ぶりからすれば、いくら金(きん)銭(せん)を積んでもティオを手放すことはあるまい。だとすれば、マダラの口にしていた可能性に賭けるしかない。彼が信用のおける人物かは分からないが、あの圧倒的な力を有する男の言葉であれば、何がしかの意味があるのではないか、そう思えた。

			「駄目デス！　絶対に駄目！」

			　ティオの瞳(ひとみ)が、きっと悠(ゆう)を睨んだ。

			　あの人質事件の時に見せたような鋭い眼差しが悠(ゆう)に向けられる。

			　悠(ゆう)も真っ向から受け止めて、負けじと言い返す。

			「やるよ！　絶対にやるから！　友達を見捨ててのほほんと生きてくなんてできるわけないだろ！」

			「殺されるかもしれないんですヨ！　ユウ様、この前の戦いで死にそうになって泣いてたって聞きましタ！　怖いんじゃないんですカ！　無理しないでくださイ！」

			「そ、そそそ、それはそれ！　怖くても、やるったらやるの！　決めたの！」

			「駄目ったら駄目デス！　どうしてもやるって言うのでしたラ、ユウ様のこと嫌いになりますかラ！　友達やめちゃいまス！　だからもう助ける必要ないですよネ！」

			「い、い、いいよ、嫌いになったってぇ！　君が僕のこと嫌いになっても、絶対に助けるから！」

			「分からず屋！　そんなユウ様、嫌いデス！」

			「僕は君のこと好きだけどね！」

			「ど、どうして泣いてるんですカ！」

			「ティオだって！」

			「ユウ様のこと嫌いになるって言ったら悲しくなっただけデス！」

			「僕だってティオに嫌われると思ったら悲しくなっただけだよ！」

			「ごめんなさイ！　ほんとは好きデス！」

			「ありがとう！　僕も好きだよ！」

			「でもユウ様のバカ！」

			「ティオだってバカだよ！」
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			　もう自分でも何を言っているのやら分からない。

			　そのままごつんと額をぶつけ合い、うーうー唸(うな)って涙目で睨み合った。

			　しばらくそのまま、むすっと頬を膨(ふく)らませるティオが、思い出したように聞いてくる。

			「ユウ様、いま怒ってマス？」

			「うん。怒ってるよ。激おこだよ」

			「さっきもキョウスケ様に怒ってましタ」

			「……うん。キレちゃったね」

			「ユウ様は、怒ったり憎んだりできないんじゃなかったのですカ？」

			「それはっ……そのはず、だったんだけど」

			　その感情の萌(ほう)芽(が)は、もっと前からだったように思う。

			　あの森での戦いの時、クラスメイトの無残な死を目の当たりにした時に悠(ゆう)が取り乱した感情もまた、怒りではなかったか。

			　嬲(なぶ)られるティオを見て、

			　傷つき地に伏す美虎を見て、

			　粕(かす)谷(や)の途(と)轍(てつ)もなく禍(まが)々(まが)しい悪意の矛先を知って、

			　今日初めて、悠(ゆう)は自らの怒りというものを明確に認識した。

			　どうしてだろうか。

			　相変らず、粕(かす)谷(や)の自分に対する仕打ちには何の負の感情も湧かないというのに。

			「……もしかして、ですけド」

			「うん？」

			　額と額を触れさせ合ったまま、ティオは赤らんだ頬で、何かを期待するような眼差しを向けながら、おずおずと問う。

			「わたしのために……怒ってくれましたカ？」

			「……あ」

			　靄のかかった思考に、光明が差した。他者に与えられた理(り)不(ふ)尽(じん)に対する怒り。

			　自分に対する害への怒りや憎しみは、変わらず壊れたままであるが、他者のためであれば自分はまだ、怒ることができる。

			「そう……かもしれないね」

			「……笑ってまス。嬉しいんですカ？」

			「そうだね、嬉しいよ」

			　負の感情の欠落は、人当りの良さや温厚さとして、他者から好まれる一面ではあったのだろう。

			　だが悠(ゆう)は、そんなふうに褒められるたびに自分が人間として欠陥のある存在だと言われているような気がして、少し傷ついていた。

			　好ましい種類のものではないとはいえ、失われたと思っていた人間らしい感情の一部が残っていたことが、素直に嬉しかった。

			「はぁー……」

			　ティオが深々とため息を吐(つ)いて額を離す。

			　お互いムキになってグリグリと押し付け合ったおかげで、その額はすっかり赤くなっていた。

			「どうしても、お母さんのことを調べるんですネ」

			「うん、君を助けられるかもしれない方法が、それしか見つからないから。もう二度と、粕(かす)谷(や)君のところには戻したくないよ」

			　自らの意思を確認するように口にして、目標を自分の中で明確にする。

			　奴(ど)隷(れい)がどうとか、倫理的にどうかとかは、とりあえず後回しだ。

			「君の身柄を自由にするか……僕のものにする」

			　……別に自分じゃなくても、信頼できる仲間の誰かでもいいかなと悠(ゆう)が付け加えようとした時、

			「ティ、ティオ……どうしたの？　顔に何か付いてた？」

			　ティオが、何やらバチャバチャと水音を立てて荒ぶっていた。

			　突然、傍(かたわ)らに置いてあった水桶で顔を洗い始めたのだ。

			「な、何でもないデス……！　ただちょっと、熱いなーっテ！」

			　その顔は今までにないほど真っ赤であった。湯気でも吹き出しそうなぐらいだ。

			「わたしが、ユウ様のものにですカ……」

			　熱っぽく揺れる眼差しで、悠(ゆう)をじっと見つめている。

			「せ、選択肢の一つとしてね。本当は、奴(ど)隷(れい)じゃなくするのが一番なんだけど」

			　しかし、おおむねの経緯を聞く限りでは、現状は難しそうだ。

			　もっと帝国に影響力を持つ立場であればまた違うのだろうが、今の悠(ゆう)は、結局は帝国の支配下にある。そういう意味では奴(ど)隷(れい)のティオと大差ない。

			　ティオの母についての真実を知ろうとすれば、その帝国上層部を敵に回す、ということになるのだろうか。慎重に立ち回らないといけないだろう。

			　何はともあれ、今現在できることは一つであった。

			「……寝よっか、まず疲れを取らないと」

			「……そうですネ」

			　しかし、一つの問題があった。

			　この部屋には、ベッドが一つしかない。

			　悠(ゆう)はまだくたくたで起き上がるのが億劫であったし、だからといってティオを床や椅子で寝かせるというのも落ち着かない。１階には奴(ど)隷(れい)用の共同寝所があるのだが、今夜は悠(ゆう)のことをルルから任されたのだからと、ティオは責任感を発揮して部屋から出ないつもりであった。

			　ゆえに導き出されるのは、いつかのメドレアと同じ光景。

			「じゃ、じゃあ、ユウ様のベッドに失礼してもいいでしょうカ……！」

			　照明を落とし寝間着に着替えたティオが、これから眠るとは思えないほど鼻息を荒くしていた。

			「ど、どうぞ」

			「ふ、ふつつか者ですガ！」

			　いそいそと入ってくるティオ。

			　二人で使う分には十分な広さのあるベッドなので、余裕をもって寝転がることができた。

			　だがそれでも、異性と異性の間の距離としてはかなり近い。

			　ルルとは色々あったおかげですっかり慣れてしまっているが、そうではないティオを前にすると、なかなかに気まずいのが正直なところだ。

			　ティオも、緊張気味の顔でこちらを見つめていた。

			　空気が茹(ゆだ)っていくような錯(さつ)覚(かく)。誤魔化すように、話が振られる。

			「メドレアの時を、思い出しますネ」

			「そうだね。あの時は、朱(あか)音(ね)とルルさんがいたけど……狭かったなあ」

			「アカネ様が、毎朝抱き枕にされていましたよネ」

			「う、うん……毎朝怒られたね。わざとじゃないんだけど……」

			「今は、ルルさんですカ？」

			「ま、まあね……」

			　第六宿舎にお泊りした時は、隣で寝ていた冬(とう)馬(ま)に抱き着いた体勢で目覚めたのだが。

			　しばらく、とても気まずい微妙な空気が漂(ただよ)っていたものだ。

			「やっぱり、お胸の大きい人がいいのですカ!?」

			「ど、どうしてそういうことになるの？」

			「だってわたし、まだそんなにお胸ないかラ……抱き枕係、ちゃんとできるか自信ないデス」

			「そんな気持ち悪い係存在しないよ!?」

			「でも結果的にそうなるんじゃないですカ？」

			　ぐうの音も出ない。

			　今までのことを思えば、眠っている自分がティオを抱き寄せることは想像に難くなかった。

			　真顔で黙り込んだ悠(ゆう)に、ティオがもぞもぞと近寄ってくる。

			「ティオ……ち、近いよ？」

			　彼女の温もりを感じる。

			　吐(と)息(いき)が触れそうなほどの間近、愛らしい少女が頬を赤らめて悠(ゆう)を見つめていた。暗闇の中にあってなお、彼女のつぶらな碧(へき)眼(がん)はきらきらと輝いているように見える。目の前で、ゆったりと無防備に寝そべりながら、彼女はこう言ってきた。

			「いいのですヨ、ユウ様のお好きなようにされテ。それぐらいじゃないと、ユウ様に御恩をお返しできませン。ユウ様がわたしにお求めされることがあれバ、何でもお応えしますかラ。どうかご遠(えん)慮(りよ)はしないでくださいネ。わたし、嫌じゃないですかラ」

			　うっすらと見えるその表情は、むしろ悠(ゆう)に求められることを期待しているようにすら見える。

			「ル、ルルさんみたいなこと言うね」

			「あの人の代わりにいますかラ。ルルさんほど綺(き)麗(れい)でも物知りでも器用でもないですけド、わたし頑張りマス……！」

			　そのひたむきなまでに献身的な姿と言動に、悠(ゆう)は戸惑っていた。

			　――ティオには、想い人がいる。

			　そして今、彼女は悠(ゆう)と何ら抵抗もなくベッドに入り、あまりに無警戒な振る舞いを見せていた。

			　いくら恩のある仲の良い相手でも、普通そこまでするだろうか。

			　まさか、彼女が好いている相手とは――

			「あのさ、ティオ」

			「はい、何でしょうカ、ユウ様！」

			「えっと、ね。もしかして、なんだけど――」

			　――君が好きな相手って、僕のことじゃないの？

			　とは、聞く勇気がなかった。

			　もし「違いますよ」なんて言われた日には、恥ずかしさのあまり、奇声を上げながら窓から身を投げるかもしれない。良くても泣きながらダッシュして第一宿舎を飛び出していくだろう。

			　そうだ、思い上がるな神(かみ)護(もり)悠(ゆう)。褒められるとつい調子に乗るのは自分の悪い癖ではないか。

			　ティオは人懐っこく、優しく、責任感のある子だ。

			　今の態度も、その延長線上のことかもしれない。

			　耳を触らせたのだって、そこまで深い意味はなかったかもしれない。

			「な、何でもないよ。おやすみ、ティオ」

			「……おやすみなさいデス、ユウ様」

			　だから、ティオが不満げにぷくーっと頬を膨(ふく)らませ、じとっと半眼でこちらを見つめているのも、疲れているがゆえの目の錯(さつ)覚(かく)であろう。

			　彼女がぴとっと身体を密着させてきているのも、高鳴る彼女の鼓動が、淡い膨(ふく)らみを通じて伝わってくるのも、別に深い意味はない、はずだ。

			　寝返りを打って背を向けようと思ったが、ティオのほっそりした指が悠(ゆう)の寝間着をぎゅっと掴む。

			　離れないでとお願いされている気がして、悠(ゆう)は動けなかった。

			　どれほどそうしていただろうか、ティオもさすがに疲れていたのだろう、やがて健やかな寝息を立てはじめた。

			「ユウ、様ぁ……き、デス……」

			　大好き、と聞こえたような気がしないでもないが、たぶん気のせい。気のせいである。

			　自分に言い聞かせる悠(ゆう)を、ティオはさらに追い詰める。

			「えへへ……ぎゅー」

			「ちょっ、ティオ……!?」

			　ティオが甘ったるい寝言を囁(ささや)きながら、悠(ゆう)の背中に両腕を回してきた。

			　そのまま、淡い力で抱き締めてくる。

			　幸せそうに悠(ゆう)の胸元にすりすりと頬を寄せるティオを見て、悠(ゆう)は思わず吹き出してしまった。

			「これじゃ、僕の方が抱き枕だよね……」

			　そっと、抱き締め返した。

			　ルルのようなしなやかさはなく、ただ細く、柔らかい。

			　力を入れれば壊れてしまいそうな、人形のような華(きや)奢(しや)な手応え。

			　それが怖く、また愛おしかった。

			　守りたい。もう二度と、あんな身勝手で醜(しゆう)悪(あく)な悪意になど晒(さら)したくはない。

			　負けるものか。粕(かす)谷(や)にも、この帝国にも。

			　その想いを、改めて胸に刻んだ。

			「もう、誰も……失う、もんか……絶対に、助け……」

			　ティオの柔らかさと温もりを腕の中に感じながら、悠(ゆう)の意識も心地良い微睡(まどろみ)へと沈んでいく。

			　やがて睦まじい二つの寝息が、すやすやと溶け合っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜空に、大きな月が浮かんでいる。

			　一切の影もなくただただ真っ白な、満ち欠けを知らぬ永久にして純潔な真円。

			　鈴を弾くような虫の音が心地良く、草花を凪(な)ぐ風も寝息のごとく穏やかだ。

			　暑さを増しつつある帝都であるが、夜はほどよく過ごしやすい。

			　朱(あか)音(ね)は、そんな夜気を感じながらもぐったりと寝そべっていた。

			　クラスメイトたちが寝泊りする第六宿舎――では、ない。

			　ここは、悠(ゆう)たちの眠っている第一宿舎、その屋根の上であった。

			「うぅー……」

			　喉から漏(も)れるのは、熱っぽくふやけた吐(と)息(いき)交じりの声である。

			　涼やかな空気に反して、身体は熱っぽい。思考は痺(しび)れ、その輪郭はあやふやに緩んでいた。

			　それもこれもすべて、今も朱(あか)音(ね)の身体を火照らせる、生まれて初めて摂取したアルコールのせいである。

			「なかなか思い切りの良い飲みっぷりでございましたね、アカネ様」

			　ルルが、うなり続ける朱(あか)音(ね)に膝枕を提供しながら言う。

			　こくん、と喉を鳴らし、ほんのりと心地よさそうな吐(と)息(いき)を漏(も)らした。

			「何で、こんなことにぃ……」

			「アカネ様が、宿舎の入り口で独りごとを呟(つぶや)きながらウロウロされていたからではありませんか」

			　そうだ、本当はこんな屋根の上で酒など飲まされているはずではなかったのだ。

			　ただ、悠(ゆう)とティオの様子が気になって、落ち着かずに眠れなくて、こっそり第六宿舎を抜け、この第一宿舎の前に辿(たど)り着いて、

			　――数日前に見た、悠(ゆう)とルルのあられもない事後の姿を思い出して。

			　いくら何でも、まさかと思いながらも、躊(ちゆう)躇(ちよ)していた時のことである。

			　ルルがいきなり屋根の上から飛び降りてきて、驚(きよう)愕(がく)呆(ぼう)然(ぜん)としていた朱(あか)音(ね)を担ぎながら、さながらロッククライミングのごとく壁の出っ張りに手と足をかけて、屋根まで楽々と昇って見せたのだ。何だこのエロ狼、忍者か。

			「お師様が連れてこいと仰(おつしや)ったので」

			　そう、ここにいるのは朱(あか)音(ね)とルルだけではない。

			「呵(か)呵(か)っ、黒髪は月光に良く映えるからのう。それも胸のでかい別(べつ)嬪(ぴん)と来とる。酒の肴にゃちょうどよいわ。この〝偽天〟が注いでやった酒じゃぞ、ありがたく酔い潰れとけ、お嬢よ」

			　言いながら上機嫌に酒を煽(あお)るのは、斑(まだら)模様の着物を羽織った傾奇(かぶき)者だ。

			〝偽天〟マダラ。悠(ゆう)と粕(かす)谷(や)の戦いに突如として乱入したこの男は、そのまま帝都に居座っていた。世界最強クラスの魔道師、ルルの魔道の師、そしてフォーゼルハウト帝国とも何らかの関係のある人物らしい。

			　気になっていることは色々あったが、泥酔した朱(あか)音(ね)にはすでに思考を整理するだけの判断力が失われていた。何だか無性に面白くない気分のまま、ぐちぐちとルルに絡み始める。

			「何よぉ、あの人質事件の時。あんな気軽に生足見せるとか、痴女じゃないのぉ……？」

			「アカネ様はその短いスカートで頻繁に見せてらっしゃいますが。お尻までくっきりと」

			「年頃の女がねえ……恋人でもない男と一緒のベッドで寝るとかおかしいんじゃないのぉ……？」

			「メドレアの時はアカネ様から一緒に寝ることをご提案されていましたが」

			「何なのよ、あのネーミングセンス……聞いてて恥ずかしいのよ、この中二病女ぁ……」

			「ユウ様には好評でしたよ……!?」

			　ちょっと震え声だった。

			　その後も、朱(あか)音(ね)は延々とルルに絡み続けた。

			　嫌いではないが、ひどく気に食わないこの女に。

			　悠(ゆう)とずっと一緒にいるこの女。あの危なっかしいお人好しの世話を焼くポジションに収まっているこの女。そこは、少し前までは自分のポジションだった。

			　そして、悠(ゆう)のおそらく「初めて」の相手。自分の知らない悠(ゆう)の姿を知っている女。

			　……はて、それがどうして気に食わないのだろうか？

			「どうしてよぅ……どうしてなのよぅ……ほらぁ、さっさと答えなさいよ、エロ狼ぃ……」

			「絡み方がだいぶ理(り)不(ふ)尽(じん)になってきましたね……」

			　生まれて初めて飲んだ酒は、朱(あか)音(ね)の思考を無自覚の領域まで掘り起し、そしてかき混ぜていた。考えれば考えるほど訳が分からなくなって、何だか無性にドキドキしてきて、同時にイライラしてきて、目の前のしっぽを八つ当たりするように掴み上げた。

			「くぅんっ」

			　苛められた子犬みたいな鳴き声。

			　そのまま弄(いじ)り続けると、くふん、きゅうん、と悩ましげな声が漏(も)れ、枕にしている太ももがもじもじとしはじめたが、ふさふさで気持ちいいので無視する。

			　すでに自分の視界に何が映っているのかも判断できなくなりつつあったが、声だけは聞こえていた。

			「結局、ティオの母を調べろとは、どういう意味だったのですか？」

			「んー……？　ああ、それはな」

			　マダラに問いかけたのは、刀剣めいた鋭さを持つ女の声だ。

			　この場にいる最後の一人、ベアトリス・アルドシュタインは、先ほどから据わった目をしてちびちびと酒を舐めていた。まだ一杯目だ。どう見ても下戸である。

			「儂(わし)もよう知らん。占いでそう出ただけじゃからな。呵(か)っ呵(か)っ呵(か)っ」

			　すっとぼけたような物言いに、ベアトリスが噛みついた。

			「下手に首を突っ込めば、あの少年の身が危ない。止めるべきです」

			「呵(か)っ、藪の中の蛇も仕留められんようじゃ、その程度ということよ」

			「蛇では済まないかもしれません。何が出てくるかは、私にも図りかねるのです。いいですか、私の立場でも知っていることは限られている。あの少年に、何ができますか」

			「そんなのやってみなけりゃ分からんじゃろうが。ま、荷が重いことは否定せんぞ。何せ、お主が出張らなきゃならんほどの女丈夫が死ぬような事件じゃからの。じゃがな、そこを罷(まか)り通してこその漢(おとこ)の本懐っちゅうもんじゃ。儂(わし)も見てて面白ろうないわ」

			「彼らはあなたの見世物ではないです……！」

			「呵(か)っ呵(か)っ呵(か)、儂(わし)は儂(わし)が楽しめるようにしか動くつもりがないでな」

			　よく分からないがむかつく。何か言ってやりたかったが、もはや朱(あか)音(ね)の唇は、むにゃむにゃとふやけた呻(うめ)きを漏(も)らすことしかできなかった。

			　代わりに、ルルが苦笑まじりに口を開いた。

			「……相変らずお人が悪うございますね、お師様」

			「それが〝偽天(わし)〟よ、とっくに知っておるじゃろうが、狼のお嬢よ」

			　弟子の皮肉に、マダラは悪びれもせずに答えた。

			　ぐいっ、と酒を煽り、〝天〟の男は愉しげに語る。

			「それに、あれはただの坊主じゃなかろうが。魔道師としてはまだ半人前もいいとこじゃが、面白い身体をしておるからの、そうそう死にはせんじゃろうよ」

			　いったい、何のことだろうか。

			　悠(ゆう)の身体が、どうしたというのか。

			　とろけた思考の中、そんな疑問が浮かぶが、すぐに酒に流され消える。

			　ルルもベアトリスも、それについての問いを発してはくれなかった。当然のことのように受け止めている。

			「さあて、白スケ。お主はどこまで征ける？　〝天〟へと至れるか？　あるいは、その先に――」

			　マダラの声は、見上げる大月に吸い込まれるように、夜空に溶けていく。

			　虚(うつ)ろなまでに白い真円に見下ろされながら、朱(あか)音(ね)は静かに眠りに落ちていった。

		

	
		
			あとがき

			　

			　お久しぶりです。この度は、「余命一年の勇者」２巻を手に取っていただき、本当にありがとうございます。刊行にかなり間が空いてしまい申し訳ありませんでした。

			　さて、今回は「小説家になろう」様に掲載させていただいているウェブ版のストーリーラインを基礎として再構築した、ほぼ書き下ろし版となっております。ウェブ版の文章は全体の１割も使用しておりません。すでにウェブ版を読んでいただいた方にも、新鮮な気持ちで読んでいただけるのでは、と思っておりますが、いかがでしたでしょうか。

			　ウェブ版２章ではいまいち描写の薄かった伊織と美虎の出番アップ、異界兵の序列という書籍オリジナル設定、ティオの己の境遇へのスタンスも書籍オリジナル要素を加えて変化しております。

			　今巻では断片的にしか提示されなかったティオ、ベアトリス、そしてティオの母の過去についても、大幅に肉付けされたエピソードを用意してありますので、ぜひとも書籍３巻で読者の皆様に明かすことができればと思っています。

			　次巻ではティオの過去についての謎を追いつつ、粕谷との因縁の決着、朱音やティオの恋心の行く末、その他ウェブ版では見せらなかったシチュエーションなんかを見せていきたいですね。ウェブ版では間が空いての回収となったルルの過去についても、３巻からしっかり掘り下げていく予定です。書籍オリジナルのゼノスフィアや詠唱も登場させるつもりです。

			　最後に、２巻の刊行に関わっていただいた皆様へのお礼をもって締めさせていただきたいと思います。

			　桑島黎音様、１巻に引き続き素敵なイラストをありがとうございました。

			　担当編集の荒田様をはじめとしたモンスター文庫編集部の皆様、続刊を出す機会をいただけて本当に嬉しいです。

			　１巻を買っていただいた読者の皆様のおかげで、２巻を出す機会をいただけました。

			「小説家になろう」のウェブ版読者の皆様の感想等も、日々の執筆のモチベーションです。

			　すべての方に、心からお礼を申し上げます。次巻でお会いできることを願っております。

			　

			平成27年10月　　からす

		

	
		
			からす

			北海道在住。好きな作品は中二病要素満載のバトルもの。バッドエンドを食らうとしばらく鬱るので、自作も他作もハッピーエンドを好む。（二〇一五年十二月現在）

			　

			イラストレーション

			桑島黎音（くわしま　れいん）

			黒と赤の組み合わせが大好きな絵描き。ニーソとロングヘアと赤髪をこよなく愛しています。（二〇一五年十二月現在）
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